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阿見町と住宅・都市整備公団は，良好な住環境を有する住宅の供給

を行うための特定土地区画整理事業を進めております0その事業予定

地内の荒川本郷地区には，実穀古墳群及び実穀寺子遺跡が所在してお

ります。

財団法人茨城県教育財団は，住宅・都市整備公団から開発地内の埋

蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成7年10月から平成9

年12月にかけて発掘調査を実施してまいりました0

本書は，平成7年10月から平成8年3月に調査を行った実穀古墳群，

及び平成7年10月から平成9年12月に調査を行った実穀寺子遺跡の

調査成果を収録したものであります0本書が学術的な研究資料として

はもとより，郷土の歴史の理解を深め，ひいては教育・文化の向上の

一助として，活用されることを希望いたします0なお，発掘調査及び

整理を進めるにあたり，委託者である住宅・都市整備公団からいただ

いた多大な御協力に対し，心から感謝申し上げます0

また，茨城県教育委員会，阿見町教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力を賜りましたことに対し，衷心より

感謝の意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本 昌



例

1本書は，住宅・都市整備公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年10月から平成8年3月

まで発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡阿見町大字実穀字木崎1554番地－3ほかに所在する実穀古墳群，平

成7年10月から平成9年3月，及び平成9年10月から12月まで発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡阿見町

大字実穀寺子1521番地－1ほかに所在する実穀寺子遺跡1の発掘調査報告書である。

2　実穀古墳群，実穀寺子遺跡1の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである0

理　　　 事　　　 長 藤　 本　　 昌 平成 7年4月∵－

副　　 理　 事　 長

小　 林　 秀　 文 平成6年4月～平成8年3月

中　 島　 弘　 光 平成7年4月～

斉　 藤　 佳　 郎 平成8年4月～平成10年3月

川　 俣　 勝　 慶 平成10年4月～

常　 務　 理　 事

一　 木　 邦　 彦 ＼．平成7年4月～平成8年3月

梅　 澤　 秀　 夫 平成8年4月～平成9年3月

斉　 藤　 紀　 彦 ・平成9年4月～

事　 務　 局　　 長

斉　 藤　 紀　 彦 平成7年4月～平成8年3月

小　 林　 隆　 郎 車成8年4月～平成9年3月

西　 村　 敏　 一 平成9年4月～・

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 蘇　 幸　 重 平成5年4月～平成8年3月

沼　 田　 文　 夫 平成8年4月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成6年4月～

・企

画

’管
理
課

課　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成4年4月～平成8年3月

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成8年4月～平成9年3月

課　　　　　 長 ‾河　 崎　 孝　 典 平成9年4月～平成10年3月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成10年4月～

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 ．平成7年4丹～

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成9年4月～平成10年3月 （平成8年4月～平成9年3月係長）

主 任 調 査 貞 海老澤　　　 稔 平成6年4月～平成8年3月

主　任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成8年4月～平成10年3月

主 任 調 査 員 池　 田　 晃　 一 平成10年4月～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

主　　　　　　 任 川　 崎　 敦　 司 平成10年4月～ （平成10年4月～平成10年9月主事）

経

理

課

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成5年4月～平成8年3月

課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成8年4月～平成9年3月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成9年4月～平成10年3月（平成7年4月～平成8年3月主査）

課　　　　　 長 佐　 藤　　　 健 平成10年4月～

主　　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成8年4月～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成7年4月～平成9年3月

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成10年4月～

主　　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成7年4月～平成10年3月

主　　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成9年4月～

主　　　　　　 任 木　 下　 光　 保 平成10年4月～

主　　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成5年4月～平成8年3月



経
理
課

主　　　　　　 事 柳　 澤　 松　 雄 平成8 年 4月～平成 9 年3 月

主　　　　　　 事 小　 西　 孝 1典 平成 9 年 4月～平成 1 0 年 3月

調

査

課華 （部長兼務） 安　 蘇　 幸　 重 平成5 年 4月～平成 8年 3 月

課長 （部長兼務） 沼　 田　 文　 夫 平成8年 4 月～

調．査 第一 班 長 川　 井　 正　 一一 平成7年10月～平成 8年 3 月

調・査 第一 班 長 萩野谷　　　 悟 平成8年 4 月ん平成9 年 3月

調 査第 一 班 長 横　 堀　 孝　 徳 平成9年 4 月～平成10年 3月

第 主　任　 調 査 員 田　 所　 則　 夫 平成7年10月～平成 8 年3 月調査

．h＿＿一
主 任　調 一査 貞 吉 ＿　津　 義　 一 ．平成8年 4 月～平成 9 年3 月調査

課
主 任 調 査 員 荒　 井　 保　 雄 平成8 年 4 月～平成 9年 3 月調査

主　任　調 査 員 新　 井　　　 聡 平成9 年 4月～平成10年 3 月調査

副主 任 調 査 員 大　 関　　　 武 平成7 年10月～平成 8年 3 月調査

副 主 任 調 査 員 浅　 野　 和　 久 平成9 年4月～平成10年 3 月調査

整
理
課

課　　　　　 長 川　 井　 正　 一 平成10年 4 月～

副 主 任 調 査員 浅　 野　 和　 久 平成10年 4 月～平成11年 3月整理 ・執筆 ・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，古墳の埋葬施設及び，‘築造年代については，国立歴史民俗博物館杉山晋作氏にご指

導をいただいた。また，実穀古墳群出土の黒曜石（細石刃）産地の判別は，沼津工業高等専門学校助教授望

月明彦氏に，旧石器については，千葉県立中央博物館橋本勝雄氏に御指導をいただいた。

5　金属器の保存処理業務は，財団法人岩手県文化振興事業団に委託した。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

7　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な あらかわほんごうちくとくていとち．くかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 壷　 名 実穀古墳群 ・実顛寺子遺跡 1
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ふ　 り　が　 な
所 収 遺 跡

ふ　　 り　　 が　　 な

所　　　 在　　　 地

コード 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調査原 因

じっこくこふんぐん
実穀 古墳群

いば　ら　き　け　んい　な　し　き　ぐ　ん
茨 城　県　稲　敷 郡

あ　　み　ま　ち　おおあ　ざじっ

08443 36度 140度 20～ 19951001～ 9，05 1m ヲ荒川本郷地

－ 00分 11分 24m 19960331 区特定土地

阿 見　町 大 字 実

こく　あざ　き　　さき
・′穀 ・字　木　崎

155 4 番地 － 3 ほか

箪 33秒 25秒 区画整理事

業に伴う事

前調査・

じっこくてらこいせき
実穀寺子遺跡

いば　ら　き　けんいな　し．き　ぐん
茨 城　 県　稲　 敷　郡

あ　　み　ま　ち　おおあざじっ
阿 見　 町 大 字　実

lこ＿く　てら　こ穀 寺　子

152 1 番地－ 1 ほか・

08443・ 36度

00－分

．・53秒

140度

11分

41秒

22一）

24m

19951‾001～

19960331

19960401～

19970331

19970401～

19980331

2，291 m ヲ

25，75 0m ヲ

2，8r20 Iが

所収遺 跡名 種　 別 主 な‘時 代 主 ．な　 遺　 構 主　 な　 直 物 特　 記　 事　 項

実顛 古墳群 集壷跡 古 墳 時 代 竪穴住居跡　 7軒 土師器 （高塔・杯・襲），

土製晶（土玉），石製晶

（石製模造品，臼玉）

古墳時代中

古墳時代後期

び中世の土壌

合遺跡セある

期の集落跡，

の古墳群及

、基群等の複

0古墳・群 古 墳 時，代 円墳　　　　 4基 土師器 （高塀・

須恵器（坪・襲）

（埴輪），石製品

造晶），ガラス

製品（直力・鉄鉱

塔・襲）．，

，土製晶

口（石製模
小玉，鉄

・刀子）

土墳墓群 中 ・．近 世 土墳墓　 18基

塚　　　　 1基

石製晶（五輪塔）

土師質土器（皿）

その他 中 ・近 世 地点貝塚 1か所 ヤマトシジミ

時 期 不 明‘溝　　　　 6条

道路跡　　 1条

土坑　　　 47基

l不明遺構　 3塞‾

実穀寺子遺跡 包蔵地 旧石器時代 旧石器集中地点　4か所 石袈 （ナイフ形石器）
旧石森時代の石器製作跡

的な場，古墳時代中期の

集落跡の複合遺跡である。
集落跡 古 墳 時 代

竪穴住居跡 48軒

土坑　　　　 7基

土師器 （高塔・塔・賓・

壷），土製晶 （土玉），

石製晶 （石製模造品，

臼玉，管玉）

土師器 （高塔 ・賓・柑）

その他 時 期 不 明 土坑　　　 53基

溝　　　　 1条



凡 例

1　実穀寺子遺跡は，支谷によって大きく南北2地区に分かれるので，南側をA区，北側をB区とし，平成7年

度の調査区域をA－I区，平成8年度調査の南側区域をA．II区，北側区域をB－I区，平成9年度調査区

域をA－III区とした。

2　遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第IX系座標を用いて区画し，実穀古墳群はⅩ軸＝760m，Y軸＝31，

400m，実穀寺子遺跡は，Ⅹ＝1，160m，Y＝32，000mの交点を基準点（Alal）とした。

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3
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第1図　調査区呼称方法概念図

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四

方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3…，とし，

その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼称し

た。なお，実穀寺子遺跡の平成8年度調査区域のB－I

区については，南から北へZ，Y，Ⅹ…とアルファベッ

トの逆から順に付した。

さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，C‥う，西

から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は大調査区

の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称し

た。（第1図）

3　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　古墳rTM　清一SD　道路跡－SF　地点貝塚－SM　不明遺構－

SX　柱穴・貯蔵穴－P

遺物　土器－P　土製晶rDP　石器・石製晶－Q　古銭・金属製品－M

土層　撹乱一K　ロームプロッターRB　覆土－Ⅹ　床面－Y

4　遺構及び遺物の実測図中の表示

●土器　　　　　　○土製品　　　　　　　□石器・石製晶 △金属製品

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著日本色研事業株式会

社）を使用した。

6　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は実穀古墳群を縮尺400分の1，実穀寺子遺跡1を縮尺500分の1とし，各遺構の実測図は，

60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺にして掲載した。縮尺の異なるものについては個々に縮尺のスケール

をつけて表示した。



（3）「主軸方向」は，出入り口施設と炉を通る軸線，あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例N－100－E N－100－W）

なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径，B－器高，C一底径，D一高台径，E一高台高とし，単位はcmである0なお，

現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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状況，第41号住居跡Pl遺物出土状況

PL25　第42号住居跡貯蔵穴遺物出土状況，A－3区

完掘状況，第43号住居跡完掘状況，第44号住

居跡完据状況，第44号住居跡遺物出土状況，

第45号住居跡完据状況，第45号住居跡遺物出

土状況，第46号住居跡完掘状況

PL26　第47号住居跡完掘状況，第47号住居跡遺物出

土状況，第48号住居跡完掘状況，第48号住居

跡遺物出土状況，第49号住居跡完掘状況，第

50号住居跡完据状況，第51号住居跡完掘状

況，旧石器出土状況

PL27　第1～4号住居跡出土遺物

PL28　第4～6号住居跡出土遺物

PL29　第6・8号住居跡出土遺物

PL30　第8・9号住居跡出土遺物

PL31第9号住居跡出土遺物

PL32　第10・11号住居跡出土遺物

PL33　第11～13号住居跡出土遺物

PL34　第13・15号住居跡出土遺物

PL35　第15・16号住居跡出土遺物

PL36　第16～18A号住居跡出土遺物

PL37　第18A号住居跡出土遺物

PL38　第18A・18B・19号住居跡出土遺物

PL39　第19～21号住居跡出土遺物

PL40　第21・22号住居跡出土遺物

PL41第23号住居跡出土遺物

PL42　第23～25号住居跡出土遺物

PL43　第25～27号住居跡出土遺物

PL44　第27～29号住居跡出土遺物

PL45　第29～31号住居跡出土遺物

PL46　第32・33・36・38・39号住居跡出土遺物

PL47　第38～41号住居跡出土遺物

PL48　第41～43号住居跡出土遺物

PL49　第43・44号住居跡出土遺物

PL50　第44・45号住居跡出土遺物

PL51第45～47号住居跡出土遺物

PL52　第47～50号住居跡出土遺物

PL53　第3・6・8・10・11・13・17・18B・19・

21～23・31・32・43・45号住居跡出土遺物

PL54　第1～3号旧石器集中地点出土遺物

PL55　第2号旧石器集中地点・遺構外出土遺物

PL56　遺構外出土遺物



第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

阿見町と住宅・都市整備公団は，良好な住環境を有する住宅の供給を行うための特定土地区画整理事業を進

めている。

平成6年11月1日，住宅・都市整備公団つくば開発局は，茨城県教育委員会あてに荒川本郷地区特定土地区

画整理事業における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，同6年

11月2～8日に現地踏査，11月28～12月2日に試掘調査を実施し，平成7年2月20日に，荒川本郷地区内に

実穀寺子遺跡，実穀古墳群，北古辺古墳，実穀寺子西遺跡が所在することを，住宅・都市整備公団つくば開発

局に回答した。茨城県教育委員会と住宅・都市整備公団つくば開発局は，荒川本郷地区特定土地区画整理事業

にかかる実穀寺子遺跡，実穀古墳群の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重ねてきた0そ

の結果，茨城県教育委員会は，同年3月9日に実穀寺子遺跡（A－I区）2，2・91mヲ・実穀古墳群9，050Iがについ

て記録保存の措置を講ずることとし，埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団が紹介された。茨

城県教育財団は，住宅・都市整備公団つくば開発局から実穀古墳群及び実穀寺子遺跡の発掘調査依頼を受け，発

掘調査について協議を行った結果，住宅・都市整備公団つくば開発局と実穀古墳群及び実穀寺子遺跡の埋蔵文

化財発掘調査の委託契約を結び，平成7年10月から平成8年3月まで，発掘調査を実施した。

平成8年2月23日，茨城県教育委員会と住宅・都市整備公団つくば開発局は，実穀寺子遺跡（A－II区）の

取り扱いについて，慎重な協議の結果，同年3月5日，記録保存の措置を講ずることとし，埋蔵文化財の調査機

関として財団法人茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は，同年4月から調査を開始したが，調査予定

が早期に終了する見込みになったため，同年10月22日，茨城県教育委員会と変更協議を行った。その後，同

年12月4日，茨城県教育委員会と住宅・都市整備公団つくば開発局が発掘調査計画の変更協議を行い，その結

果，当初の予定に調査面積を追加し，追加調査を行うこととした（B－I区）0同年12月6日，茨城県教育財団

は，茨城県教育委員会から追加調査を行う旨の回答を受け，同年1月からB－I区の調査面積4，667mアを追加し，

当初予定のA－II区と合わせて25，750mヲの調査を実施した。

平成9年4月1日から平成10年3月31日までの予定で実穀寺子西遺跡の発掘調査を実施していたが，調査予

定の早期終了見込みのため，茨城県教育財団は，平成9年9月30日，茨城県教育委員会と実穀寺子西遺跡の発

掘調査計画の変更協議を行った。その後，茨城県教育委員会と住宅l・都市整備公団茨城地域支社が発掘調査計

画の変更協議を行った結果，実穀寺子西遺跡の調査面積を追加し，その追加分は実穀寺子遺跡を調査すること

となった。同年10月31日，茨城県教育財団は，発掘調査計画の変更について茨城県教育委員会から回答を受

け，実穀寺子西遺跡の当初の調査面積21，751Iがを24，751Iがとし，その追加分の2，820m戸については，実穀寺

子遺跡（A－III区）を調査することとなうた。そこで，茨城県教育財団は，同年11月から12月まで，実穀寺

子遺跡（A－III区）の調査を実施した。

第2節　調査経過

実穀古墳群の発掘調査は，平成7年10月1日から，平成8年3月31日まで実施した。

実穀寺子遺跡の調査は，平成7年10月1日から古墳群の調査と並行して行い，続いて平成8年4月1日から平
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成9年3月31日まで，及び平成9年10月29日から平成9年12月31日まで調査を実施した。

《実穀古墳群≫

平成7年度

10　月　6日に発掘器材の搬入など，発掘調査の諸準備を行った。11日に調査区域の伐開・清掃作業を開始し，

13日に関係者列席のもと，発掘調査の円滑な進行と作業の安全を願って鍬入れ式を実施した。16日から

手掘りによる試掘調査を開始した。その後，26日から第4号墳墳丘測量を，また，31日から，第6・7・

8号墳の墳丘測量に入った。

11月1日から引き続き，手掘りによるトレンチの試掘調査を行う。10日には，第4号墳墳頂部の掘り込み

に入り，直刀などの遺物が出土した。30日から重機による表土除去及び遺構確認作業を開始する。

12　月　7日に重機による表土除去を終え，竪穴住居跡7軒及びその他の遺構を検出した。12日に方眼杭打ち

測量を行った。古墳の調査と並行し，20日から竪穴住居跡の調査を開始した。

1月　第4号墳の周溝，第7号墳の墳丘の調査，及び第1号～第4号竪穴住居跡の調査を中心に実施した。

2　月　7日に中世の土墳墓を検出した。五輪塔，土師質土器が出土した。引き続き第4号・第6号・第7号・

第8号墳の周溝及び墳丘の調査を実施し，15日に第4号墳の主体部を検出した。第2号・第6号竪穴住

居跡の調査を実施した。

3　月　引き続き第4号・第6号墳・第7号竪穴住居跡及びその他の遺構の調査を実施した。6日に国立歴史民

俗博物館助教授杉山晋作氏を講師に招き，実穀古墳群の埋葬施設及び築造年代について班内研修を行っ

た。また，9日に現地説明会を実施した。12日に航空写真撮影を実施し，19日から補足調査を開始した。

22日をもってすべての現地調査を終了した。

《実穀寺子遺跡1≫

平成7年度

10　月　23日から調査区域を設定し，併せて伐開作業を開始した。

11月　13日から手掘りによる試掘調査を開始した。

12　月　12日から重機による表土除去及び，遺構確認作業を開始した。

1月　引き続き遺構確認作業を実施した。9日に方眼杭打ち測量を行った。

2　月　引き続き遺構確認作業を実施し，竪穴住居跡3軒及びその他の遺構を確認した。22日から遺構の調査

を開始した。

3　月　引き続き18日まで遺構調査を実施した。19日に補足調査を行い，すべての現地調査を終了した。

平成8年度

4　月　8日に現地踏査を行い，発掘器材の搬入など，発掘調査をするための事前準備を行った。22日に調査

補助員を投入して，諸施設の整備，調査区域内の清掃，及び，伐開作業を開始した。

5　月　7日からA－II区の手掘りによる試掘調査を開始した（以下，12月10日まではA－II区のみの調査）。

6　月　引き続き芋掘りによる試掘調査を実施した。27日から重機による表土除去を開始した。

7　月　重機による表土除去と並行して，遺構確認作業を実施した結果，竪穴住居跡34軒及びその他の遺構を

確認した。16日から竪穴住居跡の掘り込みを開始する。23日に方眼杭打ち測量を行った。

8　月　引き続き遺構確認作業及び第8号・第13号・第15号竪穴住居跡の遺構調査を並行して行った。

9　月　第17～21号竪穴住居跡を中心に調査を行った。
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10　月　引き続き第4～6号，第22～25号などの竪穴住居跡を中心に調査を行った。

11月　第9～12号竪穴住居跡及び第1号溝，第32・33号土坑などの遺構調査を行った。

12　月　引き続き第16号・第18号竪穴住居跡及び第2号溝，第33～50号土坑などの遺構調査を行った。また，

11日にはB－I区の手掘りによる試掘調査に入った。

1　月　引き続きA－II区の第51～98号土坑などの遺構調査及び，B－I区の手掘りによる試掘調査を行った。

B－I区においては，9日から重機による表土除去，また，20日には方眼杭打ち測量を行い，21日から

遺構確認を開始した。その結果，竪穴住居跡3軒及びその他の遺構を確認し，23日から遺構調査に入っ

た。

2　月　引き続きA－II区，B－I区の遺構調査を行った。4日に遺跡の航空写真撮影を実施した。6日からA

－II区において，旧石器の調査を行った。8日に現地説明会を実施し，遺構・遺物を公開した。

3　月　A－II区の旧石器の調査を中心に行った。19日をもってすべての現地調査を終了した。

平成9年度

10　月　29日から調査区域を設定し，除草作業を行い，発掘調査のための事前準備を行った。

11月　10日から重機による表土除去，及び遺構確認作業を行った。その結果，竪穴住居跡9軒を確認し，19

日から遺構調査を行った。12日に方眼杭打ち測量を実施した。

12　月　1日から引き続き竪穴住居跡の遺構調査を実施した。16日までにほぼ調査を終了し，翌17日から補足
l

調査に入った。19日をもってすべての現地調査を終了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

実穀古墳群，実穀寺子遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町南西部の実穀地区に位置している。両遺跡は，JR常磐線

荒川沖駅から南東に約3kmほどの所にあり，実穀古墳群は，茨城県稲敷郡阿見町実穀字木崎1554番地－3ほか，

実穀寺子遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町実穀寺子1521番地－1ほかに所在する。

遺跡が所在する阿見町は，面積64．68Iがを擁し，東西9km，南北11kmのひろがりをもつ。北部は霞ヶ浦をは

さんで，新治郡霞ヶ浦町に対し，東部は稲敷郡美浦村，南部は稲敷郡江戸崎町及び牛久市，西部は土浦市と接

している。

阿見町の地形は，常総台地の一部をなす稲敷台地東北部と，清明川，桂川，乙戸川，花室川，及び霞ヶ浦沿

岸の沖積低地とからなっている。台地面は上記の四河川によって開析され，複雑な樹枝状の支谷が刻まれてい

る。両遺跡近くを流れる乙戸川は，土浦市の乙戸沼を水源とし，井の岡で桂川を合わせ，島田付近で小野川と

合流し霞ヶ浦に流入する。

稲敷台地は，標高25～28mの洪積台地であり，土浦市，龍ヶ崎市，江戸崎町を結ぶ三角地帯の中にその大部

分が入り，台地の東端は東村阿波崎付近にある。台地の地層は，第四期洪積世古東京湾時代に堆積した成田層

力亨基盤となり，下部から上部にかけて，成田層下部，成田層上部，龍ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層

の順で堆積している。堆積状況は，水平で単調，摺曲や断層はみられない。

実穀古墳群，実穀寺子遺跡は，乙戸川の低地から伸びる支谷の東側台地上に立地する。両遺跡のある台地上

と，乙戸川の河岸に開ける水田との比高は約7mである。実穀古墳群は，乙戸川を南西に臨み，川を越えた南西

の対岸には，乙戸川と小野川に挟まれた舌状台地がみられる。調査前の現況は山林である。実穀寺子遺跡は，古

墳群から北へ約300mの台地上に位置する。調査前の現況は山林・雑種地である。

《参考文献≫

・阿見町史編さん委員会　『阿見町史』　　　　　　　1983年　3月

・茨城県農地部農地課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

・蜂須紀夫　　　　　　『茨城県　地学のガイド』　1986年11月　　　　　　　　　　　　　　、

第2節　歴史的環境

実穀古墳群く1〉，実穀寺子遺跡く2〉の所在する地域は，河川，低地，台地と変化に富んだ自然環境をもち，

台地上には数多くの遺跡が残っている。特に，小野川，乙戸川水系によって形成された台地上には，旧石器時

代から中世までの遺跡が分布している。ここでは，当地域の主な遺跡について時代をおらて述べることにする。
なかくき　　　　　　にし　はら

旧石器時代の遺跡は，牛久市の中久喜遺跡く3〉，西ノ原遺跡く4〉，土浦市の宮前遺跡，今回報告する実穀寺

子遺跡があり，いずれもナイフ形石器などが出土している。
もりこばし　　　　　　　うえ　　　　ひがしやま　　　　ばば　　　　だ　やま

縄文時代の遺跡は，牛久市の守子橋遺跡く5〉，ヤツノ上遺跡く6〉，東山遺跡く7〉，馬場遺跡く8〉，出し山遺
しもおおい　　　　　おおい　　　　　　　　　おきしんでんどうそしんまえ　　　　　つかした

跡，茎崎町の下大井遺跡く9〉，大井遺跡く10〉，土浦市の沖新田道祖神前遺跡く11〉，塚下遺跡く12〉などがあ

る。ヤツノ上遺跡からは，縄文時代晩期の土器片とともに，同時期の土偶が出土し，東山遺跡からは，縄文時
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代早期から中期の土器片が出土している。馬場遺跡からは，縄文時代早期の土器片と前期の深鉢が出土してい
おいやま

る。阿見町の於山遺跡く13〉からは，縄文時代早期から後期にかけての土器片，磨製石斧が出土している。牛
でと

久市奥原町の乙戸川と小野川が合流する左岸台地縁辺部には，縄文中期から後期にかけての集落跡である出戸

遺跡がある。
どうき　　　　　　　　　　　　　さかもと

弥生時代の遺跡は，土器片の散布が見られる阿見町の道記遺跡く14〉と，牛久市の坂本遺跡く15〉がある。ま
てんのうみね

た，牛久市奥原町の天王峯遺跡では，弥生時代後期の集落跡が検出されている。
じっこくてらこにし　　　　　　　なかね

古墳時代の遺跡は，今回報告する実穀古墳群，実穀寺子遺跡のほかに，阿見町の実穀寺子西遺跡く16〉，中根
しもこいけ　　　　　　しもこいけひがし　　　　　　ふくだ　　　　　　みやわき　　　　　　あみひがし

遺跡く17〉，道記遺跡，下小池遺跡く18〉，下小池東遺跡く19〉，福田遺跡く20〉，宮脇遺跡く21〉，阿見東遺
なかしもね　　　　　　　　　　　　　はやとやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょう

跡がある。また，牛久市では，中下根遺跡く22〉，西ノ原遺跡，隼人山遺跡く23〉，中久喜遺跡，馬場遺跡，行
にんだ　　　　　　　　　　　　　ひがしやま　　　おおくぼ　　　　　　うばがみ　　　　　　だい　　　げんだい

大田遺跡く24〉，ヤツノ上遺跡，東山遺跡，大久保遺跡く25〉，姥神遺跡，すかき台遺跡，源董遺跡，天王峯遺

跡，土浦市では，肯巌遺跡，驚笛遺跡，龍ヶ崎市では，筆答遺跡，業蒔遺跡などがある。

これらの遺跡を時期別に見ると，古墳時代前期の遺跡は，すかき台遺跡，姥神遺跡，源董遺跡，向原遺跡，鳥

山遺跡などがあり，乙戸川沿いの下小池遺跡では，前期から後期にわたる13軒の竪穴住居跡が検出されている。

また，小野川と乙戸川の合流する左岸台地縁辺部に位置する牛久市奥原町のすかき台遺跡では，竪穴住居跡9軒，

同じく姥神遺跡では，竪穴住居跡28軒，方形周溝墓3基が検出されている。乙戸川左岸台地上に位置する牛久

市久野町の源喜遺跡からは，6基の方形周溝墓と円形周溝墓が検出されている。

古墳時代中期の遺跡は，阿見町本郷から小池付近を流れる乙戸川沿いに，実穀古墳群，実穀寺子遺跡，下小

池遺跡などがあり，乙戸川と小野川に挟まれた台地上に，中下根遺跡，西ノ原遺跡，隼人山遺跡，ヤツノ上遺

跡，中久喜遺跡があり，広範囲にわたって古墳時代中期の集落跡が検出されている。これらの遺跡は，小支谷

を望む台地の中央から緩斜面上にかけて，古墳時代中期中葉から後期初頭の集落を形成しているという特徴を

持っている。阿見町阿見に所在する阿見東遺跡第一地点では，古墳時代後期の住居跡を含む10軒の住居跡が検

出されている。このうち，第3号住居跡からは，石製模造品が床面から多く出土していることから，石製晶の工

房跡ではないかと考えられている。阿見町北西部の清明川によって開析された台地上に位置する宮脇遺跡から

は，同時期の竪穴住居跡24軒が検出されている。下小池遺跡では，11軒の竪穴住居跡が検出されている。

古墳時代後期の遺跡は，西ノ原遺跡，馬場遺跡，天王峯遺跡，姥神遺跡などがある。馬場遺跡では，竪穴住

居跡2軒，天王峯遺跡では2軒，姥神遺跡では44軒が検出されている。
ないき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっ

古墳は集落に隣接するようにあり，実穀古墳群をはじめ，阿見町の内記古墳群く26〉，だめき古墳く27〉，北
こべ　　　　　　　　　　　　　つかこし　　　　　　　　　　　　　みちやま

古辺古墳く28〉，於山古墳，塚越古墳群く29〉，牛久市の道山古墳群く30〉，茎崎町の下大井古墳群がある。今

回報告する実穀古墳群のほかに，道山古墳群の第3・4・5号墳から直刀が出土している。その他，小野川沿い
みやさか　　　　　　あたごわき　　　　　　こと・ブか　　　　　　みずおちした　　　　　　なし　き

に，宮坂古墳く31〉，愛宕脇古墳く32〉，琴塚古墳く33〉，水落下古墳く34〉，梨の木古墳く35〉がある。これ

らの古墳は，いずれも6世紀後半から7世紀前半のものである。

奈良・平安時代の遺跡は，中下根遺跡，隼人山遺跡，ヤツノ上遺跡，中久喜遺跡，姥神遺跡，行大田遺跡が

ある。このうち，ヤツノ上遺跡では平安時代の竪穴住居跡8軒，掘立柱建物跡2棟が，姥神遺跡では，奈良時代

の竪穴住居跡16軒，平安時代の竪穴住居跡58軒及び掘立柱建物跡4棟が検出されている。
かみこいけ　　　　　　　おかみ　　　　　　　おさか

中世の遺跡は，上小池城跡く36〉，岡見城跡く37〉，小坂城跡などがある。阿見町小池に所在する上小池城跡

は，戦国時代末期に土岐氏によって構築されたものと考えられている。
あらかわおき　　　　　　　　　ひがしまみあな

江戸時代の遺跡としては，土浦市の荒川沖一里塚，牛久市の東猫穴一里塚などがある。

以上のように，当遺跡の周辺には多くの遺跡が存在し，原始，古代から多くの人々の舞台となってきたこと　‾
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がうかがえる。

※文中のく　〉内の番号は，表1，第2図中の該当番号と同じである。

註

（1）阿見町史編さん委員会『阿見町史』1983年3月　　　　　　‘

（2）牛久市教育委員会『牛久史史料編（一）』1979年1月

（3）茎崎村教育委員会『茎崎村史』1973年3月

（4）奥原遺跡発掘調査会『奥原遺跡』1989年12月

（5）牛久市天王峯発掘調査会『天王峯遺跡報告書第二次調査』1988年4月

（6）阿見町教育委員会『下小池東遺跡発掘調査報告書』1979年3月

阿見町教育委員会『下小池東遺跡第12号第13号住居址発掘調査報告書』1981年1月

（7）阿見町教育委員会『宮脇遺跡（第II期）』1990年3月

（8）阿見東遺跡調査会『阿見東遺跡』1992年5月

（9）牛久市すかき台発掘調査会『すかき台遺跡』1991年8月

㈹　牛久市教育委員会『常陸源董遺跡』1989年10月

仙　土浦市向原遺跡発掘調査会『向原遺跡』1987年3月

02）国士舘大学文学部考古学研究室『烏山遺跡』1988年3月

㈹　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（II）中久喜遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第86集』1993年9月

掴　茨城県教育財団「牛久東下根特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書中下根遺跡・西ノ原遺跡・隼人山遺

跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第113集』1996年6月

（15）茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）ヤツノ上遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第81集』1993年3月

㈹　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（III）東山遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第101集』1995年9月

（17）茨城県教育財団「主要地方道土浦江戸崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書於山遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第96集』1995年3月

㈹　茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（IV）馬場遺跡・行大田遺跡」『茨城県

教育財団文化財調査報告第106集』1996年3月

09）茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書8平台遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第

19壷』1983年3月

㈱　茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書19長峰遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第

58集』1990年3月
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第2図　実穀古墳群・実穀寺子遺跡周辺遺跡分布図
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表1実穀古墳群，実穀寺子遺跡周辺遺跡一覧表
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号
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号
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県
遺
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号

時　　　　 代

旧
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弥

生

古

墳

奈

●
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中

●
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世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

●

近

世

①・実　穀　 古　 墳　 群 5697 ○ ○ 20 福　 田　 遺　 跡 ．5706 ○ ○ ○

② 実 穀 寺 子 遺 跡 ○ 21 宮　 脇　 遺　 跡 5658 ○ ○ ○

3 中　久　 喜　 遺　 跡 ○ ○ ○ 22 中　 下　 根　遺　 跡 ○ ○

4 西　 ノ　原　 遺　 跡 ○ ○ 23 隼　 人　 山　遺　 跡 ○ ○

5 守　 子　 橋　 遺　 跡 2794 ○ 24 行　 大　 田　遺　 跡 3365 ○ ○

6 ヤ ツーノ 上 遺 跡 ○ ○ ○ 25 大　 久　保　 遺　 跡 3363 ○

7 東　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 26 内　 記　 古　 墳　 群 5702 ○

8 馬　 場　 遺　 跡 3364 ○ ○ ○ 27 だ　 め　 き　古　 墳 5698 ○

9 下　 大　 井　遺　 跡 2811 ○ 28 北　 古　 辺　 古　 墳 5700 ○

10 大　 井　 遺　 跡 2808 ○ 29 塚　 越　 古　 墳　 群 5705 ○

11 沖新田道祖神前遺跡 5241 ○ ○ 30 道　 山　古　 墳　 群 1706 ○

12 塚　 下　 遺　 跡 5240 ○ ○ 31 宮　 坂　 古　 墳 3368 ○

13 於　 山　 遺　 跡 ○ ○ 32 愛　 宕　 脇　 古　 墳 由72 ○

14 道　 記　 遺　 跡 5704 ・○ ○ ○ 33 琴　 塚　 古　 墳　 群 3377 ○

15 坂　 本 ．遺　 跡 3366 ○ ○ 34 水　 落　 下　 古　 墳 3378 ○

16 実穀 寺子西遺跡 ○ ○ 35 梨　 の　木　 古　 墳 3373 ○

17 中　 根　 遺　 跡 5703 ○ 36 上　 小　 池　 城　 跡 3982 ○

18 下　 小　 池　 遺　 跡 3975 ○ ○ 37 岡　 見　 城　 跡 1708 ○

19 下 小 池 東 遺 跡 3976 ○ P
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実殻古墳群

第3事　実穀古墳群

第1節　遺跡の概要

実穀古墳群は，阿見町北西部，乙戸川左岸の標高22～24mの台地上にあり，古墳時代中期の集落跡，古墳時

代後期の古墳群及び中世の土堰墓などの複合遺跡である。現状は山林であり，面積は9，050m2である。当遺跡

と同じ台地上の300mほど北東に実穀寺子遺跡がある。

今回の調査によって古墳時代中期の竪穴住居跡7軒，古墳4基，土坑47基，溝6条，道路跡1条，塚1基，土

壌墓18基，地点貝塚1か軌　不明遺構3基が検出された。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に41箱出土しており，遺物の大半は古墳時代のものである0古墳か

らは，土師器（高坪・椀など），須恵器（襲・坪など），埴輪，鉄製品（直刀・刀子・鉄鉄など），ガラス小玉が，

また，竪穴住居跡からは，土師器（高坪・坪・椀・柑・聾・甑など），土五石製模造品並びに臼玉などが出土

している。その他　中世の土墳墓から，土師質土器，五輪塔などが出土している。
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第3図　実穀古墳群調査区設定図

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った。（第4図）

第1層　　　厚さ28～40cmの暗黒褐色の表土である。

第2層　　　厚さ12～22cmの明褐色のソフトローム層である。

－11－



実穀古墳群

第4図　実穀古墳群基本土層図

第3節　遺構と遺物

第3層

第4層

第5層

第6層

厚さ18～33cmの明褐色のソフトローム層で

ある。

厚さ18～33cmの明褐色のハードローム層で

ある。

厚さ40～64cmの明褐色のハードローム層で

ある。

厚さ44～70cmの明褐色のハードローム層で

ある。

遺構は，第2層上面で確認した。

1　竪穴住居跡

今回の調査では，古墳時代中期の竪穴住居跡7軒が検出された。以下，検出された住居跡の特徴や遺物につい

て記載する。

第1号住居跡（第5図）

位置　調査区北西部，A2j8区。

重複関係　本跡が第1号土坑に掘り込まれ，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．40m，短軸5．30mの方形である。

主軸方向　N－500－E

壁　壁高は34～43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周しており，上幅12～18cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，特に炉の周囲が踏み固められている。南東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延び

る溝1条を確認した。溝は，長さ1・20m，上幅12～26cm，下幅6～12cm，深さ6～12cmで，断面形はU字

状である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径34～38cmの円形，深さは72～78cmであり，いずれも主柱穴と考えら

れる。P5は径20cmの円形，深さは18cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　3か所。炉1は中央部から北東寄りにあり，長径86cm，短径76cmの楕円形で，床面を22cmほど掘りくぼ

めている。炉2は中央部から北西寄りにあり，径74cmの円形であり，床面を24cmほど掘りくぼめている。炉

3は炉1の隣，中央部から東寄りにあり，長径67cm，短径44cmの楕円形で，床面を14cmはど掘りくぼめて

いる。いずれの炉も，炉床は赤変硬化している。

炉1土層解説
1赤褐色　廃土粒子・焼土小ブロック多量，焼土中ブロック少量
2　赤褐色　焼土粒子・ローム粒子多量，ローム中プロッタ中量
3　褐　色　焼土粒子・ローム粒子多量，ローム中プロッタ中量
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実穀古墳群
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第5図　第1号住居跡実測図
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実穀古墳群
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第8図　第1号住居跡出土遺物実測図

炉2土層解脱

1赤褐色　焼土小プロッタ・焼土粒子多量，焼土中プロッタ少量

2　赤褐色　焼土粒子・ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　明赤褐色　焼土中ブロック中島焼土粒子少量
4　褐　色　焼土粒子・ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

炉3土層解説

1赤褐色　焼土粒子・廃土小プロッタ多量，焼土中プロッタ少量

2　褐　色　焼土粒子・ローム粒子多亀　ローム中プロッタ中量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径82cm，短径70cmの楕円形，深さは66cmであり，底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，焼土小プロッタ・ローム中プロッタ・小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　褐　色　ローム小プロッタ・粒子微量

覆土　7層からなり，ロームブロックを多く含む人為堆積である。
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実穀古墳群

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロ

ック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土・炭化・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子少量，ロ⊥ム小ブロック微量

6　褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

7　赤褐色焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子
中量

遺物土師器片301点が出土しているが，いずれも細片である0第6図6の南コーナー部から出土した賓の口緑

部は第2号住居跡中央部の肇の口緑部と接合関係にあり′，いずれも覆土下層から出土している0同じく，7の

南コーナー部から出土した甑は第2号住居跡南コーナー部の甑と接合関係にあり，いずれも覆土下層から出土

している。1の土師器高塔は南コーナー部，5の高塔は北東壁際の覆土下層から出土している03・4の高塔は

貯蔵穴から出土している08は土師器賓の体部片であり，体部外面にパケ目整形がみられる0

所見本跡は床面から炭化材及び焼土塊を検出し，また，覆土中に焼土・炭化粒子を含んでおり焼失家屋と考

ぇられる。時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる0

第 ・・1 号 住 居 跡 出 土 遺 物 観 察 表　　　　　　　　　 l

図版番ロ 器　 種

高　　 坪

土 師 器

計測値 （cm）

B －（ 4．0）

器　 形　 の　 特　 徴

塔部の破片。師部外面下位に稜を持つ。

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・靡成 備　 考
号

第6図

1

師部外面及び底部へラ削り後，ナデ。石英 P l　　 lO％

内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

2

高　　 坪

土 師 器

E （10．5） 脚柱部の破片。脚柱部はエンタシス状

を呈する。

廊柱部外面へラ削り後∴ナデ0 石英 ・雲母

明赤褐色

普通

．p云　　 20 ％

覆車中 ‾

二次焼成

3

高　　 塔

土 師 器

E （ 7．5） 脚柱部の破片。脚柱部はラッパ状に開

く。

脚柱部外面へラ磨き。内面ナデ。 長石 ・石英

橙色

普通

P 3　　　　 5％

貯蔵穴覆土中

二次焼成

0

4

高　　 坪

土 師 器

・E （ 3．7）

D ［15．7］

脚部の破片。脚部はラッパ状に開 く。 脚部外面へラ磨き及びナデ0 内面ナ

デ。

長石 ・石英

橙色

普通

P4　　　 20 ％

貯蔵穴覆土中

二次焼成

5

高 ． 坪

土 師 器

E （ 1．6）

D ［13．2］

脚裾部の破片。脚裾部はなだらかに開

く。

裾部内 ・外面ナデ。 石英

橙色

普通

P 5　　　　 5％

覆土下層

二次焼成

0

6

賓

土 師 器

A ［34．2］

B （？・6）

口緑部の破片ムロ緑部は外反する。 口嘩部内・・外面横ナデ。 長石 ・石英

・浅黄橙色
普通

P 6　　　 10 ％

覆土下層

7

甑 ‘ A ［21 9］ 口緑部及び体部一部欠損。平底。休部
口緑部外面に指頭圧痕を残す。‾＿休部 石英 P7　　　 25％

土 師 器 B　 11．8
C　　 4．9

は内攣して立ち上がり，ロ緑部に至る。

底部に単孔を穿つ。折り返し口緑。

内．・外面ナデ。 橙色

普通
覆土下層

二次嘩成

第2号住居跡（第7図）

位置　調査区北西部，B2C8区。

重複関係　本跡は南西部を第1号痛に掘り込まれており，本跡が古い0

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3・74mの方形である0

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は50～57cm，ほぼ垂直に立ち上がる0

壁溝壁下を全周しており，上幅18～32cm，深さ6～8cmで，断面形はU字状である0

床全体的に平坦で，炉の周囲が踏み固められている0東壁下中央部から住居跡中央部に向かって延びる溝（a）

と，西壁下の北西寄りの部分から住居跡中央部に向かって延びる溝（b）を確認したoaは長さ0・84m，上幅

18～22cm，深さ8cm，bは長さ1・28m，上幅12～20cm，深さ6cmで，断面形はU字状である0
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第7図　第2号住居跡実測図
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－17　－

『

二‾：：

‾－‾＝『

。！コ工ゝ－。 0　　　　　2cm

：：・！

10cm

！　　　；　　　！



実穀古墳群

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径18cmの円形，深さは70cmであり，いずれも主柱穴と考えられる。P5

は，位置からみて補助柱穴と思われる。P4は径20cmの円形，深さは18cmで，出入り口施設に伴うピットと

考えられる。

炉　中央部から北東寄りにあり，短径54cm，長径86cmの楕円形で，床面を16cmほど掘りくぼめている。炉床

は赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子多量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径110cm，短径80cmの楕円形，深さは50cmであり，底面はほ

ぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状である。

覆土　5層からなり，ロームブロックを多く含む人為堆積である。
1

土層解説
1極黒褐色　ローム小ブロック・粒子小島焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化粒子中量，焼土小ブロック・ローム中ブロック微量
4　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック多量，ローム粒子少量
5　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

遺軌土師器片261点が出土している。第8図2の土師器埠は北壁寄りから横位で，覆土中層から出土している0

1の高塔は北西コーナー部寄りから，3・4の壷は東壁寄りからつぶれた状態で，5・6の壷，7・8の聾は細片

であるが，同じく東壁寄りで，いずれも覆土下層から出土している。9の賓は南西コーナー部の床面から出土

している。10の紡錘車は西壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡は床面から炭化材及び焼土塊を検出し，また，覆土中に焼土・炭化粒子を含んでおり焼失家屋と考

えられる。時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特 ．徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第°8図 ‘

1

高　　 坪

土 師 器

B （ 7．8） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部内・外面へラナデ。 石英・雲母

にぷい褐色
普通

P 8　　　 30％

床面

2

埠 B （9．5） 口緑部及び体部一部欠損。平底。休部 体部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 P 9　　　 60％

土 師 器 C　　 4．3 は扁平な球状を呈し，最大径を中位に 橙色・ 覆土中層

持つ。 普通 二次焼成

3

・＝ヒ宝亘 A ［16．0］ 突出した平底。体部は球状を呈する。
口緑部内・外面横ナデ。体部及び頸 雲母． P lO　　 90軍

土 師 器 B　 30．3

C　　 7．7

口緑部は折 り返し口緑で，外傾する。 部外面へラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

4

士竺E A　 16．4 体部一部欠損。平底。体部は縦長な球 口緑部内・外面横ナデ。休部及び頸 長石・石英
P 11　　 80％

土 師 器 B　 24．6 状を呈し，最大径を中位に持つ。口緑 部外面へラ削り後，ナデ。内面剥離。樺色 覆土下層

C　　 5．9 部は折り返し口緑で，外傾する。 普通 二次焼成

5

士雲宣 A　 17．5 口緑部の破片。口緑部は折り返し口緑 口緑部内・外面横ナデ。内面剥離。 長石・石英 P 12　　 10％

土 師 器 B （7．6）・で，外反する。 浅黄橙色

普通

覆土下層

二次焼成

6

・＝ヒ宝E A ［15．2］ 口緑部の破片。口緑部は折り返し口緑
口緑部内・外面横ナデ。 雲母 P 14　　　 5％

土 師 器 B （6．3）．で，外反する。 橙色

普通

覆土下層

二次焼成

7

襲

土 師 器

A ［17．6］

B （6．3）

口緑部の破片。口緑部は外傾する。 口緑部内・外面へラナデ。 石英・雲母

樺色

普通

P 13　　　 5％

覆土下層

二次焼成

8

賓・ A ［17．2］ 口緑部の破片。口縁部は外反する。 口緑部外面横ナデ。頸部外面縦位の 雲母 P 15　　　 5％

土 師 器 B （4．8） へラナデ。内面横ナデ。内面剥離。 にぷい樟色

普通

覆土下層

二次焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第8図 寮 B （11．5） 底部から体部下位の破片。平底。休部 休部外面へラ削 り後，ナデ。 長石 ・雲母 P 16　　 30％

9 土 師 器 C　　 7．5 は内攣して立ち上がる。 褐灰色

普通

床面

二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm）‾ 重量 （g ）

第8図 10 紡　 錘　 車 4．2 1．2 0．9 24．7 覆土中層 Q l

第3号住居跡．（第9図）

位置　調査区北西部，B3f3区。

規模と平面形　南西部が調査区域外に延びているため規模と平面形は不明であるが，一辺6．34mほどの方形か

長方形と推測される。

主軸方向　N－340－E

壁　壁高は23～75cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡を検出した範囲において壁下に認められ，上幅13～20cm，深さ3～7cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，北西壁下及びPl付近が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl～P2）。いずれも径40cmの円形，深さは80～95cmであり，主柱穴と考えられる。

炉1か所。北東壁寄りにあり，長径88cm，短径30cmの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめている。

炉土層解説

1赤褐色　焼土中・小ブロック・粒子多量，焼土大ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子中量，ローム大・中ブロック微量

2　褐　色　焼土中・小ブロック・粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量，焼土大ブロック・ローム大ブロック・中ブロック微量

3　赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土大・中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子中量，ローム大・中ブロック微量

覆土　6層からなり，ロームブロックを多く含む人為堆埠である。

土層解説
1にぷい褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量
3　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量中量
4　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片22点が出土している。第10図3の土師器賓は北コーナー部の覆土中から出土している。1の高

塔は北西壁際，2の壷は南東壁際の床面から出土している。

所見　本跡は覆土中に焼土・炭化粒子を含んでおり焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺物から古墳時代中

期（5世紀）と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第10図

1

高　　 塀

・土 師 器

E （1．8）

D ［15．1］

脚裾部の破片。裾部はなだらかに開く。 裾部内・外面ナデ。 雲母「スコリア
橙色‾

普通

P 17 ＿　　 5％

床面

二次焼成

2

聾 A ［12．8］ 休部から口緑部にかけての破片。体部 体部及び頸部外面へラ削り後，ナデ。雲母 P 19．　 20％

土 師 器 B （14．4） は球状を呈する。口緑部は外傾する。 褐色 ‘

普通

床面

3

賓

土 師 器

A ［14．5］

B （ 3．1）

口緑部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英

にぷい黄樺色
普通

P 20　　　 5％

覆土中
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡（第11図）

位置　調査区北西部，B3C5区。

規模と平面形　長軸7．50m，短軸7．30mの方形である。

主軸方向　N－460－E
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第11図　第4号住居跡実測図
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10cm
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第12図　第4号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は18～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁下の一部を除き壁下を巡っており，上幅10～16cm，深さ4cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，踏み固められた部分は認められない。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～38cmの円形，深さは78～84cmであり，いずれも主柱穴と考えら

れる。P5は径48cmの円形，深さは35cmで，出入りr口施設に伴うピットと考えられる。

炉　北西壁の西コーナー寄りにあり，長径71cm，短径60cmの楕円形で，床面を10cmほど掘り窪めている。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

2　赤褐色　焼土小ブロック・粒子多量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。一辺カiほぼ1．12mの方形であり，底面は平坦で，壁は外傾して立ち

上がり，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

覆土　6層からなり，ロームブロックを多く含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム少ブロック微量

3　暗褐色　焼土・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・小ブロック中量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片154点が出土している。第12図1の土師器坪は覆土中から，3の賓は南東壁寄り，2の賓は南

コーナー部の床面から出土している。
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所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 12図 塔 A ［10．6］ 口緑部の破片。口綾部は外反する亘 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 雲母 P 21　　 5％

1 土 師 器 B （3．5） ラ削り後，ナデ にぷい褐色

普通

覆土中

2

聾 A ［14．3］ 体部から口緑部にかけての破片。休部 体部及び頸部外面へラ削り後，ナデ。長石 ・スコリア P 22　　 50％

土 師 器 寧 （27・2）1 は球状を呈す‘る。口緑部は外反する。 浅黄橙色
普通

床面

3

襲 A ［21．1］ 口縁細の破片。口緑部は外反する。 口緑部内 ・外面横ナデ。頸部外面へ 雲母 P 23　　　 5％

土 師 器 B （5．3） ラナデ。 橙色
普通

床面

第5号住居跡（第13図）

位置　調査区北西部，B5h4区。

規模と平面形　南西部が調査区域以外に延びているため規模と平面形は不明であるが，一辺が8．20mはどの方

形か長方形と推測される。

主軸方向　（N－510－W）

壁　壁高は58～88cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡を検出した範囲においては，東コーナー部を除いて壁下を巡っている。上幅14～18cm，深さ4～6

cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦である。

ピット　1か所（Pl）。径32cmの円形，深さ44cmであり，形状と位置から主柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，ロームブロックを多く含む人為堆積である。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
6　黒褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

遺物　土師器片136点が出土している。第14図2の聾が覆土中から出土している。1の土師器肇は南東壁寄り

の覆土下層から出土している。3の土玉は北東壁寄り，4の土玉は北西壁寄りのそれぞれ床面から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の．特　 徴 手　 法 ‘の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 14図

1

賓

土 師 器

A ［19．4］

B （4．5）

口緑部の破片。口緑部は外傾する。 口緑部内・外面療ナデ。 長石 ・石英・スコ

リア

にぷい黄橙色
普通

P 24　 ・5鬼

覆土下層

2

襲

土 師 器

A ［21．5］

B （‾3．9）

口緑部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内面横ナデ。外面へラナデ。 長石

にぷい樟色
普通

P 25　　　 5％

覆土中
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第14図　第5号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

図版番号種　　　　別
計　　　　 測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　考

径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第14図3 土　　　　玉 3．8 3．6 0．7 40．7 床面 DPl

4 土　　　　玉 3．6 3．5 0．6 35．5 床面 DP2
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第6号住居跡（第15図）

位置　調査区南東部，C5C8区。

重複関係　本跡は北部を第4号溝に，南部を第45号土坑に掘り込まれ，南西で第41号土坑を掘り込んでいるの

で，本跡は第41号土坑より新しく，第4号溝より古い。

規模と平面形　長軸3．92m，短軸3．88mの方形である。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　本跡を検出した範囲において壁下を巡っており，上幅16～24cm，深さ2～4cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，特に硬化面はみられない。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径58cm，短径46cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめている。炉床

は赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中プロッタ・炭化粒子・ローム粒子少量

2　赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P2はともに長径42cm，短径36cmの楕円形，深さは28～32cmであり，P3は長

径40cm，短径20cmの楕円形，深さは88cmで，いずれも性格は不明である。

覆土　2層からなり，ローム粒子を多く含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量 2　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片332点が出土しているが，いずれも細片である。第16図1の土師器高坪，2・3の賓は覆土中か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第15図　第6号住居跡実測図　　」＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」
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滋畿深戸：1
第柑困　窮　者鍾贋跡出藍通観実測図

第6号住居跡出土遺物観察衷

′

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第16図高　　杯E（4．9）脚柱部の破片。脚柱部はラッパ状に開脚柱部外面へラナデ。内面ナデ。石英・スコリアP26　　　5％

1 土師器 く。 にぷい橙色

普通

覆土中

2

婆 A［18．4］日録部の破片。目線部はわずかに外反目線部内面横ナデ。内・外面へラナ長石昏石英 P27　　　5％

土師器B（3．5）する。 デ。 黒色

普通

覆土中

3

婆

土師器

Å［15．0］

B（4．3）

日録部の破片。日経部は外反する。内・外面剥離のため調整法不明。雲母

灰褐色

普通

P28　　　5％

覆土中

一㌦

0　　　　　　　　2m

上＿＿＿＿＿＿＿＿＿J＿＿＿‥＿‥＿＿＿＿i

第開園　第　号佳贋跡実測図

第謬号鍾贋跡（第且7図）

位置　調査区南東部，C5f8区。

重複関係　本跡は第6号溝に掘り込まれ，第6号墳

封土下に検出されており，本跡がもっとも古い。

規模と平面形　重複のため正確な規模や平面形は不

明である。

壁　壁高は34cnlほどで，外傾して立ち上がる。

壁溝　本跡を検出した範囲において認められる。上

幅24～30cm，深さ4C111ほどで，断面形はし丁字状

である。

床　平坦で，硬化面は認められない。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片22点が出土している。第1＿8図1の土師器甑はほぼ完形の状態で南コーナー部の床面から逆位で

出土している。2の土玉が南コーナー部の壁溝際の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 参色調 欄 成 i 備 考

第 18図 甑 Å　 22．0 休部の一部欠損。底部 は厚み を持ち声 目線部外面 に指頭圧痕 を残す。休部 石英 ⑳長石　　　　 P 29　　 95 ％

1 土 師 器 B　 14．1 突出 した平底。体部 は内攣 して立ち上 外面へ ラ削 り後， ナデ。内面へ ラナ にぷ い黄橙色　　　 床面

C　　 5．9 が り，日録部に至 る。折 り返 し日経。

底部 に単孔 を穿つ。

デ。 普通
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第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第 18 図 2 土　　　　 玉 4．2 4，3 0．5 6 6．7 覆土上層 D P 3

表2　実穀古墳群住居跡一覧表

住 居

番 号
位 置
主 （長 ）軸

方　　　 向
平 面 形

規　 模 （m ）

長径 ×短径 （m ）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
炉 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

壁溝 溝 主柱穴貯蔵穴ビット入 口

1 A 2j8 N －50㌢－ E 方　　 形 5 ．46　×　5 ．29 27～45 平坦 全周 1 4 1 － 1 3 人為 土師器 （高士不・婆 ・甑） 本跡→ SK l

2 B 2C8 N － 3 。一W 方　　 形 4 ．14　×　3 ．74 50～57 平坦 全周 2 3 1 1 1 1 人為 土師器 （柑 ・襲 ・壷） 本跡→ SD l

3 B 3f3 N －340 －E 不　　　 明 6 ．34　×（2 ．79） 46～75 平坦 全周 2 － 1 人為 土師器 （高圭不・寮 ・壷）

4 B 3d 6 N －460 －E 方　　 形 7 ．50　×　7 ．30 20～23 平坦
ほぼ
全周 －

4 1 1 1 人為 土師器 （療）

5 B 5h 4 N －51。一W 不　　　 明 8 ．20 ×（3 ．23） 58～88 平坦 一部 1 － － － －
人為 土師器 （襲）

6 C 5 C8 N －57。一W 方　　　 形 3 ．92　×　3 ．88 4～8 平坦 全周 3 1 人為 土師器 （高杯 ・聾） SK 4 1 →本跡→SD 4

7 C 5f8 －
不　　　 明 （1 ．60 × 1 ．20） 34 平坦 全周 － － － － － －

人為 土師器 （甑） 本跡→ T M 6 → SD 6

2　古　墳

実穀古墳群は4基からなる古墳群とされていた。（1）その内の1基が調査区西部にはいるため調査を行った0ま

た，調査区東部で新たに3基の古墳を検出し，今回，合計4基の円墳を調査した0阿見町教育委員会と協議の結

果，調査以前から確認されていた4基の古墳を第1号填，第2号填，第3号填，第4号墳とした0その内の第1

～3号墳は現状保存することになり，今回調査した古墳は第4号墳である。新たに検出された古墳は，検出順に

第6号填，第7号填，第8号墳とし調査した。（第5号頃については，調査過程で古墳ではなく塚であることが

判明し，欠番とした。）以下，検出された遺構及び遺物について記載する。

註（1）阿見町史編さん委員会『阿見町史』1983年3月

第4号墳（第19・20・21図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林であった。墳丘の保存状況は比較的よく，調査以前からその存在が確認

されていた。しかし，古墳の周囲が土取りされており，調査の過程において周溝及び墳丘の一部が削平され

ていることが確認された。

位置　調査区西部，Blgg区を中心に検出されている。南西に乙戸川を臨む舌状台地の先端に位置する。本跡の

南西から西にかけて小さな谷津が入り，谷津に向かって傾斜がみられる。また，約70m東側に第2号境がある0
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第19図　第4号墳実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　5m

L＝＿＿＿i i

第20図　第4号墳実測図（2）

重複関係　本跡が，第1号道路跡，第2号溝，第1号地点貝塚，第29・31・32・34号土坑に掘り込まれており，

本跡が古い。

墳形及び規模　円墳。墳丘の高さは2．29mである。周溝の4分の3ほどが削平されているため正確な規模は不

明であるが，墳径は周溝内径で約16mほどであると考えられる。

墳丘　残存する封土の厚さは1．4mである。第19層が旧表土と考えられる。封土の最下層は，旧表土の上にロー

ム小ブロック及びローム粒子を含む暗褐色土の層で盛られており，おおむね締まりがある。中層は，褐色土・

明褐色土で厚さ10～40cmの層から構成されており，おおむね締まりがある。上層は，ローム小ブロック及び

ローム粒子を主体とする10～30cmの褐色土の層で構成され，締まりは弱い。

墳丘土層解説

1暗褐色　表土

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

6　にぷい褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック微量

7　褐　　色　ローム小・中ブロック・粒子中量
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8　褐　色　ローム小・中ブロック・粒子中量
9　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
10　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量
11褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・粘

土粒子少量
12　褐　色　ローム小プロッタ・粒子・粘土粒子中島　ローム中ブ

ロック少量
13　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中

量，ローム大ブロック少量
14　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量
15　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中島　ローム中ブ

ロック少量，炭化粒子微量
16　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量
17　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量
18　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
19　極暗褐色　黒色土多量，炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子

少量（旧表土）
20　暗褐色．ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少

量，炭化粒子微量
21褐　色　ローム小ブロック・粒子多量
22　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少

量，炭化粒子微量

∈
N
d

ず

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　＿＿＿＿」　　　」

23　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

24　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量
25　暗褐色　ローム小プロッタ・粒子中量，炭化粒子・ローム中ブ

ロック少量
26　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量，炭化粒子微量
27　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量，ローム大・

中ブロック少量
28　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

29　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量，ローム中ブ
ロック少量

30　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック・黒色土少量

31褐　色　ローム粒子多畳　ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

32　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
33　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量
34　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量
35　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中

亀　ローム大プロッタ・黒色土少量
36　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック

中量
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37　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中
量，ローム大ブロック少量

38　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック
中量

39　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量
40　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中

量，ローム大ブロック少量
41褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック

中量

42　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブ
ロック少量

43　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブ
ロック・黒色土少量

44　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブ
ロック少量

45　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
46　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，黒色土少量
47　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック

中量
48　明褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量

49　暗褐色　黒色土多量，ローム粒子少量
50　極暗褐色　黒色土多量，ローム粒子少量

周溝墳丘を取り囲むように円形に構築されている0南部及び西部が削平されているが，全周していたと考え

られる。規模は上幅3．1～5．2m，下幅1・2～2・4m，深さ0・6～1・1mで断面形は逆台形状及びU字状である0

覆土の堆積状況は自然堆積である0下層は墳丘の盛土流失によるローム粒子を多量に含む褐色土が堆積し，中

層から焼土及び炭化粒子を微量に含む黒褐色土が堆積している0

周溝土層解説
C－C′

1にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子粒子・ローム中・小ブロック・粒

子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
E－E′

1にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

D－D′

1にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子微量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

9　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

11褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量
F－F′

1にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子微量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

埋葬施設　墳頂部直下の西寄りの部分に1基（第1主体部），その隣，墳頂部南下の東寄りの部分に1基（第2

主体部），合計2基が検出された0第1主体部の掘り方が第2主体部の掘り方を掘り込んでおり第1主体部の

方が新しい。第1主体部は南西方向に撹乱を受け，また，第1・第2主体部とも南西部が削平されている0

①第1主体部　主軸方向はN－450－Eである0南西部に撹乱と削平を受けているため，正確な規模と平面形

は不明であるが，掘り方の平面形は長楕円形と考えられる0掘り方の断面形は短径方向で逆台形状を呈して

いる。厚さ10cmほどの粘土が，北東方向先端に幅58cm，南東・北西方向のそれぞれ両端に幅4～12cmで，中

心部を囲む状態で検出された。削平された南西部では検出されていないが，この粘土は中心部にあったと思

われる木棺の周囲をめぐっていたものと考えられる。

②第2主体部　主軸方向はN－380－Eである0第1主体部と同じく，掘り方の平面形は長楕円形と考えられ

る。掘り方の断面は短径方向で逆台形状を呈している0粘土は，厚さ7cm，幅15～20cmで削平を受けていな

い中心部を囲んでおり，第1主体部と同じく，中心部にあったと思われる木棺の周囲をめぐっていたものと考

えられる。
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埋葬施設士層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　粘土粒子・ローム小ブロック少量
5　褐　色　ローム小ブロック少量

6　褐　色　粘度小ブロック中量，粘土粒子少量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子少量
8　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土粒子微量

9　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック少量
10　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
11褐　色　粘土粒子中量，粘土小ブロック・粒子少量

12　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・ローム小ブロック少量，粘土小ブロック微量
13　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，粘土粒子微量

14　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土小ブロック微量

遺物　墳丘の遺物は，第22図2・4の土師器坪が南東部の裾部から逆位の状態で，14の須恵器賓が第1主体部

の北東部上面につぶれた状態で出土している。周構内の遺物は，5の土師器坪，3の坪，8の高塀，13の甑が

覆土中から，1の坪が逆位で，11の賓と南東部から，9の堀，10の肇が東部から，12の肇が北東部の覆土下

層から出土している。封土中の旧表土上層から6の坪，7の高塀が正位の状態で出土している。第1主体部の

遺物は，第25図・73の刀子が中央部から，第24図70・71の直刀が鋒を北東方向に向け，71の鋒が70の

茎に接した状態で，主体部中心から北西方向へ約55cm，主体部確認面から約2cm上の封土中から出土してい

る。ともに背を主体部側に向けており，主体部の軸線と並行な状態で検出された。第25図72の刀子は鋒を

北東方向に向け，70の直刀の背に接した状態で出土している。80の鉄鉱は刃部を北東方向に向け，71の直

刀の背近くにまとまった状態で出土している。また，76～79の鉄鉱が80の鉄錐の周囲に散在した状態で出

土している。第23図16～51のガラス小玉は主体部内の北東部端，覆土上層にまとまって出土しており，そ

の状況から埋葬者の頭部近くにあった可能性が考えられる。第2主体部の遺物は，第24図67の直刀が主体部

中央から東へ約40cm，主体部確認面から約19～30cm上の封土中に散在した状態で出土している。第25図82

の鉄鉱が中央部から，第24図68・69の直刀がともに鋒を北東方向に向け，北東部端にほぼ並んで主体部の

覆土中層から出土している。69の直刀は刃を主体部外側に，68の直刀は刃を下に向けている。第25図81～

料6の鉄鉱は，68・69の直刀の上に刃部を北東方向に向けた状態で出土している。なお，第1・第2主体部に

おいて人骨は検出されなかった。

所見　主体部の構造や副葬品などの内容が近似している点から，2つの主体部の時間差はあまりないものと思わ

れる。本跡は，墳形，主体部の形態及び遺物から古墳時代後期（5世紀末～6世紀初頭）と考えられる。

第4号墳出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ・． 胎土 ・色調 ・焼成 備　 一　考

第22図 坪 A　 13．2 丸底。休部は内攣して立ち上がり，． 口緑部内・外面横ナデ。底部及び体 長石 ・石英 P 32　　 100％
1 土 師 器 B　　 4．6 口緑部外面に稜を持つ。口縁部はほ 部外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。明赤褐色 周溝覆土中

ぼ直立する。口緑部外面に籾痕が残

る。

ロ緑部内・外面赤彩。 普通

2

坪 A　 14．8 体部一部欠損。丸底。休部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。底部及び体 長石 ・石英 P 33　　　 95％
土 師 器 B　　 6．1 て立ち上がり，口緑部外面に稜を持 部内・外面へラ削り後，‘ナデ。内・ 明赤褐色 墳丘表土中

つ。口緑部は内傾する。 外面赤彩。 普通

3

塔 A ＿［14．8］ 休部及び口縁部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。底部及び外 石英 ・雲母 P 34　　　 55％
土 師 器 B （5．5） 部は内攣して立ち上がり，口緑部外 面へラ削り後，ナデ。内 ・外面赤彩。赤褐色 周溝覆土中

面に．稜を持つ。口緑部はほぼ直立す

るム

内面剥離。 普通 二次焼成

4

ゴ不 A ［13．1］ 体部及び口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。底部及び体 長石 ・右英 P 35　　　 50％
土 師 器 B　　 4．9 部は内攣して立ち上がり，口縁部外 部外面へラ削 り後，ナデ。内面ナデ。赤褐色 墳丘表土中

面に稜を持つ。口緑部は弱 く外傾す

る。
内 ・外面赤彩。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・微 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 塔 A ［14．0］ 体部及び口緑部の破片。休部 は内攣 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 36　　　 30％

5 土 師 器 B （6．2） して立ち上がり，口緑部は外反する。ラ削り後，ナデ。内面横位のへラ磨 橙色 周溝覆土中

口緑部内面に弱い稜を持つ。 き後，内面黒色処理こ 普通 二次焼成‘

6

坪 B （ 5．2） 底部から休部にかけての破片。平底。底部 ・体部外面へラ削 り後，ナデ。 石英 P 37　　　 40％

土 師 器 C ［4．8］ 体部は内攣して立ち上がる。 内面へラナデ。 にぷい樺色

普通

旧表土上層

7

高　　 塀 A　 17．8 坪部一部欠損。脚部はラッパ状に開 口緑部内・外面横ナデ。脚部外面へ 石英・長石・スコリア P 42　　　 95％

土 師 器 B　 15．9 く。坪部は外傾して立ち上がり，口 ラ磨 き。内面ナデ。 樺色 旧表土上層

D　 15．8

E　　 9．8

緑部は外反する。塔部外面下位に稜

を持つ。

普通 二次焼成

8

高　　 坪 B （2．4） 坪部下位の破片。坪部下位に突帯を 塔部外面へラ削り後，ナデ。内面ベ 石英 ・長石 P 43　　　 10％

土 師 器 持つ。 ラ磨 き。 黒褐色

普通

周滞覆土中

9

堀 A ［8．9］ 口緑部の一部欠損。平底。体部は扁 口緑部内・外面横ナデ。‘口緑部下位 長石 ・石英 P 44　　　 70％

土 師 器 B　　 7．6

C　　 2．3

平な球状を呈する。口緑部は外傾し

て立ち上がる。最大径を口緑部に持

つ。

及び体部外面へラ削り後，ナデ。 浅黄燈色 ．

普通

周溝覆土中

10

聾 A ［34．7］ 底部から体部一部欠損。休部は球状 口緑部内 ・外面横ナデニ体部外面へ 石英 ・長石 P．45　　　 50％

土 師 器 B （30』） を呈し，最大径を中位よりやや上方

に持つ。・口緑部は外反する。

ラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

周溝覆土中

11

襲 B （14．6） 底部から体部にかけての破片。やや 休部外面へラ削り後，ナデ。底部へ 雲母 P 46　　　 45％

土 師 器 ．C　　 6．0 突出した平底。体部は球状を呈し， ラ削り。 にぷい褐色 周溝覆土中

最大径を中位に持つ。 普通 外面剥離

第 23 図 襲 B （ 6．3） 底部から体部下位にかけての破片。 休部外面へラ削り後，ナデ。底部へ 石英 ・長石 ・雲母 P 47　　 15％

12 土 師 器 C　　 9．8 底部は突出した平底。 ラ削り。 にぷい褐色

普通

周溝覆土下層

13

甑 A ［21．7］ 口縁部の破片。内攣して立ち上が り，口緑部内 ・外面ナデ。内 ・外面に輪 雲母 P 48　　　 10％

土 師 器 B （5．0） 口緑部はほぼ直立する。 積痕を残す。 灰黄褐色

普通

周溝覆土中

14

賓 A ［19．6］ 体部から口緑部にかけての破片。ロ 体部外面平行叩き。内面同心円状の 長石 P 49　　　 40％

須 恵 器 B （27．0） 緑部は外反し，．端部に稜を持つ。口 当て具痕。口緑部及び体部上位に自 オリーブ黒色 墳頂部表土中

緑端部直下に断面三角形の凸帯をめ

ぐらし，その下に10本 1条の櫛措波
状文を施す。

然粕がみられる。 良好

15

襲 A ［18．4］ 体部上位から口縁部にかけての破片。休部外面平行叩き。内面同心円状の 長石 P 50　　　 10％

須 恵 器 B （10．8） 口緑部は外反し，端部 に明瞭な稜を ．当て具痕。口緑部及び体部上位に自 灰色 墳頂部表土・周溝

持つ。口緑端部直下に断面三角形の

凸帯をめぐらし，その下に15本 1 条

の櫛描波状文を施す。

然粕がみられる。 良好 覆土中

図版番号 種　　　 即
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 2 3 図 1 6 ガ ラ ス 丸 玉 0．7 0．6 0．2 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 1 2

17 ガ ラ ス 小 玉 0．2 0．．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 1 4

18 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0二1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 1 5

19 ガ ラ 不 小 玉 0．2 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 1 6

20 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．1 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 ．Q 1 7

2 1 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 ‘第 4 号琴 ．第 1主体部 Q 1 8

22 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 1 9

23 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 0

24 ガ ラ ス 小 玉 0．2 0．1 ‘0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 1

25 ガ ラ ス 小 玉 0．2 0．2 0．1 翠 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 2

26 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 3

27 ‘ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 4

2 8 ガ ラ ス 小 玉 0．2 0．3 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 5

2 9 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0・写 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 2 6
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図版番号 謹　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ）

第 2 3図 3 0 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 2 7

3 1 ガ ラ ス 小 玉 0」3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 2 8

3 2 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 29

3 3 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 3 0

3 4 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．云 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 3 1

3 5 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 3 2

36 ガ ラ ス 小 玉 （0．2） 0．2 ． － 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 3 3

3 7 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．3 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 3 4

38 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 3 5

39 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 3 6

4 0 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 ．0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 3 7

4 1 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 3 8

4 2 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 3 9

4 3 ガ ラ ス 小 玉 ‘0．3 0．3 0．1 第 4号填 ．第 1 主体部 Q 4 0

4 4 ガ ラ ス 小 玉 ・ 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 4 1

4 5 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 4 2

4 6 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 4 3

4 7 ガ ラ ス 小 玉 ．0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 4 4

4 8 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 4 5

49 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．3 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 4 6

50 ガ ラ ス 小 玉 0．5 0．3 0．2 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 4 7

5 1 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 4 8

52 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体 部 Q 9 2

5 3 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 9 3

5 4 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 9 4

5 5 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 9 5

5 6 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1 主体部 Q 9 6

5 7 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 ．0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 9 7

．5 8 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4号墳　 第 1主体部 Q 9 8

59 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q 9 9

60 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳 r第 1主体部 Q l O O

6 1 ガ ラ ス 小 玉 0．5 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q l O l

6 2 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 第 4 号墳　 第 1主体部 Q l O 2

6 3 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．2 第 4 号墳　 第 1 主体部 Q l O 3

6 4 ガ ラ ス 小 玉 0．3 0．2 0．1 ．第 4 号墳　 第 1 主体部 Q l O 4

図版番号 種　　　　 別
計 ・　　　 測　　　　 値

出 土 ．地 点 備　　　 r　考
．径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第 2 4 図 6 5 有　 孔　 円　 板 2．1 0．3 0．1 2．0 墳丘封土 中 Q 4 9　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 24図 66 剣　 形　 晶 3．0 1．5 0．5 0．1 2．‾5 周溝覆土中 Q 50　滑石
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図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　　　　 測　　　　　　　　　　 値

備　　　　 考

全長 （cm） 刀身 （cm） 茎長 （cm） 身元幅 （cm） 背幅 （cm） 関幅 （cm）

第 2 4 図 6 7 直　　　　 刀 （ 5 6．0） （ 4 0．2） （ 1 5．8） 3．3 0．9 0．4 M 9 ・1．0 ・1 2

68 直　　　 ＿　刀 （ 5五2）
－ － 3．2 0．8 － M 2 3

69 直　　　　 刀 （ 5 3．5） － － 2．9 ．0．8 － M 2 4

70 直　　　　 刀 （1 1 1．4） － － 3．2 0．9 － M 2 5

・7 1 直　　　　 刀 （ 8 6．8） － － 3．5 1．1 － M 2 6

図版番号 種　　　　 別

計　　 測　　 値
備　　　　　　　　　　 考

最大長 （cm） 最大幅 （cm） 最大厚 （cm）

第 2 5 図 72 刀　　　　 子 （1 1．2） 2．3 0．7 甲 1

7 3 刀　　　　 子 （9．8） 2．0 0．5 M 6

7 4 刀　　　　 子 （2．5） 1．2 0．4 M 7

7 5 刀　　　　 子 （6．0） 2．0 0．6 M lや

図 版 番 号 種　　 別 全長 （cm）
錬 身 部 （cm ） 頸　 部 （cm ．） 茎部 （cm ）

備　　　　　　 考
長　　 さ 幅 長　　 さ 幅 幅

第 2 5 図 7 6 銑　　　 鉄 （4．0）
－ － （4．0） ‘0．5 － ．M 2 （1）頸部のみ。 断面形 は長方形。．

76 鉄　　　 鉱 － － －
（3．2） 0．3 －

M 2 （2）腰 部のみ‘。 断面形 は長方形。

76 鉄　　 琴 （3・2） － －
（3．2） 0．4 － M 2 （3）頸部のみ。 断面形 は長方形。

76 鉄　　　 鉱 （5．2） － － （5．2） r O．4 － M 2 （4）頸部のみ。断面形 は長方形。

76 鉄　　　 鉱 （3．7） － －
（台．7） 0．5 －

M 2 （5）頸部 のみ。断面形は長 方形こ

76 鉄 ・・ ’鉄 （3．1） － －
（3．1） ・0．4 －

M 2 （6）頭部のあ。断面形 は長 方形。

7 7 鉄　　　 錬 （4：8）
－ － （3．5） 0．3 （1．3） M 3 （1）華残存。台形関。＿

7 7 鉄　　　 鉱 （2．7） － －
（2．7） 0．3 － M 3 （2）

7 7 鉄　　　 鉱 （2．6） － － （2．6） 0．5 － M 3 （3）

7 8 琴　　 鍍 （5．4） 2．9 1．2 （2．8） 0．4 －
M 4　　 錬身は柳葉形。逆刺 あ り。

7 9 鉄　 ・一鉢 （3．9） － － （3．6） 0．5 （0．3） l M 5 ‾（1‾）

7 9 鉄　　　 鉱 （3．5） － － （3．5） 0．4 － － 5 ．（2）

8 0 鉄　　　 鉱 （5．3） 3．2 1．2 （2．1） 0．4 － M 8 （1）柳葉形。逆刺あ＿り。

8 0 銑　　　 鉄 （8．9） （2．7） 1．2 ． （7．0） － － M 8 （2）柳葉形。

8 0 鉄　　　 鉱 （1 0．2） － － － － － M 8 （3）

8 0 鉄　　　 鉱 （8．3） － － － － － M 8 （4）

8 0 鉄　　　 鉄 （10．1） 2．7 － － － － M 8 （5）柳葉形。逆刺 あ り。

8 0 鉄　　　 鉱 （8．9） － － － － （0．6） ・M 8 （6）柳葉形。両丸 造。 ヱ

8 0 鉄　　 鉱 ． （9．2） － － － － － M 8 （7）柳葉形。

80 鉄　　　 鉱 （7．3） 2．7 1．2 （5．7） 0．4 －
M 8 （8）柳葉形。逆刺 あ り。

8 0 銑　　　 鉄 （6．7） － － － － － M 8 （9）

80 鉄　　　 鉱 （9．1） － － － － － M 8 （1 0）

8 0 鉄　　　 鍍 （10．7） － － － － － M 8 （1 1）

8 0 鉄　　　 鉱 （1 1．2） － － － － （0．5） M 8 （1 2）

8 0 鉄　　　 鉱 （1 0．3）＿ 2．7 1．2 － － （1・享） M 8 （13）柳葉形。逆刺あ り。

8 0 鉄　　　 鉱 （1 0．2） － － － －
（0．8） M 8 （14）柳葉形。

8 0 鉄　　　 鉄 （2．7） （2．7） 1．2 － － － M 8 ．（15）柳葉形。

8 0 鉄　　　 鉱 （4．5） 3．0 1．2 （2．0） 0．4 － M 8 （16）柳葉形。－

8 0 鉄　　　 鉱 （3．0） 2．8 1．2 （0．8） 0．4 － M 8 （17）柳葉形。逆刺 あ り。

8 1 鉄　　　 鉱 （5．8） － － （4．9） 0．4 （0．7） M 1 7

8 2 鉄　　　 鉱 （4．5） － － － － （4．5） M 18
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図版 番 号 種　　 別 全長 （cm）

鍍 身 部 （cm ） 頸　 部 （cm ） 茎部 （cm）
備　　　　　　 考

長　　 さ 甲 長　　 さ 幅 幅

第 2 5図 83 鉄　　　 鉱 （2．6） － － － － （2．6） M 1 9

8 4 鉄　　　 錬 （6．4） － － （1．6） － （2．7） M 2 0　　 台形 関。

8 5 鉄　　　 鉱 （3．4） － － － － （3．4）． M 2 1

8 6 鉄　　　 鉱 （1 1．1） （5．2） 1．4 5．1 0．4 （2．1） M 22 （1）二段逆刺 と思われ る。

8 6 鉄　　　 鉱 （7．2） － － － 0．4 ・（3．0） M 2 2 （2）

8 6 鉄　　　 鉱 （12．7）
－ － － 0．4 （2．8） M 2 2 （3）

86 鉄　　　 錬 （12．1） 4．4 1．2 6．3 0．4 （2．9） M 2 2 （4）柳葉形。逆刺あ り。

86 鉄　　　 鉱 （7．3） 4．6 1．2 ・（3．2） 0．4 － M 2 2 （5）柳葉形。逆刺あ り。

8 6 彿　　 錬
－ － － － － ．（1．6） M 2 2 （6）

8 6 鉄　　　 鉱 （8．2） － － － 0．4 － M 2 2 （7）柳葉形。逆刺あ り。

8 6 鉄　　　 鉱 （1 2．3） － － － － （1．9）＿ M 2 2 （8）

8 6 ．鉄　　　 鉱 （1 1．0） － － － － － M 2 2 （9）断面形 は両丸造。

第6号墳（第26・27図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林であった。周辺に比べ，なだらかな高まりが確認できた。

位置　調査区東部，C5g8区を中心に検出されている。南西に乙戸川を臨む舌状台地先端に位置し，台地は本

跡の南端からなだらかに傾斜している。すぐ東に第7号境が，約40m西に第1号墳が隣接する。

重複関係　本跡の封土下に第7号住居跡が検出され，本跡が新しい。本跡の西部を第1～18号土墳墓が，東部

を第6号溝が掘り込んでおり，本跡が古い。また，本跡の主体部が第48号土坑を掘り込み，第48号土坑が古い。

墳形及び規模　円墳。墳丘の高さは，0．72m，墳丘の周溝内径は約10．1mほどである。

墳丘　残存する封土の厚さは0．9mである。封土は，褐色土・明褐色土及び暗褐色土で厚さ10～40cmの層から

構成されており，おおむね締まりがある。

周溝　全周している。規模は上幅1．8～2．7m，下幅0．6～1．1m，深さ0．2～0．4mで断面形はU字状である。覆

土の堆積状況は自然堆積であり，下層に，ローム粒子を多量に含む封土流出による褐色土が堆積している。

墳丘及び周溝土層解説

1　暗褐色　表土

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5

6

7

8

9

10

11

褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

暗褐色
褐　　色

褐　　色

極暗褐色

明褐色

明褐色

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

12　明褐色

13　暗褐色

14　褐　　色

15　褐　　色

16　明褐色

17　極暗褐色

18　黒褐色

ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック微量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量，ロー

ム粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

19　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロッ

ク少量

埋葬施設　墳頂部から南東よりの封土下層から検出された。主軸方向はN－380－Eである。封土下層を掘り

込んで主体部を構築しており，形状は不整楕円形で，長径2．70m，短径0．58mである。粘土魂が主体部の北

東部に認められた。なお，主体部の下から検出された第48号土坑は，主体部と主軸を同じくしている。堆積

状況から第48号土坑の後に主体部が構築されたものと考えられる。第48号土坑の性格は不明である。

埋葬施設士層解説

1褐　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，粘土粒子微量

遺物　墳丘の遺物は，第28図7の土師器高塀，13の壷が封土中から，9の高塀が封土中及び周溝覆土中に散在し

た状態で出土している。1・2の杯が中央部の封土上層から，5の高塀が北西部の封土下層及び周溝覆土中に
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第27図　第6号墳主体部実測図

第6号墳出土遺物観察表

∴
0　　　1m

」＿．．⊥“＿」

散在した状態で出土している。周溝内の遺物

は，3・4の坪，6・8の高坪，11～12の壷，14

～16の聾，17の甑が覆土中から，10の町が西

部の覆土下層から出土している。また，18の

土玉が封土中から出土している。なお，主体

部からは遺物及び人骨は検出されなかった。

所見　本跡は，墳形，主体部の形態及び遺物

から，古墳時代後期（5世紀末～6世紀初

頭）と考えられる。

図版 番号 器　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 2 8 図 坪 A　 1 3．9 丸底 。 休部 は内 攣 して 立 ち上 が り， 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。底 部 及 び体 長 石 ・石 英 ・雲母 P 52　　 10 0％

1 土 師 器 B　　 5．8 □緑 部 は外 反 す る。 口 綾部 外 面 に弱 部 外 面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ。 内面 ナ デ。 明 赤褐 色 封 土上 層

い稜 を持 つ。 内面 ・口 緑部 外 面 赤 彩 。 普 通

2

坪 A　 1 4．2 □緑 部 一部 欠 損 。 丸 底 。休 部 は内 管 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。底 部 及 び体 長 石 ・石 英 P 53　　　 9 5％

土 師 器 B　　 5．4 し て立 ち上 が り， 口緑 部 は外 反 す る。部 内 ・外 面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ。 内面 赤 色 封 土上 層

口縁 部 外面 に稜 を持 つ 。 ヘ ラ磨 き。 内 ・外 面 赤 彩 。 普 通

3

杯 A ［12 ．9］ 休 部 及 び ロ緑 部 の破 片 。休 部 は内 攣 ロ緑 部 内 ・外 面検 ナ デ 。休 部 外 面 へ 石 英 P 54　　　 2 0％

土 師 器 B （ 3．6） し て立 ち上 が り， ロ縁 部 は ほ ぼ直 立 ラ削 り後 ナ デ 。 内面 ナ デ 。 内面 剥 離 。 明 赤褐 色 周 溝覆 土 中

す る。 口縁 部 外 面 に稜 を持 つ。 普 通 二 次焼 成

4

i不 A ［14 ．5］ 休 部 及 び 口縁 部 の破 片 。休 部 は 内管 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 内 ・外 面 赤 長 石 ・石 英 ・雲母 P 55　　　 15％

土 師 器 B （ 3．3） し て立 ち上 が り， 口縁 部 は 内傾 す る。

口縁 部 外 面 に稜 を持 つ 。

彩 。 明 赤褐 色

普 通

周 溝覆 土 中

5

高　　 坪 A ［18 ．8］ 師 部 の破 片。 坪 部 は内 攣 して立 ち上 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 坪部 内 ・外 石 英 ・ス コ リア P 56　　　 3 0％

土 師 器 B （ 6．7） が り， 口緑 部 は外 反 す る。 塔 部 外 面 面 ナ デ。 に ぷ い橙 色 封 土 下層 ・周溝 覆

下 位 に稜 を持 つ。 普 通 土 中

二 次焼 成

6

高　　 ゴ不 B （ 5．6） 脚 柱 部 か ら坪 部 の下 位 にか け て の破 塔 部 内 面 ナ デ 。脚 柱 部 外 面 へ ラ 削 り 石 英 ・長 石 P 57　　　 10％

土 師 器 E （ 3．3） 片 。 脚 部 はハ の字 状 に開 く。 後， ナ デ。 内 面 ナ デ。 にぷ い橙 色

普 通

周 清覆 土 中

二 次 焼成

7

高　　 坪 B （ 3．1） 坪 部 の下 位 の破 片 。 坪 部 は内攣 して 坪 部 外 面 下 位 へ ラ磨 き。 内 面 ナ デ。 石 英 ・長 石 P 58　　　 2 0％

土 師 器 立 ち上 が る 。坤 部 外 面 下位 に稜 を持 にぷ い赤 褐 色 封 土 中

つ。 普 通 二 次焼 成

8

高　　 峰 E （ 6．9） 脚 部 の破 片 。脚 部 は ラ ッパ状 に開 く。脚 部 外 面 へ ラ削 り後 ， ナ デ 。 内面 ナ 石 英 P 59　　　 3 0％

土 師 器 デ。 にぷ い黄 橙 色

普 通

周 溝 覆土 中

9

高　　 坪 E （ 8．1） 脚 柱 部 の 破 片。 脚 柱 部 はエ ンタ シ ス 脚 柱 部 外 面 へ ラ削 り後 ， ナ デ 。 内面 長 石 ・石 英 P 60　　　 10％

土 師 器 状 を呈 す る。 ヘ ラ ナ デ。 師 部 の差 込 痕 が 残 る。 明 赤 褐色 封 土 中 ・周 満覆 土

外面 赤 彩 。 普 通 中

10

柑 A ［ 8．2］ 休 部 及 び ロ 緑部 一 部 欠 鼠 。 平底 。 体 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ 。 休 部 外 面へ 雲 母 P 61　　　 75％

土 師 器 B　　 8．3

C　　 3．9

部 は扁 平 な 球状 を呈 し， 最大 径 を 口

緑 部 に持 つ 。 口緑 部 は内管 気味 に立

ち上 が る。

ラ 削 り後 ， ナ デ 。 内面 へ ラナ デ 。 にぷ い褐 色

普 通

周 満 覆土 下 層

11
宣琵 A ［16 ．4］ 口緑 部 の破 片。 ロ緑 部 は折 り返 し口 ロ縁 部 内 ・外 面梼 ナ デ。 内 面 剥 離。 石 英 ・長 石 P 62　　　　 5％

土 師 器 B （ 5．5） 緑 で， 外 反 す る。 橙 色

普 通

周 溝 覆土 中

二 次 焼成

12
宝E A ［15 ．0］ □縁 部 の破 片。 ロ縁 部 は折 り返 し口 口緑 部 内 ・外 面樵 ナ デ。 石 英 ・長 石 P 63　　　　 5％

土 師 器 B （ 4．7） 緑 で， 外 反 す る。 浅 黄 橙 色

普 通

周 溝 覆土 中

1 3
互E A ［16 ．7］ 口縁 部 の破 片。 口緑 部 は折 り返 し口 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 石 英 ・長 石 P 64　　　　 5％

土 師 器 B （ 3．5） 緑 で， わ ず か に外 反 す る。 橙 色

普 通

封 土 中

1 4

襲 A ［18 ．0］ 口緑 部 の破 片。 口緑 部 は外 反 す る。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 口緑 部 内面 石 英 ・長 石 P 65　　　 40 ％

土 師 器 B （ 5．8） 下位 へ ラ ナ デ。 にぷ い 橙色

普 通

周 溝 覆 土 中
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第28図　第6号墳出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（om） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第28区l 聾A［20．7］ロ緑部の破片。日録部は外反する。口緑部内・外面横ナデ。ロ緑部外面石英・長石 P66　　　　5％

15 土師器B（5．0） に指頭圧痕を残す。 にぷい橙色

普通

周溝覆土中

16

璧

土師器

A［11．2］

B（3．6）

口緑部の破片。口緑部は外反する。口緑部内・外面横ナデ。内・外面剥離。石英・長石

にぷい橙色
普通

P67　　　　5％

周溝覆土中

17

甑A［20．5］ロ緑部の破片。ロ緑部は折り返し口口緑部内・外面横ナデ。ロ縁部外面長石・スコリアP68　　　　5％

土師器B（4．6）緑で，わずかに外傾する。 に指頭圧痕を残す。 橙色

普通

周溝覆土中

図版番号種　　　　別

計　　　　 測　　　　値
出　土　地　点 備　　　　考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第28区［18 土　　　　玉 3．0 （3．3） 0．7 （24．5）封土中 DP4
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第7号墳（第29・30図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林であった。周囲に比べなだらかな高まりが確認できた。

位置　調査区西部，C6gl区を中心に検出されている。南西に乙戸川を臨む舌状台地の先端に位置する。西に第

6号墳と隣接し，本跡の南端からなだらかに傾斜している。

重複関係　本跡が第6号溝，第38・44号土坑に掘り込まれており，本跡は第6号溝，第38・44号土坑より古

い。また，本跡の周溝が第6号墳に制約されているため，第6号墳より本跡が新しい。
＼

墳形及び規模　円墳。墳丘の高さは，0．78m，墳径は周溝内径で約12．2mである。第6号墳に接する周溝東部

が制約されて一部ゆがんでおり，周溝の最大径で約19．5mほどである。

墳丘　残存する封土の厚さは0．3mである。封土は，ローム中・小ブロックを少量から中量含む褐色及び黒褐色

土である。

周轟　墳丘を取り囲むようにほぼ円形に構築され，全周している。規模は上幅2．3～5．2m，下幅1．5～3．5m，深

さ0．3～0．7mで断面形は逆台形状及びU字状である。覆土の堆積状況は自然堆積である。下層に封土流出に
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よるローム粒子を多量に含む橙色土が堆積し，中層からローム小ブロックを多量に含む黒褐色土が堆積して

いる。

墳丘及び周溝土層解説

1暗褐色　表土

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム中・小ブロック少量

5　褐　　色　ローム大・中・小ブロック中量

6　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・ローム粒子微量

8　極暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

9　極暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
11橙　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

12　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

13　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量

埋葬施設　墳丘内から埋葬施設は確認されなかったが，本跡の中心から南東方向の周構内に第42・43号土坑が

検出された。第42・43号土坑の覆土は人為堆積であり，また，その位置から本跡に伴う周構内埋葬施設の可

能性が考えられる。土坑は出土遺物がないが，第43号土坑からは，土師器細片が覆土上層から出土している。

遺物　墳丘の遺物は，第31図3の土師器高塀が墳丘表土中から，7の賓，8の須恵器塔が墳丘表土中及び周溝覆

土中に散在していた状態で出土している。周溝の遺物は，1・2及び4～6の土師器高塀が，それぞれ覆土中か

ら出土している。また，9の有孔円板が覆土中から出土している。

所見　本跡は，墳形及び遺物から古墳時代後期（6世紀中葉）と考えられる。

第7号墳出土遺物観察表

図版番号 翠 種・計測値 （cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 31図 高　　 坪 B （3．5） 坪部下位の破片。塔部は内攣して立 塔部外面へラ削り。内・外面摩耗。 長石・石英 P 71　　 10 ％

1 土 師 器 ち上がる・。師部外面下位に稜を持つ。 にぷい黄橙色

普通

周溝覆土中

0　　　　　　　　　　　5m」
第30図　第7号墳実測図（2）
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第31図　第7号墳出土造物実測図

・∴　！‘′：

J

C一日　　】L⊃　9

0　　　　　　　　2crn

l　：　！

10cm

！＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（m）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第31図高　　坪B（8．2）脚柱部の破片。脚柱部はエンタシス脚柱部外面へラ磨き。内面ナデ。長石・石英 P72　　　20％

2 土師器E（6，9）状を呈する。 橙色

普通

周溝覆土中

二次焼成

3

高　　j不E（8．4）脚柱部から裾部にかけての破片。脚脚柱部外面へラ磨き。内面ナデ。長石・石英・雲母P73　　　10％

土師器 柱部は円柱状を呈し，裾部はなだら にぷい橙色 墳丘表土中

かに開く。 普通 二次焼成

4

高　　珂こE（8．5）脚柱部の破片。脚柱部はエンタシス脚柱部外面へラナデ。内面ナデ。石英・雲母 P74　　　10％

土師器 状を呈する。 にぷい橙色

普通

周溝覆土中

5

高　J不E（7．1）脚柱部の破片。脚柱部はハの字状に脚柱部外面へラ削り後，ナデ。内面石英・スコリアP75　　　25％

土師器 開く。 ナデ。 灰褐色

普通

周溝覆土中

6

高　　塀：B（8，1）脚柱部の破片。脚柱部はハの字状に脚柱郡外面へラ削り後，ナデ。内面石英・長石 P76　　　　20％

土師器E（6．3）開く。 ナデ。 にぷい橙色

普通

周滞覆土中

7

嚢A［20．0］休部及び日録部の破片。休部は球状口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英・スコリアP77　　　15％

土師器B（28．8）を呈する。口緑部は外反する。ラ削り後，ナデ。 にぷい褐色

普通

墳丘表土・周溝覆

土中

8

杯A［10．6］たちあがりは内傾し，口緑端部は内底部時計回りの回転へラ削り。長石 P78　　　20％

須恵器B（5．0）傾する段を有する。受部は外上方へ にぷい黄橙色墳丘表土・周溝覆

のびる。 普通 土中
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図版番号 ． 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 31 図 9 有　 孔　 円　 板 2．7 0．3 0．1 3．1 周溝覆土中 Q 65　滑石

第8号墳（第32図）

現況と確認　状況調査前の現況は山林であった。表土除去，遺構確認の調査過程において本跡が確認できた。

重複関係　本跡が第5号溝，第39号土坑に掘り込まれ，また，第37号土坑の上に本跡の封土が盛られており，

第5号溝，第39号土坑より古く，第37号土坑より新しい。

位置　調査区西部，C6co区を中心に検出されている。南西に乙戸川を臨む舌状台地の先端に位置し，台地は本

跡の南端からなだらかに傾斜する。約30m南西に第7号墳がある。

墳形及び規模　円墳。墳丘は周溝内径で約12．0mほどである。

墳丘　残存する封土は2層が確認されたが，墳丘はほとんど削平されており，封土の詳細は不明である。第32

図の土層1は表土，2・3は封土，5～9は周溝の覆土である。

墳丘土層解説

1暗褐色　表土

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

6　極暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

8　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

9　明褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量

周溝　本跡北部の一部が調査区域外にかかるが，円形に構築され全周していたと考えられる。規模は上幅0・9～

2．4m，下幅0．4～0．9m，深さ0．2～0．7mで断面形は逆台形状及びU字状である。堆積状況は自然堆積である0

周藩士層解説

D－D’

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ
ロック微量

5　褐　　色

6　明褐色
E－E’，F－F’

1極暗褐色
2　暗褐色

3　明褐色

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

ローム中ブロック多量，ローム粒子中量

ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック微量

ローム中ブロック多量，ローム粒子中量

埋葬施設　墳頂部から眉寄りに第39号土坑が検出されたが，本跡を第39号土坑が掘り込んでおり，遺構の形

状から埋葬施設である可能性は考えられない。また，南西方向の墳丘裾部に第37号土坑が検出されているが，

土層の観察から人為堆積と考えられ，遺構の最上層から第33図3の朝顔形円筒埴輪が出土している。第37号

土坑構築後に封土が盛られている。以上のことから第37号土坑が埋葬施設である可能性も考えられる。

遺物　周構内の遺物は，第33図1・2の埴輪が覆土中から出土している。

所見　本跡は，墳形及び遺物から古墳時代後期（6世紀後葉）と考えられる。

第8号墳出土遺物観察表

図版

番号
種 別

寸　　　 法

突　　 帯 透　　 孔 成形と内面の状況
パケ日

本／2cm
胎土
焼成

色調
備　 考器高

口径（cm）
基部径

器厚（cm）

第33図

円筒埴輪

（4．7） 1．4 残存部なく不明。 残存部なく不明。 外面タテパケ。内面は斜位の タテパケ 雲母

・・．Iニl一

普 通 D P 5

1 〔20．6〕 パケ目。その他，残存部なく

不明。 14
石央

長石 橙 色
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第32図　第8号墳・第37号土坑実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　＿」

第33図　第8号墳・第37号土坑出土遺物実測図

′ノlヽ

モや 「一
ノーノ

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版

番号
種別

寸　　　法

突　　帯 透　　孔 成形と内面の状況
パケ日

本／2cm
胎土
焼成

色調
備　考器高

口径（cm）

基部径

器厚（cm）

第33図

円筒埴輪

（10．5）1．2 残存する突帯は1残存する円孔は1外面タテパケ。内面は縦位のタテパケ

10

雲母普通

明赤褐色

DP6

2 条。台形がくずれつ。切りあけは不指ナデ。その他，残存部がな 石英

三角形に近い。稜

は比較的鋭い。

明。 く不明。 長石
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第37号土坑出土遺物観察表

図版

番号
種 別

寸　　　 法

突　　 帯 透　　 孔 成形 と内面の状況
パケ日

本／2cm
胎土
焼成

色調
備 考器高

口径 （cm）

基部径

器厚（cm）

第33図

3

朝 顔 形

（51．3）

15．0

1．4 4 条。台形が くず 円孔。第 2段 ・3 外面タテパケ。粘土帯1枚の左回 タテパケ

12～13

雲母 普 通

橙 色

D P7
れ三角形に近い。 段に各，相対し2 り巻き上げ。基部幅 1．5cm～2．3 石英

円筒埴輪 稜は比較的鋭い。 孔。切 りあけは右

回り。
cm
内面は全体的に縦位の指ナデ。

長石

3　土坑

当遺跡からは，47基の土坑を検出した。ここでは，土坑の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物に特徴があ

るものについて記載し，それ以外の土坑については一覧表に記載した。

第2号土坑（第34図）

位置　調査区中央部，B4gl区。

規模と平面形　長径2．58m，短径1．10mの楕円形で，深さは0．50mである。

長径方向　N－700－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ少量

3　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック中量

4　明褐色　ローム粒子多量

5　明褐色　ローム小プロッタ多量，ローム粒子中量，ローム中プロッタ微量

6　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量

7　明褐色　ローム粒子多量，ローム中プロッタ・ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から土師器片1点，覆土下層から磨石1点が出土している。土師器片は細片で実測不可能である。

所見　本跡は，遺物の量が少なく，また，土師器片が細片であるため，時期や性格については不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿」

第34図　第2号土坑・出土造物実測図
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第2号土坑石製品観察表

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　 土 ・地　 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm）‾重量 （g）

第34図1 磨　　　　 石 （9．6） 6．8 5．0 （328．2） 安 山 岩 ‾‾覆土下層 Q 2

第8号土坑（第35図）

位置　調査区中央部，A3g8区。

規模と平面形　上面は長径2．30m，短径1．24mの楕円形，底面は長径1．64m，短径0．28mの長楕円形で，深

さは1．58mである。

長径方向　N－80－E

壁面　長径方向で垂直に，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム小・粒子多量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

5　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子多量

遺物　出土してしていない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく時期については不明である。

第11号土坑（第35図）

位置　調査区中央部，B3a5区。

規模と平面形　上面は長径2．90m，短径0．88mの楕円形，底面は長径2．06m，短径0．12mの長楕円形で，深

さは1．14mである。

長径方向　N－640－E

壁面　北東壁でほぼ垂直に，南西壁でややオーバーハングし，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　長径の両端から中央部へ若干の傾斜がみられるが，ほぼ平坦である。

遺物　出土してしていない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく時期については不明である。

第37号土坑（第32図）

位置　調査区東部，C6C9区。（第8号墳墳丘裾部）

重複関係　本跡の上に第8号古墳の封土が盛られており，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．63m，短径1．60mの楕円形で，深さは0．45mである。

長径方向　N－530－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。
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第35図　第8・11・41・42・43・48号土坑実測図
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土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　遺構の最上層から第33図3の朝顔形円筒埴輪1点が出土している。

所見　朝顔形円筒埴輪が出土しており，また，本跡の構築後に第8号墳の封土が盛られている点から，第8号墳

の主体部の可能性も考えられる。

第41号土坑（第35図）

位置　調査区東部，C5C8区。

重複関係　第4・6号溝及び第6号住居跡が本跡を掘り込み，本跡が古い。

規模と平面形　上面は，長径2．98m，短径0．186mの楕円形，底面は，長径2．64m，短径0．20mの長楕円形で，

深さは1．56mである。

長径方向　N－520－W

壁面　長径方向で垂直に，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　8層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
、

2　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック中量

5　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子多量

7　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

8　極暗褐色　ローム中ブロック少量

遺物　出土してしていない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく時期については不明である。

第42号土坑（第35図）

位置　調査区東部，C6h3区。（第7号墳周溝内）

規模と平面形　長軸1．75m，短軸0．87mの不定形で，深さは0．22mである。

長径方向　N－650－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，ローム粒子を多量に含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量

2　明褐色　ローム粒子多量

遣物　出土していない。

所見　本跡は，覆土が人為堆積であり，また，位置から第7号墳に伴う周構内埋葬施設の可能性が考えられる。
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第43号土坑（第35図）

位置　調査区東部，C5h3区。（第7号墳周溝内）

規模と平面形　長軸1．75m，短軸1．13mの長方形で，深さは0．53mである。

長径方向　N－610－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，ローム粒子を多量に含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　褐　色　ローム粒子多量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，覆土が人為堆積であり，また，位置から第7号墳に伴う周溝内埋葬施設の可能性が考えられる。

第48号土坑（第35図）

位置　調査区東部，C5g8区。（第6号古墳墳頂部中央にある主体部の真下）

重複関係　本跡が第6号古墳の主体部に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸1．21m，短軸0．68mの不定形で，深さは0．83mである。

長軸方向　N－650－E

壁面　北東壁・北西壁及び南東壁はほぼ垂直に，南西壁は外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
ヽ

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・小ブロック少量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック微量

遺物　出土してしていない。

所見　本跡は第6号墳の主体部とおなじ主軸であり，何らかの関連も考えられるが，出土遺物がなく，その時期

と性格は不明である。

第1号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子・

ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

2　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少

量，炭化粒子微量

3　にぷい褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

第3号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

第4号土坑土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第5号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

第6号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

第7号土坑土層解説

1明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブ

ロック微量
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第39図　その他の土坑実測図（4）

第9号土坑土層解説

1明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブ

ロック中量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック

微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブ

ロック中量

4　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量

第10号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブ
ロック少量

第12号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第13号土坑土層解説

1暗褐色　炭化粒子多量，ローム中・小ブロック・粒子中量，焼

土粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子少量

第14号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

4　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量

第15号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第16号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第17号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　明褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
第18号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

SK47
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第19号土坑土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック微量

第20号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量l

第21号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量

第22号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，1ローム中ブロック微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第23号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子微量，廃土粒子微
量

2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少

量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子微量

4　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少量

第24号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

ローム中ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

第25号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量

第26号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

2　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第27号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第28号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第29号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

2　暗褐色　焼土粒子・炭化小ブロック・粒子多量，焼土小ブロッ

ク中量，ローム小ブロック・粒子少量

第30号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第31号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

第34号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少量
第35号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量

6　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック少量

第36号土坑土層解説

1褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

2　極暗褐色　炭化物・粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロッ

ク・粒子少量

3　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量

第38号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

4　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子多量

6　褐　色　ロ「ム粒子多量，ローム中ブロック微量

第39号土坑土層解説

1褐　　色　ローム中・小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　暗褐色

4　明褐色

5　暗褐色

6　明褐色
7　黒褐色
8　極暗褐色

9　暗褐色

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量，ロー

ム粒子微量

ローム小ブロック・粒子多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・粒子多量

表3　実穀古墳群土坑一覧表

第40号土坑土層解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック・粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量

第44号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

5　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

6　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

7　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第45号土坑土層解説

1極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロッ

ク少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

第46号土坑土層解説

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中

量，ローム大ブロック微量

第47号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

土　 坑

番　 号
位　 置

長　 径　 方　 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

＊重複関係 〔旧→新〕長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

1 A 2i8 円　　　　　 形 1．17　× 1．09 2 0 緩斜 平坦 人為 SIl →本跡

2 B 4g l N － 70 0－W 楕　　 円　　 形 2 ．58　× 1．10 50 垂直 平坦 人為 土師器片

3 B 5e 5 N － 80 。－W 楕　　 円　　 形 1 ．32　×　0 ．80 50 外傾 平坦 人為

4 B 5b 5 N － 4 0 －W 不　　 定　　 形 0 ．08　×　0 ．68 32 外傾 平坦 自然

5 B 5d 3 円　　　　　 形 ’0 ．05　×　0 ．44 17 緩斜 平坦 自然

6 A 4 i2 円　　　　　 形 0 ．96　×　0 ．76 23 緩斜 平坦 人為

7 A 2 g 9 N － 72 0－E 楕　　 円　　 形 1 ．32　×　0 ．67 28 緩斜 皿状 人為

8 A 3 g 8 N － 8 0－E 楕　　 円　　 形 2 ．30　× 1 ．24 1 58 外傾 平坦 自然 陥し穴
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土　 坑

番　 号
位　 置

長　 径　方　向

（長軸方向 ）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

＊重複関係 〔旧→新〕長径×短径 （m ） 深さ（cm）

9 A 3h 5 ・N －5 6 0－W 楕　　 円　　 形 4．02 ・×　0．98 9 9 外傾 皿状 人為 SK l O→本跡

10 A 3h 6 N － 5 00－E 楕　　 円　　 形 0．95　×　0．57 30 外傾 平坦 人為

11 B 3 a5 N － 68 0－E 楕　　 円　　 形 2．90　×　0．88 114 垂直 平坦 － 陥し穴

12 B 3a 4 円　　　　　 形 0．63　×　0．50 17 緩斜 平坦 人為

1 3 A 3c l 円　　　　　 形 1．18　× 1．13 17 緩斜 平坦 自然

14 B 2b 9 N － 72。－E 長　　 方　 ・形 2．30　× 1．26 57 緩斜 平坦 人為

15 B 2C 5 N －5 2 0－E 楕　 円　 料 3．12　× 1．63 2 2 緩斜 平坦 人為

16 B 2 C4 円　　　　　 形 0．45　×．0．45 2 6 外傾 平坦 人為

17 B 2 e4 円　　　　　 形 1．33　× 1．15 3 0 緩斜 平坦 人為 SK 1 8→本跡

18 ・B 2 C4 N －4 6 0－W 〔楕　 円　形 〕 ［0．56］× 0．45 4 3 外傾・ 平坦 人為

19 B 2e 3 円　　　　 一　形 1．07　×　0．98 23 緩斜 平坦 人為

2 0 B 2e 3 N － 18 0－E 楕　　 円　　 形 1．37　× 1．07 18 緩斜 平坦 自然

2 1 B 2e 2 円　　　　　 形 1．31 × 1．19 27 緩斜 平坦 人為

22 B 2g 2 円　　　　　 形 1．15　× 1．17 23 緩斜 平坦 人為

23 B 2 h 2 N － 10 0－W 罠　　 方　 形 2．43　× 1．25 55 外傾 平坦 人為

24 B 2 i2 円　　　　　 形 0．87　×　0．81 2 1 緩斜 平坦 自然

25 C Ico N － 11。－E 精 ．　 円　　 形 0．95　×　0．83 3 4 外傾 平坦 人為

26 B 2 e4 N －6 9 0－E 楕　　 円　　 形 0．79　×．0．62 3 0 外傾 皿状 人為

2 7 B 2 C6 円　　　　　 形 0．71 ×　0．65 2 0 緩斜 平坦 人為

2 8 B 2d 7 円　　　　　 形 1．16　× 1．14 22 外傾 ∴平坦 人為 T M 4→本跡→SF l→ SD l

2 9 B 2fl 円　　　　　 形 1．29　× 1．18 26 緩斜 平坦 － S K 30⊥本跡

30 B 2e 2 不　　　　　 明 32 外傾 平坦 自然

31 B le o N － 32 0－W ．長　　 方　　 形 1．12　×　0．92 11 緩斜 平坦 人為 T M 4→本跡

32 B 2 h l N － 7 0－－E 楕　　 円　　 形 1．42　× 1．2 6 2 5 外傾 平坦 －

34 B 2 h l N －3 4 0－E 楕　　 円　　 形 1．01 ×　0．80 2 1 外傾 平坦 人為

35 C ’5 j7 N －8 1 0－E 隅 丸 長 方 形 2．33　× 1．62 5 3 外傾 平坦 人為 T M 4→本跡

3 6 C 5 h 8 N －7 6 0－W 長　　 方　　 形 1．77　× 1．08 2 0 緩斜 平坦 人為

3 7 C 6 C9 N －53。－W 痛　 円　 形 2．63　× 1．60 45 外傾 平坦 ．人為 朝顔形円筒埴輪 本跡→T M 8

3 8 C 6 il N － 61 0－W 不 整 楕 円 形 1．24　×　0．92 33 緩斜 皿状 人為 T M 7二→本跡

39 C 6C 9 N － 10。－E 楕　　 円　　 形 2．22　× 1．70 44 緩斜 平坦 人為 T M 8→本跡→SD 5

40 C 5f7 N － 23 0－W 隅 丸 長 方 形 1．22　×　0．62 53 外傾 平坦 ・ 自然 本跡→SD 3

41 C 5C 8 N － 52。－W 楕　　 円　　 形 2．98　×　0．86 1 56 垂直 平坦 人為 陥し穴 ・本跡→説6→ SD 4

42 C 6h 3 N －6 5 0－E 不　　 定　　 形 2．67　×　0．87 22 外傾 平坦 人為

43 C 5 h 3 N －6 1 0－E 長 ．方　 形 1．75　× 1．13 53 外傾 平坦 人為

4 4 C 6 fl 円　　　　　 形 2．35　×　2．19 3 0 緩斜 平坦 人為 T M 7→本跡

4 5 C 5 C8 N －53 0－E 長　　 方　　 形 1．23　×　0．94 2 2 緩斜 平坦 人為 T M 6→本跡

4 6 C 6 d l N －59。－E 楕　　 円　　 形 1．66　× 1．28 5 5 緩斜 平坦 人為

4 7 C 6 d 2 N －28 0－E 楕　　 円　　 形 1．21 ×　0．94 1 8 緩斜 平坦 人為

4 8 C 5g 8 N －65 0－E 不　　 定　　 形 1．21 ×　0．68 83 垂直 平坦 人為 本跡→T M 6主体部
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4　土墳墓

第6号墳の周溝南西部を中心とするC5g6付近から18基の土墳墓群が検出された。ここでは土墳墓及び出土

遺物の実測図を掲載し，内容等については遺物観察表及び土墳墓一覧表に記載した。

l⑥

第40図　土墳墓配置図

第1号土壌基土層解説

1褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，ローム中ブロ

ック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量，ローム大ブロック微量

6　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

8　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

9　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

10　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

11明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ト．
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0
▼■

▼‾
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N
▼■

①
▼‾

．●
▼■

寸
▼．

扁

鴇

寧

ト．
▼■

＼

l

l

l

J

第2号土墳墓土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム粒子微量

2　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，焼土粒子・ローム粒子中量

第3号土壌基土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

6　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ー　61－



実穀古墳群

十「第1号土壌墓

∴＼
旦23．6m

l

一竜≡ヨヲ‾‾第4号土墳墓
3

1⑥1

呈畢コ。l）
旦23．2m

3　　4

し第7号土壌墓

3　第10号土墳墓

第41国　土墳墓実測図（1）
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N

くり

叫　　　ぶ
旦23．。m

二毎√

㍉号土壌墓

叫　　　叫
旦23．4m

、車予第8号土墳墓

三一「〔

B

旦ふ＿与綻鎗子巌

「∵
旦23．帥

5

「：二重：越7－一
旦

＿　　J　　第6号土壌墓

l　⑥l

第9号土墳墓

l

旦読㌣十
旦234m

ヽ、、ノ第11号土墳墓
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∴
十1竿

旦ふ？
B

一「－〔l

叫

ゞ　　旦23．8m

、ヽ）√　第16号土墳墓

第42図　土墳墓実測図（2）

生ふ竺l
叫　　　　叫

旦23．6m

′く喜多′

二旦

第14号土墳墓

旦
料
〆＼＿／′

l　⑥

生ニl
叫　　　　由

「画7【‾‾第17号土墳墓　　旦2。．4m

第4号土墳墓土層解説

1極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子・炭化粒子多量，炭化物少量

3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子多量，焼土粒子微量

第5号土墳墓土層解説

1褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

第6号土墳墓土層解説

1暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・ローム中・小ブロック少量

2　暗褐色　炭化物多量，炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

5　暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・炭化物微量

第7号土壌墓土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量・ローム粒子少量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

4　赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第8号土墳墓土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

5　褐　　色　ローム粒子中量

第9号土壌基土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

4　明褐色　ローム粒子多量

ぬ
第15号土墳墓

‾‾∈雲「第18号土壊墓

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第10号土墳墓土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

2　暗褐色　ローム中・小・粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

4　褐　色　ローム中ブロック・小・粒子中量

第11号土壌基土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・小・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　褐　色　ローム中ブロック・小・粒子中量

第12号土墳墓土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子中量

第13号土墳墓土層解説

1褐　色　ローム中ブロック・小・粒子多量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子少量

6　黒色　ローム小ブロック微量

7　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量

8　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子少量

9　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

10　暗褐色　ローム中ブロック・小・粒子中量

11暗褐色　ローム小ブロック少量

12　極暗褐色　ローム粒子少量
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第14号土墳墓土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム粒子少量

3　褐　色　ロ⊥ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

第15号土墳墓土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

6　黒　色　廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中畳　ローム中ブ
ロック少量

土墳墓出土遺物観察表

第16号土墳墓土層解説

1極暗褐色　炭化物・粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック少

量，焼土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック少量

第17号土壌墓土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第18号土壌墓土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

図版 番号 器　 種 計測値 （C由） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 3図 皿 A　　 7．0 目線部一部欠損。やや突出 した平底。 ロクロ成形。底部回転 糸切 り。 長石 ・雲母 ・ス コリ P 69　　　 95 ％

1 土師質土器 B　　 l．8

C　　 3．5

体部 は内攣 して立ち上 がる。 ア

にぷい橙色　 普通

覆土中

2

皿 A　　 8．7 口緑部一部欠損。平底。休部 は内攣 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 長石 ‘；石英 P 70　 ．9 5 ％
土師質土器 B　　 2．9

C　　 3．5

して立 ち上が る。 浅貴橙色

普通

覆土 中

3

皿 A　　 9．3 平底。体部 は内攣気味に立 ち上が る。 ロクロ成形。底部 回転糸切 り。 長石 ・雲母 ・云コ リ P 8 5　　 10 0 ％

土師質土器 B　　 2．0

C　　 6．6

休部外面中位にわずか な稜 を持 つ。 ア

樟色　 普通

覆土 中

ロ縁部内 ・外面煤

付着

4

皿 A　　 5．7 平底。体部は外傾 して立ち上が る。 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 長 石・石英・雲母 ・ P 8 6　　 10 0 ％

土師質土器 B　　 l．6

C　　 3．0

体部上位 にわずかな稜 を持 つ。 スコ リア

にぷい橙色　 普通

覆土中

5

皿 A　　 6．9 口緑部一部欠損。平底。体部 は内攣 ロタロ成形。底部回転糸切 り。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 87　　　 9 0 ％

土師質土器 B　　 2．4

C　　 3．0

気味に立 ち上が る。 スコ リア

浅黄樺色

普通

覆土中

ロ緑部 内 ・外面煤

付着

6

皿 A　　 6．4 底部 から口緑部にかけての破片。 や ロクロ成形。底部 回転糸切 り。 雲母 ・スコ リア P 8 8　　　 4 5 ％
土師質土器 B　　 2．1．

C　　 3．4

や 突 出した平底。体部外面中位 に弱

い稜 を持つ。

にぷい赤褐色

普通

覆土 中

図 版 番 号 種　　　　 別
計　 測　 値

石　　 質 － 出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm）

第 4 3図 7 五 輪 塔 （火 輪 ） 2 4．1 2 5⊥2　－＿ 1 1二0 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 6 2 二1 5～ 1 6世紀

8 五 輪 塔 （水 輪 ） 2 0．8 2 1．1 1 1．6 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 ．Q 甲 1 5～ 16 世紀

9 五 輪 塔 （水 輪 ） 2 2．3 2 3．8 15．8 花　 崗　 岩 T M 6 墳丘上土墳墓群 Q 6 4 1 5～ 16 世紀

1 0 五 輪 塔 （水 輪 ） 1 4．2 －1 1．8 14．3 花　 崗　 岩 T M 6 墳丘上土墳墓群 Q 6 7 1 5～ 16 世紀

1 1 五 輪 塔 （水 輪 ） （13．0） 13．3 （7．8） 花　 崗　 岩 T M 6 墳丘上土墳墓群 Q 6 8 1 5～，16世紀

12 五 輪 塔 （水 輪 ） 2 2．0 2 1・8 13．1 花　 崗　 岩 T M 6．墳丘 上土墳墓群 Q 69 1 5～ 16世紀

第 4 4 図 13 五 輪 塔 （地 輪 ） 2 1．5 2 2．5 1 5．9 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 7 1 1 5～ 16世紀 ・

14 五 輪 塔 （火 輪 ） 2 5．6 2 1．2 1 3．3 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土填塞群 Q 7 2 1 5～ 1 6世紀

1 5 五 輪 塔 （地 輪 ） 23．8 2 5．6 1 4．5 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 7 3 ・15～ 1 6世紀

1 6 五 輪 塔 （水 輪 ） 25．6 2 5．6 1 6．4 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 7 4 15～ 1 6世紀

第 45 図 17 五 輪 塔 （火 輪 ） 31．2 2 9．4 1 6．8 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 7 5 15～ 1 6世紀

1 8 五輪塔 （空 ・風輪） 13．7 1 5．0 2 0．0 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上土墳墓群 Q 7 6 15～ 1 6世紀

1 9 五輪塔 （空 ・風輪） 15．6 1 5．6 2 1．2 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上 土墳墓群 Q 7 7’ 1 5～ 16 世紀

第 4 6 図 2 0 五 輪 塔 （地 輪 ） 3 0．8 3 0．7 24．7 花　 崗　 岩 T M 6墳丘上 土墳墓群 Q 7 8 1 5～ 16 世紀

2 1 五 輪 塔 （地 輪 ） 3 0．1 3 0．7 ・ 2 1．5 花　 崗　 岩 T M 6 墳丘上土墳墓群 Q 7 9 1 5～ 1‘6世紀

第 4 7 図 2 2 五 輪 塔 （地 輪 ） 2 8．1 28．0 2 2．3 花　 崗　 岩 T M 6 墳丘上土墳墓群 Q 8 0 1 5～ 16世紀

ー　64　－



実穀古墳群

二≠　‥‥l‾三二
◎
0

！　　＿＿」　　　」

モ≡≡：Z弓　∈宰て　『三第

0　　　　　　　　　　　　　10cm

8　　　！　；　！

－　65　－

第43回　土墳墓出土造物実測図（1）



実穀古墳群

第44図　土墳墓出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　10cm
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第45図　土壌基出土遺物実測図（3）
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第46図　土壌墓出土遺物実測図（4）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第47図　土墳墓出土遺物実測図（5）

0　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿」

図版番号種　　　　別
計　測　値

石　　質 出　土地　点 備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）

第45図23五輪塔（水輪）21．3 21．6 14．6 花　崗　岩TM6墳丘上土墳墓群 QlO515～16世紀

24 五輪塔（火輪）24．6 23．5 1写・4 花　嵐岩＿一．TM6墳丘上土墳墓群 QlO6、15～16世紀

第47図25五輪塔（地輪）26．9 28．1 22．4 花　崗　岩TM6墳卓上土墳墓群 QlO715～16世紀

26は常滑の賓で，体部上位の破片であり，斜格子文の押印が施されている。

図版番号 名　　 称 初　 鋳　 年 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

麗 46図 27 永　 楽　 通　 賓 1 4 0 8 調査区東部表土 M 29

28 元　 符　 通　 賛 1 0 9　8 調査区東部表土 M 30　北宋

29 元　 祐　 通　 賓 1 0 8 6 第 3号墓場 M 31 北宋

30 至　 道　 元　 賛 9 9 ．5 錮査区東部表土 M 32　北宋
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表4　実穀古墳群土墳墓一覧表

墳　墓

苧 号
位　 置

長　径　方　向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁高 底面 覆土 出土 遺 物 等 備　　　 考 ．

長径×短径 （m ） 深さ（cm）

1 C 5g6 N － 5。－E 隅　 丸　 方　 形 1．24　×0．78 垂直 平坦 人為

2 C 5g6 N －49。－W 不　 整　 円　形 0．94　×　0．90 24 外傾 平坦 人為

3 C 5g 6 円　　　　　 形 1．10　× 1．09 76 外傾 平坦 人為 北宋銭

4 C 5j6 円　　　　　 形 0．94　×　0．94 22 外傾 平坦 人為

5 C 5g 6 N －300－W 楕　　 円　　 形 1．04　×　0．92 102 外傾 平坦 人為 人骨片

6 C 5g 7 N －140－E 楕　　 円　　 形 1．32　× 1．02 22 外傾 平坦 人為

7 C 5g 7 N －70。－W 楕　　 円　　 形 0．90　×　0．44 26 外傾 平坦 人為

8 C 5e6 N －9 。－E 不 整 楕 円 形 1．04　×　0．80 42 外傾 平坦 人為

9 ・C 5g6 N －23。－E 楕　　 円　　 形 0．90　×　0．70 29 外傾 皿状 人為

10 C 5h7 N －150－W 楕　　 円　　 形 1．42　×　0．88 52 外傾 平坦 人為

11 C 5h6 N －107－E 楕　　 円 ．形 ，0．94　×　0．80 20 外傾 平坦 人為

12 C 5e7 N －33。－E 隅 丸・長 方 形 1．50　×　0．68 32 外傾 平坦 人為

13 C 5h7 N －660－E 不　 整　 円　形 1．72　× 1．24 84 外傾 平坦 人為

14 C 5g 6 N －53。－E 楕　 円　 形 0．63　×　0．60 26 外傾 平坦 人為

15 C 5h 6 N －40。－E 楕　　 円　　 形 1．74　×　0．74 24 外傾 平坦 人為

16 C 5h 6 N －5 。－W 楕　　 円　　 形 0．98　×　0．62 18 外傾 平坦 人為

17 C 5f7 N －26。－E 不 整 楕 円 形 1．28　× 1．02 28 外傾 平坦 人為

18＿C 5g 7 N －89。－W 楕　　 円　　 形 0．86　×　0．63 30 外傾 平坦 人為

5　塚

当遺跡からは，塚1基が検出されている。当初，古墳の可能性があると考え調査を開始したが，遺構の形態及

び古墳に関する遺物を伴わないことなどから塚と判断した。本跡の東側は調査区外である。以下，遺構の形態

や特徴などについて記載する。

第1号塚（第48図）

位置　調査区東部，C5j6区。

重複関係　本跡の下層から第3号不明遺構が検出されており，本跡は第3号不明遺構より新しい。

第48図　第1号塚実測図
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規模と形状　本跡が調査区外に広がりを持つため

正確な規模と形状は不明であるが，南北径［8］

m，東西径［3］m，高さ1．1mの不整円形を呈

すると思われる。

盛土　単一層であり，ロームブロックを中量含む

人為堆積である。焼土粒子，炭化粒子，ローム小

ブロック・粒子を含む軟らかい層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量（表土）

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　第49図1の五輪塔（火輪）が，塚の中央部

から北寄りの表土中から出土している。

所見　本跡の下から検出された第3号不明遺構は

火葬施設の可能性も考えられる。あるいは本跡と

も何らかの関連を想像することもできるが，とも

に時期や性格を決定できる遺物がなく，第3号不

明遺構との関連，本跡の時期及び性格は不明であ

る。

第1号塚出土遺物観察表

亮「
0　　　　　　10cm

L＿　＿＿＿＿」＿＿　　」

第49図　第1号塚出土遺物実測図

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

石　　 質 出　土 地　 点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm）

第 49図 1 五 輪 塔 （火 輪 ） 28．0 29．2 14．6 花　 崗　 岩 表土中 Q 81 15～16世紀

6　地点貝塚

当遺跡から，地点貝塚1基が検出された。以下，形状，規模，覆土の状態及び出土遺物について記載する。

第1号地点貝塚（第50図）

位置　調査区西部，Blfo区（第4号墳墳丘裾部）

重複関係　第4号墳の墳丘を掘り込んでおり，本跡が新しい。

掘り方の規模と平面形　長径0．52m，短径0．47mの楕円形で，深さ0．25mである。

長径方向　N－400－E

壁面　なだらかに立ち上がる。

底面　平坦であるが，短軸方向にわずかに傾斜する。

覆土　3層からなる人為堆積である。
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旦

＼墜ヒ二二二二［二二二二］m
第50図　第1号地点貝塚出土遺物実測図

1　　　／

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」
土層解説

1暗褐色　焼土粒子，炭化粒子，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量（貝層）

2　暗褐色　焼土粒子，炭化粒子，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

遺物　第50図1・2の土師質土器が覆土中から出土している。貝層から検出された貝は，ヤマトシジミ（総重

量583．3g）である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世紀後半（16世紀）と考えられる。

第1号地点貝塚出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第50図 皿 A ［15．0］ 休部から口緑部の破片。体部は内攣 ロクロ成形。 長石・石英・スコリア P 90　　　 10％

1 土師質土器 B （2．8） して立ち上がる。 橙色

普通

覆土中

二次焼成

2

皿 A h 1．1］ 体部から日録部の破片。体部は内攣 ロクロ成形。 石英 ・雲母 P 91　　　 5％
土師質土器 B （ 1．8） して立ち上がる。体部外面上位に弱

い稜 を持つ。

にぷい橙色

普通

覆土中

7　溝

当遺跡からは6条の溝が検出されている。ここでは，溝の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物などについて

記載する。

第1号溝（第51図・付図）

位置　調査区東部，B2区

重複関係B2C7区で第2号住居跡を掘り込み，本跡が新しい。

規模と形状　検出した全長は約22．8m，上幅は0．56～1．24m，下幅は0．36～0．56m，深さは0．26～0．44mで

ある。底面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。

方向　B2d9区から北西方向（N－540－W）へほぼ直線的に延びている。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　出土していない。
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所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明である。

第2号溝（第51図・付図）

位置　調査区東部，B2区

重複関係　B2gl区で第29号土坑に掘り込まれ，B2el区からB2il区で，第4号古墳・第1号道路跡を掘り込み，

第29号土坑より古く第4号古墳・第1号道路跡より新しい。

規模と形状　検出した全長は約18m，上幅は0．92～1．20m，下幅は0．36～0．64m，深さは0．20mである。底

面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。

方向　Blio区から北東方向（N－190－E）へ直線的に延びている。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

遺物　細片であり図示できないが，覆土中から流れ込みと思われる土師器片襲3点が出土している。

所見　時期を決定できる遺物がなく，時期や性格については不明である。

第3号溝（第51図・付図）

位置　調査区東部，Clbo区

規模と形状　検出した全長は3．76m，上幅は0～1．24m，下幅は0～0．80m，深さは0．38m，である。底面は

ほぼ平坦で，断面形はU字状である。

方向　Clbo区から南東方向（S－620－E）へ直線的に延びている。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子中量
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遺物　出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明である。

第4号溝（第51図・付図）

位置　調査区西部，C5区

重複関係　本跡が，C5b7区からC5f7区の間で，第40・41号土坑及び第6号住居跡・第6号溝を掘り込み，第

40・41号土坑及び第6号住居跡・第6号溝より新しい。

規模と形状　検出した全長は約13．6m，上幅は1．08～1．48m，下幅は0．56～0．94m，深さは0．22～0．56mで

ある。底面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。

方向　C5b7区から東に向かい，同区内で南方向（S－40－E）にほぼ直角に折れ曲がり，第6号古墳周溝手前

まで直線的に延びている。

覆土　8層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　色　炭化粒子，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック多量，炭化粒子微量

7　褐　色　ローム粒子多量

8　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　細片であり図示できないが，覆土中から流れ込みと思われる土師器片が出土している。

所見　時期を決定できる遺物がなく，時期や性格については不明である。　、

第5号溝（第51図・付図）

位置　調査区西部，C6・C7区

重複関係　本跡が，C6区からC7区にかけて第8号古墳を掘り込み，また，C6b9区で第39号土坑を掘り込み，

本跡が新しい。

規模と形状　検出した全長は約10．2m，上幅は0．50～0．58m，下幅は0．24～0．34m，深さは0．22mである。底

面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。

方向　C6b9区から西方向（S－60－W）に直線的に延びている。

覆土　単一層であり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム中・小ブロック・粒子少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明である。

第6号溝（第51図・付図）

位置　調査区西部，C5区及びC6区

重複関係　本跡が，C5b7区からC5f7区の間で第4号溝に掘り込まれ，C5g7区からC6h3区の間で第6・7号墳

を掘り込み，本跡は第4号溝より古く，第6・7号墳より新しい。

規模と形状　検出した全長は約46．4m，上幅は2．16～2．64m，下幅は1．86～2．38m，深さは0．22mである。底

面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。
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方向　C5b7区から南方向にC5e7区まで直線的に延び，第6号墳内で曲折し，C5g9区から東方向（S－900－E）

へほぼ直線的に延びる。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　明褐色　ローム粒子多量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明である。

8　道路跡

当遺跡からは道路跡1条が検出されている。ここでは，道路跡の形状，規模及び覆土の状態などについて記載

する。

第1号道路跡（第52図・付図）

位置　調査区東部，B2区

重複関係　B2el区からB2il区で，本跡が第29・30号土坑，第4号古墳を掘り込み，第2号溝に掘り込まれ，

第29・30号土坑，第4号古墳より新しく，第2号溝より古い。

規模と形状　検出した全長は約47．2m，上幅は0．76～1．16m，下幅は0．56～0．88m，深さは0．14～0．22mで

ある。底面は平坦で，断面形はU字状である。

方向　Blio区から北東方向（N－360－E）へ直線的に延びている。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物出土していない。

所見検出した範囲において，底面に硬化面が認められ旦空軍≠ブ2

たため道路跡と判断した。出土遺物がなく，時期につ

いては不明である。

1

⊥一一車7‾‾‾‾
2

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第52図　第1号道路跡実測図

9　その他の遺構

調査区東部から，周溝状の遺構1基と，遺構は検出できなかったが集中的に遺物が出土した地点1か所が検出

された。以下，遺構の状態や特徴について記載する。

第1号不明遺構（第53図）

位置　調査区東部，A3j6区。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

規模と形状　周溝内径が約3．90mの円形である。周溝に囲まれた部分は平坦である。周溝の上幅は0．44～0．74m，

下幅は0．26～0．48mで，深さ0．10～0．12mである。断面形はU字状で，壁は外傾して立ち上がる。底面は

平坦である。
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第53図　第1号不明遺構実測図

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム中・小ブロック・粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第2号不明遺構（第54図）

位置　調査区東部，B4h8～B4h9区。

規模　約1メートル四方に入る範囲で集中的に土器片が出土したが，形状は確認できなかった。

土層　表土の下から3層までの間の内，第2・3層から土器片が出土している。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量
1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　土師器734点が出土している。第55図1の土師器高塀が第3層の上層から，3の埠が第3層の上層と第

2層の中層から，4の聾が第3層の下層から上層の間を中心に，5の婆が第3層の下層及び第2層の下から，6

の賓が第2層の下層を中心に出土している。また，2の高塀，7の賓は，土器片が集中的に出土した範囲内で

表面採集された。

所見　出土した土器の年代は古墳時代後期（5世紀末～6世紀初頭）と考えられる。遺構の形状が確認できず，

土器片のまとまった出土状況から土器を投棄した地点とも考えられるが，その性格については不明である。
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第2号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第54図 高　　 塔 A　 ll．9 坪部の破片。塔部は内攣して立ち上 口縁部内・外面横ナデ。師部外面剥 長石・石英 P 92　　　 60％

1 土 師 器 B （4．3） がり，口緑部は外反する。体部と口 離のため調整不明。内面へラナデ。 にぷい橙色 第 3層上層

緑部の境に稜を持つ。 普通 二次焼成

2

高　　 塀 A　 lO．0 坪部の破片。塔部は外傾して立ち上 口緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ 長石・石英 P 93　　　 40％

土 師 器 B （3．8） がり，口緑部に至る。体部と口緑部 ラ削り後，．ナデ。内面へラナデ。 にぷい橙色 表面採集
の境に強い稜を持つ。 普通 二次焼成

3

堀 B （8．6） 体部の破片。休部は扁平な球状を呈 体部外面剥離のため調整不明。 長石・石英・雲母 P 94　　　 40％

土 師 器 する。 にぷい橙色
普通

第3層上層・第 2
層中層

二次焼成

4

聾 A ［12．0］ 底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英 P 95　　　 50％

土 師 器 B　 17．6 底。休部は球状を呈する。口縁部は ラ削り後，ナデ。内面ナデ。外面摩 明赤褐色 第3層下層から上
C ［6．0］ わずかに外反する。 耗。 普通 層

二次焼成

5

襲 B （20．5） 底部から体部にかけての破片。平底。 底部及び体部外面へラ削り後，ナデ。 長石 ・石英 P 96　　　 30％

土 師 器 C ‾　 6．8 体部は球状を呈する。 内面摩耗。 にぷい橙色

普通

第3層下層 ・第 2

層下層

二次焼成

6

襲
土 師 器

A　 19．6
B （6．2）

口縁部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内・外面横ナデ。 長石

r橙色
普通

P 97　　　 10％
第2層下層

7

賓 A ［17．5］ 口緑部の破片。口緑部は折り返し口 口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英 P 98　　　　 5－％

土 師 器 B （5．6） 緑で，外反する。 浅黄樺色

普通

表面採集

第3号不明遺構（第56図）

位置　調査区東部，C5j5区。

重複関係　本跡の上に第1号塚が構築されており，本跡が古い。

規模と形状　楕円形を呈すると思われる中央部の外側に溝状の掘り込みがめぐり，南西方向でつながっている。

調査区外にかかるため正確な規模と形状は不明であるが，南北径［5．3］m，東西径［1．3］mの長楕円形を

呈すると思われる。

覆土15層からなり，3層が溝状の掘り込みに堆積した土層，4～15層が中央部の掘り込みに堆積した土層で

ある。1層は旧表土，2層は地山である。1・3・4・13層の上に塚の盛土が堆積している。中央部は，短期の

間に3回にわたる掘り込みが行われたと考えられる。まず，1・2層がはじめの段階で掘り込まれ，4～6層が

堆積した時点でさらに内部が掘り込まれ，7・8層が堆積した時点でまたさらに内部が据り込まれている。本

跡の1回目の掘り込みで掘り込まれた旧表土，2回目に掘り込まれた4層及び最終的に堆積したと考えられる

13層の上に塚の盛土があることから，7～12層と13～15層は短期間に埋め戻されている可能性が考えられ

る。また，同様に3層が堆積した溝状の掘り込みは，3層の上に塚の盛土があることから，4～15層が堆積し

た中央部と時期差があまりない時点で構築された可能性が考えられる。全体的に焼土粒子，炭化粒子，ロー

ム小ブロック・粒子を含む軟らかい層からなる人為堆積で，締まった層は塚の盛土下の13層のみである。

土層解説
1明褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量　　9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子・
2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・ローム粒子少量，

炭化物微量
5　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量
6　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロ

ック微量
7　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・ロー

ム小ブロック微量

8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子・
ローム中ブロック少量

ローム中ブロック少量，炭化物微量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子・

ローム中ブロック少量，炭化物微量
11暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物・ローム粒子少量
12　黒褐色　炭化物・粒子多量，焼土粒子中量，ロ」ム粒子少量
13　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
14　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
15　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，

炭化物微量
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第56図　第3号不明遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
底面　底部の赤変硬化した面の上に炭化物がみられるほか，遺物は出土していない。

所見　本跡は底面の状況から火葬施設の可能性も考えられる。また，第1号塚とも何らかの関連を想像すること

もできるが，ともに時期などを決定できる遺物がなく，本跡の詳細な時期は不明である。

10　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない土器や土製品，石器・石製晶，古銭が出土している。ここでは，それらの出

土遺物のうち，縄文土器片4点（早期2点，前期1点，後期1点）について解説をし，その他については，実測

図（第57図～第59図）及び観察表，一覧表で一括して報告する。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の．特　 徴 手　法　 の　 特　 徴． 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第57図 坪 A ［11．9］ 底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 80　　　 50％

1 土 師 器 B （ 5．2） 底。体部は内攣して立ち上がり，口 ラ削り後，ナデ。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色 1区表土

C ［ 3．7］ 緑部はほぼ直立する。 普通 二次焼成

2

高　　 坪 B （ 7．7） 坪部の破片。．塔部は内攣気味に立ち 師部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 P 99　　　 30％

土 師 器 E （ 1．9） 上がる。 橙色

普通

1区表土

二次焼成

－　79　－



実穀古墳群

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 57 図 高　　 塔 E （8．5） 脚部の破片。脚部はエンタシス状を 脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 P lOO　　　 40％

3 土 師 器 D ［11．7］ 呈する。裾部は外上方へわずかに反

り返 る。

デ。 にぷい褐色
普通

1．区表土

4

高　　 坪 E （ 5．4） 脚部の破片。脚部はハの字状に開く。脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英 P lOl　　 lO％

土 師 器 デ。 樺色

普通

1 区表土

二次焼成

5

士宝E A ［19．0］ 口緑部の破片。口緑部は折 り返し口 口緑部内 ・外面横ナデ。 長石 P lO3　　 10％

土 師 器・B （5．0） 緑で，外反する。口緑端部は帯状に・

収めている。

にぷい橙色

普通

1 区表土

6

賓 A ［16．5］ 休部から口緑部にかけての破片。体 内 ・外面摩耗のため調整不明。 長石 ・石英 P・102　　　 30％

土 師 器 B （23．3） 部はやや扁平な球状を呈する。口緑 にぷい褐色 1区表土

部は外反する。 普通 内 ・外面摩耗

7

聾

土 師 器

A ［17．8］

B （ 4．7）

口緑部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内・外面横ナデ。 石英 ・長石 ’

にぷい橙色
普通

P lO4　　　 5％

1区表土

8

士雲王 A ［23．2］ 口緑部の破片。口緑部は外反し，端 口緑部内面に自然粕がみ＿られる。 長石 P lO7　　　 5％
須 恵 器 B （3．5） 部は外斜する極浅い凹面をなす。口

縁端部直下に断面三角形の凸帯をめ

ぐらし，’その下に10本 1 条の櫛描き

波状文を施す。

暗灰色

良好

1区表土

9

椀 A ［17．3］ 口緑部の破片。休部は内攣して立ち ロクロ成形後，磨き。口緑部内 ・外 （胎土）灰色 P 51　　　 5％

緑粕陶器 B （2．5） 上がり，口緑部は外反する。 面に緑粕が施される。 （粕）オリーブ黄色

良好

第4号墳周滞表土

10

徳　　 利 B （ 8．4） 底部から口緑部にかけての破片。平 ログロ成形。底部回転へラ削り。内 （胎土）暗赤褐色 P lO8　　　 20％

陶　　 器 C　　 6．8 底。体部は筒型を呈し，中位にわず 面に灰粕が溜まる。外面に黒粕が施 （粕）黒色． 1 区表土
かな膨 らみ・を持つ。 される。 良好

11

椀 B （ 2．0） 底部から体部下位にかけての破片。 ロクロ成形。高台外面及び体部外面 （胎土）灰白色 P lO9　　　 20％

磁　　 器 D　　 3．6 高台は低 く，直立する。体部は内攣 下位に圏線が描かれ，外面下位の圏 （粕）灰白色 ．1 区表土

E　　 O．4 して立ち上がる。 線から垂線が比較的密に伸びる。見

込みには圏線内に文様が描かれる。

良好

12は口緑部片，13は胴部片で，沈線及び貝殻波状文が施されており，田戸下層式土器に比定される。14は

胴部片で，沈線及び貝殻波状文が施されており，浮島II式土器に比定される。15は浅鉢の口縁部片で口唇部に

刻みが，また，内面に6条の横位の沈線が施され，加曽利BI式土器に比定される。

16の土師質土器賓は，口緑部片で，菱形文の押印が施されている。胎土に石英と雲母を多く含む。

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　 地　 点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 57 図 17 珠 状 耳 飾 り 5．1 （3・5） 1．0 （17．2） 調査区東部表面採集 p P 9

18 土　 器 片　錘 2．5 2．6 0．7 5．3 調査区東部表面採集 D P 8

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値．

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 5 8図 19 ナ イ フ形石 器 5．6 1．7 1．3 9．5 頁　　 岩 T M 4周溝覆土中 Q 5 4

2 0 彫　　　　 器 6．4 1，5 0．9 9．2 頁　　 岩 T M 4周溝覆土中 Q 5 5

2 1 石　　　　 核 2．8 2．2 1．2 4．6 黒 曜 石 T M 4周溝表土 Q 5 6

2 2 ス ク レーパ ー 2．3 ．3．9 ・1．0 7．1 黒 曜 石 T M 7表採 Q 9 1

2 3 ス ク レーパ ー 5．4 4．台 2．0 4 7．9 安 山 岩 T M 7溝覆土中 Q l O 8

2 4 細　 石　 刃 1．6 0．7 0．2 － 黒 曜 石 T M 8表採 Q l O9　 高原山産

2 5 細　 石　 刃 1．6 0．6 0．3 － 黒 曜 石 T M 6表採 Q l lO 一霧ヶ峰産

2 6 細　 石　 刃 1．5 0．6 0．2 － 黒 曜 石 T M 6表採 Q l l l 霧ヶ峰産

2 7 石　　　　　 刃 3．4 2．2 0．8 5．1 安 山 岩 S K 6 覆土中 Q 3

2 8 石　　　　　 刃 6．2 1．6 1．4 7．2 黒 曜 石 T M 4 周溝覆土 中 Q 5 3
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図版番号種　　　別
計　　　測　　　値

石　　質 出　土地　点 備　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第58図29剥　　　　 片 4，0 4．2 1．2 19．9 黒曜石調査区東部衷採 Q90

30 剥　　　　 片 5．5 4．5 1．9 39．4 メ　ノ　ウTM7周溝覆土中 Q89

31 剥　　　　 片 3．9 2．7 1．1 6．7 黒曜・石TM6表採 Q61

32 石　　　　　鉄 2．6 1．5 0．4 1．5 安山岩TM4周満覆土中 Q4

33 石　　　　 鋲 2．2 1．5 0．3 0．8 チャートTM4周溝覆土中 Q5

34 石　　　　　蕗 1．7 1，5 0．3 0．4 黒曜石TM4周溝覆土中 Q6

35 石　　　　　鋲 1．5 1．4 0．3 0．5 チャートTM4周満覆土中 Q7

36 石　　　　 鉄 2．9 2．0 0．5 1．6 黒曜石TM4周満覆土中 Q66

第59図37砥　　　　 石 11．3 3．8 2．4 188．2 凝灰岩調査区東部表採 Q8

38 砥　　　　　石 7．0 3．3 2．3 94．4 凝灰岩調査区東部表採 Q9

39 砥　　　　　石 （3．0） 3．1 0．9 （11．5）凝灰岩調査区東部表採 Qll

40 砥　　　　　石（6．5） 3．6 2．2 （83．0）凝灰岩調査区西部表採 Q83

41 磨　　　　 石 8．4 5．1 3．6 261．3 砂　　岩調査区西部表採 Q84
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図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　 質 出　土　 地　 点 備　　　 考
長さ （em） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 59 図 42 砥　　　　　 石 ‘（7．3） 4．7 1．7 （47．6） 安 山 岩 調査区西部表採 Q 85

43 不 明 石 製 晶 10．2 5．‘7 1．1 62．5 粘 板 岩 T M 4 表採 Q 59

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 5 9 図 4 4 有　 孔　 円　 板 2．2 0．3 0．2 2．8 調査区西部表面採集 Q 82　 滑石

45 有　 孔　 円　 板 2．0 0．3 0．2 1．5 調査区西部表面採集 Q 86　 滑石

図版番号 名　　 称 初　 鋳　 年 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

第59図 46 寛．永　 通　 賛 1 7 0 8 調査区西部表土 M 27

47 寛　 永　 通　 賛 1 7 0 8 調査区西部表土 M 28

第4節　まとめ

実穀古墳群の調査から得られた成果を，各時代ごとに整理し，まとめとする。

1　旧石器時代から縄文時代まで

当遺跡からは，旧石器時代の石器（ナイフ形石器1点，彫器1点，スクレーパー1点，細石刃3点，石核1点，

石刃21点，剥片3点），縄文時代の土器片と石器（石錬5点）が出土しており，古くから人々の生活の場であっ

たことがうかがえる。しかし，これらの時代の遺構は，縄文時代の陥し穴の可能性が考えられる土坑以外に検

出されておらず，いずれも表面採集，あるいは他の遺構の覆土中に混入していたものである。

旧石器時代の細石刃は，石材である黒曜石の産地が，分析の結果，高原山及び霧ヶ峰産であることが分かり，

当時の交易圏を考える上での一資料となろう。

縄文時代の土器片は，早期，前期，後期のものが出土しているが，いずれも細片であり，4点のみである。

前述の陥し穴の可能性が考えられる土坑や表面採集されている石鉄から，縄文時代においては当遺跡周辺は狩

猟の場として利用されていたことが想像される。

2　古墳時代
I

竪穴住居跡7軒，古墳4基が検出された。

竪穴住居跡は，乙戸川を臨む台地の先端部に位置し，第1～4号竪穴住居跡が調査区西部の中央部から西寄り

に，第5～7号竪穴住居跡が調査区西部の東寄り及び調査区東部の西寄りに，それぞれが径約40mの円内に入る

範囲でまとまっている。第1号竪穴住居跡と第2号竪穴住居跡の聞及び第3号竪穴住居跡と第4号竪穴住居跡の

間の距離は約10mほど，第5号竪穴住居跡と第6号竪穴住居跡は約15mほど，第6号竪穴住居跡と第7号竪穴

住居跡は約5mほどである。出土遺物などから，時期は，いずれも古墳時代中期と考えられ，短期間に営まれた

集落跡であると思われる。

竪穴住居跡からは，検出された範囲において壁溝が確認された。炉は，出入り口部に対して奥壁寄りに位置

している。第1号住居跡は炉を3基持ち，炉3のみが出入り口を入って左手の壁寄りに位置する点が特異である。
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また，第1・2・4号住居跡の炉は，いずれも主柱穴を結んだ線の外側に位置する0貯蔵穴は第1・2・4号住居

跡から検出され，第1・2号住居跡の貯蔵穴は，出入り口を入ってすぐの右側コーナー部に，第4号住居跡の貯

蔵穴は左側コーナー部に位置する07軒中3軒が焼失家屋と考えられる0出土遺物は，高坪，賓，壷，甑などで

ある。

乙戸川を臨む台地の先端部に位置する実穀古墳群は，第4号墳が最も西端にあり，未調査の第1～3号墳を挟

んで，東に向かって第6・7号墳と並び，第8号墳が最も東端に所在する0未調査の第1～3号墳の時期は不明で

ぁるが，西端の第4号墳および第6号墳が5世紀末～6世紀初頭，第7号墳は6世紀中葉，第8号墳は6世紀後

半と考えられ，調査された範囲においては西に位置するものがより古いと考えられる0

古墳はいずれも円墳であり，周溝内径で約10・1～16mの規模を持つ0以下，それぞれの埋葬施設について概

観する。第4号境は埋葬施設2基が墳頂部の封土上層に並んで検出された02基の埋葬施設は，主軸方向がほぼ

近いこと，木棺の周りに粘土が巡っていたものと考えられること，副葬品の内容が近似していることから，構

築された時間差はさほどないものと考えられる0第6号墳は，埋葬施設1基が墳頂部の封土下層から検出された0

埋葬施設の北東部に粘土塊が認められたが，副葬品は確認されなかった0また，埋葬施設のほぼ直下に軸線を

同じくした第48号土坑が検出されており，その状況から，埋葬施設との何らかの関連も想像しうるが，出土遺

物がなく，その性格は不明であり，今後の検討課題となろう0第7号墳からは，周構内埋葬施設2基が検出され

ている。第8号墳の墳丘裾部から，朝顔型円筒埴輪を伴う第37号土坑が検出されており，埋葬施設の可能性も

考えられるが，詳細は不明である。

特筆すべき遺物は以下のとおりである0第4号墳においては，墳頂部から，TK208期併行のものと考えられ

る須恵器賓が散在した状態で出土しており，何らかの祭祀が行われたことが想像される0埋葬施設からは，直

刀，刀子，鉄鉱，ガラス小玉が出土している04点の直刀はいずれも平造りであり，木質の部分が全体的に認め

られることから，木製の階におさめられていたものと考えられる0木質の付着及び錆のために関，茎尻の観察

が十分にできないが，直角に切れ込む片関のものが確認された0銑鉄もまた錆のために十分な観察ができない

が，いずれも長頸鉄であり，茎部分に植物繊維を用いた口巻がなされているものが残り，部分ごとの観察から，

鉄身に逆刺があるもの，断面が両丸造のもの，台形関のものが確認された0また，二段に逆刺があるものも確

認された。第8号墳及び墳丘内の第37号土坑から出土した円筒埴輪片，朝顔形円筒埴輪は，突帯の断面形が三

角形に近いくずれた台形であり，確認される透孔は円形である0外面に黒斑は認められず，窯焼成と思われる0

胎土に多量の金雲母を含む点も注目される0

以上，埋葬施設及び主な遺物のみについて概観してみたが，これら古墳の年代は本文において述べたように，

遺構及び遺物から，5世紀末～6世紀初頭から6世紀後葉と考えられる0当遺跡から検出された前述の竪穴住居l

跡及び本稿の第4章で述べた実穀寺子遺跡の竪穴住居跡は，5世紀を中心とした集落跡と考えられ，古墳の営ま

れた時代の集落跡は確認されていない0より広い視点から人の動きを追求するために，実穀・寺子地区ばかり

でなく，古墳時代の良好な資料を残す0乙戸川を挟んだ対岸のヤツノ上・中久喜・東山・馬場・隼人山・西ノ

原・中下根遺跡などとの関連も，今後の課題の一つであろう0

3　中世以降

第6号墳の墳丘を掘り込んで，18基の土墳墓が集中して検出された0土墳墓の周辺には15～16世紀を考え

られる五輪塔が倒壊した状態で散在しており，北宋銭2枚が表土中から，1枚が第3号土墳墓覆土下層から，人

骨片が第5号土墳墓覆土下層から，土師質土器皿が表土中から出土している0
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第6号墳わきの第1号塚の下から検出された第3号不明遺構は，底部が赤変硬化しており，炭化物がみられる

ことから，火葬施設の可能性も考えられる0第3号不明遺構の上に盛土をして塚としたことも想像しうるが，性

格と時期を決定できる出土遺物がなく，詳細は不明である0塚の表土中からは，15～16世紀と考えられる五輪

塔の火輪が出土している。また，遺構としては確認できなかったが，「寛永通賛」が表面採集されており，近世

の墓堰があった可能性が考えられる。

なお，調査区域外の第1・2号墳の間には墓地が，第2号墳墳頂には天神をまつる詞があり，今も人々の信仰

の対象として存続している。

今回の調査で，実穀古墳群においては，旧石器時代から近世までの人々の生活の痕跡を確認することができ

た。旧石器時代から人々がこの地に足跡を残し，縄文時代には，主に狩猟場として利用されていたことが考え

られる。古墳時代には中期に集落が営まれた後，後期に古墳群がつくられ，その後，中世以降は墓域として人々

の聖域となっていたことが考えられる。当遺跡は，古墳時代中期の集落跡，古墳時代後期の古墳群及び中世以

降の土墳墓群を中心とする複合遺跡であることが明らかになった0
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第4章　実穀寺子遺跡1

第1節　遺跡の概要

実穀寺子遺跡は，阿見町北西部，乙戸川左岸の標高22～24mの台地上にあり，乙戸川の低地から伸びる支谷

によって，大きく南部（A区）と北部（B区）の二つの地区に分かれている。現況は山林及び畑地であり，平成

7年度にA区の2，291m2，平成8年度にA区の21，083rrfとB区の4，667rrf，平成9年度にA区の2，820m2を調

査した。当遺跡は古墳時代中期の集落跡が

中心であるが，旧石器時代，古墳時代の複

合遺跡である。同じ台地上の300mほど南

西に実穀古墳群及び実穀寺子西遺跡があ

る。

調査によって古墳時代中期の竪穴住居跡

48軒，土坑60基，溝1条，旧石器集中地

点4か所が検出された。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）

に106箱出土しており，遺物の大半は古

墳時代のものである。旧石器時代の遺物

は，石器（ナイフ形石器，尖頭器，スクレ

イパー，石刃，剥片など）が，縄文時代の

遺物は，土器（縄文土器片），土製晶（珠

状耳飾り），石器（石錬，石匙）が，古墳

時代の遺物は，土師器（高杯・塔・椀・柑・

誓・甑など），須恵器（遜），土玉，石製模

造品（有孔円板，剣形鼠　勾玉），石製品

（臼玉，管玉，紡錘車，砥石），鉄製品（鎌，

第2節　基本層序

第60図　実穀寺子遺跡調査区設定図

錬）が出土している。

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った。（第61図）

第1層　厚さ18～26cmの褐色の表土である。

第2層　厚さ18～24cmの明褐色土。所期富士降下火砕層（新期テフラ）を含む層である。

第3層　厚さ18～24cmの褐色土。赤色スコリアを微量含む。

第4層　厚さ8～20cmの明褐色のソフトローム。

第5層　厚さ24～38cmの褐色のハードローム。下位に姶良Tn火山灰（AT）を含む層である。

第6層　厚さ22～42cmの褐色土。赤色スコリアを微量含む第2黒色帯（BBII）である。

第7層　厚さ10～26cmの褐色土。ローム小ブロックを中量含む。
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第61図　実穀寺子遺跡基本土層図

第3節　遺構と遺物

第8層　厚さ20～26cmのにぷい褐色土。黒色粒

子を微量含む。

第9層　厚さ16～23cmの褐色土。黒色粒子を少

量，赤色スコリアを微量含み，極めて粘性がある。

第10層厚さ20～26cmのにぷい褐色土。白色粘

土粒子を多量，黒色粒子・赤色粒子を少量含む。

第11層　厚さ10～16cmのにぷい褐色土。粘土

粒子を極めて多量に，赤色粒子を多量，黒色粒子を

少量含む。

第12層　厚さ10～24cmのにぷい橙色土。粘土

中ブロック・粒子を中量，黒色粒子を少量含み，極

めて粘性がある。

第13層　にぷい褐色土。赤色小ブロック・黒色

粒子を中量含む。

遺構は，第2層上面で確認した。

1　竪穴住居跡

今回の調査において，竪穴住居跡48軒を検出した。以下，遺構と遺物について記載する。

第1号住居跡（第62図）

位置　調査区西部，A3i2区。

規模と平面形　長軸5．00m，短軸4．90mの方形である。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は55～75cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅16～32cm，下幅6～9cm，深さ6～9cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。北東壁下東コーナー部寄りから中央に向かって1条の溝が

延びている。長さ74cm，上幅22cm，下幅12cm，深さ8cmで，断面形はU字状をしている。北東・南東・南

西壁際に焼土塊が，また，南東壁際に炭化材がみられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径62cm，短径54cmの隅丸方形で，深さは27cmである。底面は平坦で，断

面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，いずれも径30cm前後の円形で，深さは22～30cmである。規模と配列

から主柱穴と考えられる。P5は，径30cmの円形で，深さは28cmであり，位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。
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実穀寺子遺跡1

炉　北西壁寄りにあり，長径80cm，短径48cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子多量

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒l　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
6　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片366点，臼玉2点が出土している。第63図2の土師器高塔が北コーナー部付近の覆土上層から，

3の堀が南東壁寄り，4の相が北コーナー部付近の覆土中層から出土している。1の完形の椀が北西壁際床面

から正位で出土している。また，中央部の床面から5・6の臼玉が出土している。

所見　壁際に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形

態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　特　徴 手　法　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第63図 椀 A　 12．1 平底d 体部は内攣して立ち上がり， 口緑部内・外面横ナデ。底部及び外 長石・石英・雲母 Pl　　 lOO％

1 土 師 器 B　　 6．1 口縁部はわずかに外反する。口緑部 面へラ削り後，ナデ。 赤色 床面

C　　 3．1 内面に稜を持つ。 普通 二次焼成

2

高　　 塀‾B （5．7） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。脚部外面縦位のへラ削り後，ナデ。 長石・石英 P2　　　 15％

土 師 器 内面ナデ。 にぷい樺色

普通

覆土上層

3

瑚 A ［6．3］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P4　　　　 30％

土 師 器 B （6．9） 部は球状を呈する。口縁部はわずか

に外傾する。

ラ削り後，ナデ。 黒褐色

普通

覆土中層

4

柑 B （6．0） 口緑部一部欠損。体部は扁平な球状 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・スコリア P5　　　　 80％

土 師 器 を呈し，最大径を中位に持つ。口緑

部は外傾する。

ラ削り後，ナデ。 いぷい橙色

普通

覆土中層

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第63図5 臼　　　　 玉 0．5 0．5 0．2 床面 Q l 滑石

6 臼　　　　 玉 0：5 0．．5 0．2 床面 Q2　滑石

第2号住居跡（第64図）

位置　調査区西部，A2j8区。

規模と平面形　長軸5．87m，短軸5．72mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は20～32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西コーナー部の一部を除いて巡っている。上幅12～20cm，下幅2～8cm，深さ2～4cmで，断面形はU字

状及びⅤ字状である。

床　全体的に平坦で，硬化面はみられない。南東から北西にかけて若干の傾斜がある。北東壁下の中央から住

居跡中央部に向かって1条の溝が延びている。長さ128cm，上幅12cm，下幅2～6cm，深さ6cmで，断面形

はⅤ字状を呈している。
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第65図　第2号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　】　一一」

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径110cm，短径94cmの楕円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，断

面形は逆台形である。
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貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　赤褐色　焼土粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，いずれも径30cm前後の円形で，深さは58～64cmであり，規模と配列

から主柱穴と考えられる。P5は，径20cmの円形で，深さは34cmであり，位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

炉　北西壁寄りにあり，長径60cm，短径36cmの楕円形で，床面を12cmほど掘り－くぼめている。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，庚化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　明褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片185点が出土している。遺物は南西壁貯蔵穴寄りから多く出土している。第65図5の土師器高

塀が北東壁際覆土中層から出土している。床面の遺物は，1・4の高塔及び9の賓，10の小形聾が南西壁貯蔵

′穴寄り，2・6の高塔及び8の聾が南東壁寄り，3の高塀が北西壁際から出土している。‘また，7の堀が貯蔵穴

の覆土上層から斜位で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 時　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ：．・畢 ∴ 考

第65図

1

高　　 塀 A　 18．6 裾部一部欠損。脚部はラッパ状に開 口緑部内・外面横ナデ。師部内面ナ 長石・石英・スコリア P6　　　　 95％

土 師 器 B　 15．4 く。脚部外面にはを朝日対して縦位の デ。外面縦位のヘラナデ。脚部外面 にぶい橙色 床面

D　　 9．0
E　 15．7

沈線を持つ。塔部は内攣して立ち上

がり，口緑部に至る。塔部外面下位

に稜を持つ。

へラ削り後，ナデ。内面へラナデ9 普通 ．

2

高　　 塀 A ［1且0］ 坪部及び裾部一部欠損。脚部はラツ 口緑部内・外面横ナデ。坪部内†外 石英・スコリア P 7　　　　 80％

土 師 器 B　 14．1 パ状に開く。師部は内攣気味に立ち 面ナデ∴坪部下位へラナデ。脚部内 にぷい橙色 床面

D ［16．3］

E　　 8．3

上がり，口緑部は外反する。坪部下

位に突帯を持つ。

・外面ナデ。 普通

3

高　　 塔 A　 18．0 脚部欠損。塔部は内攣して立ち上が 口緑部内面横ナデ。坪部外面へラナ 長石・スコリア P 8　　　　 40％

土 師 器 B （5．8） り，口緑部に至る。塔部外面下位に

稜を持つ。

デ。 樺色

普通

床面

4

高　　 塔 A ［14．8］ 師部下位から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。坪部内・外 雲母 P 9　　　　 30％

土 師 器 B （5．6） ゴ不部は内攣して立ち上がり，口緑部

に至る。

面へラナデ。 にぷい樟色

普通－

床面

5

高　　 塔 B （7．3） 脚柱部から坪部下位の破片。脚柱部 塔部下位から脚柱部にかけて縦位の 長石・石英 p lO　　 lO％

土 師 器 は，エンタシス状を呈する。 へラ磨き。 樺色
普通

覆土中層

二次焼成

6

高　　 塀

土 師 器

D　 15．0

E （2．8）

裾部の破片。裾部はなだらかに開く。裾部内・外面へラナデ。 雲母・スコリア

にぷい橙色
普通

P ll　　 ＿30％

床面

7

肘 A　 lO．6 平底。体部はやや扁平な球状を呈し 頸部外面へラ削り後，rlナデ。‘体部外・長石・石英・雲母・ P 12－　　　 80％

土 師 器 B　 12．8 最大径を中位に持つ。口縁部は外傾 面磨き。 スコリア 貯蔵穴覆土上層

C　　 4．3 する。 にぷい樺色 ．普通 二次焼成
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実穀寺子遺跡1

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調‘・焼成 ‾備　　 考 ‾

第 65図 密 A　 17．1 底部欠損。体部は球状で最大径を中 口縁部内・外面横ナデ。．白線部下位 雲母 P 13　　 6d％

8 土 師 器 B （19．7） 位に持つ。口緑部は外反する。 から体部上位にかけへラナデ。体部
外面へラ削り後，ナデ。

にぷい樺色

普通

床面・

9

賓 A　 17．4 休部から口緑部にかけての破片。ロ 口緑部内・外面横ナデ。ロ緑部下位 長石 ・石英 P 14　　　 20％

土 師 器 B l（15．5）1緑部は外反する。 から休部上位にかけへラ削り後，ナ

デ。休部外面へラ削り後，ナデ。

橙色

普通 ．

床面

10

小 形 賓 A ［12．4］ 口緑部から体部一部欠損。平底。体 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 15　　　 60％
土 師 器 B　 lO．9

C　　 2．2

部は内攣して立ち上がり，口緑部は

外傾する。

ラ削り後，ナデ。 橙色

普通

床面

第3号住居跡（第66図）

位置　調査区西部，B2e8区。

規模と平面形　長軸6．08m，短軸6．02mの方形である。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は55～63cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅20～32cm，下幅2～10cm，深さ6～8cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝下から住居跡中央部に向かって延びる溝5条を検出し

た。北東壁下北寄りから1条（a），南東壁下から2条（b・C），南西壁下から2条（d・e）の溝がそれぞれ中

央部に向かっている。長さ82～142cm，上幅18～22cm，下幅6～10cm，深さ14cmで，断面形はU字状であ

る。溝dとeは，南西側の床面をほぼ均等に三つに分け，また，dを延長した位置にaがある。aは主柱穴と

考えられるPl，Cは補助柱穴と考えられるP5につながっている。北東・南東・南西壁寄りに焼土塊が，また，

北東・南コーナー部・南西寄りに炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径100cmの円形で，深さは55cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状で

ある。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム小プロッタ・粒子多量

2　明褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは，長径62cm，短径38cmの楕円形で，下位に段を持つ。深さは底部までが71

cm，段までが57cmである。位置から，底部までの部分が主柱穴，段の部分が補助柱穴，あるいは溝aに伴う

ピットとも考えられる。P2～P6は径22～34cmの円形で，深さはP2～P4が58～64cmであり，P5が32cm，P6

が38cmである。配列から，P2～P4は主柱穴，P5は位置から出入り口施設に伴うピット，P6は補助柱穴と考

えられる。

炉　北西壁寄りにあり，長径60cm，短径36cmの楕円形で，床面を12cm掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

2　赤褐色　焼土中ブロック多量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・ローム粒子少量

5　極暗褐色　炭化物中量，ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量
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第66図　第3号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1
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第67図　第3号住居跡出土遺物実測図
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遣物　土師器片440点，土玉17点，敲石1点，石製模造品1点（勾玉）が出土している。第67図4の土師器吼

5の壷が覆土中から，1の高杯が南コーナー部の覆土下層から，2の高塀が南東壁際，3の高塀が北東壁際の

床面から出土している。また，6の土玉が北コーナー部，22の土玉が南西壁寄りの覆土中層から，18の土玉

が北東壁寄りの覆土下層から出土している。7～17，19の土玉が北東壁寄りの床面からまとまって出土して

いる。23の敲石が西コーナー部の床面から，24の勾玉が南コーナー部の貯蔵穴覆土上層から出土している。

所見　壁付近に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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実穀寺子遺跡1

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第67図 高　　 塔 A　 17．9 脚部欠損ム師部は内攣 して口緑部に 口緑部内 ・外面横ナデ。坪部外面へ．長石 ・石英 P 16　　　 50％

1 土 師 器 B （7．0） 至る。坪部外面下位に稜を持つ。 ラ削り後，ナデ。 橙色

普通

覆土下層

2

高　　 坪 A　 16．0 脚部欠損。師部は内攣して口緑部に 口緑部内 ・外面構ナデ。坪部外面へ 長石 P 17　　　 45％

・土 師 器 B （ 6．3） 至る。塔部外面下位に稜を持つ。 ラ削り後，ナデ。 にぷい黄樺色

普通

床面

二次焼成

3

高　　 坪 A ［6．．5］ 脚部欠損。坪部は内攣して口緑部に．口緑部内 ・外面横ナデ。塔部外画へ 長石 ・雲母 P 18　　　 45％

土 師 器 B （ 3．9） 至る。坪部外面下位に稜を持つ。 ラ削り後，ナデ。 樺色 ‘

普通

床面

4

肘 B　　 5．2 体部中位から頸部にかけての破片。 体部外面へラ削り後ナデ。頸部 ・体 長石 ・スコリア P 19　　　 25％

土 師 器 体部は扁平な球状で，最大径を中位

に持つ。

部内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

5

士宜E A ［・8．8］ 口緑部の破片。白線部は外反する。 口緑部内 ・外面横ナデ。 雲母 P 20　　　 20％

土 師 器 B （ 2．0） 有段口緑。 黒嫡色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 67 図 6 土　　　　　 玉 3．2 2．8 0．8 2 7．6 覆土中層 D P 2

7 土　　　　　 玉 3．4 3．1 1．0 3 0．7 床面 D P 3

8 土　　　　　 玉 3．4 3．0 0．8 2 8．1 床面 D P 4

9 土　　　　　 玉 3．4 2．8 1．0 2 7．4 床面 D P 5

10 土　　　　　 玉 3．3 2．7 0．9 2 5．7 床面 D P 6

1 1 土　　　　　 玉 3．3 2．9 0．8 2 4．0 床面 D P 7

12 土　　　　　 玉 2．9 2．9 0．7 2 2．6 床面 D P 8

．13 土　　　　　 玉 3．0 2．8 0．7 2 0．7 床面 ・ D P 9

1 4 土　　　　　 玉 2．9 2．8 0．7 2 2．0 床面 D P lO

15 土　　　　　 玉 3．5 2．6 0．7 2 6．4 床面 D P ll

1 6 土　　　　　 玉 3．2 2．8 0．9 2 5．5 床面 D P 12 l　　　　　　　　 一一．

17 土　　　　　 玉 3．4 2．9 0．7 2 8．7 床面 D P 1 3

1 8 土　　　　　 玉 3．1 3．1 0．9 2 6．4 覆土下層 D P 1 4

1 9 土　　　　　 玉 3．1 3．2 0．7 2 9．3 床面 D P 1 5

2 0． l土　　　　　 玉 ’3．1 ． 2．9 0．7 2 4．tO 床面 D P 1 6

2．1 土　　　　　 玉 3．3 3．0 1．0 2 5．8 床面 D P 1 7

2 2 土　　　　　 玉 2．9 2．6 0．8 1 6．9 覆土中層 D P 1 8

図版番 号 種　　　 別

計　　　 測　　　 値
出 ． 土 ．地　 点 備　　　　　　 考 ．

長 さ （cm） 幅 ・（cm） 摩 さ ・（C血） 重量 （g）

第 67図 2 3 敲　　　　 石 5．1 3．75 2．5 芋・1 床面 Q 3　 チャー ト

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出．土 地　 点 備　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm）・重量 （g）

第 67図24 勾　　　　 玉 3．2 1．7 0．8 0．2 5．9 貯蔵穴覆土上層 Q 4　滑石

第4号住居跡（第68図）

位置　調査区西部，D6a5区。

規模と平面形　南東部が調査区域外にかかり，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺5．32mはどの方形で

あると思われる。
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実穀寺子遺跡1
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第68図　第4号住居跡実測図

主軸方向　N－42。－E

壁　壁高は60～65cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　本跡を検出した範囲においては巡っている。上幅16～32cm，下幅4～10cm，深さ6～8cmで，断面形は

U字状及びⅤ字状である。

床　全体的に平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北東・北西・南西壁寄りに焼土塊及び炭化材がみら

れる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，調査区域外にかかるため正確な規模と平面形は不明であるが，径80cmほどの

円形か楕円形と思われる。深さは100cmである。底面はほぼ平坦で，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム小プロッタ少量，炭化物・粒子・ローム小プロッタ微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化物・ローム小プロッタ微量
4　暗褐色　炭化粒子多量，炭化物・ローム粒子少量，ローム小プロッタ微量
5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量
6　黒　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量
7　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

ピット　3か所（Pl～P3）。長径24～50cm，短径20～34cm，深さ52～58cmの楕円形で，規模と配置から，い

ずれも主柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉1は，南西壁際にあり，長径88cm，短径74cmの楕円形で，床面を4cm掘りくぼめている。炉2

は，北西壁寄りの，PlとP3を結んだ直線上にあり，長径48cm，短径40cmの楕円形で，ほとんど掘りくぼめ
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実穀寺子遺跡1

ていない。いずれも炉床は赤変硬化している。

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土大ブロック・炭化粒子微量

5　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
6　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片159点，刀子1点が出土している。遺物は貯蔵穴付近から多く出土している。第69図1の坪，

4・6の高坪，11の堀，13の肇が南コーナー部の貯蔵穴周辺，3の杯，5の高塀，12の相が中央部，7の高塔

が南西壁際，10の高塔が西コーナー部覆土下層から，2の椀，9の高塀が北コーナー部の床面から出土してい

る。また，14の刀子が炉1の炉床面から出土している。

所見′壁付近に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手 一法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第69図 塔 A　 14．3 口緑部⊥部欠損。丸底。体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。休部外面及 長石・石英 P 22　　　 95％
1 土 師 器 B　　 5．7 て立ち上がり，口緑部に至る。口緑部 び底部へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色 床面

はほぼ直立する。 普通 二次焼成

2

椀 ‘ A ［12．0］ 体部中位から口緑部一部破鐘。平底。 口緑部内・外面横ナデ。休部外面及 長石・‾雲母 P 23　　　 75％
土 師 器 B　　 7．0 体部は内攣して立ち上がり，口緑部に び底部へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色 床面

C　　 3．5 至る。口緑部内面下位をと稜を持つ云 普通 二次焼成

3

坪 A ［12．7］ 底部から口緑部にかけて半分欠損。平 口緑部外面横ナデ。その他，器面剥 長石 P24　　　 45％
土 師 器 B　　 5．5 底。体部は内攣して立ち上がる。口緑 離のため調整法不明。 にぷい橙色 床面

．C　 4．3 部は内そぎ状でやや内傾する。 普通 二次焼成

4

高　　 塔 A　 17．7 脚部はラッパ状に開く。師部は内攣し 口緑部外両横ナデ。脚部外面縦位の 長石・雲母 P 25　　 100％
土 師 器 B　 15．8

D　 14．5

E　　 8．5

て立ち上がり口綾部に至る。 へラ磨き。坪部内面剥離。 橙色

普通

床面

二次焼成

5

高　　 塔 A　 11．9 裾部欠損。脚柱部はほぼ直立する。塔 口緑部外両横ナデ。坪部外面へラ削 長石・石英 P 26　　　 50％
土 師 器 B （10．2） 部は内攣して立ち上がり，口緑部に至 り後，ナデ。脚柱部外面へラナナ。． 樺色 床面

E （4．4） る。杯部外面下位に稜を持つ。 坪部内面剥離。 普通 二次焼成

6

高　 ・坤 A ［16．5］ 坪部 ・裾部一一部欠損。脚部はラッパ状 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 雲母 ・石英・長石 P 27　　　 75％
土 師 器 B （13．7） に開く。坪部は内攣して立ち上がり， ラ削り後，ナデ。脚部内面・・脚柱部 にぷい橙色 床面

E （7．4） 口緑部に至る。 外面へラナデ。師部内面剥離。 普通 二次焼成

7

高　　 塔 A　 16．4 脚部欠損。坪部は内攣して立ち上り， 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 P28　　　 50％
土 師 器 B （7．4） 口緑部に至る。塔部外面下位に稜を持 ラ削り後，ナデ。 褐色 床面

つ。 普通 二次焼成

8

高　　 塀 A ［9．3］ 裾部欠損。脚柱部はラッパ状を呈する 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・雲母 P 29　　　 20％
土 師 器 B （ 8．8） と思われる。塔部は内攣して立ち上が ラ削り後，ナデ。脚柱部外面へラ にぷい橙色 覆土中

E （2．0） り口緑部に至る。外面下位に稜を持つ。ナデ。杯部内面剥離。 普通 二次焼成

9

高　　 塀 A ［16．4］ 坪部の破片。口緑部一部欠損。師部は 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 石英・長石 P 30　　　 40％
土 師 器 B （6．6） 内攣して立ち上がり，口緑部に至る。 ラ削り後，ナデ。坪部内面剥離。 黄橙色 床面

軍部外面下位に稜を持つ。 普通 二次焼成

10

高　　 坪 ・A （9．6） 脚部から坪部下位にかけての破片。裾 脚柱部内・外面へラナデ。 雲母 P 3‾1　 15％
土 師 器 E （6．9） 部先端が欠損しているが，脚部はラッ

パ状に開くと思われる。

にぷい橙色

普通

覆土下層

11

柑 B （10．4） 口緑部一部欠損。平底。体部はやや扁平 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 石英 ・長石・雲母 P33　　　 80％
土 師 器 C　　 4．9 な坪状を呈し，最大径を中位に持つ。 ラ削り後，ナデ。 にぷい樺色 床面

口緑部は外反する。 普通 二次焼成
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 69図 柑 A ［4．9］ 体部中位から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。口緑部外面 雲母 ・長石 P 34　　　 30％

12 土 師 器 B （6．9） 体部は扁平な球状を呈し，最大径を中 下位から頸部外面にかけてへラ削り 褐色 床面

位に持つ。口緑部は外反する。 後，ナデ。 普通

‘13
襲 A　 17．5 体部一部欠損。平底。体部は球状で最 口縁部内・外面横ナデ。頸部及び体 石英 ・長石・雲母 P35　　　 70％

土 師 器：B　 26．1

C　　 5．3

・大径を中位に持つ。口緑部は外反する。部外面へラ削り後，ナデ。 橙色
普通

床面

図版番号 種．　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第69図14 刀　　　　 子 （6．4） 1．2 0．3 ‘（6．8） 炉床面 M l

第5号住居跡（第70図）

位置　調査区西部，D6e2区。

規模と平面形　長軸5．05m，短軸5．00mの方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は52－Y60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　調査区域外にかかる東コーナー部と南東壁を除いて巡っている。上幅22～36cm，下幅6～18cm，深さ6

～9cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸140cm，短軸58cmの不定形で，高さ8cmほどの踏み固

められた高まりがみられる。そのほかは平坦である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径70cmほどの円形で，深さは45cmである。底面はほぼ平坦で，断面形は逆

台形状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量，粘土小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3・P5・P6は径20～30cmの円形で，深さ13～60cmであり，P4は長径32cm，

短径22cm，深さ25cmの楕円形である。配列から，Pl～P4は主柱穴，P5は位置から出入り口施設に伴うピッ

ト，P6は補助柱穴と考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りにあり，長径88cm，短径56cmの楕円形で，床面を6cm掘りくぼめている。

炉床は赤変硬化している。

覆土　5層からなり，ローム粒子を多量に含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

4　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

5　褐　　色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子微量

遺物　土師器片676点，砥石1点，敲石1点，鉄鉱1点が出土している。第71図4の土師器肘が北西壁寄りの

覆土上層から，1の坪が南東壁際の覆土下層から，2の高塀が南コーナー部の貯蔵穴覆土上層から，5の賓が

東コーナー部及び南西壁寄り，6の聾が南西壁寄りの床面から出土している。また，7の砥石，8の敲石が覆

土中から，9の鉄鉢が南東壁寄りの覆土下層から出土している。
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　＿＿　　」

第70図　第5号住居跡実測図

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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二∴＿　二

□　　7　　⊂〕。
第71図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

！　＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第71図杯A［14．2］口縁部一部欠損。平底。休部は内管しロ緑部内・外面梼ナデ。体部内面へ長石・石英 P36　　　50％

1土師器B　　4．8て立ち上がり，口緑部に至る。口緑部ラナデ。休部外面及び底部へラ削りにぷい橙色 覆土下層

C　　4．7はわずかに外反する。 後，ヘラナデ。 普通

2

高　　珂こB（3．9）坪部下位から中位にかけての破片。塔休部内面へラナデ。外面へラ削り後，長石・雲母 P37　　　20％

土師器 郡は内攣して立ち上がり，ロ緑部に至

る。

ナデ。坪部外面下位に輪積痕を残す。黒褐色

普通

貯蔵穴覆土上層

3

高　　ゴ不E（9．8）脚部片。脚柱部は円柱状を呈し，裾部器面剥離のため調整法不明。外面剥長石・石英 P38　　　25％

土師器 はなだらかに開く。 離。 明赤褐色

普通

覆土中

二次焼成

4

村B（7．7）休部中位から頸部にかけての破片。体頸部及び体部へラ削り後，ナデ。長石・石英 P39　　15％

土師器 部は球状を呈し，ロ緑部は外反する。 にぷい黄橙色

普通

覆土上層

5

賓B（10．2）休部上位からロ緑部にかけての破片。□緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ長石・石英 P40　　　20％

土師器 ロ緑部は外反する。 ラ削り。頸部内面に指頭圧痕を残す。

休部外面へラ削り後，ナデ。

にぷい橙色

普通

床面

6

璽－B（12．4）底部から休部中位にかけての破片。底休部外面へラ削り後，ナデ。長石・雲母 P41　　25％

土師器C　　8．1部は突出した平底。 にぷい褐色

普通

床面

二次焼成
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図版轟号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 71図7－ 砥　　　　 石 5．4 5．3 3．2 87．8 覆土中 Q 5　砂岩

8 敲　　　　 石 6．6 6．4 3．9 223．0 覆土中 Q 6　安山岩

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 ’

出　土 地　点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅　 （C叩）厚 さ （cm） 重量 （g）

第 71図9 鉄　　　　 錬 4．6 3．8 0．5 6．8 覆土下層 M 2

第6号住居跡（第72・73図）

位置　調査区西部，D6b2区。

規模と平面形　長軸7．78m，短軸7．74mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は48～68cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西壁下及び南西壁下の一部で検出されている。上幅12～20cm，下幅2～6cm，深さ4cmで，断面形は

Ⅴ字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸180cm，短軸60cmの不定形で，高さ14cmほどの踏み

固められた高まりがみられる。ほかは平坦であり，中央部が踏み固められている。壁から10～20cm内側に，

幅60～80cmの溝状の掘り方が全周している。溝状掘り方内は，ロームブロック・粒子を多く含み，全体的に

しまりがあり，埋め戻し後に床として使用されている。また，壁下から中央部に向かって延びる溝6条を検出

した。北東壁下から2条（a・b），南東壁下から1条（C），南西壁下から3条（d・e・f）の溝がそれぞれ中

央部に向かっている。上幅22～46cm，下幅7～22cm，深さ8～10cmである。溝aはPlに，dはP3に，それ

ぞれ主柱穴と考えられるピットにつながっている。

溝状掘り方土層解説

し－L′

1褐　色　ローム中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量
M－M′

1褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

0－0′

1褐　色
2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム中・小ブロック・粒子中量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子中量，

焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック微量

ローム大ブロック多量

炭化物・ローム中ブロック・粒子微量
ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム中ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

N－N′

1黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子多量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロック少量

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径98cm，短径78cmの楕円形で，深さは41cmである。底面はほぼ平坦で，

断面形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物微量

4　褐　色　ローム小ブロック多量
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ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径36～40cmの円形，深さ71～88cm，P5は径22cmの円形，深さ25cm，

P6・P7は長径80cm，短径70cmの楕円形，深さ23～27cmである。規模と配置からPl～P4は主柱穴，P5は位

置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・P7は掘り方の調査中に検出されており，その性格は不

明である。

炉　2か所。炉1はPlとP4を結んだ線の外側でP4寄りにある。炉2はPlとP4を結んだ線の外側でPl寄りに

ある。炉1は長径62cm，’短径40cmの楕円形で，床面を3cm掘りくぼめている。炉2は長径66cm，短径46cm

の楕円形で，床面を5cm掘りくぼめている。ともに炉床は赤変硬化している。

覆土　7層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片1572点，石製模造品5点（有孔円板），不明土製晶1点が出土している。第74図1の土師器塔

が北西壁際，4の高塀と9の聾が北コーナー部の覆土中層から出土している。8の賓が北コーナー部の覆土下

層から，2の高塀が西コーナー部，3の高塔と7の賓が南コーナー部，5の高塔が南東壁際の，それぞれ床面

から出土している。また，13の有孔円板が南東壁寄りの覆土下層から，12の有孔円板が溝dの底面から出土

している。なお，滑石の細片（12．5g）が床面から覆土下層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 ‾微 手 ‾法‾の　 特　徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第74図 坪 A ［14．2］ 底部から口綾部にかけての破片。平底。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面及 長石・石英 P 43　　　 35％

1 土 師 器 B　　 5．1

C　　 3．8

体部は内攣して立ち上がり，口緑部に

至る。

び底部へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中層

2

高　　 塀 A　 15．1 裾部及び口緑部一部欠損。脚部はラッ 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石・スコリア P 44　°　　80％

土 師 器 B （12．6） パ状に開く。塔部は内攣して立ち上が ラ削り後，へラナデ。脚部外面へラ 浅黄橙色 床面1

C （6．9） り，口繹部に至る。 ナデ。坪部外面下位に輪積痕を残す。普通

3

高　　 塔 A　 16．5 脚部欠損。坪部は内攣して立ち上り， 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 P 45　　　 40％

土 師 器 B （6．3） 口緑部争こ至る。 ラ削り後，ナデ。内面剥離。 ・にぷい橙色

普通
床面 ・

二次焼成

4

高　　 塀 A ［21．6］ 脚部及び口縁部一部欠損。師部は内攣 口緑部外面横ナデ。内面剥離。 長石 ・雲母・ P 46　　　 30％

土 師 器 B （7．3） して立ち上がり，口緑部はわずかに外 にぷい橙色 覆土中層

反する。坪部外面下位に稜を持つ。 普通 二次焼成

5

高　　 塀 B （11．2） 塔部欠損。脚部はラッパ状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。坪部 長石・石英 P47　　　 60％

土 師 器 D　 14．7

E　　 9．1

内面剥離。 樺色
普通

床面．

二次焼成

6

高　　 塀 B （5．4） 裾部から脚柱部にかけての破片。脚柱 脚部外面へラ磨き。内面ナデ。 長石・石英 P 48　　 10％
土 師 器 部はエンタシス状を呈する。 赤樟色

普通

覆土中

二次焼成

7

襲 A　 －20．8 体部一部欠損。平底。体部は球状を呈 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ 長石・石英。 P 50　　　 90％

土 師 器 B　 25．3

C　　 5．6

し，最大径を中位に持つ。口緑部は外

傾する。

ラ削り。体部外面へラ削り後，ナデ にぷい黄橙色
普通

床面

8

襲 A　 23．3 休部上位から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 51　　 35％

土 師 器 B （11．0） 口緑部は外反する。 ラ削り後，へラナデ。内面剥離。 明黄樟色

普通

覆土下層

二次焼成
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中　b拝

第72図　第6号住居跡実測図（1）
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第73図　第6号住居跡実測図（2）

：転

▼転寸

j芋

…ぬ

：嶺

；

図版 番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第 7 4 図 襲 A ［2 3．5］ 体 部上 位 か ら口 緑部 に か けて の破 片。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 長 石 P 5 2　　 15 ％

9 土 師 器 B （1 7．8） 体 部 は球 状 を呈 す る。 口緑 部 はわ ず か

に外 反 す る。

にぷ い 橙 色

普 通

覆 土 中層

図 版 番 号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 7 4 図 1 0 不 明 土 製 晶 7 ．7 1．4 1．2 ． 3 0．3 覆 土 中 D P 2 0

図 版 番 号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地 点 鹿　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第 7 4 図 1 1 有　 孔　 円　 板 2 ．5 0．3 0 ．3 2．8 琴 土 中 Q 7　 滑 石

12 有 ′孔　 円　 板 2 ．4 0．3 0 ．3 2．6 溝 底 面 Q 8　 滑 石

13 有　 孔　 円　 板 1．6 0．2 0 ．2 1．3 覆 土 下 層 Q 1 2　 滑 石

14 有　 孔　 円　 板 3．8 0．3 0 ．2 7．4 痩 土 中 Q 1 3　 滑 石
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図版番号 種 ．　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出 土地 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第74図15 剣　 形　 晶 3．4 1．6 0．4 0．15 3．2 覆土中 Q 9　滑石

第8号住居跡（第75・76図）

位置　調査区西部，E3ao区。

規模と平面形　長軸7．14m，短軸7．12mの方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は59～82cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部を除いて巡っている。上幅24～52cm，下幅4～16cm，深さ10～12cmで，断面形はU字

状である。

床　貯蔵穴のまわりに長軸196cm，短軸86cmの不定形で，高さ6cmほどの硬化した高まりがみられる。そのほ

かは平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝から中央部に向かって延びる溝7条を検出した。東壁下

から1条（a），南壁下から5条（b・C・d・e・f），北壁下から1条（g）の溝がそれぞれ中央部に向かってい

る。長さ110～200cm，上幅20～28cm，下幅4～14cm，深さ7～16cmで，断面形はU字状である。溝aは主

柱穴と考えられるPlにつながっている。壁際に焼土塊及び炭化物がみられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，径92cmの円形で，深さは62cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状

である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24～42cmの円形，深さ77～80cmであり，規模と配置から主柱穴，P5

は径24cmの円形，深さ22cmであり，位置から補助柱穴と考えられる。

炉　PlとP4、を結んだ線上のPl寄りにあり，長軸80cm，短軸24cmの不定形で，床面を6cm掘りくぼめている0

炉床は赤変硬化している。

覆土　7層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
2　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　褐　色　炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化材微量
6　褐　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　炭化粒子多量，焼土小ブロック・粒子・炭化物・ローム粒子中量，焼土中ブロック中量，炭化材微量

遺物　土師器片880点，土玉3点，砥石2点，臼玉28点，石製模造品4点（勾玉1点，剣形晶1点，有孔円板

2点），鉄鉱1点が出土している。第77図2の土師器塔が南東コーナー部，4の高塔が東壁際，6の堀が西壁

寄りから正位で，8の堀が北西コーナー部から斜位で，いずれも床面から出土している。3の椀が両壁の壁溝

底面から斜位で出土している。5の高塀が西壁寄り，9の椀，10の賓がともに完形で北壁際から，11の賓が

南西コーナー部の覆土下層から出土している。7の相が南壁寄りの覆土中層から出土している∴また，12の

土玉が西壁際覆土下層から，13・14の土玉が覆土中から出土している。17～43の臼玉が東壁寄りの覆土下

層から床面にかけてほぼまとまって，15・16の砥石がやはり東壁寄りの覆土下層から出土している。44の勾

玉及び45の剣形晶が覆土中から，46・47の有孔円板が北東コーナー部付近の床面から出土している。48の
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第76図　第8号住居跡遺物出土状況

鎌が中央部の覆土下層から出土している。なお，滑石の細片（22．9g）が床面から覆土下層にかけて出土して

いる。

所見　壁付近に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第77図 杯 A　 1 3．6 ロ緑部⊥部欠損。平底。休部 は内攣 し ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 長石 ・石英 P 5 3　　　 60 ％

1 土 師 器 B　　 5．5 て立 ち上が り，口綾部 に至 る。口緑郡 ラ削 り後，ナデ。底部外面へラ削 り。 にぷい橙色 覆土 中

C　　 4．0 はわずかに外傾する。 普通 二次焼成
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第77図　第8号住居跡出土遺物実測図（1）
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第77図珂こA　13．2 ロ緑部一一部欠損。丸底。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。体部外面及長石・石英 P54　　　65％

2 土師器B　　4．4 て立ち上がり，口綾部に至る。口緑部び底部へラ削り後，ナデ。内面剥離。にぷい橙色 床面

はわずかに外傾する。 普通 二次焼成

3

椀 A　11．3底部一部欠損。平底。体部は器厚を薄口緑部内面へラナデ。休部外面へラ長石・雲母・スコリアP55　　　95％

土師器B　　9．4 くし，内攣して立ち上がる。ロ緑部は削り後，ナデ。ロ緑部に輪穣痕を残にぷい橙色 壁満底面

C　　5．8 わずかに内傾する。 す。 普通

4

高　　杯A　17．3脚部はラッパ状に開く。珂こ部は内管し口緑部内・外面横ナデ。珂部外面へ長石・雲母 P56　　100％

土師器B　12．6 て立ち上がり，口緑部に至る。坪部外ラ削り後，ナデ。脚部外面縦位のへ橙色 床面

D　14．1面下位に稜を持つ。 ラナデ。内面ナデ。珂こ部内面剥離。普通 二次焼成
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図版番号 琴 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 78図 高　　 塀 A　 18．2 裾部欠損。脚柱部はエンタシス状を呈 口緑部外面横ナデ。坪部外面へラ削 長石 P 57　　　 75％

5 土 師 器 B （14．9） し，裾部は外面上方へわずかに上がる。 り後，ナデ。脚柱部外面縦位のへラ 鈍い黄橙色． 覆土下層

E （8．7） 塔部は内攣して革ち上がり，・口緑部に

至る。坪部外面下位に稜を持つ。

磨き。内部ナデ。師部内面剥離。 普通 二次焼成

6

柑 A　 12．3 口緑部十部欠損。平底。体部は扁平な 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 58　　　 98％

土 師 器 B　 15．3 球状を呈L i 最大径を中位に持う。口 ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。 にぷい黄橙色 床面

C　　 3．4 緑部は内攣気味に立ち上がる。 体部内面剥離。 普通 二次焼成

7

埠 A （11．0） 口緑部一部欠損。‘平底。休部は扁平な 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 59　　　 85％

土 師 器 B　 14．3 球状を呈し，最大径を中位に持つ。口 ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。 樟色 覆土中層

C　　 4．0 緑部は内攣気味に立ち上がる。 体部内面剥離。 普通 二次焼成

8

柑 B （11．5）．口緑部一部欠損。平底。胴部は扁平な 休部外面へラ削り後ナデ。庫部外面 長石 ・雲母 P60　　　 70％

土 師 器’C　　 4．7・球状を呈する。口緑部は外傾する。 へラ削り。体部内面剥離。・ ・にぷい橙色

普通

床面

二次焼成

9

椀 A　　 7．1 平底。体部は内攣して立ち上がり，口 白線部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P61　 100％

土 師 器 B　　 6．4－

C　　 3．1

緑部に至る。口緑部はほぼ直立する。 ラ削り後，ナデ。 灰黄褐色 ‘

普通

覆土下層

10

，賓 A　 18．2 丸底。体部は球状を呈する。口縁部は 口緑部内・外面横ナデ。体部及び底 長石 ・石英 P62　 100％

土 師 器 B　 20．9 外傾する。 部外面へラ削り後，ナデ。体部内面 にぷい橙色 覆土下層・

剥離。 普通 二次焼成

11

襲 A ［17．1］ 休部一部欠損。突出した平底。体部は 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P63　　　 90％

土 師 器 B　 31．3

C　　 7．2

球状を呈する。口緑部は外反する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

図版 番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 77図 12 土　　　　 玉 3．0 2．8 0．8 18．7 覆土下層 D P 2 2

1 3 土　　　　 玉 2．9 3．0 0．7 21．4 ： 覆土 中 D P2 3

1 4 土　　　　 玉 3．7 4．0 0．8 45．9 覆土 中 D P 3 6

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm－） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第78図15 砥　　　　 石 （5．8） 4．2 3．6 97．9 覆土下層 Q 14　凝灰岩

16 砥　　　　 石 （4．6） 3．5 2．6 66．1 覆土下層 Q 15　凝灰岩

図版番号 種　　　　 別

計　 測　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 78 図 17 臼　　　　 玉 0．5 0．35 0．15 覆土下層 Q 16　 滑石

18 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．15 覆土下層 Q 17　 滑石

19 白　　　　 玉 0．5 0．25 0．1 床面 Q 18　 滑石

20 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 19．滑石

21 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．15 床面 Q 20　 滑石

22 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．15 床面 Q 21 滑石

23 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．15 床面 Q 22　 滑石

24 臼　　　　 玉 0．4 0．25 0．1 床面 Q 23　 滑石

25 ．臼　　　　 玉 0．45 0．25 0．15 床面 Q 24　 滑石

26 臼　　　　 玉 0．45 0．4 0．15 床面 Q 25　 滑石

27 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．15 床面 ． Q 26　 滑石

28 臼　　　　 玉 0．4 0．4 ° 0．1 床面 Q 27　 滑石
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図版番号 種　　　　 別

計　 測　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 78図 29 臼　　　　 玉 0．5 0．25 0．15 床面 Q 28　 滑石

30 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．1 床面 Q 29　 滑石

31 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 30　 滑石

32 目　　　 早 ・ 0．4 0．25 0．15 床面 Q 31 ．滑石

33 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．1 床面 Q 32　 滑石

34 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．15 床面 ． Q 33　 滑石

35 臼　　　　 玉 0．45 0．3 0．15 床面 Q 34　 滑石

36 臼　　　　 玉 0．4 0．15 0．15 床面 Q 35　 滑石

37 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．15 床面 Q 36　 滑石

38 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．15 床面 Q 37　滑石

39 臼　　　　 玉 0．5 0．・2 0．1 床面 ．Q 38　滑石 ‾

40 臼　　 ‘＿　玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 39　滑石

41 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．15 床面 Q 40　滑石

42 臼　　　　 玉 ．．0．55 0．2 0．2 床面 Q 41‾　滑石

43 臼　　　　 玉 0．5 0．2 OJ 床面 Q 42　 滑石

図版 番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測 ．　　　　　　 値

ノ　出 土 地 点 備　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第 78 図 44 ・’勾　　 玉 4．7 2．6 0．6 0．2 10．6 覆土中 Q 44　滑石

45 剣 一　形　 晶 2．3 1．1 0．25 － 1．0 覆土中 Q 45　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　 ’‾考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 了L径 （cm） 重量 （g ）

第 78 図 46 有　 孔　 円　 板 2．2 0．3 0．2 2．2 床面 Q 46　滑石

47 有　 孔　 円　 板 2．1 0．3 0．2 2．3 床面 Q 47　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
長さ （．cm ） 幅　 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第78図48 鎌 （2．4） 1．7 0．2 1．7 覆土下層 M 4

第9号住居跡（第79・80図）

位置　調査区西部，D5hl区。

規模と平面形　長軸5．10m，短軸5．01mの方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は60～70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅22～38cm，下幅2～12cm，深さ8～12cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピットの前方に，長軸260cm，短軸66cmの不定形で，高さ6cmほどの硬化した高まり

がみられる。そのほかは平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝から中央部に向かって延びる溝6条

を検出した。東壁下から2条（a・b），両壁下から3条（C・d・e），西壁下から1条（f）の溝がそれぞれ中

央部に向かっている。長さ78～146cm，上幅16～24cm，下幅4～17cm，深さ2～8cmで，断面形はU字状で

ある。溝aはPlに，b・CはP2に，fはP4につながっている。南壁・北壁際及び東壁寄りに焼土塊が，北東・

南東コーナー部付近及び中央部に炭化材がみられる。
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第80図　第9号住居跡遺物出土状況

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径86cmの円形で，深さは56cmである。底面は平坦で，断面形はU字状で

ある。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中亀　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24～36cmの円形，深さ71～96cmである。P5は径18cmの円形，深さ

86cmである。Pl～P4は規模と配置から主柱穴，P5は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りにあり，長径84cm，短径52cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめている。

炉床は赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ微量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　明褐色　ローム粒子多量

覆土8層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土居解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒

子少量，炭化物微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，煉土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　6　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中・小ブロック微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・　7　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック少量

炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
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第81図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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実穀寺子遺跡1

遺物　土師器片1931点，臼玉1点，鎌1点が出土している。第81図1・3の土師器坪，5・4・8の高塀，13の

聾が北西コーナー部，6の高塀が南東コーナー部，10の賓，11の壷が南西コーナー部の覆土下層から，2の

坪が北壁際，9の壷が西壁際，12の聾が西壁際の床面から出土している。また，14の臼玉が南西コーナー部，

15の鎌が北西コーナー部の覆土下層から出土している。なお，滑石の細片2．3gが覆土中から出土している。

所見　壁付近に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第 81図 坪 A　 14．2 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。体部及び底 長石・石英 P 64　　　 95％

1 土 師 器 B　　 6．8 て立ち上が り，口縁部に至る。口緑部 部外面へラ削り後，ナデ。内面剥離。にぷい橙色 覆土下層

は直立する。 普通 二次焼成

2

坪 A　 12．5 口緑部一部欠損。平底。体部は内攣し 口縁部内・外面横ナデ。体部外面及 長石・雲母 P 65　　　 80％

土 師 器 B　　 5．2 て立ち上が り，口緑部を．まわずかに外反 び底部へラ削り後，ナデ。内面剥離。にぷい褐色 床面

C　　 3．4 する。口緑部内面に稜を持つ。 普通 二次焼成

3

坪 A ［13．1］ 体部及び口緑部一部欠損。丸底。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部外面及 長石・雲母 由 6　　 80％

土 師 器 B　　 5．3 は内攣 して立ち上がり，口緑部はわず び底部へラ削り後，ナデ。内面剥離。にぷい橙色 覆土下層

かに外反する。口緑部内面に弱い稜

を持つ。

普通 二次焼成

4

高　　 塀 A ［14．8］ 脚部欠損。師部は内攣して立ち上がり 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・雲母 P 49　　　 20％

土 師 器 B （5．2） 口緑部に至る。坪部外面下位に稜を持 ラ削り後，ナデ。坪部内・外面剥離。明赤褐色 覆土下層

つ。 普通 二次焼成

5

高　　 坪 A 、16．1 坪部の一部及び脚部欠損。杯部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 67　　　 35％

土 師 器 B （4．7） して立ち上がり，口緑部に至る。塔部 ラ削り後，ナデ。坪部内面剥離。 にぷい橙色 覆土下層

外面下位に稜を持つ。 普通 二次焼成

6

高　　 杯 A ［17．9］ 坪部の破片。杯部は外傾して立ち上が 口縁部内・外面癖ナデ。坪部外面へ 雲母 ・長石 P68　　　 20％

土 師 器 B （3．7） り，口緑部は外反する。坪部外面下位

に稜を持つ。

ラ削り後，ナデ。 橙色

普通

覆土下層

7

高　　 塀

土 師 器

E （8．7） 脚部破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部内・外面へラナデ。 長石 ・石英

橙色

普通

P69　　　 20％

覆土下層

8

高　　 坪

土 師 器

D　 12．8

E （ 5．2）

脚部破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石・雲母

にぷい黄樺色
普通

P 70　　　 30％

覆土下層

外面煤付着

9

・＝量亡．宣E A ［25．0］ 体部及び口緑部一部欠損。突出した平 体部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 ・雲母 p 71　 50％

土 師 器 B　 55．8

C　 lO．0

底。休部は縦長な球状を呈し，貴大径

が中位からやや下方にある。口緑部は

折り返し口緑で，外反する。

にぷい黄橙色

普通

覆土下層

10

聾 A　 17．9 体部中位から底部欠損。口緑部は外反 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P 72　　　 35％

土 師 器 B　 15．6 する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

第 82図 士竺E B （23．2） 体部中位から口緑部の破片。やや扁平 口縁部内・外面横ナデ。頸部へラ削 石英・長石 P 73　　　 30％

11 土 師 器 な球状を呈する。折り返し口緑。 り。体部外面へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

12

襲 B （30．1） 口緑部欠損。突出した平底。体部は球 体部外面へラ削り後，ナデこ 長石 P 74　　　 60％

土 師 器 ．C　 8．3 状を呈する。 にぷい樟色

普通

床面

13

襲 B （20．2）・底部から体部上位の破片。平底。体部 体部外面へラ削り後，ナデ。体部内 長石 P 75　　　 60％

土 師 器 C　　 6．0 は球状を呈する。 面剥離。 にぷい橙色

普通

覆土下層
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図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （dn） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第 82図 14 臼　　　　 玉 0．5 0．1 0．2 覆土下層 Q 48　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地　点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅　 （cm ） 厚さ （cm ） 重量 （g）

第 82図15 鎌 （17．0） 3．9 0．4 （61．6） 覆土下層 M 5

第10号住居跡（第83図）

位置　調査区西部，D5j6区。

規模と平面形　長軸4．94m，短軸4．92mの方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は48～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南コーナー部の一部を除き巡っている。上幅22～40cm，下幅2～10cm，深さ2～8cmで，断面形はU字

状及びⅤ字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸152cm，短軸144cmの不定形で，高さ6cmほどの硬化

した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部付近が踏み固められている。西コーナー部に焼土塊が，南

東壁際・南西壁寄りに炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径70cmの円形で，深さは44cmである。底面はほぼ平坦で，断面形はU字状

である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径32～40cmの円形，深さ78～82cmであり，規模と配置から主柱穴と考

えられる。P5は径32cmの円形，深さ12cmで，出入り口施設に伴うピット，P6は長径30cm，短径18cmの楕

円形，深さ10cmで，補助柱穴と考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線の外側で，P4寄りにあり，長径110cm，短径60cmの楕円形で，床面を12cm掘りくぼ

めている。炉床は赤変硬化している。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

覆土　10層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

6　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
7　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
8　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
10　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片596点，土玉1点，石製模造品1点（有孔円板），鉄錬1点が出土している。第84図2の土師器

高塀が南壁際の覆土中層から，1の高塀が北西コーナー部，3の相が貯蔵穴脇の南壁際，4の賓が正位で北東

ー121－



実穀寺子遺跡1

旦23．4m

‾‾甲
2

1m

L i　　　一一」

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第83図　第10号住居跡実測図

コーナー部の床面から出土している。また，5の土玉が西壁際の覆土下層から，6の有孔円板が覆土中から，

7の鎌が西壁寄りの床面から出土している。

所見　壁付近に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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第84図　第10号住居跡出土遣物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　2cm　　　　　0　　　　　　　　　　4crn

L：　！　　　　L　：　　！

図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第84図高　　坪A［18．0］坪部の破片。休部は内攣して立ち上がロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ長石 P76　　　25％

1 土師器B（5．7）り，口緑部に至る。外面下位に稜を持ラ削り後，ナデ。内・外面赤彩。内橙色 床面

つ。 面剥離。 普通

2

高　　峰D［12．0］裾部の十部及び杯部欠損。脚部はラッ脚部外面へラナデ。内面ナデ。長石・石英・スコリアP77　　　40％

土師器E（9．1）パ状に開く。 にぷい黄橙色

普通

覆土中層

3

村B（7．0）休部から頸部の破片。休部は扁平な球休部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 P78　　　25％

土師器 状を呈し，最大径を中位に持つ。 ㌍ 床面

4

婆A　16．2休部一部欠鼠。平底。休部は球状を呈口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P79　　　80％

土師器B　24．6

C　　5．3

し，口緑部は外反する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

床面

図版番号種　　　　別

計　　　　測　　　　値
出　土地　点 備　　　　考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第84図5 土　　　　玉（2．3）（2．3） － 5．0 覆土下層 DP25

図版番号種　　　　別

計　　　　測　　　　値
出　土　地点 備　　　　考

径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第84図6 有　孔　円　板 2．8 0．4 0．2 3．6 覆土中 Q49　滑石

図版番号種　　　　別

計　　　　測　　　　値
出　土地　点 備　　　　考

長さ（cm）幅　（cm）厚さ（cm）重量（g）

第84図7 鎌 （4．4） 1，7 0．2 （2．8）床面 M6

第11号住居跡（第85・86図）

位置　調査区西部，C5i7区。
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規模と平面形　長軸8．58m，短軸8．47mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は20～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁　溝貯蔵穴1付近の南壁の一部を除いて巡っている。上

幅14～34cm，下幅4～14cm，深さ6～10cmで，断面形

はU字状である。

床　貯蔵穴1の前方部に，長径178cm，短径68cmの楕円

形で，高さ9cmほどの硬化した高まりがみられる。その

ほかは平坦であり軟らかい。壁溝から中央部に向かって

延びる溝6条を検出した。東壁下から2条（a・b），両

壁下から1条（C），西壁下から3条（d・e・f）の溝が

それぞれ中央部に向かっている。長さ140～188cm，上

幅12～29cm，下幅4～14cm，深さ4～8cmで，断面形

はU字状である。中央部に焼土塊がみられる。

貯蔵穴　2か所。南東コーナー部（貯蔵穴1）及び対角の

北西コーナー部（貯蔵穴2）で検出した。貯蔵穴1は，

長径112cm，短径88cmの楕円形で，深さは34cmであ

る。底面はほぼ平坦で，断面形は逆台形状である。貯蔵

穴2は，径78cmの円形で，深さは43cmである。底面は

ほぼ平坦で，断面形はU字状である。

貯蔵穴1土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化物・粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム中・小ブロック少量

貯蔵穴2土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐灰色

第86図　第11号住居跡実測図（2）

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P3・P4は径30～34cmの円形，P2は長径48cm，短径28cmの楕円形で，深さ

40～46cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長径46cm，短径26cmの楕円形で，深さ19cm

であり，深さ，形状，位置などから貯蔵穴にかかわる補助柱穴とも考えられるが，詳細は不明である。

炉　PlとP4を結んだ線の外側で，PlとP4の中央にあり，長径100cm，短径72cmの楕円形で，床面を8cm掘

りくぼめている。炉床は赤変しているが硬化している部分はあまりみられない。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量
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実穀寺子遺跡1

覆土　掘り込みが浅く，覆土に撹乱を受けているが，5層からなる人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量

2　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量

5　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片2958点，軽石1点，臼玉3点，石製模造品3点（勾玉1点，有孔円板2点）が出土している。第

87図2の土師器鉢が北東コーナー部，13の婆と16の甑が北壁際の覆土中層から，7の高塀が西壁際，9の高

塀が西壁際寄り，10の堀が北西コーナー部，12の賓がつぶれた状態で北壁際の，それぞれ覆土下層から出土

している。1の椀が西壁際，3の高塀が北西コーナー部，4の高塀が炉床面，5の高塀が北壁際，6の高塔が溝

fの西壁寄りから溝に落ち込んだ状態で，8の高塀が中央部，11の壷がつぶれた状態で北東コーナー部，15の

肇が西壁寄り，17の須恵器越が北西コーナー部の床面から出土している。14の土師器肇が貯蔵穴2の覆土下

層から出土している。18の軽石が覆土中から，19の臼玉が北西コーナー部，21の臼玉が東壁寄り，22の勾

玉が北西コーナー部の床面から，20の臼玉が溝fの底面から，23の有孔円板が溝Cの底面，24の有孔円板が

北壁周溝に落ち込んだ状態で，それぞれ出土している。なお，滑石の細片（7．6g）が覆土中から出土してい

る。

所見　本跡中央部に焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や

出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴・ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ．備　 考

第87図 椀 A ［10．3］ 底部から口緑部にかけての破片。平底。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及び底 長石・雲母・スコリア P 80　　　 40％
1 土 師 器 B　　 6．0

C　　 4．0
体部は内攣して立ち上がり，口綾部に
至る。口緑部は直立する。

部外面へラ削り後，ナデ。 褐灰色

普通

床面

2

聾 A ［21．4］ 口緑部⊥部欠損。突出した平底で木葉 体部外面へラ削 り後，ナデ。内面剥 長石 P 81　　 80％
土 師 器 B　 14．2 痕を残す。休部は内攣して立ち上がり，離。 にぷい樺色 覆土中層

C　　 7．9 口緑部は直立する。 普通 二次焼成

3

高　　 坪 A ［17．3］ 脚柱部から師部にかけての破片。塔部 口緑部内 ・外面横ナデ。師部外面へ 長石 ・雲母 P 82　　　 30％
土 師 器 B （8．6） は内攣して立ち上がり，口緑部に至る。 ラナデ。 明黄褐色

普通

床面

4

高　　 塔 A ［15．2］ 脚柱部から坪部にかけての破片。塔部 口緑部内 ・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 P 83　　　 25％
土 師 器 B （8．2） は内攣して立ち上が り，目線部はわず ラ削り後，ナデ。坪部内面剥離。 橙色 床面

E （2．5） かに外反する。 普通 二次焼成

5

高　　 塔 B （10．9） 口緑部及び裾部欠損。脚部はラッパ状 脚部外面へラナデ。内面ナデ。塔部 長石 ・石英 P84　　　 70％
土 ．師 器 E （7．3） に開 く。塔部外面下位に稜を持つ。 内面剥離。 橙色

普通
床面

二次焼成

6

高　　 塀

土 師 器

E （9．6） 脚部破片。脚部はラッパ状に開 く。 脚部外面縦位のへラ磨 き。内面ナデ。 長石・雲母・スコリア

にぷい黄橙色
普通

P 85　　　 20％
床面

7

高　　 塔 E （7．6） 脚部破片。脚部は短いエンタシス状を 脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英 P 86　　　 30％
土 師 器 呈 し，裾部はなだらかに開く。 デ。 にぷい黄橙色

普通
覆土下層
三次焼成

8

高　　 坪

土 師 器

E （7．4） 脚部破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石 ・石英

樺色

普通

P87　　　 25％

床面

二次焼成

9

高　　 塀 E （ 6．6） 脚部破片。脚部はラッパ状に開 く。脚 ＿脚部外面へラ削 り後，ナデ。内面 長石 ・石英 P 88・　 20％
土 師 器 柱部外面に縦位の沈線が一条入る。 ナデ。 橙色

普通

覆土下層

二次焼成
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第87図　第11号住居跡出土遺物実測図（1）

ー127　－



実穀寺子遺跡1

⊂コ二〔：＝I⊂⊃23

く＝旺⊃　　　22

第88図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　種計測値（qm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第87図増‾B（11．4）底部から口縁部にかけての破片。平底。休部外面へラ削り後，ナデ。体部内長石・雲母 P89　　　55％

10 土師器C　　4．7休部は扁平な球状を呈し，最大径を中面剥離。 にぷい褐色 覆土下層

位よりやや下方に持つ。 普通 二次焼成

11
竺E A　19．3休部一部欠損。突出した平底。休部は口緑都内・外面横ナデ。休部外面へ長石 P90　　　75％
土師器B　28．2

C　　8．2

球状を呈する。ロ緑部は折り返し口縁

で外反する。

ラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

床面

12

聾 A［12．4］底部から休部にかけての破片。平底。頸部へラ削り。休部外面へラ削り後，長石・石英 P91　　80％

土師器B　14．3休部は扁平な球状を呈し，最大径を中ナデ。内部に輪積痕を残す。体部外にぷい橙色 覆土下層

C　　6．0位よりやや上方に持つ。口緑部は外傾

する。

面剥離。 普通

第88図聾A［16．0］休部から口綾部にかけての破片。ロ緑口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P92　　　55％

13 土師器B（19．3）部はわずかに外反する。 ラ削り後，ナデ。休部内面剥離。にぷい褐色

普通

覆土中層

二次焼成
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図師番号 器　種 計測値 （cm） 器‘形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第 88図 軍 A　 23．2 体部上位から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 93　　　 30％
14 土 師 器 B （12．0） 口緑部はわずかに外反する。 ラ削り後，ナデ。 樺色 貯蔵穴2覆土下層

体部下位から口緑部にかけての破片。 普通 二次焼成

15 聾 A ［17．4］ 体部下位から口綾部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P94　　　 35％
土 師 器 B （14．2） 体部は球状を呈する。口緑部は折り返 ラ削り後，ナデ。内部に輪横痕を残 にぷい橙色 床面

し口緑で，わずかに外反する。 す。体部内面剥離。 普通 二次焼成

16

甑 A ［19．1］ 体部及び口緑部の一部を欠損する。底 体部内・外面粗いへラナデ。底部ナ 雲母 P 95　　　 65％
土 師 器 B　 12．2 部は厚みを持ち，突出した平底。体部 デ。 にぷい橙色 覆土中層

C　　 7．4 は内攣して立ち上がり，口緑部に至る。

厘部に単孔を穿つ。
普通 二次焼成

17

趨 A ［7．4］ 口緑部片。口緑部下位に突出した稜を 内・外面ナデ。 長石 P 96　　　 5％
須 恵 器 B （3．1） 持つ。口緑部は外傾する。 灰色

良好
床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅‾（cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

第88図18 軽　　　　 石 4．6 3．3 3．2 11．2 覆土中 Q 50

図版 番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm）

第 88 図 19 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 51 滑石

20 臼　　　　 玉 ‘0．5 0．4 0．2 ．溝底面 Q 52　滑石

21 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 53　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出 土地 点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 88図22 勾　　　　 玉 3．2 2．1 0．6 0．1 5．9 床面 Q 54　滑石

図版番号 種　　　　 別
‘計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　　　 考
径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 88図 23 有　 孔　 円　 板 2．3 0．3 0．2 ．3．0 溝底面 Q 55‾　滑石

24 有　 孔　 円　 板 1．9 －　0．4 0．1 2．0 壁溝底面 Q 56　滑石

第12号住居跡（第89・90図）

位置　調査区西部，C5io区。

規模と平面形　長軸6．67m，短軸5．61mの長方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は70～79cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅11～36cm，下幅4～12cm，深さ6～8cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸256cm，短軸196cmの不定形で，高さ6cmほどの硬化

した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁溝から中央に向かって延

びる溝6条を検出した。東壁下から4条（a・b・C・d），南壁下から2条（e・f）の溝がそれぞれ中央部に向

かっている。長さ102～176cm，上幅24～34cm，下幅4～20cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状である。

各壁際から中央部にかけて炭化材がみられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径88cmの円形で，深さは54cmである。底面はほぼ平坦で，断面形はU字

状である。
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第89図　第12号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1

第90図　第12号住居跡実測図遺物出土状況

貯蔵穴土層解説

1褐　色　炭化物・ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子・粒子中島　ローム粒子少量，ローム小プロッタ微量

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　明褐色　ローム粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径18～28cmの円形，深さ70～80cmであり，規模と配置から主柱穴，P5

は径20cmの円形，深さ31cmであり，南北方向へ斜めに掘り込まれている0位置から出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

炉　2か所。炉1は，PlとP4を結んだ線の内側でP4寄りにあり，長径52cm，短径28cmの楕円形で，床面を11

cm掘りくぼめている。炉2は，PlとP4を結んだ線の外側でP4寄りにあり，長径52cm，短径48cmの楕円形

で，床面を11cm掘りくぼめている。炉床はともに赤変硬化している0

炉1土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中亀　ローム粒子少量

2　赤　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量
炉2土居解説
1暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　赤　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子多量

覆土　9層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

－131－



実穀寺子遺跡1

4

10cm

f T　　　・　しナ辛目

第馴図　第臓号鍾腰掛出藍遺物実測図

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

1褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化物・粒子・ローム粒子少最　炭化材・し」－ム小プロ、ソク微量

6　暗褐色　炭化物・粒子・ローム小ブロック・粒子少最　ローム中プロ、ソク微量

7　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，炭化物ゆローム中ブロック微量

8　＝黒褐色　炭化粒子中亀　炭化物車。ーム粒子少数焼土粒子微量

9明褐色ローム粒子多量

逸物　土師器片鍼　息土義　貞　日義　点　炭化種子少量が出土している。第狙図2の土師器高塀が中央部

の覆土上層から，3の婆が西壁寄りの覆土中層から31の高塔が北壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土してい

る。また，壇の土玉及び5の臼玉が覆土中から，北東コーナー部の床面から炭化種子少量が出土している。な

お　滑石の細片仕軸）が覆土中から出土している。

新風　床面に炭化材がみられることからタ　本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺

物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第温2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　 考

第 9 1図 高　　 ゴ不 E ［ 8．7］ 脚部の破片。脚部 はラッパ状 に開 く。 脚部外面 へラナ デ。内面 ナデ。内 の 長石 ・雲母 P 97　　　 2 5％
1 土 師 器 外面剥離。 橙色

普通

覆土下層

二次焼成

2

高　　 林 E ［ 5．8］ 卿柱部 の破片。脚柱部 はエ ンタシス状 脚部外面へ ラナデ。内面ナデ。 内 申 長石 ¢雲母

にぷい褐色

普通

P9 8　　 15 ％
土 師 器 を呈す る。 外面剥離。 覆土上層

二次焼成

3

ー＝たご宣芝 A ［15．7］ 日録部の破 片。 日録部 は折 り返 し目線 目線部内 e外面横ナデ。内面剥離。 長石 の石英 P 99　　 1 0％
土 師 器 B （ 5牒） で，外反する。 赤褐色

普通

覆土中層

二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　 考
径　 （cm） 長さ （cm） 孔径 （em） 重量 （g）

第 91図4 土　　　　 玉 3．2 3．0 0．8 26．1 覆土中 D P 26

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　 考
径 （cm）　 厚さ　k m） 孔径 （cm）

第 91図25 臼　　　　　 玉 仕4 0．2 0．2 穫土中 Q 57　滑石

第摘草鍾贋跡（第92◎93図）

位置　調査区西部，D4Il．1区。

規模と平面形　長軸。鋼m　短軸。1mの方形である。

主軸方向　N－5°－W
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実穀寺子遺跡1

第93図　第13号住居跡遺物出土状況

壁　壁高は63～74cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅12～36cm，下幅4～26cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）を囲むように，長軸170cm，短軸36cmの不定形で，高さ4cmほどの硬化

した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部付近が踏み固められている。壁満から中央部に向かって

延びる清7条を検出した。東壁下から3条（a・b・C），南壁下から2条（d・e），西壁下から2条（f・g）の

溝がそれぞれ中央部に向かっている。長さ90～150cm，上幅14～22cm，下幅4～25cm，深さ5～10cmで，断

面形はU字状である。溝aは主柱穴と考えられるPlに，溝bは補助柱穴と考えられるP6につながっている。

北・東・南壁際から中央部にかけて焼土塊が，南壁及び東壁寄り・北西コーナー部に炭化材がみられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，径110cmの円形で，深さは46cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状

である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは長径40cm，短径28cmの楕円形，P2～P4は径18～24cmの円形で，深さ59～

64cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径14cmの円形，深さ20cmであり，位置から出入り

口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ22cmであり，位置から補助

柱穴と考えられる。
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炉　2か所。炉1と炉2が重複して検出されている。土層の観察から炉1が炉2より新しい。炉1は，PlとP4

を結んだ線の外側，炉2は，PlとP4を結んだ線の内側にある。ともにPlとP4の中央にある。炉1と炉2を

合わせた規模は，長径124cm，短径58cmの楕円形で，床面を7cm掘りくぼめている。炉床は赤変硬化してい

る。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中・小ブロック多量，炭化物少量
2　赤褐色　焼土中・小ブロック多量

覆土8層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子眼ローム中ブロック微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム大・中ブロック微量
8　赤　褐　色　焼土粒子・炭化物多量，ローム大・中ブロック微量

遺物　土師器片714点，土玉5点，臼玉18点，石製模造品3点（有孔円板）が出土している。第94図14の土

師器賓が西壁寄りの覆土上層から，1・3の椀，8の高塔，9の相が西壁際，4・6の塔，10の肘が北壁際，13

の賓が東壁寄り，12の寮が南東コーナー部寄り，5の塔が南壁際，7の高塔，11の壷が中央部の覆土中層か

ら出土している。また，15の土玉が西壁寄りの覆土上層から，16・17の土玉が東壁寄り，18・19の土玉が

西壁寄りの覆土中層から出土している。33の臼玉が南壁際，34～37の臼玉が西壁寄り，38～40の有孔円板

が両壁寄りの覆土中層から出土している。なお，滑石の細片（1．0g）が床面から出土している。

所見　床面に炭化材及び焼土がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態

や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第 94図1 椀 A　 12．6 平底。休部は内攣して立ち上がり，口 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P l叩　 100％

土 師 器 B　　 7．2

C　　 4．2

緑部に至る。口緑部は外反する。口緑

部内面に稜を持つ。

ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。にぷい黄橙色

普通

覆土中層

2

椀 A　 13．2 口緑部一部欠損。平底。体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 石英 P lO1　 95％

土 師 器 B　　 7．2 て 立ち上が り，口緑部に至る。口緑部 ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。にぷい橙色 覆土中

C　　 4．3 ・は外反する。口繹部内面に稜を持つ。．内面剥離。 普通

3

椀 A　 11．3 口緑部一部欠損。平底。体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。体部外画へ 石英 P lO2　　 95％

土 師 器 B　　 7．2 て立ち上が り，．口緑部に至る。口緑部 ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。橙色 覆土中層

C　　 3．0 ：はわずかに外反する。口緑部内面に稜

を持つ。

．内面剥離。 普通

4

塔 A　 11．4 口緑部一部欠損。丸底。休部は内攣し 口緑部外両横ナデ。体部外面及び底 長石 ・石英 P lO3　　 90％

土 師 器 B　　 5．3 て立ち上がり，口緑部は内傾する。 部へラ削り後，ナデ。内面剥離。 にぷい黄橙色

普通

覆土中層

二次焼成

5

坪 A　 14．1 休部及び口緑部一部欠損。平底。休部 口緑部内・外面横ナデ。‘体部外面及 長石 ・石英 P lO4 ．　 80％

土 師 器 B　　 5．4

C　　 4．4

は内攣して立ち上がり，口縁部に至る。

口緑部はわずかに外反する。口緑部内

面に稜を持つ。

び底部へラ削り後，ナデ。内面剥離。にぷい褐色

普通

覆土中層

6

坪 A ［15．7］ 体部及び口緑部一部欠損。平底。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部外面及 石英 ・雲母 P lO5　　 50％

土 師 器 B　　 5．9 は内攣して立ち上がり，口緑部は外傾 び底部へラ削り後，ナデ。内・外面 黒色 覆土中層

C　　 4．1 する。口緑部内面に稜を持つ。 黒色処理。 普通

7

高　　 ゴ不 A　 16．9 裾部一部欠損。脚部はラッパ状に開く。 口緑部内・外面横ナデ。j不部外面へ 長石・石英 P lO6　　 85％

土 師 器 B　 13．8 坪部は外傾して立ち上がり，口緑部に ラ削り後，ナデ。脚部外面縦位のへ 明黄褐色 覆土中層

D　 14．3 至る。塔部外面下位に稜を持つ。 ラナデ。内面ナデ。ゴ不部内面剥離。 普通 二次焼成
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第95図　第13号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第94図高　　坪A　12．5 脚部欠損。珂こ部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ長石・石英 PlO7　　30％

8 土師器B（7．9）口緑部は内傾する。杯部外面下位にわラ削り後，ナデ。坪部内面剥離。 にぷい橙色 覆土中層

ずかに稜を持つ。 普通 二次焼成

9

柑 A　ll．1 やや突出した平底。休部は扁平な球状ロ緑部内・外面横ナデ。口縁部及び長石・石英 PlO8　100％

土師器B　14．7 を呈し，最大径を中位に持つ。口緑部休部外面へラ削り後，ナデ。底部へ橙色 覆土中層

C　　4．5 は外傾する。 ラ削り。 普通

10

柑 A 【10．8］口線部一部欠損。平底。休部は扁平な休部外面へラ削り後，ナデ。底部へ長石・石英 PlO9　　90％

土師器B　12．8 球状を呈し，最大径を中位に持つ。口ラ削り。 にぷい橙色 覆土中層

C　　3．4 緑部は外傾する。 普通 二次焼成

第95図 互E A　17，3 突出した平底。休部は球状を呈する。口緑部内・外面横ナデ。休部及び頸長石・雲母 PllO　　95％

11 土師器B　31．2

C　　8．2

口綾部は折り返し口緑で，外反する。部へラ削り後，ナデ。休部下位縦位

のヘラ削り。

にぷい橙色

普通

覆土中層

第94図 賓 A　15．1 底部から体部にかけて欠損。休部は球口緑部内・外面横ナデ。休部及び頸長石・石英 Pll1　 75％

12 土師器B（24．5）状を呈する。口緑部はわずかに外反す

る。

部へラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土中層

第95区l 賓 A　16．0 底部から休部にかけて欠損。休部は扁ロ緑部内・外面横ナデ。休部及び頸石英 P112　　60％

13 土師器B（16．2）平な球状を呈し，長大径を中位よりや

や上方に持つ。口緑部は外傾する。

部へラ削り後，ナデ。 黒色

普通

覆土中層

14

聾 A ［21．0］口綾部の破片。口綾部はわずかに外反口縁部内・外面横ナデ。頸部へラ削長石・スコリア Pl13　　10％

土師器B（8．9）する。口縁部外面に一条の沈線を持つ。り後，ナデ。 橙色

普通

覆土上層
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図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 芋 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 95 図 15 土　　　　 玉 3．0 2．7 1．0 2 0．6 覆土上層 D P 2 7

16 土　　　　 玉 3．1 2．9 0．7 2 2．3 覆土 中層 D P 2 8

17 土　　　 ．玉 2．7 2．4 0．7 1 4．4 覆土中層 D P 2 9

18 土　　　　 玉 （3．0） 3．0 0．7 （21．9） 覆土中層 D P 30

19 土　　　　 玉 （2．5） 2．6 （0．6） （24．4） 覆土中層 D P 3 1

図版番号 ・ 種　　　　 別

計　 測　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm ）

第 95 図 20 白　　　　 玉 0．5 0．・2 0．2 覆土 中層 Q 58　滑石

21 臼　　　 ．玉 0．5 0．3 0．2 覆土 中層 Q 59　滑石

22 臼　　　　 玉 0．4 0．5 0．2 覆土 中層 Q 60　滑石

23 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土 中層 Q 61 滑石

24 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土 中 Q 62　滑石

25 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 覆土中 Q 63　 滑石

26 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土中 Q 64　 滑石

27 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土中 Q 65　 滑石

28 臼　　　　 玉 0．5 0．1 0．2 覆土中 Q 66　 滑石．

29 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土中 Q 67　滑石

30 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土中 Q 68　滑石

31 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土中 Q 69　滑石

32 臼　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 覆土中 Q 70　滑石

33 臼　　　　 玉 0．5 0．．3 ・0．2 覆土中層 Q 71 滑石

34 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．2 覆土中層 Q 7．2　滑石

35 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．＿2 覆土中層 Q 73　滑石

36 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 覆土中層 Q 74　滑石

37 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．2 覆土中層 Q 75　滑石

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 95 図 38 有　 孔　 円　 板 2．4 0．4 0．2 3．5 覆土中層 Q 76　滑石

39 有　 孔　 円　 板 2．1 0．3 0．2 2．0 覆土中層 ・ Q 77　滑石

40 有　 孔　 円　 板 2．0 0．4 0．2 2．4 覆土中層 Q 78　滑石

第15号住居跡（第96図）

位置　調査区西部，E5hl区。

規模と平面形　長軸7．07m，短軸7．05mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は52～73cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅18～34cm，下幅4～16cm，深さ4～12cmで，断面形はU字状である。

床　貯蔵穴を囲むように，長軸196cm，短軸54cmの不定形で，高さ4cmほどの硬化した高まりがみられる。そ

のほかは平坦である。壁溝から中央部に向かって延びる溝5条を検出した。北東壁下から2条（a・b），南東

壁下から1条（C），南西壁下から2条（d・e）の溝がそれぞれ中央部に向かっている。長さ66～146cm，上

幅14～28cm，下幅4～14cm，深さ4～10cmで，断面形はU字状である。溝bはP2，CはP3，eはP4に，そ

れぞれ主柱穴と考えられるピットにつながっている。中央部に焼土塊が，西コーナー部に炭化材がみられる。
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第96図　第15号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，径80cmの円形で，深さは68cmである。底面は平坦で，断面形はU字状であ

る。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物・ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径38～54cmの円形，深さ65～72cmであり，規模と配置から主柱穴，P5

は径14cmの円形，深さ26cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線のPl寄りにある。長径56cm，短径40cmの楕円形で，床面を4cm掘りくぼめている。炉

床は赤変硬化している。

覆土10層からなり，1，2層及び8，9，10層は自然堆積である。3～7層はロームブロック・粒子を含む人

為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

10　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・粒子・粘土小ブロック少量

遺物　土師器片383点が出土している。第97図1の土師器坪，3の高塔が西コーナー部，4の高塔が東コーナー

部の覆土下層から，2の高坪，6の相，11の小形賓が炉床面から，5の高塀が中央部，7の相が斜位で北東壁

寄り，8・9の相，10の肇が北西壁寄りの床面から，それぞれ出土している。なお，滑石の細片（11．1g）が

覆土中から出土している。

所見　床面に炭化材及び焼土がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態

や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ．・色調・焼成 備 ＿考

第 97図 坪 A　 12．2 休部及び口緑郡一部欠損。平底。休部 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英 P 114　　 90％

1 土 師 器 B　　 4．3
C　　 4．1

は内攣して立ち上がり，口綾部にいた

る。口緑部はわずかに．外反する。口緑
部内面に稜を持つ。

1ラ削り後，ナデ。底部外面へラ削り。 明黄褐色
普通 ．

覆土下層

2

高　　 塔 A ［18．8］ 裾部及び日録部一部欠損。脚部はラッ 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・石英 P 115　　 90％

土 師 器 B　 13．8 パ状に開く。塔部は外傾して立ち上が ラ削り後，ナデ。脚部外面縦位のへラ にぷい橙色 炉床面

D　 17．1
E　　 8．0

り，口緑部は外反する。坪部外面に強

い稜を持つ。

ナデ。内面ナデ。塔部内面剥離。 普通 二次焼成

3

高　 痺 A　 16．7 裾部欠損。脚柱部はエンタシス状を呈 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・石英 P 116　　 60％

土 ・師 器 B （11．3） する。師部は内攣して立ち上り，口緑 ラ削り後，ナデ。‾脚柱部外面縦位のへ にぷい樺色・ 覆土下層・

E （6．0） 部はわずかに外反する。坪部外面下位

に弱い稜を持つ。

ラナデ。 普通

4

高　　 塀 A　 16．1 脚部欠損。師部は内攣して立ち上がり 口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・石英 P 117　　 50％

土 師 器 B （6．2） 口緑部に至る。師部外面下位に弱い稜

を持つ。

ラ削り後，ナデ。 橙色

普通

覆土下層
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実穀寺子遺跡1

図版番号 器 ‘種 ・計測値 （cm） 惑 ．形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 借 ．考

第97図

5

高　　 坪

土 師 器

D　 14．0

E （8．1）

坪部欠損。脚部はラッパ状に開く。 脚部内・外面へラナデ。 長石・石英

灰褐色

普通

P 118　　 50％

床面

6

堀 A　　 9．8 休部一部欠損。平底。休部は扁平な球 体部外面及び底部へラ削り後，ナデ。 石英 ・雲母 P 119　　 95％
土 師 器 B　 15．9 状を呈し，最大径を中位よりやや上方 体部内面剥離。 浅黄色 炉床面

C　　 4．5 に持つ。口緑部はわずかに外傾する。 普通 二次焼成

7

堀 A （9．8） 口緑部⊥部欠損。平底。体部は扁平な 口緑部・休部外面及び底部へラ削り 長石 ・石英 P 120　　 95％

土 師 器 B　 14．2

C　 3・7

球状を呈し，最大径を中位に持つ。口
緑部はわずかに内攣する。

後，ナデ。 灰褐色

普通

床面

8

埠 A ［11．3］ 体部一部欠貌 平底。体部は扁平な球 口緑部内・外面横ナデ。口緑部・体 長石・石英 P121　 90％
土 師 器 B　 14．3 状を呈し，最大径を中位に持つ。．口緑 部外面及び底部へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色 床面

C　　 4．3 部はわずかに内攣する。 普通 二次焼成

9

柑 B （ 7．2） 口縁部一部欠損。平底。体部は扁平な 体部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 石英 P 122　　 80％
土 師 器 C　　 4．3 球状を呈し，最大径を中位に持つ。口

縁部は外傾する。

・ラナデ。底部へラ削り。 にぷい樟色

普通
床面

10

襲 A　 20．3 底部から体部にかけて欠損。口緑部は 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 123　　 60％

土 師 器 B　 19．9 外反する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい褐色

普通

床面

11

小 形 聾 A　 14．1 底部欠損。体部は球状を呈し，口緑部 口緑部外面に指頭圧痕を残す。体部 長石 ・石英 P 124　　 60％
土 師 器 B （12．5） は外反する。 上位の内・外面に輪積痕を残す。内・にぷい橙色 床面

外面剥離。 普通 二次焼成

第16号住居跡（第98図）

位置　調査区西部，D3b9区。

規模と平面形　長軸6．38m，短軸4．65mの長方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は40～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅6～24cm，下幅2～11cm，深さ6～12cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（Pl）のまわりに，長軸128cm，短軸118cmの不定形で，高さ4cmほどの硬化

した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。南壁・西壁寄りに焼土塊がみら

れる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径80cmの円形で，深さは52cmである。底面は平坦で，断面形はU字状であ

る。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量

3　明褐色　ローム粒子多量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径16cm，深さ12cmの円形で，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P2は長径22cm，短径38cmの楕円形，深さ50cmであり，P3は径22cmの円形，深さ20cmであり，とも

に対面する壁の中心に位置する主柱穴と考えられる。

炉　2か所。北壁寄りの中央部に炉1，北壁際の西寄りに炉2を検出した。炉1は径68cmの円形で，床面を4cm

を据りくぼめている。炉2は長径72cm，短径48cmの楕円形で，床面を4cmを掘りくぼめている。炉床はとも

に赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

覆土　6層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。
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実穀寺子遺跡1

中　　一1

二二二
第98図　第16号住居跡実測
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甘

土層解説
1黒褐色焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2暗褐色ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量

3暗褐色ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼
土粒子微量
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4　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少

量，焼土粒子・ローム中プロッタ微量

6　明褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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実穀寺子遺跡1

第99図　第16号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片310点，土玉2点が出土している。第99図6の土師器増が覆土中から，1の椀，8の肘が西壁

際，2の高塀，7の相が東壁際の覆土下層から出土している。4の高杯が北西コーナー部の壁溝底面から，5の

高坪，9の賓が北西コーナー部の床面から出土している。また，10の土玉が北壁際，11の土玉が南東コーナー

部の床面から出土している。なお，滑石の細片（2．5g）が覆土中から出土している。

所見　中央部に焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土

遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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実穀寺子遺跡1

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特 ’徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第99図 塔 A　 14．8 平底。休部は内攣して立ち上がり，口 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲母 P 125　 100％

1 土 師 器 B　　 6．3 緑部に至る。口緑部は外傾する。口緑 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。底 浅黄樺色 覆土下層

C　　 5．9 部内面に稜を持つ。 部外面へラ削り。 普通

2

高　　 塀 A　 20．6 脚部欠損。杯部は外傾 して立ち上がり， 口緑部内 ・外面横ナデ。師部外面へ 長石 ・石英 P 126　　 45％

土 師 器 B （5．9） 口緑部は外反する。師部外面に強い稜

を持つ。

ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色
普通

覆土下層

3

高　　 塔 A ［19．3］ 師部及び裾部一部欠損。脚部はエンタ 口緑部内 ・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 P 127　　 60％

土 師 器 B　 14．1 シス状を呈する。師部は外傾 して立ち ラ削り後，ナデ。脚柱部外面縦位の にぷい黄橙色 貯蔵穴覆土中

D ［13．0］

E　　 8．7

上り，口緑部に至る。塔部外面下位に

稜を持つ。

へラ磨き。 普通 層

4

高　　 坪

土 師 器
D　 16．8
E （9．8）

坪部欠損。脚部はラッパ状に開く。 脚部内・外面へラナデ。 長石 ・雲母

にぷい黄橙色
普通

P 128　　 45％

壁溝底面

5

高　　 ゴ不
土 師 器

B （8．5）

D ［15．8］

E　　 6．5

脚部破片0脚部は短くラッノ七状に開く0 脚部内・外面へラナデ。 長石

橙色
普通

P 129　　 20％
床面

6

堀 A ［10．6］ 口緑部一部欠損。平底。休部は扁平な 体部外面及び底部へラ削り後ナデ。 長石 ・石英 P 130　　 85％

土 師 器 B　 lO．7 球状を呈し，最大径を中位に持つ。口 内 ・外面剥離。 浅黄色 覆土中

C　　 4．2 緑部は外傾する。 普通 二次焼成

7

堀 B （10．9） 体部から口緑部一部欠損。平底。体部 体部外面及び底部へラ削り‾後，ナデこ 長石 P 131　 60％

土 師 器 C　　 3．8 は扁平な球状を呈し，最大径を中位に

持つ。

にぷい橙色
普通

覆土下層

8

柑 A　　 7．4 口緑部一部欠損。平底。休部は扁平な 口緑部内 ・外面横ナデ。口緑部 ・体 長石 ・石英 P 132　　 95％

土 師 器 B　　 6．3
C　　 2．0

球状を呈し，最大径を口緑部に持つ。口

緑部はわずかに内攣して立ち上がる。

部外面及び底部へラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色
普通

覆土下層

9

賓 A　 18．2 口緑部一部欠損。平底。休部 は球状を 口緑部内面へラ削り後ナデ。＿体部外 長石 ・石英 ・雲母
P 13台　 由 ％

土 師 器 B　 25．5
C　　 4．0

呈し，口緑部は外反する。 面へラ削り後，ナデ。底部へラ削り。 灰黄褐色

普通

床面

図版番号 種 ‘　　 別
計　　　 ．測 ・　　　 値

出 ・土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第 99図 10 土　　　　 玉 2．9 3．3 0．6 24．4 床面 D P 3 2

1 1 土　　　　 玉 2．8 2．4 0．6 1 9．4 床面 D P 3 3

第17号住居跡（第100図）

位置　調査区西部，D4bl区。

規模と平面形　本跡の西部が撹乱により壊されているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺4・65mほ

どの方形か長方形と思われる。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は42～47cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡の検出範囲は巡っている。上幅14～30cm，下幅2～10cm，深さ8～10cmで，断面形はU字状であ

る。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。東壁際及び中央部に焼土塊がみられる。

覆土　7層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　暗褐色

6　褐　色

7　明褐色

炭化粒子多量，ロ

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ーム粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック微量
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実穀寺子遺跡1

第100図　第17号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！

遺物　土師器片667点が出土している。第101図5・6の土師器相が覆土中から，3の高塔が東壁寄りの覆土上

層から，4の高塀が中央部の覆土中層から，2の高塀，9の賓が東壁下の壁溝覆土上層から，1の高坪，7の婆

が東壁際，8の壷が北東コーナー部の床面から出土している。なお，滑石の細片（2．7g）が覆土中から出土し

ている。

所見　東壁際及び中央部に焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，出土遺

物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 0 1図 高　　 珂こA　 18．5 坪郡 の破片。ゴ不部 は内攣 して立ち上が 口緑部内 ・外面横 ナデ。珂こ郡外面へ 長石 ・スコリア P 1 34　　 3 0 ％

1 土 師 器 B （ 5．5） り， 口綾部に至る。師部外面下位 に弱

い稜 を持つ。

ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい褐色

普通

床面

2

高　　 杯

土 師 器

D　 19．1

E （ 9．5）

脚部 の破片。脚部 はラッパ状 に開 く。 脚部外面へ ラナデ。内面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい橙色

普通

P 13 5　　 4 0 ％

壁溝覆土上層

3

高　　 坪 D ［15，8］ 脚部 はラッパ状 に開 く。脚部 中位 に 2 脚都内 ・外面へラナデ。 長石・石英・スコリア P 13 6　　 4 0 ％

土 師 器 E　　 9．3 孔 を穿つ。 1孔 は貫通 していない。 にぷい黄橙色

普通

覆土上層

4

高　　 ゴ不

土 師 器

E （ 6．6） 脚部 の破片。脚部 はラッパ状 に開 く。 脚部内 ・外面へラナデ。 長石 ・石英

にぷい橙色

普通

P 13 7　　 3 0％

覆 土中層

二次焼成

5

村 B （ 9．8） 口線部一部欠損。平底。休部 は扁平な 休部外面へラ削 り後，ナデ。底部へ 長石 ・石英 P 13 8　　 8 0％

土 師 器 C　　 5，0 球状 を呈する。 ラ削 り。内面剥離。 いぷ い橙色

普通

覆土 中

二次焼成
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第101図　第17号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 0 1図 堀 B （ 5．5） 底部 か ら休部下位の破片。平底。底部 体部 外面 へラ削 り後 ，ナデ。内面剥 長石 ・石英 P 13 9　　 2 0％

6 土 師 器 C　　 3．8 の一部 に布 目痕が残 る。休部 は扁平 な 離。 黄橙色 覆 土中

球状 を呈す ると思われ る。 普通 二次焼成

7

嚢 A　 1 8．1 底部 か ら体訂 下位欠損。 口緑部はわず 休部外面 へラ削 り後， ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 14 0　　 6 0％

土 師 器 B （2 2．1） かに外反す る。 にぷい黄橙色

普通

床 面

8
宝E A　 2 0．8 口緑部破片。口縁部 は折 り返 し口縁で ， 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 ロ緑部外面 長石 ・石英 P 14 1　 1 5％

土 師 器 B （ 6．0） 外反 する。 にわずかに指頭圧痕 を残す。頸部 へ

ラ削 り後，ナデ。

にぷい貴橙色

普通

床面

9

寮 B （1 4．4） 底部 から休部下位 の破片。丸底。 休部外面及び底部へ ラ削り後，ナデ。 長石 ・石英 P 14 2　　 3 5％

土 師 器 外面煤付着 ・内面剥離。 いぷい橙色

普通

壁溝覆土上層

二次焼成
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実穀寺子遺跡1

第18A号住居跡（第102・103図）

位置　調査区西部，D4el区。

重複関係　本跡の下位に，北西壁，南西壁を同じくして第18B号住居跡が検出されており，本跡は，第18B号

住居跡を埋め戻し，拡張したものと考えられ，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸7．08m，短軸6．87mの方形である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は58～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。南東壁及び南西壁は小さな段を有しており，床面から8～12

cmはどなだらかに立ち上がり，10～26cmの幅をもって，さらに46～50cmほどほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東壁下及び南西壁下の一部に巡っている。

床　貯蔵穴1の隣の南東壁際に，長軸95cm，短軸78cmの長方形で，高さ8cmほどの硬化した高まりがみられる。

そのほかは平坦で，全体的に軟弱である。中央部に焼土塊がみられる。

貯蔵穴　2か所。東コーナー部（貯蔵穴1）及び南コーナー部（貯蔵穴2）に検出した。貯蔵穴1は，径104cm

の円形で，深さは64cmである。底面は平坦で，断面形はU字状である。貯蔵穴2は，径72cmの円形で，深

さは43cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴1土層解説

1褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量

2　褐　色　炭化物・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　色　炭化粒子少量

5　明褐色　ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P4は径32cmの円形，P2，P3は長径42cm，短径30cmの楕円形で，深さ41～

48cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長径86cm，短径70cmの楕円形で，深さ38cmであ

り，第105図12の土師器賓が正位で出土している。その性格は不明である。

炉　PlとP4を結んだ線の外側で，PlとP4の中央にある。長径90cm，短径58cmの楕円形で，床面をわずかに

掘りくぼめている。

覆土8層からなり，1・2層はレンズ状の堆積を示す自然堆積，3～8層はロームブロックを含む人為堆積であ

る。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量
2　暗赤褐色　ローム粒子微量

3　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
4　にぷい黄褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・粒子微量
5　褐　　色　焼土大ブロック・粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化物・粒子・ローム粒子微量
6　浅黄褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
7　褐　　色　炭化物中量，焼土粒子・ローム中ブロック・粒子微量
8　明黄褐色　焼土粒子・ローム中ブロック・粒子微量

遺物　土師器片116点，土玉3点，砥石1点，臼玉52点が出土している。第104図6の土師器高塀が南東壁際

の覆土上層から，1の坪が北西壁寄り，3の高塀が西コーナー部，5の高塀・9・11・14の賓が南西壁際，7

の高塔が北西壁際，8の堀が南東壁際，10の婆が南西壁・北東壁寄り及び中央部に散在した状態で，15の賓

が北東壁際，16の小形聾が北コーナー部の覆土下層から出土している。13の賓が南西壁・北東壁寄りの床面

から散在した状態で出土している。12の聾がP5の底面から正位で出土している。また，17・18の土玉が北

東壁際，19の土玉が東コーナー部の覆土下層から，20の砥石が北東壁寄りの覆土中層から出土している。21

～72の臼玉が南コーナー部寄りから南東・南西壁にかけてほぼまとまって，床面及び覆土下層から出土して

いる。なお，滑石の細片（5．2g）が床面から覆土下層にかけて出土している。
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第103図　第18A号住居跡遺物出土状況

所見　中央部に焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土

遣物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第18A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 10 4 図 j不 A　 12．9 休部及びロ緑部一部欠損。平底。杯部 口緑部 内 ・外面横ナデ。珂こ部外面及 長石 P 1 43　　 70 ％

1 土 師 器 B　　 4．3

C　　 3．0

は内攣 して立ち上が り， 口緑部 は直立

す る。

び底部へ ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

2

高　　 塔 A　 17．9 ロ緑部 の一部及び脚部欠損。塔部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。珂こ部外面 へ 長石 ・石英 P 14 4　　 40 ％

土 師 器 B （ 7．3）

E （ 2．3）

攣 して立 ち上が り， ロ緑部 に至 る。塔

部外 面下位に稜 を持 つ。

ラ削 り後， ナデ。 橙色

普通

覆土下層

3

高　 J不 A ［16．4］ 口緑部 の一部及 び脚部欠損。師部 は内 口緑部内 ・外面横 ナデ。師部外面 へ 長石 ・石英 P 14 5　　 40 ％

土 師 器 B （ 7．2）

E （ 2．2）

鸞 して立 ち上が り， 口綾部に至る。師

部外面下位に稜 を持つ。

ラ削 り後，ナデ。師部内面剥離。 橙色

普通

覆土下層

4

高　　 ゴ不 B （11．0） 脚部及 び坪部の破片。脚部 はラ ッパ状 坪部外面へ ラ削 り後 ナデ。脚部外面 長石 ・石英 P 14 6　　 40 ％

土 師 器 D ［14．9］ に開 く。塔部外面下位 に稜を持 つ。 ヘラナデ。脚部内面 ナデ。師部 内面 橙色 覆土下層

E　　 8．3 剥離。 普通 二次焼成

5

高　　 塔 D ［14月］ 裾部及 び杯部一部欠損。脚 部はラッパ 脚部外面へ ラナデ。内面ナデ。 長石 ・石英 P 14 7　　 40％

土 師 器 E （ 8．7） 状 に開 く。 橙色

普通

覆土 下層

二次焼成
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第18A号住居跡出土遺物観察表
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図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 10 4 図

6

高　　 坪

土 師 器

E （ 8．8 ） 脚 柱 部 の破 片。エ ン タ シ ス状 を呈 す る。 外 面 剥 離 の た め調 整 法 不 明。 長 石

灰 白色

普 通

P 14 8　　 3 0 ％

覆 土上 層

7

高　　 珂こ E （ 4．5 ） 脚 部 の 破片 。 脚 部 はラ ッパ 状 に開 く。 脚 部 外 面 へ ラナ デ。 内面 ナ デ。 長 石 ・石英 P 14 9　　 2 0 ％

土 師 器 内 ・外 面 赤彩 。 にぷ い 橙色

普 通

覆 土 下 層

8

肘 A　 1 3．1 口緑部 一 部 欠 損 。 平底 。 休 部 は扁平 な 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 休 部外 面 へ 長 石 ・石 英 P 15 0　　 80 ％

土 師 器 B　 1 4．4

C　　 3 ．3

球状 を呈 し， 最 大径 を 中位 に持 つ。 口

緑部 は わず か に内管 す る。

ラ削 り後 ， ナデ 。 にぷ い黄 橙 色

普 通

覆 土 下 層

9

襲 A　 1 7．3 休部 一 部 欠 損 。 平底 。 休 部 は球状 を呈 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 休 部外 面 及 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 1 5 1　 3 5 ％

土 師 器 B　 2 5．4

C　　 4 ．6

す る。 口綾 部 は外傾 す る。 び底 部 へ ラ削 り後 ， ナ デ。 い ぷ い橙 色

普通

覆 土 下 層

10

聾 A　 1 5．6 体部 一 部 欠 損 。 平底 。 休 部 はや や縦 長 口緑 部 内 ・外面 横 ナ デ。 休 部外 面 へ 長石 ・石 英 P 15 2　　 6 0 ％

土 師 器 B　 2 8．8

C　　 3 ．9

な球 状 で ， 最大 径 を上 位 に 持 つ。 口緑

部 はわ ず か に外 傾 す る。

ラ 削 り後 ， ナ デ。 に ぷ い黄 橙 色

普通

覆 土 下 層

第 1 05 図 璽 A 【17 ．0］ 休 部 一 部 欠 損。 やや 突 出 した平 底 。 体 口緑 部 内 ・外面 横 ナ デ 。体 部 外 面 へ 長 石 ・石 英 ・雲母 P 15 3　　 6 0 ％

1 1 土 師 器 B　 3 0 ．4

C　　 7．3

部 は球 状 を呈 し，最大 径 を中 位 に 持 つ。

口緑 部 は外 反 す る。

ラ 削 り後 ， ナ デ。 にぷ い褐 色

普 通

覆 土 下 層

12

賓 B （2 2 ．8） 口緑 部 欠損 。 や や突 出 した平 底 。 休 部 体 部 外 面 へ ラ削 り後 ， ナ デ。 内 面 に 長 石 ・石 英 P 15 4　　 9 5 ％

土 師 器 C　　 6．8 はや や 扁平 な球 状 を呈 し，最 大 径 を中

位 に持 つ。

輪 横 痕 を残 す。 にぷ い黄 橙色

普 通

覆 土 下層
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第105図 賓 A　 ‾17．6 底部及び体部下位欠損。体部はやや扁 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 155　　 40％

13 土 師 器 B （21．8） 平な球状を呈する。口緑部は外反する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

床面

14

襲 A　 16．8 体部一部欠損。やや突出した平底。体 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 156　　 45％

土 師 器 B　 26．4

C　　 5．3

部はやや縦長な球状で，最大径を中位

に持つ。口緑部はわずかに外反する。

ラ削り後，ナデ。 灰黄橙色

普通

覆土下層

第 104図 聾 A　 16．0 体部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内面横位のへラナデ。下位に 長石 P 157　 声0％

15 土 師 器 B （15．9） 部は外傾する。 指頭圧痕を残す。体部外面へラ削

り後ナデ。休部内面に輪積痕を残す。

にぷい樺色

普通

覆土下層

第105図 小 型 聾 A ［13．2］ 体部から口緑部にかけての破片。口緑 体部外面へラ削り後，ナデ。内面剥 長石・石英 P 158　　 10％

16 土 師 器 B （ 7．5） 部は外傾する。 離。 にぷい橙色

普通

覆土下層

二次焼成

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地　 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 105 図 17 土　　　　 玉 3．1 2．2 0．8 17．5 覆土下層 D P 34

18 土　　　　 玉 3．6 3．5 0．7 36．3 覆土下層 D P 35

19 土　　　　 玉 （3．6） 3．9 （0．8） （24．3） 覆土下層 D P 37

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 106図20 砥　　　 ・石 12．2 8．7 7．1 990．4 覆土中層 Q 79砂岩

図版番号 種　　　　 別

計　 測　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 106 図 21 臼　　　　 玉 0．4 0．－2 0．2 覆土下層 Q 80　 滑石

22 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 81 滑石

23 白　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 覆土下層 Q 82　 滑石

24 臼　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 覆土下層 Q 83　 滑石

25 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土下層 Q 84　 滑石

26 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．1 覆土下 層 Q 85　 滑石

27 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．1 覆土下層 Q 86　 滑石

28 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土下層 Q 87　 滑石

29 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 88　 滑石

30 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 覆土下層 Q 89　 滑石

31 白　　　　 玉 0．5 0．1 0．1 覆土下層 Q 90　 滑石

32 白　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 覆土下層 Q 91 滑石

33 臼　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 覆土下層 Q 92　 滑石

34 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．4 覆土下層 Q 93　 滑石

35 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．3 覆土下層 Q 94　 滑石

36 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．3 覆土下層 Q 95　 滑石

37 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．3 覆土下層 Q 96　 滑石

38 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．3 覆土下層 Q 97　 滑石

39 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 98　 滑石

40 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 99　 滑石

41 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q lO　 滑石

42 白　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q lO　 滑石

43 白　　　　 玉 0．6 ‾　0．3 0．2 覆土下層 Q lO2 滑石 ’

44 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q lO3 滑石

45 白　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 覆土下層 Q lO4 滑石
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図版 番号 種　　　　 別

‾計　 測　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm）

第 106 図 46 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2　＿ 覆土下層 Q lO5 ・滑石

47 白　　　 ・玉 0．5 ・0．3 0．2 覆土下層 Q lO6　 滑石

48 ・ 白　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 ．Q lO7　 滑石

49 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．2 覆土下層 Q lO8　 滑石

50 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q lO9　 滑石

51 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q llO　 滑石

52 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 ．Q lll 滑石

53 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 112　 滑石

54 臼　　　　 玉 0．5 0「3 0．2 覆土下層 Q 113　 滑石

55 臼．　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 114　 滑石

56 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 115　 滑石

57 白　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 116　 滑石

58 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 覆土下層 Q 117　 滑石

59 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 118　 滑石

6‾0 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 119　 滑石

61 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 覆土下層 Q 120　 滑石

62 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．1 覆土下層 Q 12 1 滑石

63 臼　　　 一　玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 122　 滑石

64 臼 ．　　 玉 0．6 0．3 0－．2 覆土下層 Q 123 ‾滑石

65 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 覆土下層 Q 124　 滑石

66 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 125　 滑石

67 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土下層 Q l率　 滑石

68 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土下層 Q 127　 滑石

69 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2＿－ 覆土下層 Q 128　 滑石 ‾

70 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土下層 Q 129 ‾’滑石

71 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 覆土下層 Q 130　 滑石

72 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 13 1 滑石

第18B号住居跡（第107図）

位置　調査区西部，D4fl区。

重複関係　本跡の上部に，北西壁，南西壁を同じくして第18A号住居跡が検出されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．56m，短軸5．46mの方形である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は78～86cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅18～42cm，下幅2～12cm，深さ4～16cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）の前方に，長径72cm，短径58cmの楕円形で，高さ8cmほどの硬化し

た高まりがみられる。そのほかは平坦で，炉の周囲及び主柱穴の内側が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径54～70cmの円形で，深さ86～102cmであり，規模と配置から主柱

穴と考えられる。P5は径22cmの円形で，深さ22cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

炉　PlとP4を結んだ線上の中央に位置する。長径72cm，短径42cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめて

いる。
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第107図　第18B号住居跡実測図

覆土　9層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。1層はしまりがあり，第18A号住居跡の

貼り床であると思われる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小プロッタ・粒子中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロッ

ク微量

9　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
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遺物　土師器片116点，臼玉15点，石製模造品1点（勾玉）が出土している。第108図2の土師器坪が西コー

ナー部の覆土下層から，1の椀が北東壁寄り，3の高塀が北東壁際と中央部に散在して，4の高杯及び7の完

形の椀が正位で北コーナー部から，5の高塀が南東壁際，6の高塀が北東壁際の床面から出土している。また，

8の勾玉が北東壁寄り，9～23の臼玉が南コーナー部寄りから南東・南西壁にほぼまとまって床面から出土し

ている。なお，滑石の細片（6．4g）が床面から覆土下層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第18B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 10 8図 椀 A　 1 2．0 口綾部一一部欠損。丸底。休部 は内管 し 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石・雲母・スコリア P 15 9　　 90 ％

1 土 師 器 B　　 7．6 て立ち上が り，口緑部 は外反する。ロ ラ削 り後，ナデ。内面 ナデ。内面剥 浅黄橙色 床面

縁部内面 に稜 を持つ。 離。 普通

2

坪 A　 l l．4 ロ緑部一部欠損。平底。体部 は内攣 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 長石 ・石英 P 16 0　　 6 0 ％

土 師 器 B　　 5．3

C　　 2．8

て立ち上が り，口緑部 はほぼ直立す る。 ラ削 り後，ナデ。 内面 ナデ。内面剥

離。

橙色

普通

覆土下層

3

高　　 塀 A　 2 0．2 脚部欠損。珂こ部は内攣 して立ち上が り 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 1 6 1　 5 0 ％

土 師 器 B （ 5．8） 口綾部 に至 る。珂こ部外面下位 に稜 を持 ラ削 り後，ナデ。内面 ナデ。内面剥 にぷい黄橙色 床面

つ。珂こ部外面中位 に研磨痕 と思われ る

痕跡 を残す。

離。 普通 二次焼成

4

高　　 珂こA　 19．2 脚部欠損。師部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面へ 長石 ・石英 P 1 62　　 4 5 ％

土 師 器 B （ 5．3） 口緑部 に至 る。師部外面下位に弱 い稜 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 橙色 床面

を持 つ。 離。 普通 二次焼成
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 苛．形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 108図 高　　 坪 A　 21．0 脚部及び口緑部一部欠損。坪部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 163　　 40％

5 土 師 器 B （6．2） して立ち上がり，口緑部に至る。塔部 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 いぷい樺色 床面

外面下位に稜を持つ。 離。 普通 二次焼成

6

高　　 坪 B （5．5） 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英にぷい P 164　　 40％

土 師 器 D ［14．3］

E　　 6．4

外面に研磨痕と思われる痕跡を残す。 デ。 樺色

普通

床面

二次焼成

7

椀 A　 lO．4 突出した平底。休部は内攣して立ち上 体部外面へラ削り後，ナデ。ナデ内 長石 ・石英・雲母 P 165　 100％

土 師 器 B　　 6．3

C　　 4．5

がり，口緑部はわずかに外反する。 面ナデ。体部外面中位に輪積痕及び

籾痕を残す。

橙色
普通

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出土 地 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 108図8 勾　　　　 玉 （1．5） 0．9 1．3 － （0．5） 床面 Q 132　滑石

図版 番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土 ‾　地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 108 図 9 臼　　　　 玉 ‾ 0．5 ．0．3 0．2 床面 Q 13 3　‾滑石

10 臼　　　　 玉 0．5 0．1 0．2 床面 Q 13 4　 滑石

11 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 13 5　 滑石

12 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 13 6 ・滑石

13 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 13 7　 滑石

14 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0・，1 床面 Q 13 8　 滑石

15 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 13 9　 滑石

16 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 1－40　 滑石

17 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 14 1 滑石

18 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 床面 Q 14 2 ・・滑石 ．

19 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 14 3　 滑石

20 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 14 4　 滑石

21 臼　 r　　　 玉 0．5 0．′2 0．2 床面 Q 14 5 ・滑石

22 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0・寧 床面 Q 14 6　滑石

23 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 14 7　滑石

第19号住居跡（第109・110図）

位置　調査区東部，D4a4区。

規模と平面形　長軸6．94m，短軸6．65mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は57～68cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅16～30cm，下幅4～9cm，深さ6～16cmで，断面形はU字状及びⅤ字状である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。北壁・西壁際に焼土塊及び炭化材がみられる。

ピット　4か所（Pl～P4）。P3・P4は，径16cmの円形，Plは長径46cm，短径32cmの楕円形で，深さ62～70

cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P2は径34cmの円形，深さ46cmであり，位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りにある。長径68cm，短径58cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめている。

炉床は赤変硬化している。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。
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④）

第110図　第19号住居跡遺物出土状況

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　にぷい赤褐色　ローム小ブロック中亀　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，煉土粒子・炭化物少量

4　褐　　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

5　褐　　色　ローム粒子多星　ローム小ブロック中量，炭化物・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片994点，砥石2点　臼玉10点，石製模造品2点（剣晶1点，有孔円板1点），不明鉄製品1点が

出土している。第111図7の相が覆土中から，5の高坪が中央部，10の小形梁が北西コーナー部の覆土下層

から，1の坤が北東コーナー部，2・3の高塀が北西コーナー部，4の高塀が北壁際，6の埠が西壁際，8の婆

が北壁際，9の賓が南壁際の床面から出土している。また，11・12の砥石，24の有孔円板が覆土中から，18

の臼玉が両壁寄りの覆土下層から，13～17・19～22の白玉が，13～15は覆土下層，その他は床面の，北西

コーナー部から北・西壁際にかけて散在した状態で出土している。23の剣形晶が東壁際の床面から出土して

いる。25の不明鉄製品が南壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　壁際に焼土塊及び炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形

態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形 ．の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ．考

第 111図 杯 ‘ A ＿12．5 口緑部一部欠損。平底。休部は内攣 し 白線部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 166　　 80％

1 土 師 器 B　　 4．7 て立ち上が り，口緑部は外反する。口 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 明赤褐色 床面

C　　 3．1 緑部内面に稜を持つ。 離。 普通 二次焼成 ．

．2

高　　 塔 A ［18．8］ 裾部及び脚部一部欠損。脚部はラシバ 口緑部内 ・外面横ナデ。師部及び脚 長石 ・雲母 ． P 167　　 70％

土 師 器 B　 15．3 状を呈する。塔部は内攣して立ち上が 部外面へラ削 り後，ナデ。内面ナ にぷい樺色 ・・ 嘩面

D ［16．5］

E　　 9．4

り，口緑部に至る。坪部外面下位に雇

を持つ。坪部外面中位及び脚部内面に
研磨痕 と思われる痕跡を残す。

デ。 普通

3

高　　 塔 A ．17．8° 脚部及び口緑部の⊥部欠損。坪部は内 口縁部内 ・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英 P 168　　 50％

土 師‘器 B （6．9）・攣して立ち上がり，口緑部はほぼ直立 ラ削り後，ナデ。一部へラ磨き。内 にぷい褐色 床面
する。坪部外面下位に稜を持つ。 面ナデ。内・外面煤付着。 普渾 二次焼成

4

高　　 坪 B （5．9） 脚部から坪部下位にかけての破片。脚 脚部外面へラ削り後，へラ磨き。内 長石 ・．石英 P 169　　 20％

土 師 器 E （6．3） 部はハの字状に開く。 面ナデ。外面剥離。 樺色
普通 ．

床面

二次焼成

5

高　　 塔
土 師 器

E （5．0） 脚部の破片。脚部はハの字状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石 ，石英

いぷい橙色
普通

P 170　 10％

覆土下層．

二次焼成

6

柑 A ［8．3］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 内・外面剥離のため調整法不明。内 ・長石 ・石英 P 17 1　 20％

土 師 器 B （7．9） は扁平な球状を呈 し，最大径を中位に 外面剥離。 にぷい黄橙色 床面

持つ。口緑部は外傾する。 普通 二次焼成

7

柑 B （6．2） 口緑部－一部 欠損。平底。体部 は扁平な 休部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 172・　 70％

土 師 器 C　　 3．9 球状を呈し，最大径を中位に持つ。口 ラナデ。 にぷい橙色 覆土中層

緑部は外傾する。 普通 ‾ 二次焼成

8

聾 A ［17．6］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面及 長石 ・．雲母 P 173　　 40％

土 師 器 B （19．4） は球状を呈する。口緑部はわずかに外

反する。

び頸部へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色

r普通

床面

9

襲 A　 15．3 口緑部の破片。口緑部は外反する。 口縁部内 ・外面横ナデ。頸部へラ削 長石 P 174　 10％

土 師 器 B （5．9） り後，ナデ。 にぷい橙色
普通

床面 ．＿

10

小 形 賓 A ［11．1］ 体部から口縁部にかけての破片。体部 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 175　　 25％

土 師 器 B （9．9） は球状を呈する。口緑部は折 り返し口

緑で，外反する。

ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 黒褐色

普通

覆土下層

図版番号 種．　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 111図11 砥　　　　 石 12．3 2．4 1．9 166．3 覆土中 Q 148　凝灰岩

12 砥　　　　 石 （5．6） 2．4 1．8 （94．0） 覆土中 Q 149　砂岩

図版番号 種　　　 劉
計　 測　 値

出　 土　 r地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 11 1 図 1 3 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 1 5 0　 滑石

14 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 r覆土下層 Q 1 5 1 滑石

15 白　　　　 玉 0．5 乱立 0．2 覆土下層 Q 1 5 2　 滑石

16 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．3 覆土下層 Q 1 5 3　 滑石

17 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 覆土下層 Q 1 5 4　 滑石

18 臼　　　　 玉 0．4 0．2 0．1 覆土下層 Q 1 5 5　滑石

19 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 床面 ．Q 1 5 6　滑石

20 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．1 床面 Q 1 5 7　滑石

21 臼　　　　 玉 ． 0．5 0．2 0．2 床面 Q 1 5 8　滑石

22 臼　　　　 玉 0．3 0．2 0．1 床面 Q 1 59　 滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出 土 地 点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 111図23 剣　 形　 晶 3．9 1．2 0．2 d．2 1．9 床面 Q 160　滑石

－162　－



実穀寺子遺跡1

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第 111図 24 有　 孔　 円　 板 2．9 2．7 0．2 2．3 覆土中 Q 16 1 滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 111図 25 不 明 鉄 製 品 3．4 0．8 0．2 1．4 覆土下層 M 7

第20号住居跡（第112図）

位置　調査区東部，D4d4区。

規模と平面形　南西部が一部撹乱により壊されているが，長軸5．44m，短軸4．60mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は15～23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

I　　　　　可匝

5　　3　　　　4　　　　　1　　6　　　　　　　2

第112図　第20号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1
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第113図　第20号住居跡出土遺物実測図

壁溝　本跡を検出した範囲においては全周する。上幅18～26cm，下幅4～12cm，深さ6～12cmで，断面形は

U字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（Pl）のまわりから溝d・eに区切られる範囲で，長軸128cm，短軸96cmの方

形で，高さ6cmほどの硬化した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝か

ら中央部に向かって延びる溝6条を検出した。東壁下から3条（a・b・C），南壁下から2条（d・e），西壁下

から1条（f）の溝がそれぞれ中央部に向かっている。長さ104～114cm，上幅12～28cm，下幅6～18cm，深

さ8～12cmで，断面形はU字状である。溝eは補助柱穴と考えられるP2につながっている。南壁及び東壁・

西壁寄りに焼土塊がみられる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，径22cmの円形で，深さ57cmであり，南北軸に斜めに掘り込まれている。位

置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は長径24cm，短径18cmの楕円形，深さ24cmであり，位

置から補助柱穴と考えられる。P3は，径70cmの円形，深さ5cmであり，その性格は不明である。

炉　2か所。溝eの延長線上の北壁寄りに炉1，そこから東寄りの北壁際に炉2が検出された。炉1は径46cm，

炉2は径36cmの円形で，掘り込みはほとんどなく，炉床は赤変硬化している。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック少量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック中量

3　黄褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　ローム小ブロック微量

遺物　土師器片171点，土玉2点，臼玉3点が出土している。第113図1の土師器高坪が南壁際及び西壁寄り

に散在した状態で，2の高塀が北壁際及び東壁寄りに散在した状態で，3の嚢が西壁寄り，4の賓が両壁寄り

の，それぞれ床面から出土している。また，6の土玉が南壁際の覆土中層から，5の土玉が北西コーナー部の

床面から出土している。8の白玉が南壁際，9の白玉が東壁寄りの覆土下層から，7の臼玉が西壁際の床面か
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実穀寺子遺跡1

ら出土している。

所見　南壁際及び東壁・西壁寄りに焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，

遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第113図 両　　 杯 A　 18．3 口緑部及び裾部一部欠損。・脚部はラツ 口緑部内．・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 P 176　　 70％

1 土 師 器 B　 13．4 パ状を呈する。坪部は内攣して立ち上 ラ削り後，ナデ。脚部外面へラナデ。樺色 床面

D ［14．7］

E　　 7．7

がり，口縁部はわずかに外反する。坪

部外面下位に弱い稜を持つ。

坪部及び脚部内面ナデ。内面剥離。 普通 二次焼成

2

高　　 坪

土 師 器
D　 17．7
E　　 8．9

脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石 ・石英

にぷい黄樺色
普通

蒜　 4墜

3

襲 A　 15．0 体部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内＿・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 178　 10％

土 師 器‘B （ 7．8） 部は外反する。 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい褐色

普通

床面

4

聾 A ［18．1］ 体部から口緑部にかけての破片。口縁 口緑部内・外面横ナデ。口緑部外面 長石 ・石英 P 179　　　 5％

土 師 器 B （7．6） 部は外反する。 下位横位のへラナデ。外面剥離。 にぷい樺色

普通

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　 測　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考

径‾（cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第113図 5 土　　　　 玉 3二7 3．8 1．2 41．5 床面 D P 38

6 土　　　　 玉 （4．1） 4．1 （0．9） （30．－8） 覆土中層 D P39

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm ）

第 11 3図 7 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 床面 Q 16 2　 滑石

8 臼　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 覆土下層 Q 16 3　 滑石

9 白　　　　 玉 0．6 0．3 0．1 覆土下層 Q 16 4　 滑石

第21号住居跡（第114図）

位置　調査区東部，D4f7区。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸3．72m方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は47～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅22～34cm，下幅4～16cm，深さ6～8cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）の前方に，長軸120cm，短軸46cmで高さ4cmほどの硬化した高まりがみ

られる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径70cm，短径48cmの楕円形，深さ28cmである。底面は平坦で，断面形

は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量
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第114図　第21号住居跡実測図

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径26～30cmの円形，P4は長径42cm，短径34cmの楕円形で，深さ50～

72cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長径46cm，短径32cmの楕円形，深さ27cmであり，

位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線の外側で，Pl寄りに位置する。長径56cm，短径42cmの楕円形で，床面を6cm掘りく

ぼめている。

覆土　11層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　暗褐色

6　暗褐色
7　極暗褐色

8　褐　　色

9　暗褐色
10　暗褐色

炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

11褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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第115図　第21号住居跡出土遺物実測図

遣物　土師器片487点，土玉2息　軽石1点，臼玉1点，石製模造品1点（勾玉）が出土している。第115図5

の土師器高塀が覆土中から，4・6の高杯が南東コーナー部，7の賓が両壁寄りの覆土中層から，1の坪が南壁

際の覆土中層及び西壁際の覆土下層に散在した状態で，2の椀が西壁際，3の坪が南西コーナー部の覆土下層

から出土している。また，8の土玉が北西コーナー部の覆土下層から出土している。10の臼玉が覆土中から，

11の勾玉が西壁際の覆土下層から，9の軽石が貯蔵穴の覆土中から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 15 図 坪 A　 1 5．1 口緑部一部欠損。平底。休部 は内管 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 18 0　　 8 0％

1 土 師 器 B　　 5，4

C　　 3．9

て立ち上が り， 口緑部 に至 る。 ラ削 り後， ナデ。内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 115図 椀 A ［12．5］ 口緑部一部欠損。平底b 体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲母 P 181　 70％

2 土 師 器 B　　 6．2 て立ち上がり，口緑部は外反する。口 ・ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 にぷい橙色 覆土下層

C　　 3．4 縁部内面に稜を持つ。 離。 ‘普通

3

坪 A　 13．6 底部から口縁部にかけての破片。丸底。口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・スコリア P 182　　 50％

土 師 器 B　　 5．6 体部は内攣して立ち上がり，口緑部は ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 にぷい褐色 覆土下層

ほぼ直立する。 離。 普通

4

高　　 坪 A　 19．6 坪部の破片。坪部は外傾して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 ・雲母 P183　　 45％

土 師 器 B （‾6．6） り，口緑部は外反する。塔部外面下位 ラ削り後，ナデ。下位に輪埴痕を残 にぷい黄樺色 覆土中層

に弱い稜を持つ。 す。内面ナデ。 普通

5

高　　 塀

土 師 器
E （10．2） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石・石英

いぷい橙色
普通

P 184　　 30％
覆土中

6

高　　 塔 E （6．4） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く‾。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。内面 長石・石英 ・雲母 P 185　　 20％

土 師 器 に指頭圧痕及び輪積痕を残す。 にぷい得色

普通

覆土中層

7

賓 A ［20．0］ 体部及び口縁部の一部欠損。突出した 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P 186　　 40％

土 師 器 B （21．3）

C ．8．1

平底。休部は球状を呈する。口緑部は

外反する。

ラ削り後∴ナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土中層

図版番号－ 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
径‘（cm ） r長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第115図 8 土　　　　 玉 3．9 3．6 ． 1．d 43．3 覆土下層 D P40

図版番号 種　　　　 別
計　　　 珂　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 115図9 軽　　　　 石 4．6 2．4 1．8 2．9 貯蔵穴覆土中 Q 165

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 つ直

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第 115図10 臼　　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土中 Q 166　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値

出土 地 点 備　　　 考
長さ （cm） 幅 （云m） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 115図11 勾　　　　 玉 1．7 1．2 0．5 0．2 1．3 ． 覆土下層 Q 167　滑石

第22号住居跡（第116図）

位置　調査区東部，D4h9区。

規模と平面形　長軸5．82m，短軸5．19mの方形である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は52～64cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁　溝本跡の検出範囲は巡っている。上幅20～32cm，下幅4～12cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状であ

る。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）の前方に，長径144cm，短径74cmの楕円形で，高さ6cmほどの硬化した

高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝から中央部に向かって延びる溝

3条を検出した。北東壁下から1条（a），，南西壁下から2条（b・C）の溝がそれぞれ中央部に向かっている。

長さ134～172cm，上幅20～24cm，下幅8～16cm，深さ12～18cmで，断面形はU字状である。
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第116図　第22号住居跡実測図

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径82cm，短径52cmの楕円形で，深さは38cmである。底面は平坦で，断面

形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径50cm，短径40cmの楕円形，深さ74～84cmであり，規模と配置か

ら主柱穴と考えられる。P5は径22cmの円形，深さ28cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。
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第117図　第22号住居跡出土遺物実測図
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炉　PlとP4を結んだ線上のPl寄りに位置する。長軸70cm，短軸12cmの不定形で，床面を6cm掘りくぼめて

いる。

覆土　7層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子。ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子多量

遺物　土師器片1226点，土玉2点，石製模造品2点（有孔円板）が出土している。第117図1の土師器塔が正

位で，12の小形賓が横位で，ともに北東壁際の溝a脇から，2の高塔が南東壁際，3の高塀が北西壁際，6の

高杯，10の賓が北東壁寄り，9の壷が北西壁寄りの覆土下層から出土している。7の婆が南東壁際，8の壷が

西コーナー部付近の溝C脇から，11の賓が東コーナー部の貯蔵穴脇の床面から出土している。4の高塀が北東

壁寄りの床面と貯蔵穴の覆土上層に散在している。5の高塔がP2の覆土中層から出土している。また，14の

土玉が覆土中から，13の土玉が南西壁際の覆土上層から，15の有孔円板が西コーナー部付近の溝C脇，16の
l

有孔円板が南コーナー部付近の溝b脇の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考 ▼

第 117図 坪 A　 12．4 口綾部一部欠損。平底。休部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 187　　 90％

1 土 師 器 B　　 5．5 て立ち上がり，口緑部に至る。 ラ削 り後，ナデ。外面赤彩。内面剥 明赤褐色 覆土下層

C　　 4．0 離。 草通 二次焼成

2

高　　 塔 A　 15．8 脚部及び口緑部の－一部欠損。師部は外 口緑部内 ・外面横ナデ。師部外面へ 長石 ・雲母 P 188　　 35％

土 師 器 B （4．4） 傾して立ち上が り，口緑部に至る。坪 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色 覆土下層

部外面下位に稜を持つ。 普通 二次焼成

3

高　　 ゴ不 A ［17．8］・‘脚部及び口緑部の一部欠損。坪部は内 口縁廓内 ・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 ・雲母 P 189　　 30％

土 師 器 B （6．3） 攣して立ち上が り，口緑部に至る。坪 ラ削り後，ナデ。内面剥離。 にぷい橙色 覆土下層

部外画下位に稜を持つ。中位に研嘩痕

と患われる痕跡を残す。

普通 二次焼成

4

高　　 坪 B （12．0） 脚部から塔部下位にかけての破片。脚 坪部外面へラ削 り後，ナデ。脚部外 長石 ・石英 P 19d　　 60％

卓 師 器 亭 （9・9） 部はラッパ状に開 く。師部は外傾して 面へラナデ。内面ナデ。 にぷい黄橙色 床面 ・貯蔵穴覆

立ち上がる。杯部外面下位に稜を持つ。 普通 土上層

5

高　　 坪 B （9．7） 脚部の破片。脚部は円柱状を呈する。 外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 長石 ・石英 P 191　 30％

土 師 器 E （8．1） 裾部に籾痕が残る。 外面摩耗。 樺色

普通

P 2の覆土中層

二次焼成

6

高　　 塀 D　 15．2 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈し， 内 ・外面へラナデ。 長石 ・雲母 P 192　　 40％

土 師 器 E （8．0） 裾部が上方へわずかに反 り返る。 灰褐色

普通

覆土下層

7

賓 B （20．5） 体部の破片。．体部は球状を呈すると思 休部外面へラ削り後，へラナデ。内 長石 P 193　 10％

土 師 器 われる。 面へラナデ。内面に輪積痕が残る。 にぷい黄橙色

普通

床面

8

七宝E A　 16．3 口緑部の破片。口緑部は折り返し口緑 口緑部内 ・外面横ナデ。頸部へラ削
長石・石英・スコリア P 194　 10％

土 師 器 B （5．0） で，外反する。内面に籾痕が残る。 り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

床面

－171－
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・．焼成 備　 考

第 117図 士雲亘 A　 18．0 口緑部の破片。口縁部は折り返し口緑 口緑部内・外面横ナデ。頸部へラ削 長石 P 195　 10％
9 土 師 器 B （7．0） で，外反する。 り後，ナデ。内面に輪積痕が残る。 にぷい黄橙色

普通
覆土下層

10

襲 A ［15．8］ 休部から口緑部にかけての破片。口緑 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 196　　 20％
土 師 器 B （12．4） 部は外反する。 ラナデ。内・外面剥離。 明赤褐色

普通
覆土下層

二次焼成

11

襲 B （12．8） 底部から体部中位にかけての破片。底 体部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ‾長石 ・石英 P 197　　 50％
土 師 器 C　　 7．7 部は突出した平底。休部は内攣して立 デ。内面に輪積痕が残る。外面煤付 にぷい黄樺色 床面

ち上がる。 着。 普通 二次焼成

12

小 形 賓 A　 11．3 体部の一部欠損。丸底。体部は球状を 口緑部内‾・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 198　　 80％
土 師 器 B　 lO．8 呈する。口緑部は外反する。口緑部内 ラ削り。体部外面上位に輪積痕か残 にぷい橙色 覆土下層

面に弱い稜を持つ。 る。外面摩耗。煤付着。 普通 二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径　 （cm ） 長さ （cm） ．孔径 （cm）． 重量 （g）

第 117図131 土　　　　 玉 （3．1） 3．0 0．8 （10．6） 覆土上層 D P43

14 土　　　　 玉 （2．9） 2．8 （0．6） （8．6） 覆土中 D P 44

図版番号 種　　　　 別
計 ‘　　 測　　　　 値

出　 土 地　 点 備　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 117図 15 有　 孔　 円　 板 2．1 0・3 0．2 2．8 覆土下層 Q 168　滑石

16 有　 孔　 円　 板 3．0 0．4 0．2 5．3 覆土下層 Q 169　滑石

第23号住居跡（第118図）

位置　調査区東部，D5h3区。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸5．16mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は48～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅18～32cm，下幅4～13cm，深さ10～16cmで，断面形はU字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）の周囲に，長軸134cm，短軸66cmの不定形で，高さ8cmほどの硬化した
1

高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。南東壁下から中央部に向かって延び

る溝1条（a）が検出れた。長さ128cm，上幅20cm，下幅10～16cm，深さ16cmで，断面形はU字状である。

南西壁際及び北東壁寄りに焼土塊が，北コーナー部付近に炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径82cmの円形で，深さは50cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状で

ある。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化材・炭化物微量
3　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子中量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径24～30cmの円形，深さ90～104cmであり，規模と配置から主柱穴

と考えられる。P5は長径30cm，短径20cmの楕円形，深さ71cmであり，位置から出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りに位置する。長径82cm，短径64cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめて

いる。
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第118図　第23号住居跡実測図
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第119図　第23号住居跡出土遺物実測図（1）
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実穀寺子遺跡1

炉土層解説

1暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量

2　褐　色　焼土小ブロック・粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

3　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　9層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム粒子・ローム小ブロック微量

4　褐　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物・粒子少量，焼土粒子・炭化材微量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・粒子・ローム粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片846点，軽石3点，臼玉1点，敲石1点が出土している。第119図2の土師器高塔が東コーナー

部，13の賓が北コーナー部の覆土中層から，7の高塀が南東壁寄りの覆土下層から出土している。9の賓が北

コーナー部と西コーナー部，1の高塀が北コーナー部と南コーナー部に散在した状態で，3の高塀が東コーナー

部と西コーナー部に散在した状態で，14の賓が北コーナー部と西コーナー部に散在した状態で，4の高塔が

南コーナー部，5の高塔，8・10の寮，11の壷が北コーナー部，6の高塀が西コーナー部の床面から出土して

いる。12の嚢が貯蔵穴の覆土下層から出土している。また，16～18の軽石，19の臼玉が覆土中から，15の

敲石が中央部の床面から，20の不明鉄製品が覆土中から出土している。

所見　南西壁際及び北東壁寄りに焼土塊が，北コーナー部付近に炭化材がみられることから，焼失家屋と考え

られる。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第119図 高　　 坪 A　 17．0 脚部はラッパ状を呈する。師部は内攣 口緑部内・外面横ナデ。坪部及び脚 長石 ・石英 P 199　　 98％

1 土 師 器 B　 13．5

D　 12．7

E　　 7．6

して立ち上がり，口緑部に至る。 部外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。にぷい橙色

普通

床面二次焼成

2

両　　 杯 A　 16．7 坪部の破片。坪部は内攣して立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。j不部外面へ 長石 ・雲母 P 200　　 35％

土 師 器 B （5．7） り，口緑部はわずかに外反する。 ラ磨き。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中層

二次焼成

3

南　　 塔 A ［17．2］ 坪部の破片。師部は内攣して立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英 P 20 1　 35％

土 師 器 B （7．3） り，口緑部に至る。塔部外面下位に稜 ラ削り後，ナデ。内面ン＼ラ磨き。内 黒色 床面

を持つ。 面黒色処理。 普通

第 120図 高　　 坪 A ［20．2］ 杯部の破片。塔部は内攣して立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英 P 202　　 15％

4 土 師 器 B （6．3） り，口綾部は外反する。坪部外面下位 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 橙色 床面

に稜を持つ。 普通 二次焼成

第 119図 高　 ．塔 D　 14．7 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈し， 内 ・外面へラ削り後，ヘラナデ。外 長石 ・石英 ・雲母 P 203　　 50％

5 土 師 器 E （7．9） 裾部が上方にわずかに反り返る。一 面赤彩。 灰褐色

普通

床面

6

高　　 坪 D　 13．4 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。 外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 長石 ・雲母 P204　　 30．％

土 師 器 E （ 7．2） 内・外面剥離。 灰褐色

普通

床面

．二次焼成

7

高　　 坪 D （11．8） 脚部の破片。脚柱部はハの字状に開く。 脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英 P205　　 30％

土 師 器 E （ 7．1） デ。 黄橙色

普通

覆土下層

二次焼成

8

襲 A　 17．3 体部一部欠損。突出した平底。体部 は 口緑部内 ・外面横ナデ。頸部及び体 長石 ・スコリア P 206　　 90％

土 師 器 B　 28．2
C　　 8．0

球状を呈する。口緑部は外反する。 部へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色

普渾

床面

－176　－



実穀寺子遺跡1

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 119図 襲 A　 15．6 底部欠損。体部は球状を呈する。口緑 口緑部内・外面横ナデ。休部へラ削 長石 P207　　 70％

9 土 師 器 B （26．0） 部は外反する。 り後，ナデ。 明褐色

普通

床面

第 120図 襲 B （23．5） 底部及び口縁部の一部欠損。休部は球 体部外画へラ削り後，ナデ。内・外 長石・スコリア P 208　　 40％

10 土 師 器 状を呈する。口緑部は外反する。 面剥離。 にぷい黄橙色
普通

床面

第119図 士宜E A　 22．2 1口緑部の破片。。緑部は折り返し口緑 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ ．長石・石英・雲母′P 209　 15％

11 土 師 器 B （8．7） で，外反する。 ラ削り後，ナデ。外面に指頭圧痕が にぷい黄橙色 床面

残る。内面ナデ。 普通 二次焼成

12

襲 A　 20．2 口緑部の破片∴口緑部は外反する。 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 210　 15％

土 師 器 B （6．1） ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴覆土下層

二次焼成

13

賓 A　 20．0 口緑部の破片。口緑部は外傾する。 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ 長石 ・雲母 P 211　 10％

土 師 器 B （6．9） ラ削り後，ナデ。内・外面剥離。

J

にぷい橙色

普通

覆土中層

二次焼成

14

襲

土 師 器

B （31．4） 体部の破片。体部は球状を呈する。 体部外面へラ削り後，－ナデ。 長石

にぷい黄橙色
普通

P 212　　 30％

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出 土 地 濾 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 120 図 15 敲　　　　 石 8．3 7．0 6．2 508．0 床面 Q 170　安 山岩

16 軽　　　　 石 5．5 2．8 1．2 7．3 覆土 中 Q 171

17 軽　　　 ＿　石 3．2 3．4 3．2 7．8 覆土 中 Q 172

18 軽　　　　 石 3．0 1．8 1．2 1．1 覆土中 Q 173

函版番号 種　　　 加
計　 測　 値

出　 土　 地　 点． 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第120図19第 白　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土中 Q 174　滑石

図版番号　－ 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 120図20 不明鉄製 品 （4．7） 0．8 0．6 （1．8） 覆土中 M 8

第24号住居跡（第121図）

位置　調査区中央部，D4eo区。

規模と平面形　長軸3．73m，短軸3．57mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は62～70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅11～28cm，下幅4～12cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である。

床　平坦であり，北西コーナー部付近から中央部にかけて踏み固められている。特に中央部がよく踏み固めら

れている。北西コーナー部付近及び中央部に焼土塊・炭化材がみられる。

炉　西壁寄りに位置する。長径62cm，短径40cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめている。

覆土　7層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。
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／／／／瑠
第121図　第24号住居跡実測図

l

－1＿ll－

‾‾‾l　‾「‾て

第122図　第24号住居跡出土遺物実測図

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小プロッタ・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量
5　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小プロッタ少量，炭化粒子微量
7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片96点，土玉1点が出土している。第122図5の土師器壷が覆土中から，2の高坪が東壁際の覆

土中層から，1の高塔が北コーナー部と北壁寄りに散在した状態で，4の埠が北東コーナー部と北壁際に散在

した状態で，3の高杯が南西コーナー部の覆土下層から出土している。また，6の土玉が覆土中から出土して

いる。
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実穀寺子遺跡1

所見　北西コーナー部付近及び中央部に焼土塊・炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本

跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 俸　 考

第122図 坪 A　 17．2 杯部の破片。塔部は内攣して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ 長石・石英 P 213　　 30％

1 土 師 器 B （6．1） り，口緑部に至る。塔部外面下位に弱 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 にぷい樟色 覆土下層

い稜を持つ。 離。 普通 二次焼成

2

高　　 塀 D ［13．4］ 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面へラナデ。内面ナデ。脚部 長石・雲母 P 214　　 25％

土 師 器 E　 lO．0 内面上位にゴ不部の差込跡と思われる 明褐灰色 覆土中層

痕跡が残る。 普通 二次焼成

3

高　　 ゴ不 B （5．8） 脚柱部の破片。ハの字伏に開く。外面に 脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石・石英 P 215　　 20％

土 師 器 E （4．5） 貫通 しない穿孔が1 か所みられる。 デ。 黒色

普通

覆土下層

二次焼成

4

肘 A　　 8．3 体部及び口緑部一部欠損。平底。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 216　　 70％

土 師 器 B　 lO．3 は扁平な球状を呈し，最大径を中位に ラ削り後，ナデ。内・外面に輪積痕 にぷい橙色 覆土下層

C　　 3．2 持つ。口緑部は外傾する？ が残る。内面剥離。 普通

5

士雲亘 A　 26．0 口緑部の破片。口縁部は折り返し口縁 口縁部内・外面横ナデ。内面へラナ 長石 ・石英 P 217　　　 5％

土 師 器 B （7．0） で，外反する。 デ。 にぷい黄橿色

普通

覆土中

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 124図6 土　　　　 玉 （3．1） 3．1 （0．6） （12．1） 覆土中 D P45

第25号住居跡（第123図）

位置　調査区西部，E5a2区。

規模と平面形　長軸5．36m，短軸4．42mの長方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は18～29cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅10～20cm，下幅4～12cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状及びⅤ字状である。

床　出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸182cm，短軸104cmの不定形で，高さ4cmほどの硬化

した高まりがみられる。そのほかは平坦で，全体的に軟弱である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径60cmの円形で，深さは22cmである。底面は平坦で，断面形は鉢状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

3　明褐色ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径18～20cmの円形，深さ40～52cmであり，配置から主柱穴と考えら

れる。P5は長径50cm，短径38cmの楕円形，深さ22cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りに位置する。長径78cm，短径54cmの楕円形で，床面を7cm掘りくぼめて

いる。炉床は赤変しており一部に硬化した面がみられる。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化物少量
3　赤褐色　焼土粒子多量，炭化物微量
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1m
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第123図　第25号住居跡実測図

L＿　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　！

覆土　3層からなり，ロームブロック・粒子を含む人為堆積である。

土居解説

1褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片614点，土玉1点が出土している。第124図1の土師器坪が西コーナー部，7の婆が北西壁際の

覆土上層から，5の村が東コーナー部，9の甑が北東壁際の覆土中層から，3の高塀が西コーナー部，4の高

坪が南コーナー部の覆土下層から，2の高塀が南西壁寄り，6の肇が北東壁寄り，8の壷が南東壁際と北西壁

寄りに散在した状態で，床面から出土している。10の土玉が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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第124図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

二一一　　…
0　　　　　　　　　　　10cm

仁一　；　　＿」

図版番号 器　種 計測値（om） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第124図 珂こ A ［11．8］底部からロ緑部にかけての破片。丸底。ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P218　　 25％

1 土師器B　　5．5 休部は内攣して立ち上がり，口緑部は

直立する。

ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土上層

2

高　　 杯 B （4．2）坪部の破片。坪部は外傾して立ち上が杯部外面へラ削り後，ナデ。内面剥 長石・石英 P219　　 20％

土師器 る。塔部外面下位に稜を持つ。 離。 にぷい黄橙色

普通

床面

二次焼成

3

高　　 坪 B （9．4）脚部欠損。脚柱部はハの字状に開く。脚部外面へラ削り後，へラナデ。内 長石・石英 P220　　 55％

土師器 D　 13．8 外面に研磨痕と思われる痕跡及び籾痕面へラナデ。内・外面剥離。 にぷい橙色 覆土下層

E　　8．0 が残る。 普通 二次焼成

4

高　　 坪 D　 12．5 脚部の破片。脚部は円柱状を呈すると脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石・石英 P221　　 30％

土師器 E （5．3）思われる。裾郡は上方へわずかに反りデ。内・外面剥離。 にぷい黄橙色 覆土下層

返る。 普通 二次焼成

5

柑 B （6．0）休部の破片。休部は扁平な球状を呈す体部外面へラ削り後，ナデ。内面剥 長石・石英 P222　　 20％

土師器 る。 離。 にぷい橙色

普通

覆土中層

二次焼成

6

嚢 A ［19．0］休部から口綾部にかけての破片。休部 口緑部及び頸部内・外面に指頭圧痕 長石・雲母 P223　　 20％

土師器 B （14．3）はほぼ球状を呈する。口緑部内面に稜 が残る。頸部内・外面横位のへラナ 赤橙色 床面

を持つ。 デ。休部外面へラ削り後，ナデ。内

面ナデ。

普通 二次焼成

7

聾 A ［20．8］口緑部の破片。口縁部は外反する。 ロ縁部内・外面横位のヘラナデ。頸 長石・石英 P224　　 15％

土師器 B （7．3） 部外面へラ削り後，ナデ。 貴橙色

普通

覆土上層

二次焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （仰） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 124 図 壷 A ［18．4］ 口緑部の破片。 口緑部 は折 り返 しロ縁 口緑部内 ・外面横ナデ。 ロ緑部内 に 長石 ・石英 P225　　　 5 ％

8 土 師 器 B （ 5．1） で，外反する。 布 目痕が残 る。頸部外面へ ラ削 り後 ， にぷい橙色 床面

ナデ。 普通 二次焼成

9

甑 B （ 6．5） 底部か ら休部下位 にか けての破片。体 休部外面 へラ削 り後，ナデ。内面へ 長石 ・石英 P226　 10 ％

土 師 器 C ［ 4．7］ 部 は内管 して立 ち上が る。底部 に単孔 ラナデ。 にぷ い黄橙色 覆土 中層

を穿つ。 普通 二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 124 図 10 土　　　　 玉 3．6 3．1 0．9 28．8 覆土 中 D P46

第26号住居跡（第125図）

位置　調査区西部，C4d6区。

規模と平面形　長軸5．80m，短軸4．70mの長方形である。
＼

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は14～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，全体的に軟弱である。北壁及び東壁から中心部にかけて焼土塊がみられる。

ノ‘

二二．二
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第相国　舞踊考燵贋跡出藍遺物実測図

貯蔵究　2か所。南西コーチ一部（貯蔵穴1）及び南東コーナー部（貯蔵穴2）に検出した。貯蔵穴1は，長径

100cm，短径80cmの楕円形で，深さは26cmである。底面は平坦で，断面形はU字状である。貯蔵穴2は，径

52cmの円形で，深さは35cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状である。

貯蔵穴1土層解説

1暗　褐　色　廃土粒子少亀　炭化粒子髄ローム粒子微量

2　赤　褐　色　焼土大ブロック抄粒子多量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠　ローム粒子少亀　炭化粒子微量

4　明　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック微量

尊皇　7層からなり，ロームブロック◎粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子。炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化粒子徴義

3　暗赤褐色　廃土粒子少亀　炭化粒子⑳ローム粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少亀　焼土粒子砂炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子少亀　廃土小ブロック⑳炭化粒子傲ローム粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量

7　赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

逸物　土師器片机　息　土玉　嵐　臼玉　息　鉄鉱1点が出土している。第126図6◎7の土師器ミニチュア土

器が覆土中から，5の婆が北西コーナー部の覆土上層から，1の高塔，3の埠が北東コーナー乳　2の塀が南

東コーナー乳　4の婆が北西コーナー部及び北壁際に散在した状態で，覆土中層から出土している。また，8

の土玉が東壁寄りの覆土中層から，9の臼玉が東壁寄り，10の鎌が中央部の覆土下層から出土している。

所凰　北壁及び東壁から中央部にかけて焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時

期は　出土遺物から古墳時代中期　持世紀）と考えられる。
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形 ．の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第126図

1

高　 疎

土 師 器

D　 14．0

E （2．3）

裾部の破片。裾部はなだらかに開く。 裾部外面へラナデ。内面ナデ。 長石・雲母

にぷい橙色
普通

P 227　　 30％

覆土中層

二次焼成

2

埠 A ［10．7］ 口緑部の破片。口緑部は内攣気味に立 口緑部上位へラ削り後，ナデ。口緑 長石・雲母 P 228　　 40％

土 師 器 B （5．1） ち上がる。 部中位から下位にかけ，縦位のへラ にぷい橙色 覆土中層

ナデ。 普通 二次焼成

3

埠 B （8．6） 底部から体部にかけての破片。平底。 休部外面へラ削り後，へラナデ。内 長石 P 229　　 25％

土 師 器 休部は扁平な球状を呈する。 甲ナデ0 赤褐色

普通

覆土中層

二次焼成

4

聾 A　 18．2 体部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内・外面横ナデ。休部及び頸 長石 ・雲母 P230　 15％

土 師 器 B （8．0） 部は外反する。 部外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 樟色

普通

覆土中層

二次焼成

5

聾 A ［16．2］ 体部から口緑部にかけての破片。休部 口緑部外面横位のへラナデ。休部及 長石 ・石英 P231　 20％

土 師 器 B （20．4） はやや扁平な球状を呈し，最大径を中 び頸部外画へラ削り後，ナデ。外面 灰褐色 覆土上層

位に持つ。口緑部は外反するム 煤付着。 普通 二次焼成

6

ミニチュ欄 A ［5．0］ 坪形。底部からロ緑部にかけての破片。体部内・外面へラナデ。 長石・雲母 P232　　 25％

土 師 器 B　 l．4
C （3．0）

平底。体部は外傾して立ち上がり，口

緑部に至る。

票 や 覆土中

7

ミ⇒ アゝ増 B （ 1．4） 高塔形。脚部の破片。脚部はラッパ状 脚部外面へラナデ。 長石・雲母 P 233　 2b％

土 師 器 を呈する。 にぷい樺色

普通

覆土中

二次焼成

図版番号 種　　　 即
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地　点 備　　　　 考
径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 126図8 土　　　　 玉 3．0 3．3 0．7 26．7 覆土中層 D P 47

図版番号 種　　　　 別
計 ・測　 値

出　 土　 地　 ‾点 億　　　　　　 考
径 （cm ）． 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第 126図9 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 176　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　 ‾考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 126図10 鎌 （4．9） 1．7 0．2 （5．0） 覆土下層 ． M ．9

第27号住居跡（第127図）

位置　調査区西部，C4f8区。

規模と平面形　本跡の大部分が撹乱のため壊されており，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺5．98mは

どの方形か長方形と思われる。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は8～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，全体的に軟弱である。

炉　北西壁寄りに検出された。長軸82cm，短軸32cmの不整形で，床面はほとんど掘りくぼめられていない。

覆土　8層からなり，1・2層はレンズ状の堆積を示す自然堆積，3～8層はロームブロックを含む人為堆積であ

る。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

4　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量
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実穀寺子遺跡1
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第127図　第27号住居跡実測図

遺物　土師器片327点，土玉1点が出土している。第

128図5の土師器聾が北西壁際の覆土下層から，1

の坪，8の賓が北コーナー部付近，2の高塀，6の

聾が北西壁際，4の賓が北東壁際，3の堀が斜位で，

7の賓と北コーナー部の床面から，それぞれ出土し

ている。また，9の土玉が北コーナー部付近の覆土

下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5

世紀）と考えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

甘

！　　　；　　　i

第128図　第27号住居跡出土遺物実測図（1）

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 12 9 図 坪 A ［16 ．2］ 休 部 か ら 口綾 部 に か け ての 破 片。 休 部 休 部 外 面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ。 口綾 部 長石 ・石 英 P 23 4　　 2 0 ％

1 土 師 器 B （ 5 ．2） は 内攣 して 立 ち上 が り， 口緑部 は外 反 外 面 に指 頭圧 痕 が 残 る。 内面 ナ デ。 に ぷ い橙 色 床 面

す る。 口緑 部 内面 に稜 を持 つ。 普 通 ．二 次 焼 成
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実穀寺子遺跡1

第129図　第27号住居跡出土遺物実測図（2）
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実穀寺子遺跡1

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器、形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第 129図 高　　 塔 A　 19．6 脚部はラッパ状を呈する。塔部は内攣 口縁部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 ・雲母 P 235　 100％

2 土 師 器 B　 15．0 して立ち上かり口緑部に至る。塔部外 ラ削り後，ナデ。脚部外面へラ磨き。澄色 床面

D　 16．5

E ．　8．8

面下位に稜を持つ。 普通 二次焼成

3

柑 B （＿8．．9） 口緑部欠損。平底。体部は扁平な球状 休部外面へラ削り後，ヘラナデ。‘内 長石・石英 ・雲母 P 23．6　　 70％

土 師 器 C　　 3．2 を呈する。 面ベラナデ。内面に輪積痕が残る。 にぷい樺色

普通

床面

二次焼成

4

襲 A　 18．3 体部一部欠損。突出した平底。体部は 口縁部内・外面横ナデ。体部外面摩 長石・石英 ・雲母 P 2う7　 70％

土 師 器 B　 30．0 やや縦長な球状を呈する。口縁部は外 耗により調整法不明。外面煤付着。 橙色 床面

C　　 5．5 反する。 普通 二次焼成

5

襲 A　 15．9 底部から体部下位にかけて欠損。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部外画一 長石・石英 P 238　　 60％

土 師 器 B ．－（20．1） は球状を呈すると思われる。口緑部は 部へラ磨き。内面に輪積痕が残る。 にぷい黄橙色 覆土下層

外反する。 普通 二次焼成

第128図 襲 A　 17．0 底部及び体部から口癖細にかけて欠 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 2申　 60％

6 土 師 器 B （20．2） 損。休部は球状を呈する。口緑部はわ ラ削り後，＿ナデ。内面ナデ。 橙色 床面

ずかに外反するム 普通 二次焼成

第129図 聾 A ・20．7 底部から体部にかけて欠損。体部は球 口緑部外面へラナデ。その他　 摩耗 長石・石英 ・雲母
P240　　 40％

7 土 師 器 B （28．3） 状を呈する。口緑部はわずかに外反す のため調整法不明。 橙色 床面

る。 普通 二次焼成

8

聾 B ・．（3．5） 底部の破片。底部は突出した平底。外 外面へラ削り後，‘ナデ。外面煤付着。長石・石英 ・雲母 P241　　 5％

土 師 器 C －　7．8 面煤付着。 灰褐色

普通

床面

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値 －

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm ） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第129図9 土　　　 1玉 （3．4） 2．9 （0．7） （12．2） 覆土上層 D P 48

第28号住居跡（第130・131図）

位置　調査区西部，C4b8区。

規模と平面形　本跡の北東部分が撹乱により壊されているが，長軸5．75m，短軸5．62mの方形と思われる。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は25～33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡の検出範囲は巡っている。上幅9～22cm，下幅4～6cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状及びⅤ字

状である。

床　平坦であるが，出入り口施設に伴うピット（P5）のまわりに，長軸112cm，短軸42cmの不定形で，高さ10

cmほどの硬化した高まりがみられる。また，撹乱により一部壊されているが，中央部分に踏み固められた部

分がみられる。壁溝から中央部に向かって延びる溝2条を検出した。南壁下から1条（a），西壁下から1条（b）

の溝がそれぞれ中央に向かっている。長さ114～124cm，上幅14～26cm，下幅8～16cm，深さ8～18cmで，

断面形はU字状である。床面全体に焼土塊及び炭化材が散在している。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し寸径90cmの円形で，深さは44cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形状

である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　炭化物・粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P2・P4は，径30～42cmの円形，P3は長径42cm，短径34cmの楕円形で，深

さ90～93cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径28cmの円形，深さ16cmであり，位置か
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実穀寺子遺跡1
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第130図　第28号住居跡実測図

ら出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径58cmの円形，深さ97cmであり，その性格は不明である。

炉　PlとP4を結んだ線上のP4寄りに位置する。長径100cm，短径74cmの楕円形で，床面を4cm掘りくぼめて

いる。炉床は赤変硬化している。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土居解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

1暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子・

2　暗褐色　炭化粒子・ローム小プロッタ・粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　炭化粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材微量　　　7　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・

4　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック微量
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実穀寺子遺跡1
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第131図　第28号住居跡遺物出土状況

遺物　土師器片667点，土玉6点，軽石1点，臼玉3点が出土している。第132図3の土師器高塀が南壁際，4

の高坪が北壁寄りの覆土上層から，2の高塀が南壁際，6の賓が南東コーナー部付近の覆土中層から，1の高

坪が南壁際，5の高塀が北西コーナー部の覆土下層から出土している。また，10の土玉が覆土中から，9の土

玉が北西コーナー部付近，11の管状土錘が南壁際の覆土上層から，8の土玉が東壁寄りの覆土中層から，7の

土玉，12の管状土錘が北西コーナー部の覆土下層から出土している。13の軽石，16の臼玉が覆土中から，14

の臼玉が西壁寄り，15の臼玉が北壁寄りの覆土下層から出土している。なお，滑石の細片（4．4g）が覆土下

層から出土している。

所見　床面に，炭化材及び焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の

形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 13 2 図 高　　 坪 A　 14．4 脚部欠損。師部 は内攣 して立ち上が り 口緑部内 ・外面横ナ デ。杯部外面へ 長石 ・石英 P 24 2　　 5 0 ％

1 土 師 器 B （ 6．7） 口緑部 に至る。 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 浅黄橙色

普通

覆土下層

2

高　　 坪 A ［18．4］ 脚柱部上位 から坪部の破片。珂部 は内 口緑部内 ・外面横ナ デ。珂こ部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 24 3　　 4 0 ％

土 師 器 B （ 8．0） 管 して立ち上が り， ロ緑部 に至 る。坪 ラ削 り後，ナデ。脚部外面へ ラ削 り にぷ い黄橙色 覆土中層

E （ 1．9） 部外面下位 に弱い稜 を持つ。 後ナ デ。 普通

3

高　　 塀 A ［2 0．4］ 坪部の破片。師部 は内攣 して立 ち上が ロ緑部内 ・外面横ナデ。口緑部外面 長石 ・石英 ・雲母 P 24 4　　 2 0％

土 師 器 B （ 6．4） り，口緑部 に至 る。師部外面 に研磨痕 に指頭圧痕 が残 る。珂部外面へ ラ削 橙色 覆 土上層

と思われる痕跡が残 る。 り後，ナデ。 普通
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実穀寺子遺跡1
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第132図　第28号住居跡出土遺物実測図

口 計測値 （ ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

因版番号

第 13 2 図

4

器　 種

高　　 坪

土 師 器

P　　　　 Cm

D ［15．3］

E （ 7．9）

脚部 の破片。脚部 はラッパ状 を呈す る0 脚部外面へ ラナデ。内面ナデ。
長石 ・石英 ・雲母

橙色

普通

P 24 5　　 3 0 ％

覆土上層

二次焼成

5

高　　 坪 D ［1 2．5］ 脚部の破片。脚部 はラッパ状を呈 する0
脚部外面 へラ削 り後 ，ナデ。内面ナ 長石 ・石英 ・雲母 P 2 4 6　　 4 0％

覆土下層
土 師 器 E　　 8．2

デ。 にぷ い橙色

普通

長石 ・石英

にぷい橙色

P 24 7　　 8 5 ％

覆土中層

6

聾 A　 16．1 底部欠損。休部 はやや扁平な球状 を呈
ロ緑部内 ・外面横ナ デ。

土 師 器 B （26．2） する。 □緑部 は外反す る。 普通

図版番号 種　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出 土 地 点

覆土下層

覆土中層

覆土上層

備　　　 考

径 （c m ） 長 さ （cm ） 孔径 （om） 重 量 （g ）

2 5．3

3 1，6

3 1．0

第 1 32 図 7 土　　　　 玉 3．2 3．3 0，8 D P 4 9

8 土　　　　 玉 3．5 3．4 0．9 D P 50

P9 土　　　　 玉 3，5 3．2 0，7 D　 5 1
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実穀寺子遺跡1

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm）‘ 重 量 （g ）

第 13 2図 10 土　　　　 玉 3．6 3．7 0・¢ 40．2 覆土中 一 ・D P 52

1 1 管 ．状 土 錘 2．‾7 4．0 0．6 32．5 覆土上層 D P5 3

1 2 管　 状 土 錘 （2．3） 4．1 （1．0） （11．2） 覆土下層 D P5 4

図版番号 ．種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 132図13 軽　　　　 石 5．1 4．5 2．9 11．5 覆土中　　　　　　　 一 Q 177

図版番号 ．種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm）

第 13 2 図 14 ・白　　　　 玉 0．4 0．2 0．1 覆土下層 Q 17 8　 滑石

15 ’臼 ・　　　 玉 0．6 0．3 0．2 覆土下層 Q 17 9　 滑石

16 ．臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土中 Q 18 0　 滑石

第29号住居跡（第133・134図）

位置　調査区西部，C4a6区。

規模と平面形　長軸7．89m，短軸6．33mの長方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は24～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東及び西コーナー部，、北西壁，南東壁の一部を除いて巡っている。上幅18～28cm，下幅4～18cm，深さ

6～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。壁溝から中央部に向かって延びる溝5条を検出した。北東壁下から2条（a・b），南東壁下か

ら1条（C），南西壁下から2条（d・e）の溝がそれぞれ中央部に向かっている。長さ92～150cm，上幅14～

22cm，下幅4～12cm，深さ5～16cmで，断面形はU字状である。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径102cm，短径86cmの楕円形で，深さ48cmである。底面は平坦である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，径32～36cmの円形，深さ59～86cmであり，規模と配置から主柱穴と

考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上のPl寄りに位置する。長径74cm，短径60cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼ

めている。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

3　黒　色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

6　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック・粒子微量

7　赤樺色　焼土大ブロック多量
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第134図　第29号住居跡実測図（2）
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第135図　第29号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片672点，土玉1点，臼玉1点，鎌1点が出土している。第135図1の土師器椀が東コーナー部，

6の埠が南コーナー部の覆土中層から，4の高塀が北コーナー部の床面から出土している。3の高塀が貯蔵穴

の覆土中層，5の高坪，7の婆が貯蔵穴の覆土下層から，2の杯が貯蔵穴の底面から出土している。また，8の

土玉が覆土中から，9の臼玉が東南壁際の覆土中層から，10の鎌が覆土中から出土している。
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所見　南コーナー部に炭化材がみられることから，本跡は焼失住居と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態

や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 借．考

第135図 椀 A　 12．9 平底。体部は内攣して立ち上がり，ロ 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 248　　 98％

1 土 師 器 B　　 6．7 緑部は外反する。口緑部内面に稜を持 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内・外 橙色 覆土中層

C　　 3．6 つ。 面剥離。 普通 二次焼成

2

坪 A　 13．0 口緑部一部欠損。平底。休部は内攣し 口縁部外面横ナデ。体部外面へラ削 長石 ・石英・雲母 P 249　　 85％

土 師 器 B　　 4．5 て立ち上がり，口緑部はわずかに内傾 り後，ナデ。内面剥離のため調整法 明赤褐色 貯蔵穴底面

C　　 4．2 する。口縁部外面‘に弱い瞳を持つ。 不明。内・外面剥離。 普通 二次焼成

3

高　　 坪 A　 16．7 脚部はラッパ状を呈する。坪部は内攣 口緑部外面横ナデ。坪部及び脚部外 長石 ・石英 P 250　 100％

土 師 器 B　 13．7 して立ち上がり，口緑部に至る。杯部 面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。塔 にぷい黄橙色 貯蔵穴覆土中層

D　 14．8

E　　 7．9

外面下位に稜を持つ。 部内面剥離。 普通

4

高　　 坪 A　 17．3 脚部一部欠損。脚部はハの字状に開く。口緑部内・外面横ナデ。坪部及び脚 石英 ・雲母 P 251　 70＿％＿

土 師 器 B （11．0） 師部は内攣気味に立ち上がり，口緑部 部外面ベラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい褐色 床面

E （5．4） に至る。塔部外面下位に弱い稜を持つ。 普通 二次焼成

5

高　　 坪 A　 17．1 脚部欠損。坪部は内攣して立ち‘上がり，口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英 P 252　　 50％

土 師 器 B （6．0） 口緑部に至る。坪部外面下位に稜を持 ラ削り後，ナデ。師部外面下位の一 橙色　 p 貯蔵穴覆土下層

つ。 部に輪積痕が残る。杯部内面剥離。 普通 二次焼成

6

埠 A　　 6．1 平底。体部は扁平な球状を皇し，最大 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 253．　 98％

土 師 器 B　　 6．5

C　　 2．4

径を中位に持つ。口緑部は内攣気味に

立ち上がり，口緑部外面に弱い稜を持

つ。口緑部内面に籾痕が残る。

ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい黄樺色

普通

覆土中層

7

襲 A　 14．5 口緑部十部欠損。突出した平底。体部 口緑部外面吋旨頭圧痕及び輪積痕が 長石 ・石英 P254　　 90％

土 師 器 B　 19．9 は球状を呈する。口緑部はわずかに外 残る。頸部及び底部外面へラ削り後， にぷい黄橙色 貯蔵穴覆土下層

C　　 7．7 反する。 ナデ。体部外面剥離のため調整法不

明。体部内面に輪積痕が残る。

普通 二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 135図8 土　　　　 玉 2．9 2．8 0．9 20．7 覆土中 D P 55

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第 135図9 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 覆土中層 Q 181 滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考

′長さ‾（cm）1 幅 （cm ） 厚さ （dm） 重量 （g）

第 135図10 鎌 （15．1） 2．8 0．7 （50．3） 覆土中 M lO

第30号住居跡（第136図）

位置　調査区西部，C4ao区。

規模と平面形　長軸3．12m，短軸2．97mの方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は18～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，特に硬化面はみられない。

炉　ほぼ中央に位置する。長径68cm，短径52cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめている。
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第136図　第30号住居跡実測図
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第137図　第30号住居跡出土遺物実測図

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　明褐色　ローム粒子多量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示す自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片396点，臼玉1点が出土している。第137図1の土師器高塀が東壁際の覆土中層から，2の相が

中央部の覆土下層から出土している。また，3の臼玉が中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （彿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第137図 高　　 塔 E （8．8） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開 く。脚部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石 ・石英 P 255　　 40％

1 土 師 器 ラナデ。 に率い黄樺色

普通

覆土中層

二次焼成

2

柑 A ［10ユ］ 口緑部の破片。口緑部は外傾する。 口緑部内 ・外面横ナデ。口縁部外面 長石 P 256　　 30％

土 師 器 B （6．2） 下位に縦位のへラナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　 測 ・値

出　 土　 地 ‘点 備　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第 137図3 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 覆土下層 Q 182　滑石

第31号住居跡（第138図）

位置　調査区西部，B4h8区。

規模と平面形　北東部が撹乱により壊されており，正確な規模と平面形は不明であるが，長軸5．91m，短軸5．

90mの方形と思われる。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は60～95cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡の検出範囲は巡っている。上幅18～25cm，下幅6～12cm，深さ6～12cmで，断面形はU字状であ

る。

床　平坦であり，出入り口施設に伴うピット（P4）のまわりと中央部が踏み固められている。壁溝から中央部

に向かって延びる溝5条を検出した。南東壁下から2条（a・b），南西壁下から3条（C・d・e）の溝がそれ

ぞれ中央部に向かっている。長さ116～160cm，上幅12～28cm，下幅4～16cm，深さ4～10cmで，断面形は

U字状である。溝aはPlに，eはP3に，それぞれ主柱穴と考えられるピットにつながっている。南東南西・

北西壁際に焼土塊が，北西壁際に炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径102cmの円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，断面形はU字状であ

る。

貯蔵穴土層解説

1極明赤褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子多量，炭化物少量

2　赤　褐　色　焼土粒子・ローム粒子多量，炭化粒子中量，炭化物少量
3　褐　　　色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径31～38cm，短径24～34cmの楕円形，深さ72～76cmであり，規

模と配置から主柱穴と考えられる。P4は径34cmの円形，深さ12cmであり，位置から出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

炉　北西壁寄りに位置する。長径102cm，短径68cmの楕円形で，床面を5cm掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック・粒子微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物微量

覆土　6層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　廃土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロ

ック微量
6　暗赤褐色　焼土大ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子微量
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第138回　第31号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1

遺物　土師器片1329点，須恵器片1点，土玉1点，臼玉2点が出土している。第139図2・3の土師器塔及び

11の壷，12の甑が覆土中から，さらに，4の椀が北西壁際の覆土上層から，9の堀が北西壁際，13の賓が南

東壁際の覆土中層から，1の塔，5の高塀が南コーナー部，14の肇が南東壁際の覆土下層から出土している。

6・7の高塔が北西壁際，8の高塀が南西壁際，10の相が中央部の床面から出土している。また，15の土玉及

び17の剣形晶が覆土中から，16の砥石が北西壁寄りの覆土中層から出土している。なお，滑石の細片（5．4g）

が覆土中から出土している。

所見　壁際の床面に焼土塊がみられることから焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物

から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第31号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・痍成 備　 考

第139図 坪 A　 13．1 口緑部一部欠損。平底。休部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英・雲母．P 257　　 95％

1 土 師 器 B　　 6．1 て立ち上がり，口緑部はほぼ直立する。 ラ削り後，ナデ。内面剥離のため調 にぷい樟色 覆土下層

C　　 5．3 整法不明。 普通 二次焼成

2

j不 A ［13．2］ 体部から口繹部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。師部外面へ 長石 P 258　 15％

土 師 器 B （4．1） 部は内攣して立ち上がり，口緑部は外 ラ削り後，ナデ。内面へラ磨き。 赤褐色 覆土中

反する。口緑部内面に稜を持つ。 普通 二次焼成

3

坪 A ［12．8］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英 P 259　　 20％

土 師 器 B （4．4） 部は内攣して立ち上がり，口緑部は外 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい黄樺色 覆土中

反する。口緑部内面に稜を持つ。 普通 二次焼成

4

椀 B （ 4．9） 体部から口縁部にかけての破片。体 体部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 P 260　 15％

土 師 器 部は内攣して立ち上がり，口緑部は外

反する。口緑部内面に稜を持つ。

デ。 橙色

普通

覆土上層

5

高 ・坪 A　 16．3 裾部及び口緑部一部欠損。脚部はラッ 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 26 1　 95％

土 師 器 B　 16．8 パ状を呈する。塔部は内攣して立ち上 ラ削り後，ナデ。脚部外面へラナデ。 にぷい黄橙色 覆土下層

D　 l．4．2

E　　 9．3

がり，口緑部に至る。師部外面下位に

弱い稜を持つ。

内面ナデ。師部内面剥離。 普通 二次焼成

6

高　　 塀 A　 19．3 脚部欠損。坪部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 262　　 40％

土 師 器 B （6．6） 口緑部に至る。坪部外面下位に稜を持 ラナデ。内面ナデ。・坪部内面剥離。 橙色 床面

つ。 普通 二次焼成

7

高　　 塔 A ． 18．7 脚部欠損。杯部は外傾して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。ゴ不部外面へ 長石・石英・雲母 P 263　　 30％

土 師 器 B （7．3） 口緑部に至る。塔部外面下位に稜を持 ラ削り後，ナデ。坪部内面剥離。 にぷい黄橙色 床面

つ。 普通 二次焼成

8

高　　 塔 E （8．0） 脚部の破片。脚柱部はエンタシス状を 脚柱部へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石・石英・雲母 P264　　 25％

土 師 器 呈する。 デ。 橙色

普通

床面

二次焼成

9

柑 A　 11．3 口緑部一部欠損。平底。体部は扁平な 口緑部内・外面横ナデ。頸部及び体 長石・石英 P 265　　 95％

土 師 器 B　 15．3 球状を呈 し，最大径を中位に持つ。口 部外面へラ削り後，ナデ。 橙色 覆土中層

C　　 3．7 緑部は内攣して立ち上がる。 普通 二次焼成

10

肘 B （6．2） 体部の破片。体部は扁平な球状を呈す 頸部及び体部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 P 266　　 30％

土 師 器 る。 内面に輪積痕が残る。 にぷい橙色

普通 ＿

床画

11

・＝Er月亘 A ［18．5］ 口縁部の破片。口緑部は折り返し口緑 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面へ 長石 P 267　　　 5％

土 師 器 B （4．0） で，外傾する。 ラナデ。口縁部外面に指頭圧痕が嘩

る。

橙色 ・
普通

覆土中

12

甑 B （2．4） 底部の破片。突出した平底。底部中央 底部外面へラナデ。 長石 P 268　　 5％

土 師 器 C ［8．2］ にやや大きめの1 孔を穿ち，その回り

に複数の穿孔をしたものと思われる。

にぷい橙色

普通

覆土中

13

寮 A　 15．7 口緑部一部欠損。平底。体部は球状を 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 269　　 85％

土 師 器 B　 17．3 呈する。口緑部は外傾する。 ラ削り後，ナデ。内面に輪積痕が残 橙色 覆土中層

C　　 5．3 る。 普通 二次焼成

14

賓 A　 14．5 底部欠損。体部は球状を呈する。口緑 内・外面剥離のため調整法不明。 長石 ・石英 P270　　 60％

土 師 器 B （13．3） 部は外傾する。 橙色

・普通、

覆土下層

二次焼成
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実穀寺子遺跡1

図版 番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第 139 図 15 土　　　　 玉 3．9 3．1 0．8 27．0 覆土中 D P 56

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土 地　 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 139 図 16 砥　　　　 石 8．4 6．9 5．2 32 1．4 覆土中 Q 18 3　砂岩

図版番号 種　　　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 139 図 17 剣　 形　 晶 3．8 1．9 0．3 0．2 3．5 覆土中 Q 18 4　滑石

第32号住居跡（第140図）

位置　調査区西部，B5h2区。

規模と平面形　撹乱により南部が壊されているため，正確な規模と平面形は不明であるが，一辺6・38mほどの

方形か長方形と考えられる。

主軸方向　N－150－E

－　200　－

第140図　第32号住居跡実測図



実穀寺子遺跡1

llIl二－ニ

第141図　第32号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は63cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡の検出範囲において西壁下の一部を除いて巡っている。上幅22～40cm，下幅4～17cm，深さ4～6

cmで，断面形はU字状である。

床　平坦であり，検出された範囲で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，径12cmの円形で，深さ80cm，P2は径32cmの円形で，深さ62cmであり規

模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　PlとP2を結んだ線上のPl寄りに位置する。長径60cm，短径48cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼ

めている。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，煉土粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中プロッタ中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物微量

遺物　土師器片647点，石製紡錘車1点が出土している。第141図1の土師器高塀が西壁際，2の高塀が北壁寄

り，3の聾が東壁際の床面から出土している。また，4の石製紡錘車が北壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第32号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 14 1図

1

高　　 塀

土 師 器

D　 14．7

E　　 9．2

脚部の破片。脚部 はラ ッパ状 に開 く。 脚部内 ・外面へ ラナデ。 長石 ・雲母

にぷい橙色
普通

P 27 2　　 4 0％

床 面
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実穀寺子遺跡1

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 141 図 高　　 坪 D　 15．2 脚部の破片。脚部 はラッパ状 に開 く。裾 脚部外面へ ラナデ。内面へラ削 り及 長石 ・雲母 P 273　　 40 ％

2 土 師 器 E （ 7．3） 部 は上方にわずかに反 り返 る。脚部外

面 に研 磨痕 と思われる痕跡が残 る。

びへラナデ。 にぷい橙色

普通

床面

3

襲 B （14．5） 底部か ら休部にか けての破片。突出 し 休部外面へ ラ削 り後，ナデ。 長石 P 27 4　　 30 ％

土 師 器 C　　 8．0 た平底。休部 は内攣 して立 ち上が る。 にぷい橙色

普通

床面

図版 番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 14 1図 4 紡　 錘　 車 5．2 1．1 0．7 4 5．1 覆土下層 Q 185

第33号住居跡（第142図）

位置　調査区西部，E5a7区。

規模と平面形　長軸3．23m，短軸2．72mの長方形である。

主軸方向　N－520－E

壁　壁高は10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，特に硬化面はみられない。南東壁寄りから中央部にかけて焼土塊がみられる0

ピット　Plは，径56cmの円形，深さ45cmであり，その性格は不明である。

覆土　覆土が浅く，堆積状況については不明である。
土居解説
1褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片95点が出土している。第142図1の土師器高坪が北西壁寄りの覆土上層から出土している0

所見　南東壁寄りから中央部にかけて焼土塊がみられることから，本跡は焼失住居と考えられる0本跡の時期

は，出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第142図　第33号住居跡実測図・出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

E24．0m　・・一

㌦－「
0　　　　　　　　　　　　　　2m

上＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第142図高　　塀E（5．7）脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部内・外面へラナデ。 長石・石英 P275　　30％

1 土師器 師部外面に籾痕が残る。 にぷい黄橙色

普通

覆土上層
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実穀寺子遺跡1

第35号住居跡（第143図）

位置　調査区西部，E5cl区。

規模と平面形　長軸2．40m，短軸2．34mの

方形である。

主軸方向　N－430－E

壁　壁高は10～18cmで，ほぼ垂直に立ち上

がる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に軟弱である。

東コーナー部付近に焼土塊がみられる。

覆土　2層からなるが，覆土が浅く，堆積状

況については不明である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片31点が出土しているが，い

ずれも細片であり図示できるものはない。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代

中期と考えられるが正確な時期は不明である。

．〇b＼l

旦＿24．4m

サ　可

1　　　　　　　　　　1

第143図　第35号住居跡実測図

第36号住居跡（第144図）

位置　調査区西部，D4f3区。

規模と平面形　長軸2．89m，短軸2．41mの長方形である。

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は5～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　やや凹凸があり，中央部から南西部にかけて踏み固

められている。北西壁寄りに焼土塊がみられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，径35cmの円形で，深

さは28cmである。底面は平坦で，断面形はU字状で

ある。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子多量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示す自然堆積で

ある。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，

2　褐　色　ローム粒子少量，

3　褐　色　ローム粒子少量，

4　褐　色　ローム粒子中量

炭化粒子微量

炭化粒子微量

炭化粒子微量

遺物　土師器片208点砥石1点が出土している。第145

図2の土師器賓が北西壁寄りの覆土上層から，3の賓

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［－　1　　」

与等「』＝∃＝∃m
第144図　第36号住居跡実測図
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実殻寺子遺跡1

フ′フ

（

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿　　；　　　［

第145図　第36号住居跡出土遺物実測図

が南東壁よりの覆土下層から，1の賓が西コーナー付近，4の小形肇が中央部の床面から出土している。また，

5の砥石が北西壁際の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ＿・焼成 備　 考

第 14 5 図 襲 A　 1 5．3 休部か ら口縁部 にかけての破片。ロ緑 ロ緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 へ 長石 ・雲母 P2 7 6　　 25 ％

1 土 師 器 B （1 2．6） 部 は外傾 する。 ラ削 り後， ナデ。 淡赤橙色

普通

床面

二次焼成

2

聾 A ［1 8．9］ 口緑郡 の破片。 口緑部 はわずか に外反 口緑部 内 ・外面横 ナデ。頸部外面 へ 長石 ・石英 ・雲母 P2 7 7　　 5 ％

土 師 器 B （ 4．9） す る。 ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土上層

3

襲 A ［1 8．0］ 休部か ら口緑郡にかけての破片。口緑 □緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 長石 ・石英 ・雲母 P2 7 8　　 2 0 ％

土 師 器 B （1 1．0） 部は外反す る。 ラ削 り後， ナデ。休部 内面 に輪横痕 橙色 覆土下層

が残 る。 普通 二次焼成

4

小 形 賓 A ［1 2．6］ 休部か らロ緑部にかけての破片。口緑 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P2 7 9　　 3 0 ％

土 師 器 B （ 7．7） 部はわずか に外反する。休部外面に籾 ラ削 り後， ナデ。体部 内 ・外面に輪 にぷい橙色 床面

痕が残 る。 横痕 が，頸部外面 に指頭圧痕が残 る。 普通 二次焼成

図版 番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 1 45 図 5 砥　　　　 石 14．2 9．4 1．1 20 4．2 覆土上層 Q 18 6　粘板岩
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実穀寺子遺跡1

第38号住居跡（第146図）

位置　調査区西部，D4f4区。

規模と平面形　西コーナー部のほかは撹乱

により壊されているため規模は不明であ

る。平面形は方形か長方形と思われる。

主軸方向　［N－210－E］

壁　壁高は8～22cmで，ほぼ垂直に立ち

上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径66cm

の円形，深さ29cm，P2は長軸80cm，短

軸68cmの不定形，深さ15cm，P3は径

46cmの円形，深さ66cmであり，いずれ

もその性格は不明である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示

す自然堆積である。

旦2空－
2

第146図　第38号住居跡実測図

！‥＿＝二

0　　　　　　　2m

L一一・‥　I　・・一十∃

土層解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片823点が出土している。第147図2の高塀が覆土中から，3の高塔が逆位で，5の肇とPlの覆

土上層から，1の杯が正位，4の賓が横位でPlの覆土中層から，6の肇が逆位でP3の覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第147図 坪 A ［12．8］ 底部から口緑部にかけての破片。平底。ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲母 P 281　 40％

1 土 師 器 B　　 4．7

C　　 3．0

体部は内攣して立ち上がり，口緑部に

至る。

ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

P l覆土中層

2

両　　 杯 B （8．3） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開くと 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石・石英 P 282　　 40％

土 師 器 E （6．5） 思われる。外面中位に貫通しない単孔

を穿つ。また，研磨痕と思われる痕跡

が残る。

にぷい樺色

普通

覆土中

1

3

両　　 杯 D ［16．8］ 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面剥離のため調整法不明。内 石英 ・P 283　　 2．0％

土 師 器 E （8．1） 面ナデ。 橙色

普通

P l覆土上層

4

襲 A　 19．7 体部の一部欠損。平底。体部は球状を 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 284 ・　 90％

土 師 器 B　 25．5

C　　 7．0

呈する。口線部は外反する。 ラ削り後，ナデ。体部内面に輪積痕

が瑳る。

にぷい樺色
普通

P l覆土中層

5

襲 A　 13．7 突出した平底。体部は球状を呈する。 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 285　　 80％

土 師 器 B　 27．9

C　　 8．0

口緑部は外反する。 ラ削り後，ナデ。 にぷい樺色

普通

P l覆土上層

6

襲 B （20．2．） 体部 ・口緑部の「部及び底部欠損。体 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 393　　 70％
土 師 器 部は球状を呈する。口縁部は外反する。 ラ削り後，ナデ。内面剥離ム にぷい橙色 P3覆土中層

体部中位よりやや上方に単孔を穿つ。 普通 二次焼成
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実穀寺子遺跡1

第147図　第38号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡（第148図）

位置　調査区西部，D3j9区。

規模と平面形　長軸2．97m，短軸2．63mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は12～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，中心部が踏み固められている。中央部付近に焼土塊がみられる。

貯蔵穴　2か所。東壁際南部（貯蔵穴1）及び東壁際北部（貯蔵穴2）で検出した。貯蔵穴1は，径66cmの円形

で，深さは40cmである。底面は平坦で，断面形はU字状である。貯蔵穴2は，長径66cm，短径51cmの楕円

形で，深さは42cmである。底面は平坦で，断面形はU字状である。
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実穀寺子遺跡1

E

塙。

＿旦＿

C

A24．8m

5　R8　　3　　　　　　4

第148図　第39号住居跡実測図

二

：‾l‾－：丁
第149図　第39号住居跡出土遣物実測図

貯蔵穴1土層解説

1暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

3　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

「己㌻　二二，「

可　　ql

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　「＿＿…」

＼、＼＼＼

10cm

！　　；　　一一」

貯蔵穴2土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。P2は長径30cm，短径22cmの楕円形，P3は径32cmの円形，P4は長径41cm，短径

32cmの楕円形で，深さ12～23cmであり，配置から主柱穴と考えられる。P5は径21cmの円形，深さ13cmで

あり，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。Plは長径31cm，短径21cmの楕円形，深さ14cmで，

補助柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。
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実穀寺子遺跡1

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロッ
ク微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片314点が出土している。第149図2の土師器賓が，P5の覆土中及び北壁寄りから北壁際にかけ

ての覆土下層に散在した状態で，5の賓が南壁際の覆土下層から，3の肇が南壁際，4の寮が南東コーナー部

の床面から，1の高塔が貯蔵穴2の覆土中層から出土している。なお，滑石の細片（0．7g）が覆土中から出土

している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第149図 高　　 塀 A　 19．6 脚部欠損。ゴ不部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。師部外面へ 長石 ・石英 P286　　 50％

1 土 師 器 B （7．7） 師部外面下位に稜を持つ。 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴覆土中層

2

襲

土 師 器

A　 19．9

B （5．8）

口緑部の破片。口緑部は外反する。 頸部外面へラナデ。 長石・石英

にぷい橙色
普通

P287　　 5＿％

覆土下層

3

賓 A ［18．0］ 口緑部の破片。口緑部はわずかに外反 頸部内・外面へラナデ。 長石・雲母 P288　　　 5％

土 師 器 B （5．0） する。 黒褐色

普通

床面

・4

襲

土 師 器

A ［17．7］

B （5．4）

口緑部の破片。口緑部は外反する。 口緑部内・外面へラナデ。 長石・石英

にぷい橙色
普通

P 289　　　 5％

床面

5

襲 A ［16．5］ 突出した平底。体部は球状を呈する。 口緑部外面へラナデ。 長石・石英 P 290　　　 5％

土 師 器 B （5．0） 口緑部は外反する。 にぷい橙色

普通

覆土下層

二次焼成

第40号住居跡（第150図）

位置　調査区西部，Y8g3区。

規模と平面形　長軸8．30m，短軸8．18mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は7～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に硬化面はみられない。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径46cmの円形，深さ38cmであり，P2は径26cmの円形，深さ84cmであり，配

置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　PlとP2を結んだ線の内側で，P2寄りに位置する。径58cmの円形で，床面を8cm掘りくぼめている。炉床

は赤変更化している。

覆土　6層からなる。撹乱のため堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック微量

6　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
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第150図　第40号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1

第151図　第40号住居跡出土遺物実測図
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実穀寺子遺跡1

遺物　土師器片257点が出土している。第151図1の土師器坪，2の椀がともに正位で東壁寄り，3の高坪が横

位で北西コーナー部，4の高塔，8の壷が北壁際，5の賓が北西コーナー部及び北壁際から北東コーナー部に

かけて散在した状態で，6・7の賓が北西コーナー部から北壁際にかけて散在した状態で，いずれも覆土中層

から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第40号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第 151図 坪 A　 12．0 平底。体部は内攣して立ち上がり，口 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 P 29 1　 95％

1 土 師 器 B　　 6．3 緑部は外反する。口緑部内面に稜を持 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。口 にぷい橙色 覆土中層

C　　 3．7 つ。 緑部内 ・外面赤彩。 普通 二次焼成

2

椀 A　 lO．7 平底。体部は内攣して立ち上がり，口 口緑部外面横ナデ。体部外面へラ削 長石 ・石英 ・P 292　　 95％

土 師 器 B　　 5．2
C　　 4．1

緑部はほぼ直立する。 り後，ナデ。内面ナデ。内面剥離。 にぷい樺色

普通

覆土中層

二次焼成

3

高　　 塀 A　 12．2 脚部はラッパ状を呈する。師部は内攣 口緑部外面横ナデ。杯部及び脚部外 長石 ・雲母 P 293　　 95％

土 師 器 B　 14．0 して立ち上がり，口緑部に至る。 面へラナデ。脚部内面ナデ。一杯部内 赤樟色 覆土中層

D　 15．0

E　　 8．0

面剥離。 普通 二次焼成

4

高　　 塔 D　 14．2 脚部の破片。脚部はエンタシス状を呈 口緑部内・外面横ナデ。坪部及び脚 石英 ・雲母 P 294　　 45％

土 師 器 E （7．9） し，裾部はなだらかに開く。 部外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中層

二次焼成

5

寮 A ［27．8］ 底部及び体部欠損。休部は球状を呈し 口緑部外面に指頭圧痕が残る。体部 石英 P295　　 50％

土 師 器 B （23．0） 口緑部は外反する。 外面へラ削り後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中層

6

襲 A　 17．1 体部から口緑部にかけての破片。休部 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・雲母 P 296　　 35％

土 師 器 B （26．9） は球状を呈する。口緑部は外反する。 ラ削り後，ナデ。口緑部内面剥離。 にぷい黄樺色

普通

覆土中層

7

賓 A ［20．0］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 297　　 25％

土 師 器 B （23．0） は縦長の球状を呈すると思われる。口 ラ削り後，ナデ。体部内面に輪積痕 にぷい橙色 覆土中層

綾部はわずかに外反する。 が残る。内・外面剥離。 普通 二次焼成

8

士竺E A ［20．0］ 口緑部の破片。口緑部は折り返し口緑 口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英 P 298　　 5％

土 師 器 B （6．6） で，外反する。r 橙色
普通 ．

覆土中層

二次焼成

第41号住居跡（第152図）

位置　調査区西部，Z8b6区。

規模と平面形　南東及び北西コーナー部が撹乱により壊されているが，一辺8．42mはどの方形と思われる。

主軸方向　［N－150－W］

壁　壁高は6～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。特に硬化面はみられない。

貯蔵穴　北壁際に位置し，長径76cm，短径60cmの楕円形，深さ44cmである。底面は平坦で，断面形は逆台形

状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。撹乱のため堆積状況は不明である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

3　極暗褐色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物少量
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第153図　第41号住居跡出土遣物実測図

遺物　土師器片465点が出土している。第153図2の土師器堀が覆土中から，1の坪，3の相が北コーナー部の

覆土上層から，4の饗が貯蔵穴の覆土上層から，5の肇が貯蔵穴の覆土下層及び北壁寄りの床面から散在した

状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 153図 杯 B （ 5．5） 底部から口緑部にかけての破片。平底。 口緑郡内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 P 299　　 25％

1 土 師 器 C ［ 4．8］ 休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部は

内傾する。外面に籾痕が残る。

ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 明黄褐色

普通

覆土上層

2

埠 A ［13．2］ 休部から口緑部にかけての破片。休部 口緑部外面横ナデ。休部外面へラ削 石英 ・雲母 P300　 15 ％

土 師 器 B （10．3） は扁平な球状を呈すると思われる。口 り後，ナデ。内面剥離。 橙色 覆土中

緑部は内攣気味に立ち上がる。 普通 二次焼成

3

柑 B （10．6） 休部の破片。休部は扁平な球状を呈し，休部外面へラ削り後，ナデ。内面に 長石 ・石英 P 301　 25 ％

土 師 器 最大径を中位に持つと思われる。 輪積痕が残る。 橙色

普通

覆土上層

二次焼成

4

聾 A　 28．1 体部の一部欠損。突出した平底。休部 口緑部内・外面横ナデ。体外面へラ 長石 ・石英 P 302　　 80 ％

土 師 ．器 B　 24．0 は内攣して立ち上がり，ロ緑部は外傾 削り後，ナデ。内面ナデ。内面に輪 浅黄橙色 貯蔵穴覆土上層

C　　 8．7 する。 横痕が残る。 普通

5

聾 A ［31．2］ 休部から口綾部にかけての破片。口線 頸部外面へラナデ。休部外面へラ削 長石 ・石英 P 303　 10 ％

土 師 器 B （12．2） 部はわずかに外反する。口緑部を折 り り後，ナデ。 黄橙色 貯蔵穴覆土下層

返し，器厚を増 している。 普通 ．及び床面

二次焼成

ー　213　－



実穀寺子遺跡1

第42号住居跡（第154図）

位置　調査区西部，Y8ao区。

規模と平面形　全体的に撹乱を受けており，正確な規模と平面形は不明である。比較的撹乱を受けていない調

査区域の境で確認した壁の向きから壁の方向を，土層断面と東コーナー部の角度から一辺の大きさを推定し

た。一辺5．60mはどの方形か長方形と考えられる。

主軸方向　［N－550－W］

壁　土層断面で確認した壁高は21～23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　撹乱を受けていることから残存する部分が少ないが，調査区域の境で確認されており，中心部と推定され

るところが踏み固められている。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，一部調査区域外にかかるが，長径［100］cm，短径［84］cmほどの楕円形と

思われる。深さは36cmである。底面は平坦で，断面形はU字状である。

覆土　3層からなる。4・5層は貯蔵穴の覆土である。撹乱のため堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ少量

＼＼＼ふ。
ヽ．
ヽ

＼

＼

＼　　　　　　′

＼＼　′
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第154図　第42号住居跡実測図
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第臓図　第鵬号佳贋跡出藍逸物実測図

逸物　土師器片108点が出土している。第155図2の土師器高輝が貯蔵穴の覆土下層から，1の完形の塔，3の

完形の肘が正位で，貯蔵穴の底面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第42号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 155図 杯 Å　 12．3 丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 304　 100％

1 土 師 器 B　　 5．4 綾部はほぼ直立する。 ラ削り後，ナデ。内面へラ磨き。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴底面

二次焼成

2

高　　 杯 A　 18．1 裾部の一部欠損。脾柱部はエンタシス 口緑部外面横ナデ。杯部及び脚部外 長石 ・石英 P 305　　 80％
土 師 器 B　 14．7 状を呈し，裾部はなだらかに開 く。塔 面へラ削り徽　 ナデ。師部内面剥離。にぷい橙色 貯蔵穴覆土下層

D ［lt 9］

E　　 8．8

部は外傾して立ち上がり，口緑部に至

る。杯部外面下位に稜を持つ。師部内

面に籾痕が残る。

普通 二次焼成

3

柑 A　　 7．8 平底。体部は扁平な球状を室し，最大 口緑部内 。外面横ナデ。休部外面へ 長石 P306　 100％
土 師 器 B　 lO」 径を中位に持つ。日経部は外傾する。 ラ削り後，ナデ。日経部内面に輪横 にぷい黄橙色 貯蔵穴底面

C　　 3．7 痕が残る。 普通 二次焼成

第鵬号健贋跡（第蟻　図）

位置　調査区南部，D3C6区。

規模と平面形　長軸6．55m，短軸6．32nlの方形である。

主軸方向　N－47ローW

壁　壁高は52～64cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　南コーナー部に，出入り口施設に伴うピット（P5）及び貯蔵穴を囲む，長軸292cm，短軸166cmの長方形

で，高さ8cmほどの硬化した高まりがみられる。そのほかは平坦で，中央部が踏み固められている。北東壁下

から中央部に向かって延びる溝1条（a）を検出した。長さ124cm，上幅20～22cm，下幅8～14cm，深さ14

cmで，断面形はU字状である。

貯蔵究　南コーナー部に位置し，長径83cm，短径62cmの楕円形で，深さは44cmである。底面は平坦で，断面

形は逆台形状である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子eローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
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第156図　第43号住居跡実測図

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は，径20～26cmの円形，P4は長径32cm，短径22cmの楕円形で，深さ58

～64cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径14cmの円形，深さ56cInであり，位置から出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　PlとP4を結んだ線上で，PlとP4の中央に位置する。長径80cm，短径50cmの楕円形で，床面を6cm掘り

くぼめている。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土小ブロック多量
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第158図　第43号住居跡出土遺物実測図（2）

覆土　10層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム中・小プロッタ・粒子少量

2　暗褐色　ローム中・小プロッタ・粒子少量　　　　　　　　　　　　7　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

3　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大・中ブロック少量　　　　8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム大プロッタ少量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　色　ローム小ブロック多量

5　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大・中ブロック少量　　　10　褐　色　ローム大・中プロッタ中量

遺物　土師器片542点，石製模造品5点（有孔円板）が出土している。第157図2の土師器高塔が南西壁際，10

の賓が南コーナー部の覆土中層から出土している。1の椀が逆位で東コーナー部，3の高坪が西コーナー部，

4の高杯が南東壁際，5の村が横位で南西壁際，6・7の相がともに斜位で西コーナー部，8の聾が逆位で南

コーナー部，9の聾が北西壁際，11の小形賓が東コーナー部及び西コーナー部に散在した状態で，いずれも

覆土下層から出土している。12の把手付婆が南西壁際の覆土下層から出土し，第46号住居跡の覆土中に散在

した状態で出土した口緑部と接合している。また，13～17の有孔円板が南東壁際の床面にまとまって出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第43号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 57 図 椀 A　 lO．6 平底。休部 は内攣 して立ち上が り，ロ ロ緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 長石 ・石英 ・雲母 P 3 0 7　 10 0 ％

1 土 師 器 B　　 5．8

C　　 3．4

緑部 はほぼ直立 する。 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層
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図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第157図 高　 密 A　 19．5 脚部欠損。坪部は外傾して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ 長石・石英・雲母 P 308　　 50％

2 土 師 器 B （5．9） 口緑部はわずかに外反する。坪部外面 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 にぷい褐色 覆土中層

下位に稜を持つ。 離。 普通 二次焼成

3

高　　 ゴ不 D　 15．0 脚部の破片。脚柱部はエンタシス状を’脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石・石英・雲母 P 309　　 40％

土 師 器 E　　 9．3 呈し，裾部は外面上方へ上がる。 デ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

4

高　　 j不 D ［15．6］ 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 石英・雲母 P 310　　 50％

土 師 器 E　 lO．3 デ。 にぷい橙色
普準 ．

覆土下層

二次焼成

5

柑 A　 12．5 平底。体部は扁平な球状を呈し，最大 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・雲母 P 311　 100％

土 師 器 B　 15．1
C　　 4．6

径を中位に持つ。口縁部は外傾する。 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

二次焼成

6

堀 A ‾10．0 平底。体部は扁平な球状を呈し，最大 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・雲母 P 312　　 95％

土 師 器 B　 11．1 径を中位に持つ。口緑部は内攣気味に ラナデ。内面に指頭圧痕が残る。 明褐灰色 覆土下層

C　　 4．5 立ち上がる。 普通 二次焼成

7

埠 A　 lO．6 底部及び口緑部の⊥部欠損。休部は扁 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 P 313　　 60％

土 師 器 B （12．7） 平な球状を呈し，最大径を中位に持つ。ラ削り後，ナデ。 にぷい橙色 覆土下層

口縁部は外傾する。 普通 二次焼成

8

襲 A　 15．7 突出した平底。体部は球状を呈する。 口緑部内・外面横ナデ。口緑部外面 長石・石英 ・雲母 P 314　 100％

土 師 器 B　 20．0 口緑部は折り返し口縁で，外傾する。 に指頭圧痕が残る。体部へラ削り後， にぷい黄橙色 覆土下層

C ． 6．1 ナデ。，内面に輪積痕が残る。内面剥

離。

普通 二次焼成

9

賓 A　 17．0 体部一部欠損。突出した平底。休部は 口緑部内・外面横ナデ。口綾部外面 長石 P 315　　 85％

土 師 器 B　 21．1 球状を皇する。口縁部は外傾して立ち に指頭厚痕が残る。体部外面へラ削 忙ぷい橙色‾ 覆土下層

C　　 7．1 上がる。 り後，ナデ。 普通

10

襲 B （13．0） 底部から体部にかけての破片。底部は 体部外面へラ削り後，ナデ。 長石・石英 P 316　　 40％

土 師 器 C　　 6．6 突出した平底。体部は球状を呈すると

思われる。

黒褐色

普通

覆土中層

11

小 形 聾 A　 11．5 体部一部欠損。突出した平底。一体部は 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 P 317　　 65％

土 師．器 B　 14．0 内攣して立ち上がり，口緑部はほぼ直 ラ削り後，．ナデ。口緑部外面に指頭 にぷい橙色 覆土下層

C　　 6．2 立する。 圧痕が，内面に輪積痕が残る。 普通

第 158図 把手付襲 A　 22．9 口緑部及び体部一部欠損。突出した平 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 P 318　　 70％

12 土 師 器 B　 19．9 底。体部は内攣して立ち上がり，口緑 ラ削り後，ナデ。 にぷい橙色 覆土下層及び第

C　　 6．5 部は外傾する。口緑部に相対して2 か

所の把手が付く。

普通 46号住居跡覆土
中

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （em ）・ 重 量 （g ）

第 15 8図 13 有　 孔　 円　 板 2．7 0．3 0．2 3．5 床面 Q 18 7　 滑石

14 有　 孔　 円　 板 2．6 0．2 0．2 2．9 床面 Q 1 88　 滑石

15 有　 孔　 円　 板 ． 2．9 0．2 0．2 3．1 床面 Q ．18 9　 滑石

16 有　 孔　 円　 板 2．6 0．2 0．2 2．4 床面 Q 19 0　 滑石

17 有　 孔　 円　 板 2．9 0．3 0．2 （3．3） 床面 Q 19 1 滑石

第44号住居跡（第159図）

位置　調査区南部，D3C4区。

規模と平面形　長軸5．04m，短軸5．01mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は58～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　貯蔵穴と，主柱穴と考えられるP3の間に，長軸164cm，短軸56cmの不定形で，高さ9cmほどの硬化した高

まりがみられる。そのほかは平坦であり，中央部が踏み固められている。北東壁下から中央部に向かって延

びる溝1条（a）を検出した。長さ120cm，上幅10～14cm，下幅4～8cm，深さ5cmで，断面形はU字状であ

る。溝aは主柱穴と考えられるP2につながっている。
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第159図　第44号住居跡実測図

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径90cm，短径66cmの楕円形で，深さは50cmである。底面は平坦で，断面

形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化物・ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P3・P4は，径34～48cmの円形，P2は長径78cm，短径52cmの楕円形で，深

さ60～84cmであり，規模と．配置から主柱穴と考えられる。P5は径14cmの円形，深さ12cmであり，位置か

ら出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径34cmの円形，深さ12cmであり，位置から補助柱穴と考

えられる。
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第160図　第44号住居跡出土遺物実測図（1）
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第161図　第44号住居跡出土遺物実測図（2）

炉　PlとP4を結んだ線の外側で，P4寄りに位置する。長径52cm，短径40cmの楕円形で，床面を14cm掘りく

ぼめている。

炉土層解説
1暗褐色　炭化粒子・ローム小プロッタ少量，焼土小ブロック微量

2　赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ少量

覆土14層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　8　極暗褐色

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小プロッタ少量，炭化粒　　9　黒褐色

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　褐　　色

3　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量　　11褐　色

4　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量　　　　　　　　　　　12　褐　色

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

6　暗褐色　炭化粒子・ローム小プロッタ・粒子少量，ローム中プ　13　褐　色

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　暗褐色

7　黒褐色　炭化粒子・ローム小プロッタ・粒子少量

炭化粒子中量，ローム粒子少量

炭化粒子中島　ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

炭化粒子・ローム中・小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少亀

焼土小プロッタ微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

遺物　土師器片514点，土玉5点が出土している。第160図6の土師器財が中央部，7の聾が東・南・北の各コー

ナー部及び北東壁寄りから北西壁際・南西壁際にかけて，8の賓が東西南北の各コーナー部付近，9の小形婆

が中央部及び北・東コーナー部・南西壁際にかけて，10の聾が中央部と北コーナー部にかけて，11の甑が北

西壁寄りから南東壁際にかけて，いずれも散在した状態で覆土下層から出土している。3・4の高坪が北西壁

寄りから北東壁際にかけての床面から散在した状態で出土している。1の坪が貯蔵穴覆土上層及び中層から，

5の高杯が貯蔵穴覆土中層から出土している。2の高杯がPlの覆土上層から出土している。また，12～14の

土玉が北東壁際の覆土下層から，15・16の土玉が北東壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第44号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 60 図 ゴ不 A ［13．6］ 底部 か ら口縁部 にかけての破片。平底。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。底部及び体 長石 ・石英 P 3 19　　 3 0 ％

1 土 師 器 B　　 5．4

C ［ 4．7］

休部 は内攣 して立ち上 が り， 口緑部 は

外反する。

部外面へ ラ削 り。内面 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴上 ・中層

2

高　　 坪 A　 20．2 裾部 欠損。脚部 はラ ッパ状 に開 くと思 口緑部内 ・外面横 ナデ。坪部外面 へ 長石 ・石英 ・雲母 P 3 20　　 6 0％

土 師 器 B （12．1） われる。脚部に単孔を穿つ。坪部は外 ラ削 り後，ナデ。脚部へ ラナデ。 内 橙色 P l覆土上層

E （ 5．9） 傾 して立ち上が り， ロ緑部 に至 る。坪

部外面下位 に稜 を持 つ。

面ナデ。杯部内面剥離。 普通 二次焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 ・形 ‾の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 160図 高　　 塔 A ［19．6］ 師部及び脚部の一部欠損。脚部はラツ 摩耗及び剥離のため調整法不明。j不 罠右・雲母 P 321　 70％

3 土 師 器 B （13．7） パ状を呈する。坪部は外傾して立ち上 ，部内面剥離・外面摩耗。 にぷい橙色 床面

E （ 7．7） がり，口緑部に至る。塔部外面下位に

弱い稜を持つ。

普通 二次焼成

4

高　　 塀 B （10．2） 師部下位から脚部にかけけての破片。 摩耗のため調整法不明。 石英 P 322　　 30．％

土 師 器 D ［16．5］ 脚部はラッパ状を呈する。坪部外面下 橙色 床面

E （‘8．5） 位に弱い稜を持つ。 普通 二次焼成

5

高　　 塀 D ［17．1］ 脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。脚部内・外面へラナデ。 石英・雲母 P 323　　 55％

土 師 器 E （8．6） 脚部外面中位に単孔を穿つ。また，研 橙色 貯蔵穴覆土中層

磨痕と思われる痕跡が残る。 普通 二次焼成

6

埠 B （9．7） 口緑部欠損。平底。体部は扁平な球状 体部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石・石英 P 324　　 50％

土 師 器 C　　 5．0 を呈し，最大径を中位に持つ。 デ。 樺色

普通

覆土下層

7

寮 A ［15．3］ 体部一部欠損。平底。体部は縦長な球 口緑部内・外面横ナデ。体部外面下 石英・．雲母 P 325　　 85％

土 師 器 B　 25．4 状を呈し，最大径を中位に持つ。口．縁 位へラ削り。内面ナデ。体部外面剥 にぷい赤褐色 覆土下層

C　　 6．5．部は外反する。 離。 普通 二次焼成

8

聾 A ［13．2］ 体部から口綾部にかけての破片。体部 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P 326　　 45％

土 師 器 B （26．7） は球状を呈する。口緑部は外傾する。 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。体部内

面に輪積痕を残す。体部内・外面剥

離。

にぷい褐色

普通

覆土下層

9

小 形 賓 A　 15．0 体部から口綾部にかけての破片。体部 口緑部内・外面横ナデ。口緑部下位 長石 ・雲母 P 327　　 40％
土 師 器 B （13．6） は球状を呈する。口緑部は外傾する。 及び体部外面へラ．削＿り後，ナデ。内‾

面ナデ。

明黄褐色

普通

覆土下層

10

襲 A　 13．2 体部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P328　　 20％

土 師 器 B （9．6） 部はわずかに外反する。 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。体 明赤褐色 覆土下層

部内面に輪積痕を残す。 普通 二次焼成

第161図 甑 A ［24．0］ 底部から口縁部にかけての破片。体部 口緑部外面に指頭圧痕が残る。休部 長石・石英・套母 P 329　 15％

11 土 師 器 B　 13．2 樟内攣気味に立ち上がり，口緑部に至 内・外面へラナデ。 にぷい橙色 覆土下層

C　　 2．5 る。底部に単孔を穿つ。折り返し口緑。 普通 二次焼成

図版 番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考 ‘

径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第 161図 12 土　　　　 玉 3．1 2．7 0．7 22．8 覆土下層 D P57

1 3 土　　　　 玉 3．1 2．5 0．7 22．1 覆土下層 ．‾D P58

1 4 土　　　　 玉 3．2 2．8 0．8 27．3 覆土下層 D P59

1 5 土　　　 ．玉 3．1 2．7 0．8 20．8 床面 D P60

1年 土　　　　 玉 3．0 2．7 0．8 20．9 床面 D P 61

第45号住居跡（第162図）

位置　調査区東部，C3fo区。

規模と平面形　長軸5．38m，短軸3．64mの長方形である。

主軸方向　N－420－E

壁　壁高は52～59cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　北西壁，南西及び南東壁の一部に巡っている。上幅14～18cm，下幅2～7cm，深さ4～6cmで，断面形は

U字状である。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。北東壁下から中央部に向かって延びる極浅い溝2条（a・b）を

検出した。長さ114cm，幅6～16cmで，断面形はU字状である。東・西・北コーナー部及び南東壁寄りに焼

土塊・炭化材がみられる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径28cmの円形，深さ11cmであり，位置から補助柱穴と考えられる。P2は南

東壁寄りに位置し，径26cmの円形，深さ30cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3
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第162図　第45号住居跡実測図

は径86cmの円形，深さ34cmであり，その性格は不明である。

炉　出入り口施設に伴うピットと考えられるP2の北西方向で，北西壁際に位置する。長径68cm，短径50cmの

楕円形で，床面を6cm掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土小プロッタ・粒子・炭化粒子少量

覆土　12層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子少量，炭化物微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中

ブロック微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量
8　褐　色　ローム小プロッタ多量，炭化粒子微量
9　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
10　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，廃土粒子・炭化物微量
11褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック

微量

6　褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片302点，臼玉1点，石製模造品1点（有孔円板）が出土している。第163図3の土師器椀が覆

土中から，2の杯が中央部，4の椀が南東壁際，5の高塀，11の増が東コーナー部，9の高坪が北西壁際，15

の埠が東コーナー部付近の覆土下層から出土している。1の塔が正位で，10の相が斜位で，12の相が正位で，

18の婆と南東壁際の床面から，6～8の高塔及び13・14の相，17の賓が北西壁際の床面から，16の賓が南

コーナー部付近から南東壁際にかけての床面から散在した状態で出土している。また，19の臼玉，20の有孔

円板が北西壁寄りの覆土下層から出土している。なお，滑石の細片（0．7g）が覆土中から出土している。

所見　床面に炭化材及び焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出

土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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第163図　第45号住居跡出土遺物実測図（1）
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実穀寺子遺跡1

第164図　第45号住居跡出土遺物実測図（2）

第45号住居跡出土遺物観察表

10cm」

0　　　　　1cl¶

L＝＝±二∃

⊂⊃こコ⊂コ20

0　　　　　　　　2cln

L．；　　＿j

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　考

第163図坪A［12．8］平底。休部は内攣して立ち上がり，白口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ長石P331　95％

1土師器B　　5．9
C　　5．2

緑部はほぼ直立する。口緑部内面に稜

を持つ。

ラ削り後ナデ。内面へラナデ。にぷい黄樺色

普通

床面

2

坪A　13．2口緑部一部欠損。平底。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英P332　　40％

土師器B　　4．9

C　　3．6

て立ち上がり，口繹部はほぼ直立する。ラ削り後ナデ。内面剥離。にぷい黄橙色

普通

覆土下層

二次焼成

3

椀A［13．0］体部から口緑部の一部欠損。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英P333　　40％

土師器B（7．3）部は内攣して立ち上がり，口緑部は内ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。橙色覆土中

傾する。 普通二次焼成

4

椀A　11．4体部から口緑部の一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ石英P334　　50％

土師器B　　6．6部は内攣して立ち上がり，口緑部は外ラ削り後，ナデ。内面ナデ。にぷい橙色覆土下層

C　　3．6反する。口緑部内面に稜を持つ。普通二次焼成

5

高　　ゴ不A　18．1裾部及び師部の一部欠損。脚柱部はエ口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ長石P335　　70％

土師器B　14．0ンタシス状を呈し，裾部はなだらかにラ削り後，ナデ。坪部内面ナデ。脚黄橙色覆土下層

D　14．5

E　　8．6

開く。師部は外傾して立ち上がり，口

緑部に至る。塔部外面下位に稜を持つ。

部外面へラナデ。脚部内面ナデ。普通二次焼成

6

高　　塔A　15．6脚柱部はエンタシス状を呈し，裾部は口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ長石・石英P336　100％

土師器B　12．2なだらかに開く。師部は外傾して立ちラ削り後，ナデ。脚部外面へラナデ，にぷい黄樺色床面

D　11．7

E　　7．7

上がり，口緑部に至る。師部外面下位

に稜を持つ。

内面ナデ。．塔部内面剥離。普通二次焼成

7

高　　塔A　17．9師部の破片。師部は内攣して立ち上が口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ長石・石英P337　　30％

土師器B（6．3）り口緑部に至る。師部外面下位に稜をラナデ，内面ナデ。橙色床面

持つ。 普通二次焼成

8

高　　坪D　15．0師部欠損。脚柱部は円柱状を呈し，裾脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ長石・石英・雲母P338　　50％

土師器E　　9．8部はなだらかに開く。デ。黄橙色

普通

床面

二次焼成

9

高　　j不D　18．4師部欠損。脚部はラッパ状を呈する。脚部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ長石・石英P339　　50％

土師器E（8．7）裾部は上方へわずかに反り返る。デ。にぷい黄橙色

普通

覆土下層

二次焼成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 163図 肘 A　 11．4 平底。体部は扁平な球状を呈し，最大 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 341　 95％

10 土 師 器 B　 13．0 径を中位に持つ。口緑部は外傾して立 ラ削り後，ナデ。 橙色 床面

C　　 2．4 ち上がる。 普通 二次焼成

11

肘 B （9．3） 口緑部欠損。平底。体部は扁平な球状 体部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石・石英 P 342　　 70％

土 師 器 C　　 4．4 を呈し，最大径を中位に持つ。 ラナデ。 にぷい樺色

普通

覆土下層

二次焼成

12

　 肘 B （8．0） 口緑部欠損。平底。・体部は扁平な球状 体部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石・石英 P 343　　 70％

土 師 器 C　　 3．5 を呈し，最大径を中位に持つ。 ラナデ。 にぷい黄樺色

普通

床面

二次焼成

第 164図 村 A　 11．3 体部の一部欠損。、平底。体部は球状を 休部外面へラ削り後，ナデ。内面剥 長石・石英 P 344　　 60％

13 土 師 器 B ［13．9］

C　　 3．3

呈し，口緑部は外傾する。 離。 明赤褐色

普通

床面

二次焼成

14

肘 A ．10．2 底部欠損。体部は球状を呈し，口緑部 体部外面へラ削り後，ナデ。口縁部 長石・石英 P 345　　 50％

土 師 器 B （12．5） は外傾する。口縁部外面に強い稜を持 外面へラナデ。内面剥離。 明赤褐色 床面

つ．。 普通 二次焼成

第 163図 塀 A ［13．1］ 口緑部の破片。口縁部は内攣気味に器 口緑部外面へラナデ。 長石・石英 P 346　 15％

15 土 師 器 B （5．9） 厚を薄く1して立ち上がる。 橙色

普通

覆土下層

二次焼成

16

賓 A　 18．5 体部の一部欠損。平底。体部は球状を 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英・雲母 P 347　　 70％

土 師 器 B　 28．5 呈し，最大径を中位よりやや下方に持 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 橙色 床面

C ［6．6］ つ。白線部は外反する。 普通 二次焼成

第164図 襲 A　 17．8 底部欠損。体部は球状を呈し，口緑部 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石・石英 ・雲母 P 348　　 65％

17 土 師 器 B （22．0） は外皮する。 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。内面に 橙色 床面

輪積痕が残る。 普通 二次焼成

第163図 襲 A ［14．6］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 体部外面へラ削り後，ナデ。内・・外 長石・石英 P 349　 15％

18 土 師 器 B （15．6） は球状を呈する。口緑部は外反する。 面剥離。 橙色

普通

床面

二次焼成

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm）

第164図 19 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 覆土下層 Q 192　滑石

図版番号 種　　　　 別
計　　　 ・測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第164図20 有　孔　円　板 2．1 0．3 0．1 2．2 覆土下層 Q 193　滑石

第46号住居跡（第165図）

位置　調査区東部，C3a6区。

規模と平面形　長軸6．38m，短軸6．12mの方形である。

主軸方向　N－710－W

壁　壁高は31～51cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，貯蔵穴の西側と，中央部が踏み固められている。北西コーナー部に焼土塊がみられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，径90cmの円形で，深さは58cmである。底面は平坦で，断面形はU字状で

ある。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，径24～28cmの円形，深さ60～62cmであり，規模と配置から主柱穴と

考えられる。
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第165図　第46号住居跡実測図
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実穀寺子遺跡1

炉　PlとP4を結んだ線上の外側で，Pl寄りに位置する。長径90cm，短径58cmの楕円形で，床面を4cm掘り

くぼめている。

炉土層解説

1褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック少量

覆土3層からなり，ローム粒子・ブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　炭化粒子少量・ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片432点，土玉2点が出土している。第166図15の土師器賓が覆土中から，10の高塔が東壁寄

りの覆土中層から出土している。2の椀が正位で，4の椀と南壁際から，11の相が南壁際及び北西コーナー部

から散在した状態で，3の椀が正位で東壁寄り，8の高塔が北西コーナー部，9の高塔が北西コーナー部付近，

14の聾が西壁際の，それぞれ覆土下層から出土している。1の椀が正位で，12の堀と北西コーナー部から，

5の椀が北東コーナー部，6の高塀が北東コーナー部付近及び北西コーナー部から散在した状態で，7の高塀

が北東コーナー部，13の相が中央部の床面から出土している。16の賓が貯蔵穴の覆土中から出土している。

また，17の土玉が北壁際の覆土下層から，18の土玉が東壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 166図 椀 ご A　　 9．2 平底。体部は外傾して立ち上がり，口 口緑部内・外面横ナデ。底部及び体 雲母 P350　 100％

1 土 師 器 B　　 4．6

C　　 5．0

綾部に至る。 部外面へラ削り。内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

床面

2

椀 ‾ A　　 9．8 底部欠損。体部は内攣気味に立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。体部内・外 雲母 P 351　 90％

土 師 器 B （5．0） り，口緑部に至る。 面へラナデ。内面剥離。 橙色
普通

覆土下層

3

椀 A　　 8．7 突出した平底。休部は内攣して立ち上 底部及び体部外面へラ削り。内面ナ 雲母 P 352　　 90％

土 師 器 B　　 4．6

C　　 4．6

がり，口緑部に至る。 デ。 橙色

普通

覆土下層

4

椀 A　 11．2 体部から口緑部の一部欠損。平底。体 口緑部外両横ナデ。体部外面へラ削 石英‾・雲母 P 353　　 65％

土 師 器 B　　 4．5

C　　 5．3

部は内攣して立ち上がり，口緑部に至

る。

り後，ナデ。内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

5

椀 B （ 2．5） 底部の破片こ平底。 底部及び体部外面へラ削り後，ナデ。 石英・雲母 P 354　　 45％

土 師 器 C　　 6．1 内面剥離。 にぷい樺色

普通

床面

6

高　　 坪 A　 18．8 坪部の破片。坪部は外傾して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。塔部外面へ 長石・石英 P 35 5　　 40％

土 師 器 B （6．3） り，口緑部に至る。師部外面下位に稜 ラ削り後，ナデ。内面剥離。 橙色 床面

を持つ。 普通 二次焼成 ・坪部

7

高　　 坪 A ［17．6］ 坪部の破片。坪部は外傾して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。師部外面ベ 長石・石英 P 356　　 30．％

土 師 器 B （7．8） り，口緑部に至る。師部外面下位に稜 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい樺色 床面．

E （1．2） を持つ。 普通 二次焼成

8

高　　 坪

土 師 器

E （8．0） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 石英・雲母

にぷい橙色
普通 ．

P 357　 25．％

覆土下層
二次焼成

9

高　　 ゴ不 E （7．1） 脚部の破片。脚部はエンタシス痍を呈 脚部外面へラナデ。 長石 ・石英 P 358　　 20％

土 師．器 する。 にぷい橙色

普通

覆土下層

10

高　　 坪

土 師 器

D　 15．7

E （5．2）

脚部の破片。脚部はラシバ状を呈する。脚部内・外面へラナデ。 長石

橙色

普通

P 3彿　 40％

覆土中層

二次焼成
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＼＞二五♂

第166図　第46号住居跡出土遺物実測図

‘二、㌦5

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　 考

第 1 6 6 図 塀 A 　 l O ．8 底 部 及 び 体 部 の 一 部 欠 損 。 休 部 は 扁 平 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 3 6 0 　　 4 0 ％

1 1 土 師 器 B ［ 9 ．2 ］ な 球 状 を 呈 し ， 最 大 径 を 中 位 よ り や や ラ 削 り 後 ， ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 口 緑 郡 赤 色 覆 土 下 層

上 方 に 持 つ 。 ロ 緑 部 は 折 り 返 し 口 緑 で ，

外 反 す る 。

内 面 ・ 休 部 外 面 赤 彩 。 普 通

1 2

堀 A ［ 8 ．6 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 平 底 。 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 長 石 ・ 石 英 P 3 6 1 　 4 0 ％

土 師 器 B 　　 7 ．7 休 部 は 扁 平 な 球 状 を 呈 し ， 最 大 径 を 中 ラ 削 り 後 ， ナ デ 。 内 ・ 外 面 剥 離 。 に ぷ い 褐 色 床 面

C ［ 3 ．7 ］ 位 に 持 つ 。 ロ 縁 部 は 外 傾 す る 。 普 通 二 次 焼 成
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 166図 肘 B （4．6） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石 ・石英 P 362　 15％

13 土 師 器 C　　 4．1 体部は扁平な球状を呈すると思われる。ラナデ。内面剥離。 橙色

普通

床面

二次焼成

14

寮 A ［16．4］ 体部から口緑部にかけての破片。体部 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 363　　 20％

土 師 器 B （15．6） は縦長の球状を呈する。口緑部は外反

する。

ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 灰褐色
普通

覆土下層

15

賓 A ［21．2］ 休部から口緑部にかけての破片。体 体部外面へラ削り後，ナデ。内・外 長石 ・石英 P 364　 10知

土 師 器 B （16．1） 部は球状を呈する。口緑部は外傾する。面摩乾。 にぷい黄樟色

普通

琴土中

二次焼成

16

襲‾

土 師 器

A ［15．0］

B （7．0）

口緑部の破片。口緑部は外傾する。 口緑部内・外面横ナデ。 長石 ・雲母

にぷい黄樟色
普通

P j65　　 5％

貯蔵穴覆土中

二啄焼成

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第 166図17 土　　　　 玉 3．2 3．2 0．5 ・・26．1 覆土下層 D P 62

18 土　　　　 玉 （3．1） 3．0 （0．7） （12．5） 床面 D P 63

第47号住居跡（第167・168図）

位置　調査区部，C2do区。

規模と平面形　長軸8．07m，短軸8．03mの方形である。

主軸方向　N－580－W

壁　壁高は55～76cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅12～34cm，下幅4～8cm，深さ6～16cmで，断面形はU字状である。

床　平坦であり，中央部が踏み固められている。西・北コーナー部付近に焼土塊・炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径130cm，短径122cmの楕円形で，深さは80cmである。底面は平坦で，北

方向の半分に，中位からなだらかな段を持つ。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径28～36cm，短径21～31cmの楕円形，深さ93～129cmであり，規

模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径24cmの円形，深さ36cmであり，位置から出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

炉　2か所。炉1は，PlとP4を結んだ線上の外側で，P4寄りにあり，長径78cm，短径42cmの楕円形で，床面

をわずかに掘りくぼめている。炉2は，PlとP4を結んだ線上の内側で，PlとP4の中央にあり，長軸52cm，

短軸48cmの不定形で，床面を6cm掘りくぼめている。炉床はともに赤変硬化している。

炉1土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉2土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量，ローム粒子微量　　　　　1暗赤褐色　焼土中ブロック・ローム粒子少量

覆土　8層からなり，ローム粒子・ブロックを含む人為堆積である。6層は5層に含まれるが焼土中ブロック及

び炭化物が多くみられるため分層した。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロ
ック微量

2　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロ

ック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

6　黒褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブ

ロック少量

7　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
8　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量　焼土粒子微量
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第167図　第47号住居跡実測図（1）
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第168図　第47号住居跡実測図（2）

1m

「「二、・、こ⊥二．プア‾

L

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

遺物　土師器片1098点，土玉5点，軽石1点，臼玉9点，石製模造品6点（勾玉2点，有孔円板3点，剣形品

1点），管玉1点，刀子1点，及び炭化米7点が出土している。第169図1の土師器高塀が北西壁際，3の高塔

が西コーナー部，5の賓が正位で南西壁際の覆土下層から出土している。2の高塀が西コーナー部付近から散

在した状態で，6の賓が西コーナー部及び北西壁際から散在した状態で，7の肇が南コーナー部の床面から出

土している。4の肇が横位で，8の賓と貯蔵穴の覆土上層から出土している。また，9の土玉が南西壁際の覆

土下層から出土している。11～15の臼玉が覆土中から，10の軽石が南西壁際の床面から出土している。なお，

滑石の細片（27．0g）が床面から覆土下層にかけて出土している。

所見　西・北コーナー部付近に炭化材及び焼土がみられることから焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺

構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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実穀寺子遺跡1

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形 ．の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 169図 高　　 塀 A ［17．9］ 師部の破片。師部は外傾して立ち上が 口緑部内－・．外面横ナデこ塔部外面摩 長石 ・石英－・ P 366　　 35％

1 土 師 器 B （6．8） り，口緑部に至る。師部外面下位に稜

を持つ。

耗のため調整法不明。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

2

高　　 坪

土 師 器

D　 13．9

E （7．4）

脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。 脚部内・外面へラナデ。 長石 ・石英

明赤褐色

普通

P 367　　 40％

床面

二次焼成

．3

高　　 塀 E （8．8） 脚部の破片。脚部はラッパ状に開く。脚 脚部外面へラ削り後，ナデ。内面へ 長石 ・石英 P 368 ．　 25％

土 師 器 部に単孔を穿つ。 ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土下層

二次焼成

4

襲 A　 19．3 底部欠損。体部は球状を呈する。口緑 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英・雲母 P 369　　 90％

土 師 器 B （30．2） 部は外反する。 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい黄樺色

普通

貯蔵穴覆土上層

二次焼成

5

聾 A　 17．9 底部及び口縁部の一部欠損。平底。体 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・雲母 P 370　　 90％

土 師 器 B　 23．7
C　　 6．8

部は球状を呈する。口縁部は外反する。ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

二次焼成

6

賓 A　 18．5 底部から休部中位にかけて欠損。体部 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 P 37 1　 25％

土 師 器 B （18．9） は扁平な球状を呈する。口緑部は外反 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。 にぷい黄橙色 床面

する。 普通 二次焼成

7

襲 A　 15．5 体部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内・外面横ナデ。．体部内・外 長石 P 372　　 15％

土 師 器 B （8．4） 部は外反する。 面へラ削り後，ナデ。 にぷい樟色

普通

床面

二次焼成

8

襲 B （7．3） 底部から体部にかけての破片。突出し 体部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英 P 373　　 20％

土 師 器 C　　 7．8 た平底。 デ。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴覆車上層

二次焼成

図版番号 瞳 ．　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 彿　　　 考

径 （cm ） 喪さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第169図9 土　　　　 玉 （2．8） 3．3 0．7 （27．0） 覆土下層 D P64

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第169図 10 軽　　　　 石 5．9 4．8 3．9 22．4 床面 Q 194

図版番号 準　　　 別
計　 ‾測　 値 －

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm）

第 16 9図 11 ．臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土 中 Q 19 5　 滑石

12 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．1 覆土 中 Q 19 6　 滑石

13 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 覆土 中 Q 19 7　 滑石

14 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．1 覆土 中 Q 19 8　 滑石

15 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．1 覆土 中 Q 19 9　 滑石 ‾

第48号住居跡（第170図）

位置　調査区西部，C3h2区。

規模と平面形　長軸5．19m，短軸5．12mの方形である。

主軸方向　N－420－W

壁　壁高は43～50cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　南コーナー部及び西コーナー部を除いて巡っている。上幅10～23cm，下幅2～14cm，深さ6～10cmで，

断面形はU字状及びⅤ字状である。
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第170回　第48号住居跡実測図

床　出入り口施設に伴うピット（P5）及び主柱穴（P3）のまわりに，長軸202cm，短軸144cmの不定形で，高

さ10cmほどの硬化した高まりがみられる。そのほかは平坦であり，中央部が踏み固められている。壁溝から

中央部に向かって延びる溝2条を検出した。北東壁下から1条（a），南東壁下から1条（b）の溝がそれぞれ

中央部に向かっている。長さ102～124cm，上幅14～24cm，下幅4～14cm，深さ18cmで，断面形はU字状

である。満aは主柱穴と考えられるPlにつながっている。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径82cm，短径74cmの楕円形で，深さは51cmである。底面は平坦で，断面

形は逆台形状である。

貯蔵穴土眉解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量 2　褐　色、ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
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ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・

P2・P4は，長径30～42cm，

短径28～34cmの楕円形，P3

は径28cmの円形で，深さ70

～96cmであり，規模と配置

から主柱穴と考えられる。

P5は径30cmの円形，深さ22

cmであり，位置から出入り口

施設に伴うピットと考えら

れる。

炉　PlとP4を結んだ線上の外

側で，P4寄りに位置する。長

径58cm，短径46cmの楕円形

で，床面をわずかに掘りくぼ

めている。

炉土層解説
1暗褐色　廃土小ブロック少量，

ローム小ブロック・粒
子微量

覆土　9層からなり，ロームブ

ロック・粒子を含む人為堆積

である。

土層解説

1暗褐色　ローム中・小プロッ

タ・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化

粒子・ローム小ブロッ
ク少量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子

少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子

少量

（9

C
第171図　第48号住居跡出土遣物実測図

10cnl

L i　　　＿＿＿二］

5　暗褐色　焼土小ブロック・ローム大・中・小ブロック・粒子少量

6　黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

7　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片340点，土玉1点，砥石1点が出土している。第171図1の土師器嚢が北西壁際の床面から出

土している。また，2の土玉が北東壁寄りの床面から，3の砥石が北東壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。

第48号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・．色調 ・焼成 備　 考

第 17 1図 嚢 A　 18．2 底部欠損。休部 は球状 を呈 する。口縁 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 雲母 P 37 4　　 6 5 ％

1 土 師 器 B （2 2．5） 部 は外反する。 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 灰褐色

普通

床面

二次焼成
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図版番号 種　　　　 別‘
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
径 （cm ） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g）

第 171図2 土　　　　 玉 3．6 3．5 0．8 37．6 床面 D P 65

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第171図3 砥　　　　 石 （16．2） 7．3 5．9 （979．5） 覆土下層 Q 200　凝灰岩

第49号住居跡（第172図）

位置　調査区西部，C2g9区。

規模と平面形　本跡の北西部が調査区域外にかかるため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺6・50mはど

の方形か長方形と思われる。

主軸方向　N－580－W

壁　壁高は44～72cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　本跡の検出範囲は巡っている。上幅22～42cm，下幅6～18cm，深さ8～10cmで，断面形はU字状であ

る。

床　平坦であり，特に硬化面はみられない。南東壁下から中央部に向かって延びる溝2条（a・b）を検出した。

長さ110～142cm，上幅24～32cm，下幅4～16cm，深14～16cmで，断面形はU字状である。溝aは主柱穴

と考えられるPlに，溝bは補助柱穴と考えられるP4につながっている。東コーナー部に炭化材がみられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径108cmの円形で，深さは76cmである。底面はやや凹凸があり，断面形は逆

台形状である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は，径50～62cmの円形，深さ76～85cmであり，規模と配置から主柱穴と

考えられる。P3は長径44cm，短径26cmの楕円形，深さ12cmであり，位置から出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P4は径18cmの円形，深さ12cmであり，位置から補助柱穴と考えられる。

覆土10層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色
2　褐　色

3　灰褐色

4　灰褐色

5　褐　色

炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

炭化粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロ

ック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，

ローム中ブロック微量

6

7

8

9

10

黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・粒子少量

暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

暗褐

暗褐

遺物　土師器片389点，臼玉26点が出土している。第173図4の土師器高塀及び8の壷が南東壁際，5の聾が

南東壁寄りから南東壁際にかけての覆土下層から散在した状態で出土している。1の塔が正位で北東壁際，3

の高塀が南コーナー部，7の壷，6の聾が南東壁寄りの床面から出土している。2の椀が貯蔵穴中層から出土

している。また，9～33の臼玉が北東壁寄りの床面からまとまって出土している。なお，滑石の細片（8・2g）

が床面から覆土下層にかけて出土している。

所見　東コーナー部に炭化材がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態

や出土遺物から古墳時代中期（5世紀）と考えられる。
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実穀寺子遺跡1

第172図　第49号住居跡実測図

第49号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 1 73 図 杯 A　 14．6 平底。体部 は内攣 して立ち上 が り， 口 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面へ 長石 ・石英 P 3 75　　 9 8 ％

1 土 師 器 B　　 5，4 縁部 に至 る。 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。内面剥 にぷい橙色 床面

C　　 3．2 離。 普通 二次焼成

2

椀 A　 lO．2 平底。休部 は内攣 して立ち上 が り， 口 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面へ 長石 P 3 76　　 9 8 ％

土 師 器 B　　 6．5 綾部 は直立 する。 口綾部 内面 に弱 い稜 ラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 内面剥 にぷい橙色 貯蔵穴覆土 中層

C　　 3．3 を持つ。 離。 普通 二次焼成

3

高　　 ゴ不 A　 15．1 裾部及び杯部 の一部欠損。脚部 はラッ 塔部外面へラ削 り後，ナデ。 内面へ 長石 ・石英 P 37 7　　 7 0 ％

土 師 器 B　 13．5 パ状 に開 く。土不部 は内鸞気味 に立 ち上 ラ磨 き。脚部 内 ・外面へラナデ。 ロ にぷ い橙色 床面

D ［13．2］

E　　 7．5

がり，口緑部 に至 る。坪部外画下位に

弱 い稜 を持 つ。

緑部内 ・外面赤彩。内面剥離。 普通 二次焼成

4

高　　 塔 D　 12，4 脚部の破片。脚部 はラッパ状を呈 する。 脚部外面へラナデ。内面一部へ ラ削 長石 P 3 7 8　　 3 5 ％

土 師 器 E　　 4．7 裾部 は上方へわずかに反 り返 る。 り後，ナデ。 にぷ い橙色

普通

覆土下層

二次焼成
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第173図　第49号住居跡出土遺物実測図

0

⊆＝土＝∃cm

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第173図 賓 A ［19．2］休部から口緑部にかけての破片。口緑 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・石英 P379　　 15％

5 土師器 B （13．8）部は外反する。 ラ削り後，ナデ。内面ナデ。外面煤 にぷい褐色 覆土下層

付着。 普通 二次焼成

6

肇 B （5．0）底部から休部にかけての破片。平底。 休部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 石英・雲母 P382　 15％

土師器 C　　 5．1 休部は内管して立ち上がる。 デ。 黒褐色

普通

床面

7

壷 A ［20β］口緑部の破片。口緑部は内攣気味に立 口綾部外面へラ削り後，ナデ。内面 長石 P380　　 5％
土師器 B （7．0） ち上がる。折り返し口緑。 ヘラナデ。口縁部外面に指頭圧痕が にぷい橙色 床面

残る。 普通 二次焼成

8
宜E A ［21．5］ 口緑部の破片。口緑部は折り返し口緑 ロ緑部内・外面横ナデ。 長石・石英 P381　　 5％

土師器 B （4．2）で，外反する。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径　 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm）

第173図9 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．1 床面 Q 201 滑石

10 臼　　　　 玉 0，4 0．4 0．2 床面 Q 202　滑石

11 臼　　　　 玉 0．6 0．4 0．2 床面 Q 203　滑石

12 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 204　滑石

13 臼　　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 205　滑石
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図版番号 種　　　　 別

計　 測 ‘値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ ・‘（とm）・ 孔径 （cm ）

第 17 3 図 14 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 床面 ・－ ‘Q 206　 滑石

15 臼　　　　 玉 0．4 0．3 0．2 床面 Q 2 07　 滑石

16 臼　　　　 玉 0．5 0．3 ． 0．2 床面 Q 2 08　 滑石

17 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 2 09　 滑石

18 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．3 床面 ．Q 210　 滑石

19 ・ 臼　　　　 玉 0．6 0．4 0．2 床面 Q 2 11 滑石

20 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 床面 Q 2 12　 滑石

21 臼　　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 lQ 2 13　 滑石

22 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 床面 Q 2 14　 滑石

・＿23 臼 ‘　　　 玉 0．5 0．3 0．2 床面 Q 2 15　 滑石

l
2 4 臼　　　　 玉 0．5 0’．3． 0．2 床面 ・ Q 216　 滑石

25 臼　　　　 玉 0．5 0．4． 0．2 床面 Q 2 17　 滑石

26 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 床面 Q 2 18　 滑石

27： ・臼　　　　 玉 0．5 0・：3 0．2 床面 Q 2 19　 滑石

28て 臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 2 2 0　 滑石

29 臼　　　　 玉 0．5 0．4 0．2 床面 Q 2 2 1 滑石

30 臼　　　　 玉 0．6 0．2 0．2 床面 Q 2 2 2　 滑石

31 臼　　　　 玉 0．6 0．4 0．2 床面 Q 2 2 3　廻石

32 ．臼　　　　 玉 0．5 0．2 0．2 床面 Q 2 2 4　 淘石

33 臼　　　　 玉 0．6 0．3 0．2 床面 Q 2 2 5　 滑石

第50号住居跡（第174図）

位置　調査区東部，C3d8区。

規模と平面形　長軸6．37m，短軸5．44mの長方形である。

主軸方向　［N－420－W］

壁　確認された壁高は6～8cmで，撹乱を受けているため，立ち上がりは明確ではない。

床　ほぼ平坦であり，特に硬化面はみられない。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径26～36cmの円形，深さ32～52cmであり，配置から主柱穴と考えら

れる。P5は径28cmの楕円形，深さ44cmであり，その性格は不明である。

覆土　全体的に撹乱を受けており：，堆積状況については不明である。

遺物　土師器片34点が出土している。第175図1の土師器坪及び2の賓，3の臼玉が覆土中から出土している。

所見　時期を決定できる遺物がなく，本跡の正確な時期は不明である。

第50号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第175図 ゴ不 A ［13．0］ 体部から口緑部にかけての破片。休部 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P 383　　 25％

1‾ 土 師 器 B （4二6） は内攣して立ち上がり，日録部は直立 ラ削り後，ナデ。内面剥離。 明褐灰色 覆土中

する。 普通 二次焼成

2

寮

土 師 器

B （ 1．7）

C　　 7．4

底部の破片。やや突出した平底。 内面ナデ。 長石・石英

橙色

普通

P 384　 ・：5％

覆土中 一

．三次焼成
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第175図　第50号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　＿種、　　別
計　測　値

；甘　土　地‘・点 備　　　　　　　 考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）

第175図3＿臼　　　　 玉 0．4 0．．2L 0．2 覆土中、 Q226　滑石

第51号住居跡（第176図）

位置　調査区東部，C3h7区。

規模と平面形　長軸6．80m，短軸6．63mの方形である。

主軸方向　［N－280－E］
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第176図　第51号住居跡実測図

∈

針
壁　確認された壁高は12cmで，撹乱を受けているため，立ち上がりは明確ではない。

床　ほぼ平坦であり，特に硬化面はみられない。

ピット　1か所（Pl）。Plは，長径52cm，短径42cmの楕円形で，深さ80cmであり，規模と位置から主柱穴と

考えられる。

覆土　全体的に撹乱を受けており，堆積状況については不明である。

所見　出土遺物がなく，本跡の正確な時期は不明である。

表5　実穀寺子遺跡住居跡一覧表

住 居

番 号
位 置 主（長）軸方向 平 面 形

規　　 模 （m ）

長軸×短軸（m ）

壁 高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設

炉 覆土 出　 土 遺 物 備　 考

壁溝 　溝 主柱穴貯蔵穴 ピット 入口

1 A 3i2 N －27。－W 方　　 形 5 ．00　×　4 ．90 55～75 平坦 全周 1 4 1 1 人為 土師器 （塔 ・高坪 ・柑）

2 A 2j8 N 一一300－W 方　　 形 5 ．87　×　5 ．72 20～32 平準 全周 1 4 1 1 1 人為 土師器 （高坪 ・襲）

3 B 2e 7 N －27。－W 方　　 形 6 ．08　×　6 ．02 55～63 平坦 全周 5 4 1 1 1 1 人為 土師器 （高塔 ・柑）

4 C 6j5 N －420－E ［方 形 ］ 5 ．32 ×（4 ．36）60～65 平坦 全周 3 1 2 人為 土師器 （坪 ・高塔 ・埠）

5 D 6e 2 N －410－W 方　　 形 5 ．05　×　5 ．00 52～60 平坦 ほぼ全周 4 1 1 1 1 人為 土師器 （杯 ・高塀 ・襲）

6 D 6 b 2 N －40。－W 方　　 形 7 ．78　×　7．74 48～68 平坦 一部 6 4 1 1 1 2 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・襲）

8 E 3 a o N －180－E 方　　 形 7．14　×　7．12 59～82 平坦 ほぼ全局 7 4 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・聾）

9 D 5 h l N －180－W 方　　 形 5．10　×　5．01 60～70 平坦 全周 5 4 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・襲）

10 D 5j6 N －290－W 方　　 形 4．94　×　4．92 48～62 平坦 全周 4 1 2 1 人為 土師器 （高坪 ・襲 ・埠）
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住 居

番 号
位 置 主 （長）軸 方向 平 面形

規　　 模 （m ）

長軸 ×短軸（m ）

壁 高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設

炉 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

旧 → 新壁溝 溝 主柱穴貯蔵穴 ピッ ト入 口

1 1 C 5io N －10。－W 方　　 形 8 ．58　×　8 ．47 20～ 34 平坦 ほぼ全周 6 4 2 1 1 人為 土師器 （高坪）須恵器 （趨）

12 D 4h 4 N －180－ W 長　 方　 形 6 ．67　×　5 ．61 70～ 79 平坦 全周 6 4 1 1 2 人為 土師器 （高坪 ・賓）

13 D 4 h 4 N － 5 。－E 方　　 形 6 ．20　×　6 ．12 63′・）74 平坦 全周 7 4 1 1 1 1 人為 土師器 （椀 ・坪 ・高塀）

15 E 5h l N －380－W 方　　 形 7 ．07　×　7．05 52～ 73 平坦 全周 5 4 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・襲）

16 D 3 b 9 N －210 －W 長　 方　 形 6．38　×　4．65 40～ 46 平坦 全周 1 2 1 2 人為 土師器 （高塀 ・柑）

17 D 4 b l N －180 －W ［方 形 ］ 4．65 ×（3．73）42～ 47 平坦 一部 人為 土師器 （高塔 ・壷 ・襲）

18A D 4 e l N － 540－ W 方　　 形 7 ．08　×　6．87 5 8へ4 2 平坦 全周 4 1 1 人為 土師器 （高坪 ・賓） 18B →本跡

1 8B D 4fl N － 540－ W 方　　 形 5 ：56　×　5 ．46 78～ 86 平坦 全周 4 1 1 人為 土師器 （坪 ・高杯） 本跡→ 18A

1 9 D 4 a 4 N － 4 。－W 方　　 形 6 ．94　×　6 ．65 57へ6 8 平坦 ほぼ全周 ・4 人為 土師器 （高坪 ・賓 ・埠）

2 0 D 4 d4 N － 90 －W 長　 方　 形 5 ．44　×　4 ．60 15～ 23 平坦 ほぼ全局 6 2 1 2 人為 土師器 （高塀 ・襲）

2 1 D 4f7 N － 1 。－ E 方　　 形 3 ．84　×　3 ．72 47へ6 2 平坦 全周 4 1 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・賓）

2 2 D 4h 9 N －540－ W 方　　 形 5 ．82　×　5 ．19 52へ6 4 平坦 ほぼ全局 3 4 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・聾）

23 D 5h 3 N －300－ W 方　　 形 5 ．30　×　5 ．16 48へ4 0 平坦 全周 1 4 1 1 1 人為 土師器 （高坪 ・襲）

24 D 4e o N － 30－ W 方　　 形 3 ．73　×　3 ．57 62～ 70 平坦 全周 1 人為 土師器 （高坪 ・襲）

25 E 5 a 2 N －32。－W 長　 方　 形 5 ．36　×　4 ．42 18～29 平坦 全周 4 1 1 1 1 人為 土師器 （杯 ・高塔 ・甑）

26 C 4 d 6 N －18。－W 長　 方　 形 5．80　×　4．70 14～25 平坦 2 人為 土師器 （ミニチュア土器）

27 C 4f8 N －230 －W （5．98）×（4．73） 8～ 12 平坦 人為 土師器 （ゴ不・高塀 ・寮）

2 8 C 4 b 8 N －160－ W 方　　 形 5．75　×　5．62 25～ 33 平坦 ほぼ全周 2 4 1 1 1 1 人為 土師器 （高ゴ不）

2 9 C 4 a 6 N －39。－W 長　 方　 形 7．89　×　6．33 24～ 40 平坦 ほぼ全局 5 4 1 1 人為

3 0 C 4 ao N －25。－E 方　　 形 3．．12　×　2．97 18～ 22 平坦 1 自然 土師器 （高坪 ・柑）

3 1 B 4h 8 N －3 9。－W ［方 形 ］ 5 ．91 ×　5 ．90 60～ 95 平坦 全周 5 3 1 1 人為 土師器 （塔 ・高杯 ・甑）

32 B 5h 2 ・N － 150．－E （6 ．38）×（3 ．14） 63 平坦 ほぼ全周 2 1 人為 土師器 （高塀 ・聾）

33 E 5a 7 N － 527r E 長　 方　 形 3 ．23　×　2 ．72 10 平坦 1 不明 土師器 （高坪）・

35 E 5c l N － 430－ E 長　 方 ‾形 2 ．40　×　2 ．34 10～ 18 平坦 不明 土師翠片

36 D 4 f3 N － 290－ E 長　 方　 形 2．89　×　2 ．41 5～ 10 平坦 全周 1 自然 土師器 （聾）

38 D 4f4 〔N －210－ E 〕 （2．87）×・（2．54） 8～ 22 平坦 3 ・自然 土師器 （高坪 ・嚢）

39 D 3j9 N －140－W 長　 方　 形 2．97　×　2．63 12～ 16 平坦 3 2 1 1 人為 土師器 （高坪 ・賓）

4 0 Y 8 g 3 N － 3 。－W 方　　 形 8．30　×　8．18 7～ 20 平坦 2 1 不明 土師器 （坪 ・高ゴ不・賓）

4 1 Z 白b 6 〔N ⊥ 15。．－W 〕’方　　 形 8 ．42　×　8．00 6～ 15 ・平坦 ・1 不明 土師器 （柑 ・賓）

4 2 Y 8 a o 〔N － 550－ W 〕 ［方 形 ］ （5 ．60）×（4 ．05）（21～23）平坦 1 不 明 土師器 （ゴ不・高坪 ・柑）

43 D 3 C6 N － 470－ W 方　　 形 6 ．55　×　6 ．32 52～ 64 平坦 1 4 1 1 1 人為 土師器 （高坪 ・把手付鉢）

44 D 3 C4 N －3 80－ W 方　　 形 5 ．04　×　5 ．01 58へ裾0 平坦 1 4 1 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・柑）

45 C 3 fo N －4 20－ W 長　 方　 形 5 ．38　×　3 ．64 52～ 59 平坦 一部 2 2 1 1 人為 土師器 （坪 ・高坪 ・柑）

46 C 3a 6 N －7 10－ W 方　　 形 ヽ6 ．38　×　6 ．12 31～ 51 平坦 4 1 1 人為 土師器 （椀 ・高塀 ・柑）

47 C 2 d o N －58。－W 方　　 形 8 ．07　×　8 ．03 55～ 76 平坦 全周 4 1 1 2 ，人為 土師器 （高坪 ・肇）

48 C 3 h 2 N －420－ W 方　　 形 5 ．19　×　5 ．12 43～5 0 平坦 Iまぼ全周 4 1 1 1 人為 土師器＿（襲）

49 C 2 g 9 N －580－W （6 ．50）×（3 ．96）44～72 平坦 全周 2 2 1 1 1 人為 土師器 （坪 ・高杯 ・襲）

50

51

C 3 d 8

C 3h 7

〔N －42。－W 〕

〔N －28。－E 〕

長　 方　 形

方　　 形

6．3 7　×　5 ．44

6．80　×　6 ．63

6～8

12

平坦

平坦

4

1

1 不明

不明

土師器 （杯 ・婆）
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実穀寺子遺跡1

2　土坑

当遺跡からは，土坑60基が検出された。ここでは，土坑の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物に特徴があ

るものについて記載し，それ以外の土坑については一覧表に記載した。

第24号土坑（第177図）

位置　調査A－I区東部，B3al区。

規模と平面形　径0．78mの円形で，深

さは0．26mである。

壁面　なだらかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを　旦23．6m

含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロッ

ク微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　覆土下層から第177図1の土師

器堀が出土している。

「ミ≦ヲ‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」 0　　　　　　　　　　　　　　10cm」
第177図　第24号土坑・出土遺物実測図

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，性格については不明である。

第24号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器 ・形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成・ 備　 考

第177図 村 B ［13．7］ 休部及び口緑部の一部欠損。平底。体 口緑部外面及び休部外面へラ削り後，長石・雲母 P 385　 声5％

．1 土 師 器 C　　 3．0 部は扁平な球状を呈し，最大径を中位 ナデ。内面剥離。 にぷい赤褐色 覆土下層

よりやや上方に持つ。一口緑部は外傾す

る。口緑部外面下位に籾痕が残る。

普通 二次焼成

第34号土坑（第178図）

位置　調査A－II区西部，E3f8区。

規模と平面形　径0．97mの円形で，深さは0．42mである。

千一千一！一
旦24．6m

‾囁グ‾
0

ll一三
●●

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm」
2m」

第178図　第34号土坑・出土遺物実測図
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実穀寺子遺跡1

壁面　ゆるやかに立ち上がる。

底面　Ⅴ字状である。

覆土　3層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　第178図1の土師器高塔が覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，性格については不明である。

第34号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第178図 高　　 塀 A　 18．4 坪部の破片。坪部は内攣して立ち上が 内・外面摩耗のため調整法不明。 長石・石英 P386　　 40％

1 土 師 器 B （ 5．6） り，口緑部に至る。塔部外面下位に稜 明赤褐色 覆土中層

を持つ。 普通 二次焼成

第39号土坑（第179図）

位置　調査A－II区西部，E4C2区。

第179図　第39号土坑・出土遺物実測図
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実穀寺子遺跡1

規模と平面形　径0．77mの円形で，深さは0．48mである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　U字状である。

覆土　4層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量　　　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量・　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子中量

遺物　第179図1の土師器高塔が覆土上層から，2の壷が覆土下層から出土している。2の壷は，第40号土坑

の覆土中層出土の破片と接合関係にある。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，性格については不明である。

第39号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

第 179図 高　　 坪 A　 17．0 裾部及び口緑部の⊥部欠損。脚柱部は 口緑部内・外面横ナデ。杯部外面へ 長石 ・石英 P 387　　 70％

1 土 師 器 B　 16．4 円柱状を呈し，裾部はなだらかに開い ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。脚 にぷい樺色 覆土上層

D ［14．4］

E　　 9．4

て上方へ反 り返る。師部は内攣して立

ち上がり，口緑部に至る。

部外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 普通 二次焼成

2

・＝ヒ雲夏 B （32．2） 体部から口緑部にかけての破片。休部 体部外面へラ削り後，ナデ。内面ナ 長石 ・石英・雲母 P 388　　 25％

土 師 器 は球状を呈する。折り返し口緑。1 デ。内面に輪積痕が残る。 灰白色

普通

覆土下層・SK 40

覆土中層

第40号土坑（第180図）

位置　調査A－II区西部，E4C2区。

規模と平面形　径0．63mの円形で，深さは0．32mである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子を含む人

為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量

遺物　第180図1の土師器高塔が覆土中層から出土している。第

39号土坑と接合関係にある壷の破片が覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，

性格については不明である。

第40号土坑出土遺物観察表

」
第180図　第40号土坑・出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ・特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備‘考 ＿

第 180 図

1

高　　 ゴ不

土 師 器

D　 16．9

E （ 8．5）

脚部の破片。脚部はラッパ状を呈する。 脚部外面へラナデ。内面ナデ。 長石 ・石英

明黄褐色

普通

P 389　　 15 ％

覆土中層

－　247　－



実穀寺子遺跡1

第46号土坑（第181図）

位置　調査A－II区中央部，D5d3区。

規模と平面形　径0．74mの円形で，深さは0．20mである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，ローム粒子を含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　明褐色　ローム粒子多量

遺物　第181図1の土師器賓が覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，性格については不明である。

‖鼠

旦l図一一
叫

旦24．2m

「妄≡≡7‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第181図　第46号土坑・出土遺物実測図

第46号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） ・器　形　の　特　徴 手一潜　め　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第181図賓A［20．5］体部から口緑部にかけての破片。体部口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・石英・雲母P390　　30％

1 土師器B（24．4）は球状を呈する。口緑部は外傾する。ラ削り後，ナデ。体部内面剥離。橙色

普通

覆土中

二次焼成．

第50号土坑（第182図）

位置　調査A－II区西部，D4C5区。

規模と平面形　長軸1．20m，短軸1．14mの不定形で，深さは0．21mである。

長径方向　N－260－E

壁面　ゆるやかに立ち上がる。

底面　凹凸がある。
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実穀寺子遺跡1

覆土　2層からなり，ローム粒子を多量に含む人為

堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中層から第182図1の土師器高塀片及

びヤマトシジミ（総重量1．3g）が出土している。

所見　遺物から，古墳時代中期のゴミ穴の可能性も

考えられるが，詳細な性格は不明である。

第50号土坑出土遺物観察表

∈
N

d
tu

くl
1

一＼、⊥レ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m　　　　　0　　　　　　5cm

l l　　　　「　　こ　し＿i・」

第182図　第50号土坑・出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ・ 備　 考　 干

第 1 8 2図 高 1坪 ．亭 （ 8・1）・脚柱部 の破片。r脚柱部 はエ ンタシス状 脚柱部外面へラ・削 り後，・ナデ。l 内面 畢石 ．・雲母 P 3 9 1　 2．0 ％

1 土 師 器 を呈 する。 ナデ。外面摩耗 。 転ぶい樺色

普通

覆土中層

二次焼成

第53号土坑（第183図）

位置　調査A－II区北部，

C5b2区。

規模と平面形　長径1．71m，短

径1．39mの楕円形で，深さ

は0．23mである。

長径方向　N－70－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブ

ロックを含む人為堆積であ

る。

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第183図　第53号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cmL

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中・小ブロック微量

3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量

遺物　第183図1の土師器堀が覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代中期のものと考えられるが，性格については不明である。

第53号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考∴

第183図 埠 A ．［11．2］ 口緑部一部欠損。平底。体部は球状を 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 長石・雲母 P 392　　 90％

1 土 師 器 B　 12．4 呈し，最大径を中位に持つ。白線部は ラ削り後，ナデ。内面ナデ云 橙色 覆土下膚

C　　 4．8 外傾する。 普通 二次焼成
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第47号土坑（第184図）

位置　調査A－II区東部，D5f9区。

規模と平面形　長径3．38m，短径1．45mの不整楕円形で，深さは1．50mである。

長径方向　N－650－W

壁面　長径方向でオーバーハングし，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，lローム中ブロ

ック微量

遺物　出土してしていない。

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

7　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく詳細な時期については不明である。

第57号土坑（第184図）

位置　調査B－I区東部，Z9d4区。

規模と平面形　長径2．14m，短径1．44mの楕円形で，深さは1．07mである。

長径方向　N－60－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量　　　　6　褐　色　ローム粒子中量

遺物　出土してしていない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく詳細な時期については不明である。

第58号土坑（第184図）

位置　調査A－II区北部，C5e8区。

規模と平面形　長径2．94m，短径［1．90］mの不整楕円形で，深さは1．33mである。

長径方向　N－420－E

壁面　北東壁でほぼ垂直に，南西壁で外傾し，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　出土してしていない。

5　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子少量

7　褐　色　ローム粒子微量

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく詳細な時期については不明である。
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第184図　第47・57・58・60号土坑実測図
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実穀寺子遺跡1

第60号土坑（第184図）

位置　調査A－II区西部，D4b2区。

規模と平面形　本跡の上部が撹乱を受け正確な平面形は不明であるが，楕円形を呈すると思われる。長径［2．57］

m，短径［1．90］mで，深さは2．28mである。

長径方向　N－60－E

壁面　北壁で中位，両壁で上位まで垂直に，短径方向でⅤ字状に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量

遺物　　出土してしていない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく詳細な時期については不明である。

第4号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量

第5号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子少量

第6号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　明褐色　ローム粒子多量

第7号土坑土層解説
1褐　色　ローム粒子少量

2　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第8号土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

第9号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量

第10号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第11号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量
2　褐　色　ローム粒子少量

第12号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第13号土坑土層解説
1褐　　色　ローム中ブロック少量

2　明褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第14号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量

第15号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

第18号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　暗褐色　ローム中ブロック少量

第17号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

第18号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

第19号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量
2　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第20号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第21号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

第22号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第23号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量
3　明褐色　ローム粒子中量

第25号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子少量

第26号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第27号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
3　褐　色　ローヰ小ブロック・粒子中量
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実穀寺子遺跡1

第29号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，廃土粒子・炭化物少量
4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム中ブロック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化物少
量，ローム中ブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・
ローム中ブロック微量

7　明褐色　ローム小ブロック・粒子多量

第30号土坑土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第31号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第32号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

第33号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ
ロック微量

2　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・ローム中ブロ
ック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化物
微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第35号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

第36号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロ

ック微量
3　褐　色　ローム粒子少量

第37号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　明褐色　ローム粒子少量

第38号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量

第41号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロッ

ク微量

2　暗褐色　炭化物・ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子
微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

第42号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

第43号土坑土層解説
1暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量

第44号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量

第45号土坑土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量，炭化粒子・ローム小ブ
ロック少量，ローム大ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少
量，焼土粒子・炭化物微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

第48号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

第49号土坑土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

第51号土坑土層解説
1黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第52号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量

第54号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物・ローム中ブロ
ック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中
量，ローム大ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子少量，炭化物
微量

第55号土坑土層解説
1赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・ローム小ブロック・

粒子少量，炭化物微量
2　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム中・小ブロック少

量，焼土粒子微量

5　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化物
微量

第56号土坑土層解説

1赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子少量，炭化物・炭化粒子

微量

3　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロ
ック微量

4　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロ
ック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中プ

7　褐　　色
8　褐　　色

9　褐　　色
10　褐　　色

11褐　　色
12　褐　　色
13　褐　　色

ロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム小ブロック・粒子多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

第59号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小

ブロック微量

3　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック微量
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表6　実穀寺子遺跡土坑一覧表

土　坑

番　号
位　 置
長　径　方　向

（長軸方向）
平 ‘面　 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 田土 遺 物 等 借．　 考

長径×短径 （m ） 深さ（m ）

1 A 2C？ 円　　　　　 形 0．50　×　0．43 ．15 緩斜 皿伏 自然

2 A 2C9 円　　　　　 形 0．60　×　0．53 17 ・ 緩斜 皿状 自然

3 A 2C8 N －540－W 楕　 ・円　　 形 0．94　×　0．58 ・ 165 緩斜 皿状 人為

4 A 2f4 N －56。－E 長　　 方　　 形 2．59　×　0．95 ・43 外傾 平坦 人為

5 A 2g4 円　　　　　 形 0．56　×　0．49 20 緩斜 Ⅴ字伏 自然

6 A 2g4 円　　　　　 形 0．66　×　0．66 20 緩斜 皿伏 自然 ．

7 A 2g3 円　　　　　 形 0．46　×　0．41 16 緩斜 皿状 自然

8 A 2h 3 円　　　　　 形 0．41 ×　0．32‾ 16 媛斜 平坦 自然

9 A 2h 3 円　　　　　 形 0．49　×　0．47 16 緩斜 平坦 自然

10 A ljo N －480－E 隅 丸 長r方 形 1．08　×　0．66 39 外傾 凹凸 自然

11 A 2i4 円　　　　　 形 0．46　×　0．46 23 疲斜 皿伏 自然

12 A 2i3 円　　　　　 形 　 0．56　×　0．47 ’ 19 疲斜 皿状 自然’

13 A 2i3 N －69。÷E 不　　 整　　 形 0．63　×　0．58 14 緩斜 皿状 人為

14 A 2j3 N －23。－W 楕　　 円　　 形 0．94　×　0．58 19 緩斜 皿状 自然

15 A 2j3 N －49。－E 隅 丸 長 方 形 0．86　×　0．60 43 外傾 平坦 人為

16 B 2a2 N －280－W 楕　　 円　　 形 0．92　×　0．62 24 緩斜 平坦 人為

17 B 2e4 N ．－15。－E 〔長　方　形 〕 （2．55）×（1．43）＿ 20 ．．緩斜 平坦 人為

18 A 2i6 円　　　　　 形 0．73　×　0．60 2芋
緩料 皿伏 人為

19 A 2i6 円　　　　　 形 0．48　×　0．45 15 緩斜 皿状 人為

20 A 2i6 円　　　　 ‘形 0．67　×　0．52 22 緩斜 皿状 人為

21 A 3il 円　　　　　 形 0．53　×　0．41 25 外傾 皿伏 人為

22 A 3jl 由　　　　 形 0．54　×　0．54 25 緩劉 皿伏 自然

23 A 3jl 円　　　　　 形 0．46　×　0．45 16 緩斜 皿状 人為

24 B 3al 円　　　　　 形 ．0．78　×　0．67 ・26 緩斜 平坦 人為 土師器．（瑚）

25 B 2fo 円　　　　　 形 0．55　×　0．43 19 外傾 凹凸 申然’’

26 B 2fo N －24。－E 楕　　 円　　 形 0．83　×　0．62 28 緩斜 平坦 自然

27 B 2e5 円　　　　　 形 1．10　×1．01 47 外傾 平坦 自然

28 F 3j6 N －510－E 楕　　 円　　 形 2．45　×　2．1‘5 167 垂直 ．．平坦 人為

29 G 3jo N －89 。一E 2．15　×1．21 82 外傾 平坦 人為

30 G 4a6 円　　　　　 形 0．86　×　0．81 59 外傾 Ⅴ字伏 人為

31 F 3go ．円．　　　 野 0．83　×　0．78 24 外傾 凹凸 人為

32 F 4f3 N －87 0－E 楕　　 円　　 形 1．42　× 1．26 36 外傾 平坦 自然

33 F4f6 円　　　　 野 1．11 ×　0．96 56 外傾 皿伏 人為

34 E 3f8 円　　　　　 形 0．97　×　0．93 42 緩斜 Ⅴ字伏 人為 土師器 （高坪）

35 E 4hl 円　　　　　 形 0．71 ×　0．66 37 外傾 凹凸 自軍

36 E5f2 円　　　　　 形 1．42　× 1．39 38 緩斜 平坦 自然

37 E 5f2 円　　　　　 形 1．72　× 1．66 33 媛斜 平坦 人為

38 E 5el 円　　　　　 形 1．10　× 1．00 30 緩斜 皿状 人為

39 E 4C2 円　　　　　 形 0．77　×　0．70 48 外傾 U 字伏 人為 土師器 （高坪・壷） SK 40 の壷と接合

40 E 4C2 円　　　　　 形 0．63　×　0．62 32 外傾 平坦 人為 土師器 （高坪・壷）

41 E 4a5 円　　　　　 形 1．02　× 1．02 28 外傾 平坦 自然

42 D 4h 2 N －490－E 楕　　 円　　 形 ．1．12　× 1．00 18 緩斜 平坦 自然

43 D 5i2 N －550－E

N －480．－E

楕　　 円　　 形 0．60　×　0．50 17 外傾 平坦 自然

44 D 5i2 円　　　　　 形 0．74　×　0．68 18 緩斜 平坦 自然

45 D 4g 8 楕　　 円　　 形－ 1．41 × 1．14 20 緩斜 平坦 自然
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実穀寺子遺跡1

土　 坑

番　 号
位　置
長　 径　方　向

（長軸万 向）
平　 面 ．形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出土遺物等 ，備　　　 考

長径×短径 （m ） 深さ（cm）

46 D 5 d 3 円　　　　　 形 0．74　×　0．71 20 外傾 平坦 人為 土師器片 （痙）

47 D 5 f9 N －65。－W 不 整 楕 円 形 3．38　× 1．45 15 0 外傾 平坦 人為 陥し穴

48 D 5 d 7 N －36。－W 不　　 整　　 形 1．15　× 1．16 3 6 外傾 皿状 自然

49 E 4e 5 円　　　　　 形 30 緩斜 平坦 人為

50 D 4 C5 N －26。－E 不　　 定　　 形 1．20　× 1．14 2 1 緩斜 凹凸 人為 土師器片 （高杯）・ヤマトシジミ

51 C 4C 7 N －35。－W 不 整 楕 円 形 4．12　× 1．42 2 2 外傾 平坦 自然

52 C 4b 8 N －74 0－W ［楕　 円　形 ］ 1．85　×1．51 2 2 緩斜 平坦 ．自然

53 C 5b 2 N － 7。－E 楕　　 円　　 形 1．71 ×1．39 23 外傾 平坦 人為 土師器 （堀）

54 C 6C 4 N －53。－E 楕　　 円　　 形 1．09　×　0．98 74 外傾 Ⅴ字状 人為

55 C 5C 5 N －55。－E 楕　　 円　　 形 1．40　×　0．93 2 1 緩斜 平坦 人為

56 Y 9 i2 N －18 。－E 楕　　 円　　 形 2．84　×　2．52 153 外傾 平坦 人為

57 Z 9d 4 N － 6 。－W 楕　　 円　　 形 2．14　× 1．44 107 外傾 平坦 ． 人為 陥し穴

58 C 5e 8 N －42。－E ［不整楕 円形］ 2．94．×［1．90］ 133 外傾 平坦 人為 陥し穴

59 B 5 f5 N －12 0－W 楕　　 円　　 形 1．47　× 1．15 1 86 垂直 平坦 人為

60 D 4b 2 N － 6 。－E ［楕　 円　形 ］ ［2・57 ×．1・90］ 228 外傾 平坦 人為 陥し穴

3　溝

A－II区の南西部から溝1条が検出されている。ここでは，溝の形状，規模，覆土の状態などについて記載

する。

第1号溝（付図・第188図）

位置　調査区南西部，A－II区

規模と形状　検出された全長は約16．2m，上幅は0．26～0．44m，下幅は0．14～0；36m，深さは0．28～0．38m

である。底面はほぼ平坦で，断面形はU字状及び逆台形状である。

方向　E3h6区から南東方向（N－1130－E）へほぼ直線的に延びている。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

旦24．5m　　　　　旦24．6m

旦24．吏l＿

‾甘‾　し：±±∃m

第188図　第1号溝実測図

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期や性格については不明であ

る。
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実穀寺子遺跡1

4　旧石器集中地点

当遺跡ではA－II区北部の標高23～24mの台地上から，旧石器集中地点4か所が確認されている。以下，旧

石器集中地点の状況及び主な旧石器について記述し，他は一覧表に記載する。

第1号旧石器集中地点（第189図）

位置　調査区域の北部，B5h3区から出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第189図に示

したとおりである。

㊧
∠二三＞

闇還轡－

‾二：÷：l二：

】　　　i　　　　！

第189回　第1号旧石器集中地点実測図・出土遺物実測図

0　　　　　　　2clM

L＿＿＿⊥　」

規模　旧石器群の平面分布は，長径1m，短径0．6mほどの楕円形であり，4点の旧石器が出土している。

確認土層　立川ローム層のVI層に対応する層位で確認された。

遺物　本旧石器集中地点からの出土遺物総数4点の内訳は，ナイフ形石器1点，剥片3点である。石質はいずれ

も黒曜石である。第189図1は，2及び3の接合資科である。2はナイフ形石器，3は使用痕のある剥片であ

る。

所見　VI層（立川ローム層対比）の上部から遺物が出土しており，時期は層位からAT降灰期以降と考えられる。

第1号旧石器集中地点出土遺物観察表

図版 番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　　　 質 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （qm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 18 9 図 1 接　 合 資　 料 3．1 1．5 0．9 2．2 黒曜石 Q 2 2 7　接合資料 1

2 ナイ フ形 石器 3．0 1．3 0．5 0．7 黒曜石 Q 2 2 7 （1）

3 剥　　　　 片 3．0 1．3 0．7 1．5 黒曜石 Q 2 2 7 （2）

第2号旧石器集中地点（第190図）

位置　調査区域の北部，B5h6区を中心に出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第190図

に示したとおりである。

規模　旧石器群の平面分布は，長径6．34m，短径4．38mほどの楕円形であり，159点の旧石器群が散漫に分布

している。
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実穀寺子遺跡1

確認土層　立川ローム層のVI層上層からⅤ層に対応する層位の間で確認された。

遺物　本旧石器集中地点からの出土遺物総数159点の内訳は，ナイフ形石器3点，角錐状石器1点，石核3点，

剥片152点である。石質は黒曜石85点，安山岩74点である。石質別の分布をみると黒曜石は南西側に，安

山岩は北東側にそれぞれ集中している。第191図1・2・3は黒曜石のナイフ形石器，4は黒曜石の角錐状石

器，5・6は黒曜石の石核，7が安山岩の石核，8が黒曜石の二次加工の剥片，9は黒曜石の剥片，10は安山

岩の剥片である。

所見　VI層からⅤ層（立川ローム層対比）に遺物が出土しており，時期は層位からAT降灰期以降と考えられる。
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●

●黒曜石

▲安山岩

第190図　第2号旧石器集中地点実測図

第2号石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　 ’値

石　　　　 質 1 備　　　　 考
長 さ （cm）・ 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 19 1図 1・ ナ イフ形石器 4．2 ‘2．0 1．0 6．0 黒曜石 Q 2 2 8

2 ナイフ形石器 2．8 0．6 0．7 3．0 黒曜石 Q 2 29

3 ナ イフ形石器 2．3 1．6 0．6 1．4 黒曜石 Q 2 3 0

4 角 錐 状 石 器 4．4 2．6 2．3 22．6 黒曜石 Q 2 3 1

5 石　　　　 核 2．7 3．4 1．0 6．7 黒曜石 Q 2 35

6 石　　　　 核 4．9 5．0 2．5 46．1 黒曜石 Q 2 3云

・7 石　　　　 核 4．5‾． ・‾5．3 3．1 78．0 安山岩 Q 2 37

8 二次加 工剥片 2．4 3．2 0．7 2．8 黒曜石 Q 2 33

9 剥　　　 片 2．3 2．2 －　0．8 2「7 ． 黒曜石 Q 2 3．2

10 剥　　　　 片 3．9 2．8 1．0 7．4 安 山岩 Q 23 4
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第191図　第2号旧石器集中地点出土遺物実測図
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実穀寺子遺跡1

第3号旧石器集中地点（第192図）

位置　調査区域の北部，B5h9区を中心に出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第192図

に示したとおりである。

規模　旧石器群の平面分布は，長径5．20m，短径3．34mほどの楕円形であり，71点の旧石器群が散漫に分布し

ている。

確認土層　立川ローム層のVII層に対応する層位で確認された。

遺物　本旧石器集中地点からの出土遺物総数71点の内訳は，尖頭器1点，礫器2点，石核1点，剥片67点であ

る。石質は黒曜石19点，安山岩52点である。第193図1は黒曜石の尖頭器，2・3は安山岩の礫器，4は黒

曜石の石核，5・6は黒曜石の剥片である。

所見　ⅥI層（立川ローム層対比）に遺物が出土しており，時期は層位からAT降灰期以前と考えられる。

第3号石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 醸 ．　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　　 質 畢　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 19 3図 1 尖　 頭　 器 ＿ 6．1 3．3　‾ 2．5 2 7．2 黒曜石 Q 2 4 0

2 礫　　　　 器 7．5 5．5 4．2 13 8．7 安山岩 Q 2 3 8

3 礫　　　　 器 10．0 5．9 4．2 35 0．1 安山岩 Q 2 3 9

4 石　　　　 核 5．8 3．8 2．1 2 5．7 黒曜石 Q 2 4 3　剥片素材

5 剥　　　　 片 3．0 5．7 1．3 1 7．1 畢曜右 Q 2 4 1

6 ． 剥　　　　 片 5．2 5．2 1．8 3 2．8 黒曜苧 Q 2 4 2
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第192図　第3号旧石器集中地点実測図
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亡＝⊃

第193図　第3号旧石器集中地点出土造物実測図
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実穀寺子遺跡1

第4号旧石器集中地点（第194図）

位置　調査区域の北部，B5j3区とC6a2区から出土している。

0　　　　　　　　2cm

］　；　＿：

第194図　第4号旧石器集中地点

出土遺物実測図

規模　旧石器群の平面分布は，B5j3区の南西部から1点　C6a2区の

北東部から1点であり，2点間の距離は約3mである。

確認土層　立川ローム層のVI層に対応する層位で確認された。

遺物　本旧石器集中地点からの出土遺物2点はいずれも剥片である。

石質は黒曜石1点，安山岩1点である。第194図1は黒曜石の剥片

である。

所見　VI層（立川ローム層対比）に遺物が出土しており，時期は層位

からAT降灰期以降と考えられる。

第4号旧石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　　　　 質 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 1 94 図 1 剥　　　　 片 6．1 3．3 2．5 2 7．2 黒曜石 Q 25 2

5　集石

A2区北部の第3号石器集中地点脇から集石1基が検出された。以下，集石について記載する。

第1号集石（第195図）

位置　調査区域の北部，B5ho区から検出されている。出土遺物の平面分布及び垂直分布については第195図に

示したとおりである。

ト一一一一一一1－－－－…一十－一一一」

第195回　第1号集石実測図

規模　平面分布は，長径0．52m，短径0．25mほどの楕円形であ

り，拳ほどの大きさの礫が8点集中する。

確認土層　立川ローム層のVIl層に対応する層位で確認された。

遺物　礫は総数8点で，総重量は2．43kgである。石質はいずれ

も安山岩であり，すべて赤化し，2～7片に破砕されている。こ

のうち1個体に黒色の付着物が認められた。礫の最長接合距離

は18cmを測る。その他の遺物は出土していない。

所見　VII層（立川ローム層対比）に遺物が出土しており，時期は

層位からAT降灰期前と考えられる。

－　264　－



実穀寺子遺跡1

6遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない土器や，土製晶，石器，石製品，古銭，煙管が出土している。ここでは，そ

れらの出土遺物のうち，縄文土器片22点（早期2点，前期13点，中期5点，後期2点）について解説をし，そ

の他については，実測図（第196図～第199図）及び観察表，一覧表で一括して報告する。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第 196図 高　　 塀 A ［15．7］ 脚部欠損。坪部は外傾して立ち上がり，口緑部外両横ナデ。休部外面へラ削 長石 P 394　 15％
1 土 師 器 B （7．4） 口緑部に至る。師部外面下位に稜を持 り後，ナデ。内面剥離。 にぷい橙色 表採

つ。 普通 二次焼成

2

高　　 ゴ不 D　 14．2 坪部欠損。一脚部はラらパ状を呈する。 脚部内・外面へラナデ。 石英 P395　　 45％
土 師 器 E （7．7） 裾部は上方へわずかに反り返る。 にぷい橙色

普通

表採

3

襲 A　 16．3 体部から口緑部にかけての破片。体部 口緑部内面 ・体部外面へラナデ。内 長石・石英 P 396　　 30％
土 師 器 B （14．8） は縦長な球状を呈する。口緑部はくの 面剥離。 橙色 表採

字状に外傾する。 普通 二次焼成

4

襲 B （ 1．7） 底部の破片。平底。底部に木葉痕が残 内面ナデ。． 長石 ・石英 P 398　　　 5％
土 師 器 C　　 4．0 る。 にぷい褐色

普通
表採

5

壷 ・ A ［22．8］ 口縁部の破片。口緑部は折り返し口緑 外面へラナデ。 長石 ・石英 P 397　 10％
土 師 器 B （7．5） で，外反する。 淡黄色

普通

衰痍内

6

徳　　 利 B （3．9） 底部から体部にかけでの破片。高台は ロクロ成形。削り出し高台。内面に にぷい黄樺色 P 401　 25％
陶‾　 器 D ［7．6］ 厚みを持ち低く直立する。一体部は内攣 灰粕が溜まる。外面に黒粕が施され （粕）黒褐色 表採

E　　 O．6 して立ち上がる。 る。 良好

7は口緑部片で，口唇部が肥厚し，外反する。縦位の縄文が施されており，夏島式土器に比定される。8は口

緑部片で，口唇部は内削ぎ状を呈する。斜格子目文が施されており，三戸III式土器に比定される。9は口緑部片

で，口唇部直下に刻み目が，その下に三角刺突文が施されており，浮島III式土器に比定される。10・11は口唇

部直下に斜位の刻み目が施されている。10～13は，2条の沈線の区画内外に刺突文が密に施されている。14・

15は胴部片で，縦位及び斜位の交差する沈線が施されている。16は口緑部片で，RLの単節縄文が施されてい

る。18は口緑部，19は胴部片で，いずれもLRの単節縄文が施されている。17は口緑部に押圧文が施されてい

る。20は口緑部が折り返されている。21は胴部片で，縄文を地文に結節文が施されている。10～21は前期末

の土器群である。22は口緑部片で，沈線が施され，五領ケ台式土器に比定される。23～26は口緑部片及び胴部

片で，23はLRの単節縄文が施され，24・26は口緑部片で，口唇部付近に列点文が，また，LRの単節縄文を

地文に3条の横位の沈線が施されている。25はLRの単節縄文を地文に，沈線によって区画がなされている。い

ずれも加曽利BIII式土器に比定される。27は口緑部片で，弧状の条線が施され，28は口緑部片で，縄文帯間が

磨り消されており，ともに安行I式土器に比定される。

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土 地 点 備　　　 軍
ー長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm ） 重量 （g）

第 197 図 29 珠 状 耳 飾 り 4．4 （2．7） ．1．0 （10．0） 表面採集 D P 66

図版 番号 種　　　　 別
計　　　　 ＿測　　　　 値

出　 土 地 点 備　　　　 考
径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第 1 97 図 3 0 土　　　　 玉 3．6 3．5 0．8 37．6 表面採集 D P 6 7

3 1 土　　　　 玉 3．0 3．3 0．8 25．9 表面採集 D P 6 8
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第19g図　遺構外出土遺物実測図（4）
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図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　土地点 備　　　　 考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第197図32 土　　　　 玉 3．3 3．3 0．7 31．9 表面採集 DP69

33 土　　　　 玉 3．1 2．9 0．9 19．5 表面採集 DP70

図版番号 種　　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第197図34 不明土製晶 （4．3） 4．2 1．5 （16．1） 表面採集 DP71

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　　　 質 出土地点 備　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第197図35ナイフ形石器 4．0 1．5 0．7 2．9 黒　曜　石 表面採集 Q253

36 ナイフ形石器 3．8 1．9 1．3 6．4 黒　曜　石 B5d9区 Q254

37 スクレーパー 2．1 3．3 1．3 10．9 チ　ャ　ート表面採集 Q255

38 槍先形尖頭器 8．9 3．0 2．1 35．9 硬質頁岩 C5b4区 Q256

39 槍先形尖頭器 （5．1） 2．1 0．9 （8．4） 安　山　岩 表面採集 Q257

40 槍先形尖頭器 （4．5） 2．2 1．1 （7．5） 黒　曜　石 表面採集 Q282

41 礫　　　　 器 9．5 5．7 5，9 400．1 フォ／レンフェルスB5g5区 Q258

42 剥　　　　 片 4，9 3．5 1．1 12．0 チ　ャ　ート表面採集 Q259

43 石　　　　 核 4．8 4．6 2．2 38．7 安　山　岩 表面採集 Q260　剥片素材

－　269　－



実穀寺子遺跡1

図版番号 種　　 別

計　　 測　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 19 7図 4 4 石　　　　 匙 6．9 2．7 1．2 1 6．6 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 6 1

4 5 石 一　　　 鉢 1．9 1．4 0．5 0．9 黒　 曜　 石 表面採集 Q 2 6 2

4 6 石　　　　 鉄 1．9 1．2 0．4 0．6 黒　 曜　 石 D 毎7区 Q 2 6 3

4 7 石　　　　 鉄 2．5 （2．0） 0．5 （1．3） チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 6 4

4 8 石　　　　 錬 2．0 1．4 0．5 1．3 チ　 ャ　 ー ト 表面採集 Q 2 6 5

4 9 石　　　　 鐸 2．9 （1．9） 0．7 （1．9） チ　 ャ　 ー ト 表面採集 Q 2 6 6

5 0 石　　　　 鉄 2．1 （1．7） 0．5 一 （1．0） チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 26 7

5 1 石　　　　 錬 2．3 1．8 0．4 1．1 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 26 8

5 2 石　　　　 鉄 2．2 1．8 0．4 1．1 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 26 9

5 3 石　　　　 錬 1．8 1．5 0．4 0．8 チ　 ャ　ー ト C 4g o区 Q 2 70

5 4 石　　　　 錬 2．2 1．4 0．5 1．0 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 7 1

5 5 石　　　　 鉄 2．1 1．5 0．3 0．8 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 72

5 6 石　　　　 鉄 2．5 2．1 0．4 1．6 チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 73

5 7 石　　　　 錬 2．6 （1・9） 0．4 （0．9） チ　 ャ　ー ト 表面採集 Q 2 7 4

5 8 砥　　　　 石

l

5．3 i．3 1．0 1 6．5 凝　 灰　 岩‘ 表面採集 Q 2 7 5

図版番号 種　　　　 別

計　　　　　　　 測　　　　　　　 値
出 土 地 点 備　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第 19 8図 5 9 不 明 装 飾 品 ・2．4 1．8 0．4 0．2 3．3 表面採集 Q lO　 碧玉 か

云0 勾　　　　 玉 2．4 1．6 0．6 0．2 3．6 表面採集 Q 2 77　滑石

61 剣　 形　 晶 3．7 2．0 0．2 0．2 2．5 表面採集 Q 2 78　 滑石

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm・） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第 19 8 図 62 有 孔　 円　 板 2．5 0．3 0．2 3．8 表面採集 Q 2 7 9

63 有 孔 円　 板 2．1 0．3 0．2 2．6 表面採集 Q 2 8 0

64 有　 孔 円　 板 2．6 0．3 0．2 3．6 表面採集 Q 2 8 1

図版番号 種　　 別

計　　 測　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

第 19 9 図 6 5 原　　　　 石 9．2 5．8 － 1．7 8 8．0 滑　　　 石 表面採集 Q 2 8 3

6 6 原　　　　 石 5．3 2．7 0．6 7．5 滑　　　 石 表面採集 Q 2 8 4

6 7 原　　　　 石 4．5 2．3 0．6 6．3 滑　　　 石 表面採集 Q 2 8 5 －

6 8 原　　　　 石 6．3 3．3 1．7 4 6．8 滑　　　 石 表面採集 Q 2 8 6 ・

6 9 原　　　　 ＿石 6．9 4．4 1．1 2 7．8・ 滑　　　 石 表面採集 Q 2 8 7

図版番号 種　　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　土 地 点 備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 199図 70 煙　　　　 管 8．7 1．．1 1．1 8．8 表採 M 14，

図版番号 名　　 称 初一鋳　 年 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

第199図71 天　 保　 通　 賛 1 8 3 5 表面採集 M ll

72 寛　 永　 通　 賛 1 7 3 6 表面採集 M 12

73 不　　　　　 明「 －
表面採集 M 13　　 3枚付着

－　270　－



実穀寺子遺跡1

第4節　まとめ

実穀寺子遺跡1の調査から得られた成果を，各時代ごとに整理し，まとめとする0

1　旧石器時代から縄文時代まで

当遺跡からは，旧石器集中地点4か所及び集石1か所が確認されている0接合資料は一点のみである0石器は，

ナイフ形石器，角錐状石器，スクレーパー，礫器，尖頭器であり，材質は，斑晶が目立つ黒曜石，ガラス質黒

色安山岩及び安山岩，硬質頁岩である0いずれの集中地点も剥片の数が多く，石器の製作跡的な性格を持つと

考えられる。第1・4号集中地点の遺物は，立川ローム層に対比されるVI層から，第2号集中地点の遺物はVI層

～Ⅴ層から第3号集中地点の遺物はVII層から出土している0

また，第3号集中地点のとなりから，火を受けて赤変し，多くが小さく割れた状態の安山岩の集石が検出され

た。この集石はⅥI層から出土している。

縄文時代の遺物として，早期，前期，中期，後期の土器片が少数出土しているが，縄文時代の可能性が考え

られる陥し穴以外に，遺構は確認されていない0縄文時代と考えられる石鉄が出土しており，近接する実穀古

墳群と同じように，当遺跡周辺は，狩猟場として利用されていたことが想像される0

2　古墳時代

実穀寺子遺跡1の中心となる時代で，古墳時代中期と考えられる竪穴住居跡48軒が，A－II区の中央部から

北寄り，径約40mの円内に入る範囲に集中して検出されている0出土遺物などから，古墳時代中期の一時期に

集中して営まれた集落跡と考えられ，前章で触れた，同時期の，同じ台地上約300m南の実穀古墳群の集落跡

との関連が注目される。以下，竪穴住居跡の特徴について記述する0

床面積が50Iがを超える大形住居跡6軒（第6・8・11・40・41・47号住居跡），35～50Iがの住居跡10軒（第

3・12・13・15・18A・19・29・43・46・51号住居跡），20～35mヲの住居跡17軒（第1・2・5・9・10・16・

18・20・22・23・25・26・28・31・44・48・50号住居跡），10～20Iがの住居跡3軒（第21・24・45号住

居跡），10Iが以下の住居跡5軒（第30・33・35・36・38号住居跡）である0床面積が10Iが以下の住居跡の内，

第33・35・36号住居跡は炉を持たず，第36号住居跡以外は床の硬化面がみられず，貯蔵穴が検出されていな

い。これらは一般的な住居と使用目的が異なる建物跡と考えられるが，集落構成を考える上で今後の課題とな

ろう。

検出された住居跡の内，壁溝が確認されたものは68％，床面を掘り込む溝が確認されたものは43％である0

第6号住居跡は，床下遺構として溝状の掘り方が全周しており，当遺跡内においては特異である0

炉が確認された住居跡は81％であり，そのうち2か所の炉を持つものが7％である0住居跡内での炉の位置

を，炉を中心に右及び左方向にある主柱穴を基準としてみてみる（仮に右方向の主柱穴をPl，左方向の主柱穴

をP4と統一する。）。PlとP4を結んだ線上に炉があるものが47％，その線の外側にあるものが43％，内側に

ぁるものが11％である。そのうち，PlとP4を結んだ線上にあり，なおかつP4寄りにあるものは全体の25％，

その線の外側にあり，なおかつP4寄りにあるものは全体の21％と，P4寄りにあるものは，全体の半数近くを

占める。なお，第30号住居跡のみが住居跡中央部に炉を持っている0

また，炉と出入り口施設にともなうピットの位置関係をみると，炉は，出入り口部に対して奥壁寄りに位置

している。
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貯蔵穴が確認された住居跡は68％である。貯蔵穴の位置をみると，出入り口部から入って手前の左コーナー

部にある場合は64％，右コーナー部にある場合は36％と，左コーナー部にある場合が目立っている。なお，第

11号住居跡では右コーナー部に1基，その対角のコーナー部に1基，第18A号住居跡では左右両コーナー部に

1基ずつの，それぞれ合計2基が検出されている。

出土遺物についての特徴をまとめると以下のとおりである。

・実穀寺子遺跡1から出土した土師器は，5世紀の第2四半期から第3四半期の間に集中している。

・器種は高杯・壷・賓の出土が目立っており，比較的塔・椀は少ない。

・出土した土師器で，赤彩されているものは少ない。

・出土した土師器の中には研磨痕が認められるものがある。また，籾痕が残るものが目立つ。

・第11号住居跡から，TK216期併行と考えられる須恵器越が出土している。また，第43号住居跡から土師器

把手付賓が出土している。なお，把手付肇は，第43号住居跡覆土下層及び第46号住居跡覆土中に散在した

状態で出土している。

・遺構外から，石製模造品の原石と考えられる滑石が出土している。二等辺三角形状のもので，形割の工程の

ものと思われる。表面に擦痕，または，輪郭線上の一部に1～2m程の穿孔により形割を行ったと思われる痕

跡が残る。また，滑石の細片が，第6・8・9・11・12・13・14・16・17・18A・18B・28・31・37・45・

47・49号住居跡から出土している。これらのことから，石製模造品の原石の加工施設的な遺構，または，工

房的な遺構があった可能性も考えられる。なお，臼玉は，第8号住居跡の28点，第13号住居跡の18点，第

18A号住居跡の52点，第18B号住居跡の15点，第19号住居跡の10点，第49号住居跡の26点と，以上の

6軒の遺構から多く出土している。また，第43号住居跡から出土した有孔円板は，床面から5枚重なった状

態で出土しており，その点においても注目される。

4　近世

遺構外出土遺物として，陶器徳利片，煙管，寛永通賓が出土している。これらは墓場に伴う可能性が考えら

れ，遺構としては検出できなかったが，当遺跡周辺に近世以降の墓場があったことも考えられる。

今回の調査で，古墳時代中期を中心に，旧石器から近世までの人々の生活の跡を確認することができた。旧

石器時代に人々はこの地に痕跡を残し，縄文時代には，出土した石鉄などから，主に狩猟場として利用されて

いたことが想像される。その後，弥生時代には人々の生活跡をとらえることができなくなるが，検出された住

居跡から，古墳時代中期になって，急速にこの地の開発が進んだことがうかがわれる。しかし，それ以後は大

きな集落が営まれることはなくなる。近世以降においては，人々のわずかな生活の痕跡が知られた。前章の実

穀古墳群のまとめにおいても触れたが，古墳時代の人々のながれを，広域的に明らかにしていくことが，今後

の課題の一つとなろう。実穀寺子遺跡1は，旧石器時代の石器製作跡的な場，また，古墳時代中期の集落跡とし

ての複合遺跡であることが明らかになった。
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実穀寺子遺跡1
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実穀寺子遺跡から出土した炭化材・種実遺体の種類

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

実穀寺子遺跡では，古墳時代中期の焼失住居跡から，住居構築材と考えられる炭化材や食物残漆の一部と考

えられる種実遺体が検出されている。古墳時代の住居構築材については，これまでにも県内各地の遺跡で多く

の試料について樹種同定が行われている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1986a，1986b；未公表資料）。その

結果，沿海地では常緑広葉樹が多く利用されるのに対し，やや内陸では落葉広葉樹を種とした樹種構成が認め

られ，地域による用材選択の違いが明らかとなっている。しかし，用材が変化する地域や時期による用材の違

いなどの詳細については不明な点が多い。

本報告では，実穀寺子遺跡から出土した住居構築材と考えられる炭化材の樹種を明らかにし，用材選択に関

する資料を得る。また，種実遺体の種類を明らかにし，植物食に関する資料を得る。

1．住居構築材の樹種

（1）試料

試料は，古墳時代中期の焼失住居跡（S1－12）から出土した住居構築材と考えられる炭化材3点（No．5

～7）である。試料は，N0．5が梁，No．6，7が垂木と考えられている。

（2）方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し，種類を同定する。

（3）結果

炭化材は全て落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属キヌギ節に同定された。解剖学的特徴などを以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quenussubgen．LゆidbbahlnuSSeCt．Cenis）　　　　　ブナ科

環孔材で孔圏部は1～3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら放射状に配列する。道管は単

穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

柔組織は周囲状および短接線状。

（4）考察

確認されたクヌギ節は，同亜属のコナラ節と共に関東地方における古墳時代の住居構築材として最も一般

的な種類の一つであり，多くの遺跡で確認例が知られている（高橋・植木，1994）。茨城県内でも，内陸部の

台地上の遺跡から出土した住居構築材に多数確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1986a，1986b；

未公表資料）。このことから，茨城県の内陸部の台地上では，住居構築材にクヌギ節・コナラ節を中心とした

種類が利用されていたことが推定され，今回の結果もその一例といえる。

住居構築材の用材選択には，周辺植生が密接に関係していたと考えられている（高橋・植木，1994）。茨城

県内では，沿海地と内陸部で種類構成が異なっている。この背景には，沿海地には常緑広葉樹を主とする植

生が見られたのに対し，内陸部ではクヌギ節・コナラ節を中心とした落葉広葉樹林が見られた可能性がある。

今回の結果から，本遺跡周辺ではクヌギ節・コナラ節を主とする落葉広葉樹林が見られたことが推定される。
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2．種実遺体の種類

（1）試料

古墳時代中期の焼失住居跡（SI－11，12）より出土した種実遺体2点（SI－11－Ⅹ，SI－12　No．2）で

ある。

（2）方法

緩やかに乾燥させたあと，双眼実体顕微鏡で観察し同定した。

（3）結果

SI－11－Ⅹはモモの核に，SI－12　N0．2はコナラ属の子葉にそれぞれ同定された。各種類の形態的特徴

を以下に記す。

・コナラ属（Q〝βγC〟S坤．）　　　　　　　ブナ科

炭化した子葉が検出された。ほぼ球形で長さ1．5cm程度。球面状の表面には維管束の筋の跡が縦方向にみ

られる。

・モモ（PnnuspaYSica Batsch）　　　　バラ科サクラ属

核が検出された。縫合線で半分に割れている。大きさは2cm程度。半球状でやや扁平，先端部は尖る。表

面は，不規則な線状のくぼみがあり，全体としてあらいしわ状に見える。

（4）考察

確認されたコナラ属・モモとも可食植物である。コナラ属は，縄文時代以降，各地の遺跡から多くの出土

例がある。コナラ属は食用に際し「あく抜き」が必要になる。今回検出されたものは球形に近く，クヌギや

アベマキなどの形状に近い。クヌギやアベマキの「あく抜き」には，灰汁などのアルカリを用いるなど複雑

な行程が必要である（渡辺，1975）。しかし，収量が多くかつ長期保存に耐えることから，重要な食料源であ

ったと考えられる。

一方，モモは栽培種として大陸より渡来した種類である。長崎県伊木遺跡の例（南木・粉川，1990）から，

縄文時代前期には渡来していたことが明らかとなっている。弥生時代以降各地の遺跡で多くの報告例があり，

広く利用されていたことが推定される。今回の結果から，本遺跡周辺で古墳時代にモモが栽培されていたこ

とが推定される。
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図版1　炭化材・種実遺体

1qu：2－3

200／J m：1a

200／l m：1b，1C

1．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（SI－12　No．7）　a：木口，b：柾目，C：板目

2．コナラ属（SI－12　No．4）

3．モモ（SI－11Ⅹ）
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